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はじめ1.

 本事1.1

本事業
環境を実
端の情報
実証を⾏
果検証等
実証事業
 

実証事
く公開す
のような

 

図

めに 

事業の全体

業では、教育
実現するため
報通信技術を
⾏う。福島県
等は⽂部科学
業」ではクラ

事業の成果は
する。また、
な学習・教育

図 1-1 先導

体像 

育情報化の全
め、⽂部科学
を活⽤し、多
県新地町、東
学省「先導的
ラウド等を活

は、教育クラ
教育クラウ

育環境の実現

 

導的な教育体

全国展開を念
学省「先導的
多種多様な情
東京都荒川
的な教育体制
活⽤した教育

ラウドプラッ
ウドプラット
現を⽬指して

体制構築事
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念頭に、家庭
的な教育体
情報端末に
区、佐賀県
制構築事業
育 ICT シス

ットフォー
トフォーム
ている。

業及び先導

庭・学校等
制構築事業

に対応した低
県の 3 実証地

」で実施し
ステムに関す

ムに係る標
の普及・展

導的教育シス

の間でシー
業」と連携し
低コストの教
地域におい

し、総務省「
する実証を⾏

標準要件とし
開を推進し

ステム実証事

ームレスな学
し、クラウド
教育 ICT シ

いて、学習効
「先導的教育

⾏う。 

して整理、策
していくこと

事業の連携

学習・教育
ド等の最先
システムの
効果等の効
育システム

策定し、広
とで、以下

体制 



 
 

 

1. 授業
る 

 いつで
 ひとり
 多様性
 

2. 全国
 クラウ
 モジュ
 公教育
 

3. 標準
 コンテ
 学習記
 教育分

 
本事業は

 
 

表 1-1
ティ・テ

業で活⽤する

でも、どこで
りひとりの個
性を尊重し、

へ普及可能
ウド技術を⽤
ュール化とオ
育・私教育・

化によるデ
テンツの増加
記録データの
分野以外（防

は、平成 26

1 に本事業
ティ・コミュ

るコンテンツ

でも、だれ
個性・能⼒

お互いに⽀

能な技術・費
⽤いたサービ
オープンアー
・他分野等の

データ連携が
加と流通促進
の利活⽤によ
防災・医療等

6 年度より

業の協⼒企業
ュニケーショ

ツを学校以外

でも学ぶこ
・意欲に応
⽀え合い⾼

費⽤により、
ビス化によ
ーキテクチ
の連携によ

がもたらす新
進による学
よる学びの
等）とのデ

開始した実

図 1-2

業・団体の⼀
ョンズ株式会
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外でも利⽤

ことが可能
える学びを
め合う学び

、教育の情
る導⼊・運
ャの活⽤に
る社会イン

新たな価値
習・教育環
⾼度化とデ
ータ連携に

実証事業であ
 

本事業の全

⼀覧を⽰す。
会社が、全

でき、多様

を実現 
びを実現 

報化を推進
運⽤の容易性
による健全な
ンフラの最適

創出と教育
環境の向上と
データ利⽤機
による新たな

あり、本年度

全体概要 

。なお、本
全体の取りま

様な学びを⾃

進する 
性と費⽤低減
な競争環境の
適化とコス

育エコシステ
と市場の活性
機会の創出 
な価値の創出

度が 2 年⽬

事業は請負
まとめを⾏っ

⾃由に⾏うこ

減を実現 
の実現 
ト削減 

テムの実現 
性化 

出 

にあたる。

 

負事業者であ
った。 

ことができ

 

あるエヌ・



 
 

 

教育
設計

教材

実証

調査
員会

成果

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本実証
モデル実
切な対応
るととも
認定事業

なお、
育分野に
蓄積した

本事業に

クラウドプ
・開発 

コンテンツ

地域に関わ

・報告書の
運営⽀援 

発表会/成果

証では学習者
実践校、検証
応体制を構築
もに、⼀般財
業者⼜は同等

請負事業者
に導⼊するた
た画像資料を

における役割

プラットフォ

ツに関わる実

わる実証⽀援

取りまとめ

果の周知・普

者、教員等の
証協⼒校、関
築している。
財団法⼈⽇本
等の個⼈情報
者は、本実証
ためのガイ
を必要に応じ

表 1-1
割 

ォームの













実証⽀援











援 













め/評価委


普及啓発


⼀

の情報を扱う
関係する教育
。また、請負
本情報経済社
報保護の体制

証研究におけ
ドブック（⼿
じて提供した
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協⼒企業・

 株式会社

 株式会社

 株式会社

 ⽇本電気

 富⼠通株

 株式会社
 株式会社
 株式会社
 株式会社
 株式会社
 株式会社
 株式会社
 NTT ラー
 株式会社
 株式会社
 東⽇本電
 富⼠通株

 株式会社

 株式会社
⼀般社団法

ICT CON

うことから
育委員会、
負事業者は
社会推進協
制が確⽴し

ける調査結果
⼿引書）作
た。 

団体⼀覧
企業

社コードタク

社電通国際情

社東⼤英数理

気株式会社

株式会社 

社リアルグロ
社 ACCESS
社内⽥洋⾏
社学研教育ア
社電通国際情
社⽇⽴製作所
社内⽥洋⾏
ーニングシス
社グレートイ
社 NTT ドコ
電信電話株式
株式会社 

社三菱総合研

社電通 
法⼈⽇本教育
NNECT21

、請負事業
⾃治体の運
ISMS 適合
会の「プラ

している。
果等を踏まえ

作成にあたり

業団体名 

クト 

情報サービス

理教室 

ローブ 

アイ・シー
情報サービス
所 

ステムズ株
インターナ
モ 

式会社 

研究所 

育情報化振

業者は実証校
運⽤ポリシー
合性評価制度
ライバシーマ

えたクラウ
り、必要な実

ス 

ー・ティー 
ス 

株式会社 
ショナル 

振興会 

校、ドリーム
ーとよく調整
度の認証の資
マーク」を付

ウド等の ICT
実証の情報や

ムスクール
整の上、適
資格を有す
付与された

T 環境を教
や、取得・



 
 

 

 昨年1.2

平成 2
調査研究
ウドプラ
は図 1-3

 

年度実証の

26 年度は、
究」で試作し
ラットフォー
3 の通りであ

図

のまとめ 

平成 25 年度
したプロトタ
ーム」を開発
ある。 

図 1-3 教育

 

度に総務省
タイプの成果
発した。開発

育クラウドプ

11 

省が実施した
果を反映さ

発した教育ク

プラットフ

た「教育分野
せ、児童⽣

クラウドプ

ォームの構

野における I
徒や教員が
ラットフォ

構成イメージ

ICT 利活⽤
が使⽤する

ームの構成

 

ジ 

⽤に関する
「教育クラ
成イメージ



 
 

 

教育ク
ングルサ
ウド）な
ーク）で

教育ク
1. 学習

ルに
2. ユー

グル
3. リス

 
この教

児童⽣徒
テンツを

コンテ
（提供

テックキ
（NTT
システム

社

スクー
（株式会

ク

アプ
（株式会

エヌ

 
 
 

クラウドプラ
サインオン機

どを、定め
でつなぐ設計
クラウドプラ
習者が、情報
にアクセスす
ーザポータル
ルサインオン
ストから教材

教育クラウド
徒や教員は、
を使⽤するこ

表
テンツ名 
供者名） 
キャンバス
ラーニング
ムズ株式会
社） 

ールタクト 
会社コードタ
クト） 

プリゼミ 
会社ディー
・エー） 

ラットフォー
機能を通じて

められたポリ
計とし、学校
ラットフォー
報端末から標
する。 
ルからログイ
ンにより、コ
材コンテンツ

ドプラットフ
この教育ク

ことができた

表 1-2 平

（
ス 
グ
会

授業⽀

タ 授業⽀

・
ドリル
（国語

ームは、様々
て、ユーザポ

リシーのもと
校家庭間連携
ームの学習者
標準的なブラ

インすると
コンテンツ
ツを選択す

フォームに
クラウドプラ
た。 

成 26 年度
種別 
教科） 

援システム

援システム

ル学習型 
語,算数）

12 

々な教材コン
ポータルや
とでシステム
携や学校間
者の利⽤イ
ラウザを利

利⽤可能な
ごとにログ
ることで、

より提供さ
ラットフォー

の実証にて

学校

ム
⼩学
中学

ム

⼩学
中学

⾼等
特別⽀

⼩学

ンテンツが⼀
学習者・教
ム間を結ぶ

間連携をシー
イメージは次

⽤し、イン

な教材コンテ
グインをする

コンテンツ

されたコンテ
ームにログイ

て提供された

校種 

学校 
学校 

学校 
学校 

等学校 
⽀援学校 

学校 

⼀度の認証
員⽤個⼈領
信⽤基盤（

ームレスに実
次のとおりで

ターネット

テンツがリス
る必要はない
ツが配信され

テンツは表 
インするこ

たコンテンツ

コ

⼩中学校の
でデジタル
回収・提⽰
ケーション
タブレット
真をアップ
⽣徒の学習
に把握、お
ることで
学習環境を
「なんだろ
「できた！
し、どんど
みのため、
より効率的

証で利⽤可能
領域（パーソ
（トラストフ
実現するもの
である。 
ト経由でユー

スト表⽰さ
い。 
れる。 

1-2 の通り
ことにより下

ツ 

ンテンツ概

のタブレッ
ル教材を作成
⽰する授業⽀
ン。 
トから PDF
プロードする
習状況をリア
お互いの解答
「みんなで学
を簡単に構築
ろう?」「わ
！」という感
どん進みたく

同じ勉強時
的な学習が可

能となるシ
ソナルクラ
フレームワ
のとした。

ーザポータ

れる。シン

りである。
下記のコン

概要 

ト活⽤学習
成・配布・
⽀援アプリ

の教材・写
るだけで、
アルタイム
答を共有す
学び合う」
築。 

わかった!」
感覚が連続
くなる仕組
時間でも、
可能。 



 
 

 

コンテ
（提供

ebo
（NPO
eboa

ラインズ
ブラリ

（ライン
会社

新・算数基
め

（株式会
チャー・

ポケタ
（株式会

モン

学習動画
ラリー

パ！（株
NHK エ
ーショ

デジタル
クリッ

（株式会
洋⾏

ニューワ
習百科

ンツ名 
供者名） 

oard 
O 法⼈
ard） 

ズ e ライ
リ LITE 
ンズ株式
社） 

基礎がた
め 
会社カル
・プロ） 

タッチ 
会社ポケ
ン） 

シ

画ライブ
クリッ

株式会社
エデュケ

ナル） 

ルビデオ
ップ集 
会社内⽥
⾏） 

体

ワイド学
科事典 

種別
（教科

ドリル学
解説指

（算数・英
学・理科

ドリル学
解説指

（国語・社
数・数学・

語）

ドリル学
（算数

シミュレー
（国語・社会

理科・総

資料、デ
教科書準拠

ルコンテ
（社会・理

解説指
（社会・歴史
体育・家庭

体育

資料、デ

別 
科） 

学習型 
導型 

英語・数
・社会）

学習型 
導型 

社会・算
理科・英
 

学習型 
数） 

ション型
会・算数・
総合） 

データ集 
拠デジタ
テンツ 
科・英語）

導型 
史・理科・
科・保健
） 

データ集 
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学校種

⼩学校
中学校

⾼等学
特別⽀援

⼩学校
中学校

⼩学校

⼩学校
特別⽀援

⼩学校
中学校

特別⽀援

⼩学校
中学校

特別⽀援

⼩学校
中学校

種 

校 
校 

学校 
援学校 

映
し
語
供
の
て
の

校 
校 

5
中
ン
の
は
⼒

校 

「
ブ
教
「

校 
援学校 

⼦
関
ケ
る
本
練

校 
校 

援学校 

N
さ
⼩
い

校 
校 

援学校 

児
利
ら
に
テ

校 
校 

教
⽬

コン

映像授業と
した学習サイ
語と算数・数
供。学習マッ
のつながり
ており、ドリ
の解説がつい
5,000 校を
中学校でご利
ンズ e ライ
の特別版。利
はあるが、児
⼒」の向上に
「５分間学習
ブレット端末
教材。各児童
「適応題」が
⼦どもたち
関⼼を学びに
ケモンと⼀
ることで、タ
本操作⽅法の
練で思考能⼒
HK の番組映

された学習動
⼩中学校の授
い動画を取り

児童⽣徒 1
利⽤したり、
ら⼀⻫提⽰し
に合わせて
テンツ。 
教科の学習
⽬を掲載。年

ンテンツ概要

ドリル教材
イト。現在

数学を中⼼に
ップにより
が分かりや

リル教材には
いている。

を超える全国
利⽤頂いて

イブラリア
利⽤可能な機
児童⽣徒の
に役⽴つ教
習」がコンセ
末対応の算

童の理解度に
が出題される
のポケモン
に活かし、⼤
緒にトレー

タブレットや
の習得、情報
⼒を向上さ
映像を駆使

動画クリップ
授業に活⽤

り揃えている

⼈ 1 台の
、教師の⼿元
したりする
利⽤できる

に必要な 2
年表検索（

要 

材を中⼼と
は、中学英
に教材を提
、既習単元

やすくなっ
は映像授業
 

国の公⽴⼩
いる「ライ

ドバンス」
機能に制限
「確かな学
材が揃う。

セプトのタ
算数ドリル
にあわせた
る。 
ンへの⾼い
⼤好きなポ
ーニングす
や PC の基
報の分類訓
せる教材。

使して制作
プ。 

⽤できる短
る。 

PC 環境で
元の PC か
など、授業

る映像コン

27,000 項
いつ），地



 
 

 

コンテ
（提供

（株式会
教育ア
ー・テ

ＴＥＫ 
教育シ

（株式会
英数理

コミュニ
ョン⽀

（株式会
英数理

 
また昨

トフォー
でに導⼊
去に総務
ノウハウ

 

ンツ名 
供者名） 
会社学研

アイ・シ
ィー） 

Ｗｅｂ
リーズ

会社東⼤
理教室） 

⽣
⽇

ニケーシ
援教材

会社東⼤
理教室） 

昨年度は、総
ームを活⽤し
⼊されており
務省事業や⽂
ウが蓄積され

種別
（教科

ドリル学
（数学・物理
⽣物・地学・
⽇本史・地理

国語

問題解
（国語・総

社会

総務省、⽂部
した学習の実
り、授業で
⽂部科学省事
れているため

表 1-
地

福島県

東京都

別 
科） 

学習型 
理・化学・
・世界史・
理・英語・
） 

解決型 
合・⾃⽴
） 

部科学省が選
実証を⾏った
ICT システ
事業に参画
め、短期間で

3 平成 26
地域 

県新地町 

都荒川区 
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学校種

⾼等学

⾼等学校全

特別⽀援

選定した以
た。これらの

テムが積極的
し、教育分
で実証を実

6 年度の実証
実

新地町⽴福
新地町⽴新
新地町⽴駒
新地町⽴尚
荒川区⽴第

種 

学校 図
と
検
や

全学年

教
選
⾃
と
宅
⼊
て

援学校 

情
な
⽣
コ
う
関
と
解
能

下の地域・
の実証地域
的に利活⽤

分野での ICT
実施し成果を

証における
実証校名 
福⽥⼩学校
新地⼩学校
駒ケ嶺⼩学校
尚英中学校
第三峡⽥⼩学

コン

図検索（どこ
といったテ
検索など、授
やすい⼯夫が
教科・単元別
選択や進捗の
⾃分のペー
とができる。
宅学習はもと
⼊時や終了
ても使⽤でき
情緒⾯、認知
なんらかの
⽣徒が、学校
コミュニケー
うことを⽬的
関係性を理
と、でき事や
解するため
能。 

学校で、本
にはタブレ
されている
T システム

をあげられる

実証校 

校 

学校 

ンテンツ概要

こ），⼈物検
ーマ別検索

授業や家庭学
が満載。 
別のドリル教
の⾃由度が
スで学習を
。個に応じた
とより、全体
時の確認テ
きる。 
知⾯、⾏動⾯
障害がみら

校や社会⽣活
ーション・ス
的としてい
解するため

や⾏動の関係
のコミック

本教育クラウ
レットや電⼦
る。また、各
ムを利活⽤す
ると考えられ

要 

検索（だれ）
索や教科別
学習で使い

教材。単元
⾼いので、

を進めるこ
た学習や在
体授業の導
テストとし

⾯で発達に
られる児童
活で必要な
スキルを培
る。ものの

めのパズル
係づけを理
クを利⽤可

ウドプラッ
⼦⿊板がす
各地域は過
するための
れる。 



 
 

 

 

また、
し、実証

ICT 活⽤状
証事業に協⼒

都道

北

神

地

佐賀県

状況、校種、
⼒いただく検

表 1-4 平
道府県・国 

北海道 

茨城 

東京 

神奈川 

静岡 

新潟 

三重 
滋賀 

地域 

県 

地域特性
検証協⼒校

平成 26 年度

天塩郡遠別
天塩郡遠別
古河市⽴古
つくばみら
つくば市⽴
つくばみら
つくば市⽴
多摩市⽴愛
⼋王⼦市⽴
都⽴光明特
都⽴光明特
横浜市⽴⽩
横浜市⽴若
掛川市⽴倉
掛川市⽴⼤
県⽴浜松⻄
県⽴袋井⾼
新潟⼤学教
五泉市⽴五
度会郡南伊
草津市⽴志
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実
荒川区⽴尾
荒川区⽴第
荒川区⽴諏
武雄市⽴北
武雄市⽴北
県⽴有⽥⼯
県⽴中原特

（都市部、⼭
32 校が選定

度の実証にお
学

別町⽴遠別⼩
別町⽴遠別中
古河第五⼩学
らい市⽴⼩絹
⽴春⽇学園春
らい市⽴⼩絹
⽴春⽇学園春
愛和⼩学校
⽴第⼀中学校
特別⽀援学校
特別⽀援学校
⽩幡⼩学校
若葉台特別⽀
倉真⼩学校
⼤須賀中学校
⻄⾼等学校中
⾼等学校 
教育学部附属
五泉⼩学校
伊勢町⽴南島
志津⼩学校

実証校名 
尾久⼩学校
第⼆⽇暮⾥⼩
諏訪台中学校
北⽅⼩学校
北⽅中学校
⼯業⾼等学校
特別⽀援学校

⼭間部、離
定された。

おける検証
学校名 
⼩学校 
中学校 
学校 
絹⼩学校 
春⽇⼩学校
絹中学校 
春⽇中学校

校 
校 
校そよ⾵分教

⽀援学校（横

校 
中等部 

属新潟⼩学校

島東⼩学校

⼩学校
校 

校 
校 

島等の地理
 

協⼒校⼀覧

教室 

横浜わかば学

校 

理的多様性）

覧 

学園） 

等を考慮



 
 

 

 
昨年度

た実証に
具体的な

調査 
項⽬ 

実証 

項⽬ 

              
2 Applicati
るインタフ
3 Bring Yo
ット PC 等の

都道

⿅

ト

度は、実証校
により得られ
な調査、実証

 シング
 学習サ
 学習記
 教育ク
 汎⽤性
 拡張性
 学習記
 学習記
 既存の
 教育 IC
 マルチ
 家庭で
 学校、
 BYOD3

               
ion Program
ェースの仕様
ur Own Dev
の機器を持ち

道府県・国 

奈良 
⼤阪 

兵庫 

島根 

⿅児島 
沖縄 

トルコ 

校、検証協⼒
れた知⾒のと
証項⽬は表 

表 1-5 平
グルサインオ
サービス連携

録データの
ラウドプラ

性の評価 
性の評価 

録データの
録データを

の教材コンテ
CT システム

チ OS、マル
のタブレッ
家庭、校外

3環境 

             
mming Inter
様。 
vices の略。学
ち込んで学習や

草津市⽴草
草津市⽴⽼
⽣駒市こと
府⽴東百⾆
県⽴神⼾商
県⽴あわじ
吉賀町教育
島前ふるさ
霧島市⽴向
宮古島市⽴
イスタンブ

⼒校の協⼒の
とりまとめ
1-5 の通り

平成 26 年度
オン 
携のための A
の保存 
ラットフォー

の蓄積⽅法の
をビッグデー
テンツ及び既
ムの利⽤状況
チブラウザ

ット PC を使
外学習等様々

face の略。異

学校や企業が
や業務を⾏う
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学
草津⼩学校
⽼上中学校
とばの教室
⾆⿃⾼等学校
商業⾼等学校
じ特別⽀援学
育委員会 
さと魅⼒化財
向花⼩学校
⽴下地中学校
ブル⽇本⼈学

の下、開発し
と、関連す

りである。

度の実証にお

API2 

ームのアーキ

の検証、課題
ータとして活
既存のコンテ
況と課題 

ザ環境 
使った持ち帰
々なロケーシ

異なるアプリ

が⽤意するもの
う⽅式。 

学校名 

校 
校 
学校 

財団隠岐國学

校 
学校 

した教育ク
する技術や先

おける調査

キテクチャ

題 
活⽤するた
テンツプラ

帰り学習 
ションでの

リケーションが

のではなく、

学習センタ

ラウドプラ
先⾏事例に関

・実証項⽬

 

めの活⽤⽅
ットフォー

学習 

が互いにやり

個⼈所有のス

ター 

ラットフォー
関する調査を

⽬ 

⽅法の検証、
ーム利活⽤ 

り取りを⾏う際

スマートフォ

ームを⽤い
を⾏った。

課題 

際に利⽤す

ォンやタブレ



 
 

 

 
前述の

踏まえた

ID ・属
性 管 理
の課題

マ イ ポ
ー タ ル
の課題

ビ ジ ネ
ス 化 の
課題 

学 習 記
録 デ ー
タ の 課
題 

              
4 Hyper Te
の 5 世代⽬
としている

 遠隔地
 ネット
 ⼤規模
 同⼀地
 HTML5
 教材コ
 教員が
 教材コ
 学習記
 蓄積さ

の実証の結果
た実証を⾏っ

 表 1

属
理
 

 教員
も設

 児童
 児童

ほし

ポ
ル
 

 利⽤
した

 先⽣
 先⽣

ネ
の

 誰で
トプ

 教育

記
ー
課

 学習
要 

 教育

               
ext Markup 

⽬のバージョン
。 

地間における
トワークへの
模かつ多様な
地域内での同

54による教
ンテンツに

が教材コンテ
ンテンツに
録データを

されたデータ

果、課題や得
っている。 

1-6 平成 2
員と児童⽣徒
設定できるよ
童⽣徒が進級
童⽣徒の転校

い 
したいコン
い 

⽣が作成した
⽣が保有して

も必要な時
プレイス機能
育クラウドプ

記録データ

育クラウドプ

             
Language 

ンであり、前

る協働学習
の接続速度
な環境での運
同時利⽤によ

材コンテン
における共通
テンツを⾃作
に関するデー
を⼀元的に蓄
タの分析⽅法

得られたフィ

26 年度実証
徒の紐づけを
ようにしたい
級しても同じ
校・転⼊等に

ンテンツを検

たテーマごと
ている教材等

時に教材コン
能の整備が必
プラットフォ

タを学習に活

プラットフォ

5 の略。ウェ
バージョンと
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運⽤時のボ
よる影響 
ンツの利⽤状
通インタフェ
作できる機能
ータ連携 
蓄積する仕組
法 

ィードバッ

証において抽
を担任のクラ
い 
じ ID を継続
に応じて、I

検索しやす

とに、⽣徒と
等のファイル

ンテンツを購
必要 
ォームを中⼼

活かすため

ォームを中⼼

ェブ上の⽂書を
と⽐較し、マル

トルネック

状況と課題
ェース 
能 

組み 

クは以下の

抽出された
ラスだけで

続利⽤した
ID 管理を柔

く、また利⽤

とのコミュニ
ルを先⽣同

購⼊（注⽂

⼼とした将

めにデータの

⼼とした将

を記述するた
ルチメディア

と改善策 

の通りである

今後の検討
なく、担任

い 
柔軟に対応

⽤させたい

ニケーショ
⼠で共有し

）でき、利

来のビジネ

の受け渡しが

来のビジネ

ためのマークア
ア性が強化され

る。本年度は

討課題 
以外の専科

できるよう

ページを直

ンを活性化
し、利活⽤し

⽤できるマ

ネスモデルが

ができる機

ネスモデルが

アップ⾔語で
れ、リッチな

はこれらも

科単位で

うにして

直接指定

化したい
したい 

マーケッ

が必要 

機能が必

が必要 

である HTML
な表現を可能



 
 

 

本年度2.

昨年度
た。本年
で実証事
普及・展
トフォー

 本年2.1

本年度

 本年2.2

 実2.2.1
本年度

に機能の
や教材共

実証に
⼒校 32
⾦⼦郁容

度の実証

度の実証事業
度はこの経

事業を継続し
開を推進」

ームが事業者

年度の実証

度の実証事業

年度の実施

実証環境整
度の実証を
の追加・改
共有機能、
には昨年度
2 校に協⼒い
容 慶應義塾

証について

業にて、多く
経験を活かし
した。また、

という事業
者によって継

証スケジュー

業の全体スケ

図 2-1

施内容 

整備 

進めるにあ
善を⾏った
ID 管理機能
と同様、福
いただいた
塾⼤学教授）

て 

くの知⾒が得
し、昨年度開

実証２年⽬
業の⽬的を⼀
継続的に運⽤

ール 

ケジュール

平成 27 年

あたり、昨年
た。具体的に
能等の追加、

福島県新地町
。さらに、
）で整理され
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得られると
開発した教育
⽬である本年
⼀層強く意識
⽤されてい

ルは図 2-1 の

年度の実証の

年度開発した
には、マイポ
、学習記録

町・東京都荒
本年度は
れた ICT ド

同時に、い
育クラウドプ
年度は「教育
識し、本事業

いく（⾃⾛化

の通りであ

の全体スケジ

た教育クラ
ポータル上で

録データ管理
荒川区・佐賀
「ICT ドリ
ドリームスク

くつかの課
プラットフ
育クラウド
業終了後に

化する）絵姿

る。 

ジュール 

ウドプラッ
でのコミュ

理機能の改善
賀県の 3 地
ームスクー
クール実践

課題も浮き彫
フォームを改
ドプラットフ
に教育クラウ
姿について深

トフォーム
ュニケーショ
善等を⾏った
地域 12 校及
ール懇談会」
践モデルを参

彫りになっ
改善する形
フォームの
ウドプラッ
深耕した。

ムをベース
ョンツール
た。 

及び検証協
（座⻑：

参考に、教

 



 
 

 

育クラウ
ムスクー

また、
制も整備
域での研
クラウ
し、利⽤

実証環

 2.2.2
年齢

学習者を
のあり⽅
によるサ
を検証し

本年度
は、4 章

教育ク
の要件

教育ク
の汎⽤
教育ク
の拡張
学習記
として
の検証

学習記
として
につい

コンテ
要件等

ウドプラッ
ール校とし
、教育クラ
備した。昨
研修、障害
ドプラット
⽤者のサポ
環境整備の

学習者を中
・場所・分
を中⼼とし
⽅を検討す
サービスが
した。 
度の具体的
章で述べる。

実証研究
クラウドプラ
件等の抽出・

クラウドプラ
⽤性の評価 
クラウドプラ
張性の評価 
記録データを
て活⽤するた
証 

記録データを
て活⽤するた
いての課題の

テンツ管理の
等についての

トフォーム
て実証に協
ウドプラッ
年度と同様
等の問合せ

トフォームや
ート体制を
詳細に関し

中⼼とした教
野を問わず
、かつ、様々
るため、想
実装された

な調査項⽬
。 

究項⽬ 
ラットフォ

分析 

ラットフォ

ラットフォ

をビッグデ
ための蓄積

をビッグデ
ための活⽤
の抽出 

のメタデー
の修正 

ムを活⽤した
協⼒いただい

トフォーム
様、教育クラ
せを受け付け
や各教材コン
を拡充した。
しては 3 章で

教育クラウ
ず、多様な学

な学習資源
想定されるコ
たプラットフ

⽬は下表の通

表 2-1

ーム 昨年
教育
理し

ーム 本年
汎⽤

ーム 本年
拡張

ータ
⽅法

学習
の蓄
を依
題を

ータ
⽅策

学習
の活
する
アリ

タの コン
を調
し、
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た具体的な提
いた。 
ムを積極的に
ラウドプラッ
けるヘルプデ
ンテンツの
 

で述べる。

ウドプラッ
学習・教育
源を ICT で
コンテンツ提
フォームを構

通りである。

1 本年度調

年度の成果を
育クラウドプ
した要件は、
年度の教育ク
⽤性に関する
年度の教育ク
張性に関する
習記録データ
蓄積⽅式に関
依頼する。ま
をヒアリング
習記録データ
活⽤⽅策を検
る。また、有
リングする。
ンテンツメタ
調査し、コン

データ形式

提案を公募

に活⽤いただ
ットフォーム
デスクを設置

の概要を閲覧

トフォーム
サービスを

でつなぐ「教育
提供者や関連
構築し、普及

。各調査項

調査項⽬ 
概

をベースに、
プラットフォ

外部有識者
クラウドプラ
る項⽬を抽出
クラウドプラ
る項⽬を抽出
タをビッグ
関する要件を
また、有識者
グする。 
タをビッグ
検討・整理し
有識者・企業

 
タデータに
ンテンツメタ
式と連携要件

、11 団体を

だけるよう
ムのマニュ
置した。さ

覧できるサポ

ムのあり⽅に
を享受する環

育クラウド
連サービス
及モデルと

⽬の調査結

概要 
本年度の実

ォームの要件
者に評価を依
ラットフォ
出し評価を実
ラットフォ
出し評価を実

グデータとし
を整理し、外
者・企業に対

グデータとし
し、外部有識
業に対して運

関する国際
タデータのデ
件を整理す

を選定し IC

、利⽤者サ
ュアルの作成
さらに、本年

ポートサイ

に関する調
環境を実現す

ドプラットフ
ス提供者等、
としての機能

結果等の詳細

実証に必要
件を整理す
依頼する。
ームの要件
実施する。
ームの要件
実施する。

して活⽤す
外部有識者
対して運⽤

して活⽤す
識者に評価
運⽤時の課

際標準や海
データ項⽬
る。 

CT ドリー

サポート体
成や実証地
年度は教育
イトを構築

査 

するため、
フォーム」

複数の者
能、運⽤等

細に関して

要となる
する。整

 
件から、

 
件から、

 
るため

者に評価
⽤時の課

るため
価を依頼
課題をヒ

外事例
⽬を検討



 
 

 

教育ク
を中⼼
デルの
整理 
ユーザ
育委員
のシス
ユーザ
築を容
ステム

 

 2.2.3
教育ク

⽅につい
証研究が
価・検証

学校の
るコス
多様化、
を実施し
て、本実
リットを

さらに
トフォー
将来の利
なビジネ
て検討し

実証に
中で、開
は各学校

教育ク
⽣徒及び

本年度

実証研究
クラウドプラ
⼼とした将来
のエコシステ

ザ・認証管理
員会や学校が
ステム要件の
ザ・認証管理
容易なものと
ム要件の整理

学校現場で
クラウドプ
いて、実証
が⾏われる
証⽤に構築
の授業と家
トの削減を
、家庭から
し、定性的
実証事業に
を明らかに
に、ICT ド
ームを基盤
利活⽤モデル
ネスや接続
した。 
にあたって
開発した教
校で選択で
クラウドプ
び教員・ICT
度の具体的

究項⽬ 
ラットフォ
来のビジネ
テムについ

理システム
が管理する
の整理 
理システム
とするため
理 

での教育 IC

ラットフォ
地域、新た
学校（以下
する仮想地
庭学習との
実現するた
のアクセス
かつ定量的
おいて実証
した。 
リームスク
とした教育
ル、学習資
可能な事業

は、実証校
育クラウド
きるように
ラットフォ

T ⽀援員のそ
な実証項⽬

ーム
スモ
ての

⽂献
を中
を検

を教
ため

教育
管理
価を

の構
のシ

教育
管理
等に
ンダ
シス

CT システム
ームを学校

たに選定する
、ICT ドリ

地域環境等に
のシームレス
ため、システ
ス、マルチ O
的な観点から
証校が教育ク

クール実践モ
育 ICT ソリュ

源を ICT で
業モデル、教

校・検証協⼒
ドプラットフ
にした。 

ームの機能
それぞれに対

⽬は下表のと
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献調査等をも
中⼼とした将
検討し、外部

育クラウドプ
理システムに
を依頼する。
育クラウドプ
理システムに
にレビューを
ダがユーザ・
ステム要件を

ムのあり⽅に
校において利
る検証協⼒校
リームスクー
において実証
スな連携、か
テムのクラウ
OS/ブラウザ
ら必要となる
クラウドプラ

モデルの実証
ューション

でつなげるこ
教育 ICT ソリ

⼒校・ICT ド
フォームを利

能の充⾜性や
対して、ヒア

とおりである

概
もとに、教育
将来のビジ
部有識者に評

プラットフォ
に関して要件

 
プラットフォ
に関して要件
を依頼する。
・認証管理シ
を整理する。

に関する実
利活⽤する
校、ICT ド
ール校）、及
証を⾏い、検
かつ、教育 I
ウド化、ネ
ザ対応、BY
る要件を分析
ラットフォ

証研究の⼀環
ン開発（既存サ
ことによって
リューショ

ドリームスク
利⽤しても

や操作性、課
アリングシ
る。各実証項

概要 
育クラウドプ

ジネスモデル
評価を依頼

ォームの ID
件を整理し

ォームの ID
件を整理し
。それをも
システムを容
。 

実証 

際の、教育
リームスク
及び学校の
検討した。
ICT システ
ットワーク

YOD の可能
析した。ま
ームを利⽤

環として、
サービスの
て実現可能
ンの海外展

クール校に
らい、利⽤

課題点等を
ートを配布
項⽬の実証

プラットフ
ルのエコシ
する。 

D 等ユーザ
、外部有識

D 等ユーザ
、システム
とに、シス
容易に構築

ICT システ
クール実践モ

ICT 環境を
 

テムの構築・
ク回線の帯域
能性等につい
また、コスト
⽤した場合の

教育クラウ
の改修を含む
能性が⾒込ま
展開の可能性

における実際
⽤する教材コ

を分析するた
布し回答を依
証結果等の詳

フォーム
ステム

ザ・認証
識者に評

ザ・認証
ムベンダ
ステムベ
築可能な

テムのあり
モデルの実
を模して評

・運⽤に係
域や種別の
いて、実証
ト⾯に関し
のコストメ

ウドプラッ
む）を⾏い、
まれる新た
性等につい

際の授業の
コンテンツ

ため、児童
依頼した。
詳細に関し



 
 

 

ては、5

蓄積された

教育クラウ
ムの⽇常的
の評価・分
HTML5 に
教材コンテ

教育クラウ
ムのスケー
証と、⼤量
の対応策 
学校、家庭
なロケーシ
 
不登校によ
する児童⽣
 
障害や肢体
より学習や
る児童⽣徒
BYOD 運
要件の整理
マルチＯ
環境 
接続速度可
帯域の整理

新たなビジ
事業モデル
ーションの
等 
 

5 章で述べる

実証項⽬ 
たデータの

ウドプラッ
的な利⽤状
分析 
によってつ
テンツの利

ウドプラッ
ーラビリテ
量同時アク

庭、校外学
ションでの

より学習に
⽣徒の学習 

体不⾃由・
や登校に困
徒の学習 
⽤時に必要
理 
Ｓ・マルチ

可変試験に
理 

ジネスや接
ル、教育 IC
の海外展開

る。 

分析 

トフォー
状況・結果

くられた
⽤傾向 

トフォー
ティ等の検
クセス時等

学習等様々
学習 

に困難を有

治療等に
困難を有す

要な機能・

チブラウザ

による必要

接続可能な
CT ソリュ

開の可能性

表 2-2

蓄積された
タをもとに
実証校、I
況を、教育
認し、評価
HTML5 教
HTML5 教
る教材コン
昨年度の検
クラウドプ
し、⼤量同
 
学校、家庭
実施し、そ
ートの分析
不登校によ
し、課題、
整理する。
障害等によ
し、課題、
整理する。
BYOD 環境
件を、対⾯
マルチ O
域環境にお
昨年度の結
可変試験を
る。 
多様な主体
習資源を I
まれる新た
ICT ソリュ
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2 本年度実

たデータの
に分析を実
ICT ドリー
育クラウド
価・分析し
教材コンテ
教材コンテ
ンテンツを
検証結果を
プラットフ
同時アクセ

庭、校外学
その時の課
析結果等を
より学習に
、必要とな
。 
より学習に
、必要とな
。 
境を⾒据え
⾯ヒアリン
S、マルチ
おいて実施
結果をもと
を実施し、

体の参画に
ICT でつな
たなビジネ
ューション

実証項⽬ 
概要

分析⽅法を
施する。
ムスクール
プラットフ
、必要とな

テンツの利⽤
ンツの利⽤
整理する。
踏まえ、仮
ォームのス
ス時等の対

習等様々な
題、必要と
もとに整理
困難を有す
る機能を対

困難を有す
る機能を対

た運⽤に際
グ等を通じ
ブラウザ環
し、課題・
に、仮想地
最低限必要

よる将来の
げることに

ネスや接続可
の海外展開

を検討し、蓄

ル校、検証協
フォームのロ
なる機能を整
⽤状況・結
傾向等から
 

仮想地域環境
スケーラビリ
対応策を整理

なロケーショ
となる機能を
理する。 
する児童⽣徒
対⾯ヒアリン

する児童⽣徒
対⾯ヒアリン

際し、必要と
じ確認し、整
環境での機能

要件を整理
地域環境にお
要となる回線

の利活⽤モデ
によって実現
可能な事業
の可能性等

蓄積されたデ

協⼒校の利⽤
ログをもとに
整理する。 
結果を分析し
ら、今後実装

境において教
リティ等を検
理する。 

ョンでの学習
をヒアリング

徒の学習を実
ング等で確認

徒の学習を実
ング等で確認

となる機能
整理する。 
能試験を仮想
理する。 
おいて接続速
線帯域を整理

デル、様々な
現可能性が⾒
業モデル、教
等を検討する

デー

⽤状
に確

し、
装す

教育
検証

習を
グシ

実施
認し

実施
認し

・要

想地

速度
理す

な学
⾒込
教育
る。



 
 

 

HTML5 に
ツを作成
ウハウ、知
共通インタ
求される機
教材コンテ
教材コンテ
促進の仕組
 
コンテンツ
携 
 
学習記録デ
元的に蓄積

 教2.2.4
学習者

現場での
トフォー
6 章で述

(1)教育ク

教育
する検
なる機
まとめ

(2)技術標

構築
本事業
的には
認証基
きか検

(3)ガイド

昨年

実証項⽬ 
により教材
した教材作
知⾒ 
タフェース
機能・要件 
テンツの⾃
テンツの共
組み 

ツに関する

データを安
積する仕組

教育クラウ
者を中⼼と
の教育 ICT
ームの技術
述べる。 

クラウドプラ

クラウドプ
討（4.5 参
能、運⽤⾯
た。 

標準の策定 

事業者間の
における実
、中⽴的な
盤、マーケ
討を⾏った

ドブックの作

度の実証事

材コンテン
作成者のノ

スとして要

⾃作、及び
共有・流通

るデータ連

安全かつ⼀
み 

ウドプラッ
した教育ク
システムの
仕様の検討

ラットフォ

プラットフォ
照）をベー

⾯・利活⽤⾯

の健全な競争
実証結果に基
な団体におけ
ケットプレイ
た。 

作成 

事業の事業成

教材コンテ
に、教材コ
 
共通インタ
する。 
教材コンテ
通促進の仕
築し、実証
 
コンテンツ
の課題を整
 
学習データ
構築し、分

トフォーム
クラウドプラ
のあり⽅に関
討として、下

ームの普及

ォームを中
ースに、本格
⾯の留意点等

争を促し、多
基づき、競争
ける検討状況
イス、データ

成果として、
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テンツの作
コンテンツ

タフェース

テンツの⾃
仕組みを教
証を通して

ツに関する
整理する。

タを安全か
分析を実施

ムの技術仕様
ラットフォー
関する実証結
記の 4 点を

及・展開に向

⼼とした将
格的な普及
等を整理・分

多様な学習
争領域と協調
況を踏まえ
タストア、ポ

、教育クラウ

概要
作成者に対す
作成のノウ

として要求

作、及び教
育クラウド
求められる

データ連携
 

つ⼀元的に
する。 

様の検討 

ームのあり⽅
結果を踏ま

を実施した。各

向けたモデル

将来のビジネ
・展開に向
分析して、

サービス間
調領域を⽰
、プラット
ポータル等

ウドプラッ

するヒアリ
ウハウ・知⾒

求される機能

教材コンテン
ドプラットフ
る要件を整理

携の検討・実

に蓄積する仕

⽅に関する
え、今後の
各検討内容

ル案の作成 

ネスモデル
けたシナリ
その結果を

間の連携を適
した技術標
フォームの
）のどこま

トフォーム

リング等をも
⾒を整理する

能・要件を整

ンツの共有
フォーム上に
理・検証する

実施と連携⽅

仕組みを検討

る調査結果、
の教育クラウ
容の詳細に関

のエコシス
オを想定し

をモデル案と

適切に推進す
標準を策定し
の共通機能
までを協調領

ムの構築や運

もと
る。

整理

・流
に構
る。

⽅法

討、

及び学校
ウドプラッ
関しては、

ステムに関
し、必要と
としてとり

するため、
した。具体
（ID 管理/
領域とすべ

運⽤にあた



 
 

 

って必
ウドプ

更新
 学校情
 セキュ
 クラウ
 コンテ
 コンテ
 

ガイ
術⾯、運
適宜検

(4)今後の

実証
制度⾯
本年度
技術⾯
 

 教2.2.5
教育分

ストが⼤
教育 IC
教育分野
た。 

コス

 審2.2.6
本年度

バイダ、
を構成員
けた。 

また、
育現場や
の詳細に

要となる様
ラットフォ
対象となる
情報管理ポ
ュリティ要
ウド環境構
テンツ作成
テンツのア

ドブックに
運⽤⾯、制
討し、更新

の普及展開に

結果を踏ま
から整理す
の実証結果
、運⽤⾯、

教育クラウ
分野におけ
⼤きな課題

CT システム
野における

ト⽐較の試

審議及び報
度も本事業
、教育事業
員とする評

、教育情報
や関係事業
に関しては

様々な知⾒を
ォームの本格
るガイドブッ
ポリシーガイ

件ガイドブ
構築ガイドブ

ガイドブッ
アクセシビリ

に関しては、
度⾯から検

新した。 

に向けた検

まえ、今後の
する。具体的
果を照らし合

制度⾯から

ウドプラッ
る ICT 利活
となってい

ムのコストを
ICT 利活⽤

算結果につ

報告 

の遂⾏にあ
者、通信事
価委員会を

化の機運を
者に対する
8 章で述べ

をガイドブッ
格展開に向け
ックは下記の
イドブック
ブック 
ブック 
ック 
リティガイド

教育クラウ
検討すべきポ

討課題の抽

の普及展開に
的には、(1)
合わせて、浮
ら整理し検討

トフォーム
活⽤の普及・
いる。本事業
を試算し、従
⽤の普及・展

ついては 7 章

あたり、より
事業者、クラ
を設置・運営

を醸成するた
る啓発を⾏う
べる。 
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ックとして整
けて、必要
の通りであ

ドブック 

ウドプラッ
ポイントを明

抽出 

に向けた課
)で想定した
浮かび上が
討した。 

ムの利⽤に関
・展開に際し
業で実証した
従来型の教育
展開への施策

章で述べる。

り効果的な事
ラウド事業者
営し、本事業

ため、実証研
う成果発表会

整備した。
となるガイ
る。 

トフォーム
明らかにし

題及び具体
た本格的な普

がる課題とそ

関するコス
し、教育 IC
た教育クラ
育 ICT シス
策検討に資

。 

事業とするた
者、標準化
業の遂⾏に

研究の成果を
会を開催した

その成果を
ドブックを

に関する検
、それらに

体的な⽅策を
普及・展開

それらを解決

スト⽐較の検
CT システム
ウドプラッ
テムと⽐較
することを

ため、利⽤
団体、教育
関する重要

を積極的に
た。評価委

を引き継ぎ、
を更新した。

検討の進展を
に関わる内容

を、技術⾯、
に向けたシ

決するための

検討 

ム全体の導⼊
トフォーム

較することで
を⽬的に検討

⽤者、コンテ
育関係団体、
要事項を諮り

に周知すると
委員会及び成

教育クラ
 

を鑑み、技
容について

、運⽤⾯、
シナリオと
の⽅策を、

⼊・運⽤コ
ムを⽤いた
で、今後の
討を実施し

テンツプロ
有識者等

り評価を受

と共に、教
成果発表会



 
 

 

実証環3.

 教育3.1

本年度
ドプラッ
⾏い、昨

本年度
ストに時
証する場
想定され
 

 教3.1.1
2 章で

の改修
下表に

No. 
1 

2 

環境整備

育クラウド

度の教育クラ
ットフォーム
昨年度に引き
度の開発スケ
時間を要する
場合、実証に
れるため、開

教育クラウ
で述べた調査
・機能の追
に本年度、

追加・
ID 管理機能

学習記録デ
（第 2 期）

備 

ドプラットフ

ラウドプラ
ムをベース
き続き実証
ケジュール
るものも含
にかけられ
開発機能を分

ウドプラッ
査・実証を
加を実施し
教育クラウ

表 3-1 平
改善する機
能（第１期

データ管理機
 

フォームの

ットフォー
とし、本年
を継続した
は図 3-1 の
まれる。し
る時間が制
分割し、複

図 3-1

トフォーム
を⾏うため、
した。 
ウドプラット

平成 27 年度
機能 
期） 学習

うた
⽣徒
スワ

機能 教職
度を
コ
機能
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開発概要

ームは前述の
年度必要とな
た。 
の通りである
しかし、全機
制限され、か
複数段階での

本年度の開

ムの追加機能
昨年度に開

トフォームに

度の実証にて

習者／教職
ため、実証
徒の ID に
ワードを変
職員や保護
を確認する
ンテンツの
能を追加。

の、平成 26 年
なる実証を⾏

る。項⽬に
機能の開発お
かつ学校現場
の開発・リリ

開発概要 

能⼀覧 

開発された教

に追加・改善

て追加・改
概

職員等の ID 
証校・検証協

紐づく学年
変更可能とす
護者が児童⽣

実証を⾏う
の利⽤実績を

 

年度に開発
⾏うために

より技術仕
およびリリ
場に対する
リースを⾏う

教育クラウ

善した機能

善する機能
概要 
を学校で管

協⼒校におい
年・組などの
する機能を追
⽣徒の学習

うため、児童
をグラフィ

発を⾏った教
機能の追加

仕様の検討や
ースを待っ
負荷も⼤き
う計画とし

ウドプラット

能の⼀覧を⽰

能 

管理する実証
いて、教員
の属性情報や
追加。 

習進捗や学習
童⽣徒による
ィカルに表⽰

教育クラウ
加・改善を

や開発・テ
ってから実
きいことが
した。 

 

トフォーム

⽰す。 

証を⾏
・児童
や、パ

習理解
る教材
⽰する



 
 

 

No. 
3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

 
上記の

通りであ
ンツにそ
できる。

追加・
コ ミ ュ ニ ケ
ル（第 2 期

教材共有機

共通インタ
（第 2 期）

コンテンツ
（第 3 期）

コ ン テ ン ツ
機能（第 3

学習記録デ
号機能（第

学 習 記 録 デ
能（第 3 期

の改修・機
ある。イン
そのままア
。 

改善する機
ケ ー シ ョ ン
期） 

機能（第 2 期

タフェース 
 

ツ販売機能 
 

ツ 情 報 管 理
3 期） 

データ暗号化
第 3 期） 

デ ー タ 匿 名
期） 

能追加を実
ターネット
クセスでき

機能 
ン ツ ー 教員

の実
教員

期） 教員
るた
ー
共通
うた
接指
マー
員会
する

理 運 ⽤ コ
資す
きる

化・復 プ
を実
フォ
存す

名 化 機 学習
れる
きる

実施した教育
トを経由して
きる（シング
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員と児童⽣
実証を⾏う
員と児童⽣
員による教
ため、教員
ド、検索、
通インタフ
ため、教材
指定できる
ーケットプ
会や学校が
るための機
ンテンツメ
するため、
る機能を追
ライバシー
実装するた
ォームを利
する機能を
習記録デー
る学習記録
る情報を削

育クラウドプ
てアクセスで
グルサインオ

概
⽣徒の間にお

ため、コミ
⽣徒がやりと
教材コンテン

が作成した
ダウンロー

フェースに求
コンテンツ
ように改修

プレイスの要
が新たな教材
機能を実装し
メタデータの

コンテンツ
追加。 
ーを考慮した
ため、児童⽣
利⽤した実績
を追加。 

タの利活⽤
録データから

除し、記録

プラットフ
できる、⼀度
オン）等の機

概要 
おけるコミ

ミュニケーシ
とりできる機
ンツの共有

た教材コンテ
ードができる
求められる

ツの任意のペ
修。 
要件整理を⾏
材コンテン

した。 
の⼀元管理

ツメタデータ

た学習記録
⽣徒が教育ク
績を暗号化

⽤の実証を⾏
ら児童⽣徒

録する機能を

ォームの構
度ログイン
機能は昨年

ミュニケーシ
ションツール
機能を追加。

有について実
テンツのアッ
る機能を追加

る機能の実証
ページを教員

⾏うため、教
ンツを購⼊し

理に関する検
タを検索・利

録データの取
クラウドプラ
化しセキュア

⾏うため、蓄
徒の個⼈を特
を追加。 

構成イメージ
ンすれば複数
年度から変更

ション
ル上で
。 
実証す
ップロ
加。 
証を⾏
員が直

教育委
し利⽤

検討に
利⽤で

取扱い
ラット
アに保

蓄積さ
特定で

ジは以下の
数のコンテ
更なく利⽤



 
 

 

 
 次節以

 3.1.2
昨年度

負事業者
の払い出

しかし
業者が実
柔軟に実

また、
づけられ
そのため
員のみが
が採⽤さ

図 3

以降では、

ID 管理 

度の実証事
者側が⾏っ
出しやシス
し、児童⽣
実施してい
実施できた
、昨年度に
れる教員 ID
め、児童⽣
がその児童
されており

-2 本年度の

各機能の詳

業では、教
ていた。各
テムへの登
徒の進級に
る ID に紐づ
ほうが利便
開発した教

D をひとつと
徒の学習記
⽣徒の学習
、教員は複

の教育クラウ

詳細を説明す

教育クラウド
校より必要

登録、権限設
による学年や

づく属性情
便性は⾼まる
教育クラウド
としたため

記録は紐づけ
習記録を閲覧
複数クラスを
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ウドプラッ

する。 

ドプラットフ
要なアカウン
設定を⾏って
や組、担任教

情報の変更や
ると考えられ
ドプラットフ
、児童⽣徒の

けられた教員
覧できた。し
を担当し、さ

トフォーム

フォームのア
ント数を申請
ていた。 
教員の変更

や ID の新規
れる。 
フォームで
の ID には担
員 ID からの
しかし、中学
さらに同じ教

ムの構成イメ

アカウント
請してもら

、転出⼊を
規発⾏・削除

は、ひとり
担任の教員 I
のみ閲覧可
学校・⾼等
教科でも習

メージ 

ト（ID）管理
い、それに

を考慮すると
除等の業務は

の児童⽣徒
ID を紐づけ

可能であり、
等学校では教
習熟度別のク

理は全て請
基づき ID

と、請負事
は、各校で

徒 ID に紐
けていた。

担任の教
教科担任制
クラスが存



 
 

 

在するケ
持つ児童

以上の
徒の ID
ムに登録
とにより
ーピング
きる形と

なお、
するライ

 3.1.3
教育ク

ログイン
利⽤でき
学習もし

昨年度
いて、下

（1）
（2）
（3）
（4）

(1)コンテ

昨年
れてい
材コン

そこ
で表⽰
利⽤可

図 3
いてそ

 

              
5 項⽬（列

⽤される

ケースもあ
童⽣徒の学
の運⽤上の

D と複数教員
録したい児
り、⼀括で
グ）などの
とした。 
、「児童⽣
イセンス処

マイポータ
クラウドプ
ンすると、
きる教材コ
しくは指導
度の実証か
下記の 4 点
） コンテン
） 学習記録
） コミュニ
） 教材共有

テンツ⼀覧表

年度のマイポ
いたものの、
ンテンツの検
こで本年度は
⽰する教材コ
可能な教材コ
3-3 では 1

それぞれ登録

               
列）がカンマ
。 

る。そのた
習記録を閲
課題をもと

員の ID の紐
童⽣徒や教
ID を管理

管理機能を

徒の転校・
理が発⽣す

タル 

ラットフォ
「マイポー
ンテンツの
を開始する
らのフィー

点の改善を図
ンツ⼀覧表⽰
録データ（学
ニケーション
有機能の追加

表⽰機能の

ポータルでは
登録されて

検索性・視認
は、ログイン
コンテンツを
コンテンツの
2 個の教材

録されている

             
で区切られた

め、児童⽣
閲覧できるよ
とに、本年度
紐づけを対応
教員の⼀覧を
理することが
を学校側に提

転⼊」時の
するため、請

ームでは、
ータル」と呼
の⼀覧が表⽰
ることができ
ードバックを
図った。 
⽰の改善 
学習ログ）
ンツールの
加 

改善 

は、教材コ
ている多く
認性につい
ン後に表⽰
をあらかじめ
の⼀覧が常

材コンテンツ
る教材コンテ

た、表形式の
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⽣徒 ID と複
ようにするこ
度は ID の管
応可能とし
を Excel (C
ができる。本
提供すること

の ID 追加発
請負事業者側

児童⽣徒や
呼ばれるトッ
⽰され、そ
きる。 
を踏まえ、本

管理機能の
追加 

ンテンツの
の教材コン
ては課題を

⽰されるマイ
め絞込み、
に表⽰され

ツのアイコン
テンツのみ

のデータ。デー

複数の教員 I
ことが必要
管理を各校が
た。各校が
SV5形式) 

本年度は、児
とで、変更等

発⾏・削除
側で実施した

や教員が⾃分
ップ画⾯が表
の中から必

本年度の開発

の改善 

の表⽰・⾮表
ンテンツが⼀
を残していた
イポータルの

使⽤しない
れるレイアウ
ンが表⽰され

みが表⽰され

ータベース等

D を紐づけ
となる。 
が実施でき
、教育クラ
にて作成し
児童⽣徒と
等が発⽣し

に関しては
た。 

分の ID と
表⽰される

必要な教材コ

発では、マ

表⽰を切り
⼀律で表⽰

た。 
のデザイン

い教材コンテ
ウトとした。
れているが

れる。 

等のソフトウェ

け、教員は⾃

きる⽅式とし
ラウドプラッ
しアップロー
と教員の紐付
した際に柔軟

は教材コンテ

とパスワード
る。ここには
コンテンツを

マイポータル

替える機能
されていた

を⾒直した
テンツは⾮表
。 

が、実際には

ェアに対する

⾃分が受け

し、児童⽣
ットフォー
ードするこ
付け（グル
軟に対応で

テンツに関

ドを⼊⼒し
は、⾃分が
を選択し、

ル画⾯につ

能は実装さ
たため、教

た。各学校
表⽰とし、

は学校にお

る⼊出⼒に利



 
 

 

(2)学習記

昨年
歴を取
図 3-4
表⽰す
た。 

これ
き、教

 

記録データ

年度の教育ク
取得し、教員
4 に⽰すと

する機能を実

れにより、児
教員の指導に

図

（学習ログ

クラウドプラ
員はそれを表
おり、教員

実装し、教材

児童⽣徒の活
に活かすこと

図 3-4

図 3-3 本年

）管理機能

ラットフォ
表形式で参

員が担当して
材コンテン

活⽤状況や
とができる

4 学習記録デ
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年度のマイポ

能の改善 

ームでは、
参照すること
ているクラス
ンツの利⽤状

やどの教材コ
と考えられ

データ（学

ポータル画⾯

児童⽣徒が
とができた。
ス、および児
状況を視覚的

コンテンツが
れる。 

習ログ）管

⾯ 

が教材コン
。本年度は
児童⽣徒の
的・直感的

が利⽤され

管理画⾯ 

 

テンツを使
その機能を

の利⽤履歴を
に把握でき

ているか等

 

使⽤した履
を強化し、
をグラフで
きる形とし

等を把握で



 
 

 

(3)コミュ

昨年
童⽣徒

これ
ニケー

例え
スや専
の書き
ンテン
る。 

児童
て教材
質問や
活⽤で

 

 
教員

メント
員の間

さら
書き込
書き込
を担当

 

ュニケーショ

年度の実証よ
徒とのコミュ
れを受けて本
ーションをと
えば、教員は
専科クラスご
き込みや、投
ンツの URL

童⽣徒は⾃分
材コンテンツ
やコメントを
できる。 

員にはコミュ
トを書き込ん
間における円
らに、図 3-6
込みを確認し
込みを確認し
当する教員の

ョンツール

より得られた
ュニケーショ
本年度は、マ
とることがで
は教育クラウ
ごとにチャン
投稿をするこ
リンクを貼

分が所属する
ツの必要な箇
を追加するこ

図 3-5 教

ュニケーシ
んだ場合には
円滑なコミュ
6 に⽰すとお

していない児
していない児
の場合でも、

の追加 

たフィード
ョンを活性化
マイポータ
できるコミ
ウドプラッ
ンネル（グ
ことができ

貼り付け、予

るクラス・グ
箇所に簡単
ことも可能

教員の書き込

ョンツール
は、それを
ュニケーシ
おり、教員の
児童⽣徒を
児童⽣徒に

児童⽣徒の
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ドバックの中
化させたい

タルに、教員
ュニケーシ
トフォーム

グループ）を
る（図 3-

予習や宿題に

グループの
単にアクセス
能であり、児

込みと児童

ル管理権限が
を削除するこ

ョンが可能
の書き込み
リアルタイ

に、確認を促
の利⽤状況

中に、「教員
い」という要
員間、教員
ションツール
ムにログイン
を作成し、授
5）。書き込
に必要なペ

の書き込みを
スできる。ま
児童⽣徒と教

⽣徒による

が付与されて
ことができる
能となる。
み・投稿につ
イムで把握す
促すことがで
況を簡単に把

員が作成し
要望があった
・児童⽣徒

ルを実装した
ンしたのち
授業の予習
込み・投稿
ージを直接

を確認し、U
また、教員
教員とのコ

るコメント 

ており、児
る。これに

ついては未読
することがで
でき、多く

把握できる。

たテーマご
た。 
・保護者間

た。 
、担当して
や宿題など

稿の際、教員
接指定するこ

URL リンク
の書き込み
ミュニケー

 

童⽣徒が不
より、児童

読・既読機能
できる。これ
のクラスや

。 

ごとに、児

間でコミュ

ているクラ
どについて
員は教材コ
ことができ

クを利⽤し
みに対して
ーションに

不適切なコ
童⽣徒や教

能があり、
れにより、

やグループ



 
 

 

 
ユー

ページ
る教員
3-7）。

 

(4)教材共

昨年
た。 

昨年

ーザ⾃⾝に関
ジに時系列で
員でも、新着

。 

共有機能の追

年度の実証か

年度の実証に

図 

関連のある書
で表⽰される
着の書き込み

図 3-

追加 

から得られた

にて提供した

3-6 未読の

書き込み・
るようにし
み・投稿を

-7 トップペ

た教員の要

た教育クラ
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の児童⽣徒の

投稿は、マ
した（新着情
を確認でき、

ページに表⽰

要望の中に、

ラウドプラッ

の⼀覧表⽰機

マイポータル
情報）。複数

的確なフォ

⽰される新着

⾃作の教材

ットフォーム

機能 

ルにログイ
数のクラス
ォローアッ

着情報 

材を共有す

ムは、オリ

 

ンした直後
やグループ
プを可能と

 

る機能の追

ジナルの教

後のトップ
プを担当す
とした（図

追加があっ

教材コンテ



 
 

 

ンツを
現 場 で
Power
た教育
の教材

そこ
その教
教員は
ードで

その
された

なお
する場

 
また

簡単に
 他の
 教材

 

を作成し、共
で は す で に
rPoint を使

育クラウドプ
材コンテンツ
こで本年度は
教材コンテン
はタイトルや
できる（図 
の際、教材コ
た教材コンテ
お、本機能で
場合は、教材

た、下記の機
に探し出せる
の教員からの
材コンテンツ

共有できる
に 、 蓄 積 さ
使⽤した教材
プラットフォ
ツを利⽤・共
は、教員が持
ンツを共有で
や対象教科、
3-8）。 

コンテンツの
テンツを設定
で教材コンテ
毎に付与さ

図 3-8

機能も追加
るようにした
のレビューコ
ツの推奨の度

 

「オーサリ
れ た 多 く の

材コンテンツ
ォームで新
共有できる
持っている
できる仕組
、教材の説

の公開範囲
定された範
テンツを共

される URL を

8 教材コンテ

し、多くの
た。 
コメントの追
度合い（オス
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ングツール
の 知 ⾒ や ノ
ツが多数作

新たに教材コ
ような仕組

る⾃作の教材
組みを、教育
説明などの情

囲を「学内」
囲内で内容

共有できる範
をコミュニ

テンツの⼀

の教材コンテ

追加 
ススメ度）

ル」機能を実
ノ ウ ハ ウ に
作成されてい
コンテンツを
組みを検討す
材コンテンツ
育クラウドプ
情報を付加し

「全体」か
容の確認やダ
範囲は教員間
ニケーション

覧とアップ

テンツの中か

のレーティ

実装した。
基 づ き 、 M

いる。そのた
を作り直す

する必要があ
ツをアップ
プラットフ
し、教材コ

から指定で
ダウンロード
間のみであ

ンツールに掲

プロード 

から教員が

ィング（星付

しかし、実
Microsoft 

ため、本事業
のではなく

あった。 
ロードし、
ォームに実
ンテンツを

き、他の教
ドができる
り、児童⽣

掲載するこ

 

⾃分に必要

付け） 

実際の教育
Word や

業で開発し
く、それら

教員間で
実装した。
をアップロ

教員は公開
。 

⽣徒に共有
とになる。

要なものを



 
 

 

 3.1.4
本年度

を進めて
した。 

現在の
が、教育
テンツを

そこで
ドプラッ
に必要な

具体的
が各学校
ンテンツ
れる最低

マーケ
センス情
に利⽤で

 

マーケット
度の教育ク
ており、そ

の教育クラ
育クラウド
を⼊⼿でき
で本年度は
ットフォー
な機能の検
的には、教
校にそのポ
ツを選択す
低限の機能
ケットプレ
情報の管理
できる仕組

トプレイス 

クラウドプラ
の⼀環とし

ウドプラッ
プラットフ
る機能が必
、利⽤者が
ムで利⽤で
証を⾏った
育委員会に
イントを割
る形式とし
を実装し、
イス機能の
機能も必要
みを整える

図 

 

ラットフォー
して本年度は

トフォーム
フォームの⾃
必要になると
が教材コンテ
できる仕組み
た。 
に対してコン
割当てる。そ
した。本年度

教育委員会
の実現のため
要となる。適
ることで、教

3-9 マーケ
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ームは将来
は様々な教材

ムは、事前に
⾃⾛を考慮す
と考えられる
テンツをマー
みを検討する

ンテンツ購⼊
そして、各学
度は、教育ク
会等に実装に
めには、上述
適切な⼿続き
教材コンテン

ケットプレイ

来的に⾃⾛し
材コンテンツ

に登録された
すると、利⽤
る。 
ーケットプ
ることによ

⼊のためのポ
学校が付与
クラウドプ
に向けた課題
述の教材コ
きにより購⼊
ンツが幅広

イスのイメー

していくこ
ツの流通を

た教材コン
⽤者が欲し

レイスから
り、教材コ

ポイントを
されたポイ
ラットフォ
題等をヒア
ンテンツ購
⼊された教
く流通する

ージ 

とを念頭に
を促進する機

ンテンツを利
しいときに欲

ら購⼊し、教
ンテンツの

を付与し、教
イントをもと

ームに必要
アリングした
購⼊機能に加
教材コンテン
ると考えられ

に置き検討
機能を検討

利⽤できる
欲しいコン

教育クラウ
の流通促進

教育委員会
とに教材コ
要と考えら
た。 
加え、ライ
ンツが適切
れる。 

 



 
 

 

 3.1.5
昨年度

⽇時、利
本年度

組みを実
ィブラー
⾏った。

また、
の整理が
案に基づ
ける実証

 

コンテンツ
度の教育ク
利⽤回数を
度は、⼀元保
実装し、学
ーニング等
。 
、コンテン
が必要とな
づき学習記
証・評価を

図 3-1

ツ間データ連
ラウドプラ
ユーザごと
保管された
習記録デー
）を試験的

ツ間の学習
る。本年度
録データを
⾏った。 

図 3-11 コ
 

10 マーケッ

連携 

ラットフォー
とに学習記録

学習記録デ
ータを活⽤し
的に実施する

習記録データ
度は、教材コ
を連携させる

コンテンツ
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ットプレイス

ームでは、各
録データとし
データを AP
して最適な教
ることで、学

タ連携を⾏う
コンテンツ提
る実装を⾏い

間の学習記

スの利⽤イ

各教材コンテ
して取得した
I 経由で教材

教材コンテ
学習記録デ

うには、学習
提供者に学習
い、技術的な

記録データ連

メージ 

テンツに共
た。 
材コンテン
ンツを提供
ータ活⽤に

習記録デー
習記録デー
な検証・評

連携のイメー

共通して、学

ンツ側が取得
供する学習
に必要な機能

ータに関する
ータに関する
評価と、学校

ージ 

 

学習の開始

得できる仕
（アダプテ
能の検討を

る共通仕様
る共通仕様
校現場にお

 



 
 

 

 3.1.6
昨年度の

シングルサ
ラリ Lite、

ユーザ属
ブラリ Lit
盤でサービ

また、昨
たが、本年
実証を⾏っ

本年度は
1. クラ
2. ⾃治

に関
3. 別の

への
 

クラウド間
の教育クラ
サインオン
、eboard）
属性情報の
te、eboard
ビスが提供
昨年度は属
年度は新たに
った。 
はクラウド
ラウド間での
治体が提供す
関する要件整
の商⽤サー
のログインに

間認証 

ウドプラッ
の実現と、
でのユーザ

連携を⾏っ
d）について
されていた
性情報とし
に専科クラス

間の認証連
の認証連携
する認証基
整理 
ビス等が提
に関する要

 

トフォーム
４つのコン

ザ属性情報の
たコンテン

ては、従前よ
たため、異な
してユーザの

ス（学年・組

連携に関して
において、
盤・発⾏ ID

供する認証
件整理 
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ムでは認証連
ンテンツ（テ
の連携を⾏

ンツのうち、
より教育クラ
なるクラウド
の種別（教員
組の概念に

て下記の要件
共通仕様と

D による教育

証基盤・発⾏

連携によって
テックキャン
った。 
３つのコン

ラウドプラ
ド間で認証の
員／児童⽣徒
とらわれな

件整理を⾏
として必要と
育クラウド

⾏ ID による

て、全ての
ンパス、Sc

ンテンツ（
ットフォー
の連携が実
徒）、表⽰

ない任意のグ

った。 
となる機能
プラットフ

教育クラウ

の教材コンテ
choolTakt、

SchoolTak
ームと別のク
実現できた。
⽰名、学年、
グループ）を

の整理 
フォームへの

ウドプラット

テンツでの
e ライブ

kt、e ライ
クラウド基

 
組を定め

を追加し、

のログイン

トフォーム



 
 

 

 実証3.2

 実3.2.1
実証地

おける実
また、

め、地域
域連絡会

地域

福島県
新地町

東京都
荒川区

佐賀県

証体制構築

実証地域 

地域につい
実証は⽂部
、実証地域
域・教育関
会の概要は

域 開催

県 
町 

平成 2
6 ⽉ 1
（第 1

平成 2
9 ⽉ 1
（第 2

平成 2
2 ⽉ 1

（第 3

都 
区 

平成 2
12 ⽉ 2

県 

平成 2
8 ⽉ 2
（第 1

平成 2
10 ⽉
（第 2

築 

ては昨年度
科学省と連
における実
係者や有識
以下の通り

催⽇ 

27 年 
12 ⽇ 

回） 

 

 

 

27 年 
15 ⽇ 

回） 

 

 

 

 

28 年 
1 ⽇ 
回） 

 

 

 

 

 

27 年
25 ⽇ 

 

 

27 年 
20 ⽇

回） 

 

 

27 年
1 ⽇
回） 

 

 

 

 

度に引き続き
連携し実施し
実証の取組状
識者等を交え

である。

表 3-2

平成 26 年
平成 27 年
平成 27 年
平成 27 年
平成 27 年
平成 27 年
平成 27 年
⽂部科学省
平成 27 年
平成 28 年
指導案につ
パフォーマ
平成 27 年
⽂部科学省

⽂部科学省
組について
意⾒交換
平成 27 年
より） 
意⾒交換
全体概要及
佐賀県の取
ICT 利活⽤
意⾒交換
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き、1.2 章に
した。 
状況を聴取し
えた地域連絡

 地域連絡

年度事業の報
年度新地町 I
年度町内⼩中
年度テーマ設
年度新地町 I
年度新地町内
年度総務省
省「先導的な
年度新地町 I
年度新地町 I
ついて 
マンス評価等
年度総務省
省「先導的な

省「先導的
て 

年度の取組に

及び実証校の
取組について
⽤促進チーム

に記載の 3

し、実証地域
絡会の参加

絡会概要 

議題

報告・課題等
ICT 事業計
中学校実践計
設定について
ICT 活⽤発
内⼩中学校、
「先導的教育
な教育体制
ICT 活⽤発
ICT 活⽤発

等実施結果
「先導的教育
な教育体制

な教育体制

について（佐

の取組概要
て 
ム会議外部

地域 12 校

域の取組に
・運営に協

等について
画 
計画 
て 
表会につい
、研究実施
育システム実
構築事業」
表会につい
表会につい

果について 
育システム実
構築事業」

制構築事業」

佐賀県教育委

 

顧問からの

校である。実

に対して助⾔
協⼒した。本

 

いて 
施状況の報告

実証事業」並
実施状況報

いて 
いて 

実証事業」並
実施状況報

のこれまで

委員会及び実

のコメント 

実証地域に

⾔を⾏うた
本年度の地

告 
並びに
報告 

並びに
報告 

での取

実証校



 
 

 

地域

 検3.2.2
本事業

が４校追

 3.2.3
総務省

⼤学教授
今後実現
まとめ」

また、
安全安⼼
ラットフ
共有し、

そこで
クラウ
 

 

 

域 開催

平成 2
2 ⽉ 1
（第 3

検証協⼒校
業の検証協⼒
追加となり

ICT ドリー
省では 201
授）を設置
現すべき学
」にてその
、「中間とり
⼼に提供し
フォームを
、全国へ普
で学校、企
ドプラット

（出

催⽇ 

28 年 
19 ⽇

回） 

 

 

 

校 

⼒校について
、合計 36 校

ームスクール
14 年 6 ⽉に
し、未来の
習・教育環
モデル例を
りまとめ」に
、世界をリ
活⽤した多
及・展開す
業、研究機
フォームを

図 3
出所）総務省

 

全体概要及
佐賀県の取
意⾒交換

ては昨年度の
校に実証事

ル校 

に「ICT ド
の学習・教育
環境の姿を「
を⽰した（図
には、個に応
ードする I

多様な学習・
することが求
機関等から、
を活⽤した具

-12 ICT 
省 ICT ドリ
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及び実証校の
取組について

の実証に参
事業に参加い

リームスク
育環境のあ
「ICT ドリー
図 3-12 IC
応じた最適
CT 学習・教

・教育実践モ
求められてい

ICT ドリー
具体的な提案

 

ドリームス
ームスクー

議題

の取組概要
て 

参加した 32
いただいた。

クール懇談会
り⽅とその
ームスクー
CT ドリーム

適な学びを、
教育環境の
モデルを展
いることが記
ームスクール
案を公募す

スクールのモ
ル懇談会中

 

校に加え、
 

会」（座⻑
の実現⽅策に

ル」として
ムスクール
誰でも・い

実現に向け
開し、その
記載されて
ル実践モデ
ることにし

モデル 
間とりまと

新たに在外

：⾦⼦郁容 
について議論
て整理し、
ルのモデル）
いつでも・ど
けて、教育ク
の成果・課題
ている。 
デルを参考に
した。 

め 

外教育施設

慶應義塾
論を重ね、

「中間とり
。 

どこでも・
クラウドプ
題等を広く

にし、教育

 



 
 

 

ICT ド
 

対
（提案

採⽤

実証研

実証研

評価

 
公募に

に、各モ
ただし

これに限

(1)学校・

学校
 

提

実

モデ

 

 

ドリームスク

象者 
案主体） 

⽤数 

研究内容 

研究期間 

価項⽬ 

に対しては
モデル別に
し、これは
限定される

・家庭・地域

校・家庭・地

提案主体 

実証校等 

デル概要 

クールの公

表 3
学校、⾃治
（⼩学校、
徒を対象に
ラウドプラ
を実施しよ
10 モデル程
提案型の実
育実践モデ
体的な計画
平成 27 年
ICT ドリー
普及可能性
費⽤対効果

、33 団体か
、今回採択
提案書に基
ものではな

域の連携型 

地域の連携型

株式会社
世⽥⾕区⽴
学校 
■ 特別な

る教育
■ クラウ

た学び

 

公募概要は表

3-3 ICT ド
治体、⺠間企

中学校、⾼
に、総務省「
ラットフォー
ようとする者
程度 

実証研究。IC
デルを参考に
画を策定し、

7 ⽉〜平成
ームスクール
性 
果 

からの応募が
択した ICT ド
基づき便宜上
ない。 

型モデルと

LITALICO
⽴笹原⼩学

な⽀援が必要
育モデル 
ウドで指導記
び」を実現す
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表 3-3 のとお

ドリームスク
企業、NPO
⾼等学校、中
「先導的教育
ームを活⽤し
者） 

CT ドリーム
にし、教育ク

実⾏するも
成 28 年 3 ⽉
ル懇談会が提

があり、審
ドリームスク
上主要なモデ

して、4 つ

校、世⽥⾕

要な児童⽣

記録を学校
する 

おりである

クール公募
法⼈、研究

中等教育学校
育システム実
した ICT ド

ムスクール懇
クラウドプラ
もの。ただ

⽉ 
提⽰した 3

査の結果 1
クール実践
デルに振り分

の実践モデ

⾕区⽴桜丘⼩

⽣徒への学校

校と家庭、⺠

。 

概要 
究機関等、及
校⼜は特別⽀
実証事業」で
リームスク

懇談会で提⽰
ラットフォー
し、公益性

つのモデル

1 団体の提
モデルの概
分けたもの

デルを採択し

⼩学校、世⽥

校-保護者-⺠

⺠間で共有し

及びそれらの
⽀援学校の
で構築する

クール実践モ

⽰された学
ームを活⽤

性の⾼いもの

ルとの適合性

提案を採択し
概要を⽰す。
のであり、実

した。 

⽥⾕区⽴桜丘

⺠間塾連携に

し、「個に応

の連携。
の児童⽣

教育ク
モデル

学習・教
した具

の。 

性 

した。以下
 

実証内容が

丘中

によ

応じ



 
 

 

提
実

モデ

 
提
実

モデ

 
提
実

モデ

(2)地域活

地域
 

提
実

モデ

 

 

提案主体 
実証校等 

デル概要 

提案主体 
実証校等 

デル概要 

提案主体 
実証校等 

デル概要 

活性化・まち

域活性化・ま

提案主体 
実証校等 

デル概要 

株式会社
福岡市⽴住
■ BYOD

1 台環境
■ 通信事

のため

株式会社デ
葛城市⽴新
■ 学校と

供モデ
■ クラウ

ること

株式会社イ
多摩市⽴愛
■ デジタ

流通モ
■ クラウ

デルの

ちおこし型 

まちおこし型

株式会社神
宍粟市⽴都
■ 地域新

したア
■ ⽇本新

を⽬指

 

NTT ドコモ
住吉中学校
（家庭からの
境実現モデ
業者の費⽤
に必要な通

デジタル・
新庄中学校
⺠間教育機

デル 
ドによりデ
で、低コス

インプレス
愛和⼩学校
ル教科書・
デル 
ドによるデ
確⽴を⽬指

型実践モデル

神⼾新聞社
都多⼩学校
聞社の協⼒
クティブラ
聞協会と連
す 
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モ 
校 

のタブレッ
デルの確⽴
⽤負担するセ
通信量測定な

ナレッジ
校、箕⾯市⽴
機関連携によ

デジタル教材
ストで持続可

ス 
校 

教材等の 2

デジタル教科
指す 

ルとして、

社 
校、⻄脇市⽴
⼒によるクラ
ラーニングの
連携し、全国

ト持ち込み

セルラー端末
なども⾏う

⽴第三中学校
よる、低コス

材や学習記録
可能な教育モ

2 次利⽤に

科書・教材等

4 つの実践

⽴⻄脇⼩学校
ラウドを活⽤
の実践モデル
展開も視野

み）による低

末を活⽤し

校、登⽶市⽴
ストな教材

録データが
モデルの確

よる先⽣⾃

等の利⽤時の

践モデルを採

校 
⽤した新聞
ル 

野にした地域

低コストな

、他⾃治体普

⽴中津⼭⼩学
・学習環境の

官⺠で流通
⽴を⽬指す

作教材活⽤

の著作権管理

採択した。 

づくりを軸

域活性化モデ

1 ⼈

普及

学校
の提

通す
す。 

⽤・

理モ

軸に

デル



 
 

 

 

提
実

モデ

 
提
実

モデ

 
提

実

モデ

(3)最先端

最先
 

提
実

モデ

 

              
6 Massive 

提案主体 
実証校等 

デル概要 

提案主体 
実証校等 

デル概要 

提案主体 

実証校等 

デル概要 

端学習スタイ

先端学習スタ

提案主体 
実証校等 

デル概要 

               
Open Onlin

⼀般財団法
島根県⽴隠
■ 遠隔相
■ クラウ

こでも

⾼知県⼤川
⼤川村⽴⼤
■ 過疎地

施、⼭
■ ⼭村留

や学習

NPO 法⼈
益⽥市⽴益
が、フリー
モンドコミ
■ NPO 法
■ クラウ

低コス

イル型 

タイル型とし

⽇本マイク
渋⾕区⽴猿
■ クラウ

習モデ
■ プログ

現化し

             
e Courses の

法⼈島前ふ
隠岐島前⾼
互交流学習
ド活⽤によ
⾼品質な学

川村⽴⼤川
⼤川⼩中学
域における
村留学増加
学者に対し
機会の提供

⼈ eboard
益⽥東中学
ースクールそ
ミュニティ

法⼈や⾃治体
ドを活⽤し
トモデルの

して、3 つの

クロソフト
猿楽⼩学校
ドを活⽤し

デル 
ラミングに
、論理的思考

の略。⼤学等
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ふるさと魅⼒
等学校、隠

習によるアク
よって島しょ
学習が可能な

⼩中学校
校 

るクラウドを
加による地域
しては通常活
供などを⾏う

校、京都府
そうわ、フ
ネットワー

体等の連携
し、MOOCｓ
の確⽴を⽬指

の実践モデ

株式会社
校 
した仮想世界

により作り上
考の育成と

の講座をオン

⼒化財団 
隠岐國学習セ
クティブラー
ょ部の課題と
なモデルの確

を活⽤した教
域活性化の実
活⽤に加え、
う 

府⽴清明⾼等
リースクー

ーク 
による学習

ｓ6型教材と
指す 

ルを採択し

界技術を活⽤

上げた仮想世
創作意欲向

ンラインで受

センター 
ーニングの
となる⼈材
確⽴を⽬指

教材提供・
実現モデル
、帰省時での

等学校、フリ
ールさんわ、

困難者⽀援
遠隔指導を

した。 

⽤したプロ

世界を 3D プ
向上となるモ

講できるサー

実践モデル
不⾜を補い
す 

反転学習の
 

の学校家庭連

リースクール
NPO 法⼈ア

援モデル 
を組み合わせ

グラミング

プリンタで
モデルを⽬指

ービス。 

ル 
い、ど

の実

連携

ルこ
アー

せた

グ学

具
指す



 
 

 

提
実

モデ

 
提

実

モデ

 利⽤3.3

教育ク
ポートを
 学校
 マニ
 ヘル
 サポ

学校に
を対象と
実証の内

研修実
た。例え
学校単位
た、東京
個別に実

 

提案主体 
実証校等 

デル概要 

提案主体 

実証校等 

デル概要 

⽤者のサポ

クラウドプラ
を実施した。
校に対する研
ニュアルの整
ルプデスクの
ポートサイト
に対する研修
とし実施した
内容等に関す
実施にあたっ
えば、佐賀県
位で研修を実
京都荒川区諏
実施した。 

国⽴⼤学法
奈良⼥⼦⼤
■ 教育⽤

携モデ
■ クラウ

齢他学

シャープ株
宮古島市⽴
学部附属⼩
■ 不登校

デル 
■ クラウ

より、

ポート 

ラットフォ
。具体的に
研修 
整備 
の設置 
トの新設 
修について
た。研修で
する説明を⾏
っては、各
県では校種
実施するの
諏訪台中学校

 

法⼈奈良⼥
⼤学附属中
SNS／協働

デル 
ド活⽤によ
校との協働

株式会社 
⽴平良中学
⼩学校 

校や学習に困

ドを活⽤し
離島におい

ームの理解
は、下記の

は表 3-4 に
は、本年度
⾏った。 
地域・学校
の違いから
ではなく、
校について
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⼦⼤学附属
等教育学校

働学習ツール

より、教育⽤
働学習を実現

校、宮古島

困難を抱える

したアダプテ
いても⾼品質

解と利⽤を促
の 4 点を実施

に記載の通
度の実証の狙

校の事情を考
ら、各校個別

すべての実
ては教員向け

属中等教育学
校、岡⼭県⽴
ルを活⽤し

⽤ SNS を利
現する 

島市⽴平良第

る児童⽣徒へ

ティブラーニ
質な教育機会

促進するため
施した。 

り、2015 年
狙い、新たに

考慮し、⽇程
別の研修を実
実証校を対象
け研修に先⽴

学校 
⽴城東⾼等学
た学校家庭

利⽤した学習

第⼀⼩学校、

へのリメデ

ニング、遠隔
会の提供を

め、昨年度

年 8 ⽉・9
に開発した

程の調整や
実施したが
象に合同で
⽴ち、ICT 

学校 
庭間、学校間

習活動や、異

琉球⼤学教

ィアル教育

隔教育の提供
⽬指す 

度に引き続き

⽉に各実証
た機能やそれ

や研修の⽅式
が、福島県新

研修を実施
⽀援員向け

間連

異年

教育

育モ

供に

き利⽤者サ

証校の教員
れを⽤いた

式を決定し
新地町では
施した。ま
けの研修を



 
 

 

地

福島県

東京都

佐

 
マニュ

つでも簡
ヘルプ

ている。
ヘルプ

ールはい
9:30-18

地域 

県新地町 

都荒川区 

佐賀県 

ュアルは、本
簡単に参照で
プデスクも昨

本年度のヘ
プデスクへの
いずれも後
8:00、メー

表
学校名

福⽥⼩学校
新地⼩学校
駒ケ嶺⼩学
尚英中学校

諏訪台中学

第 ⼆ ⽇ 暮
校 
尾久⼩学校

第三峡⽥⼩

中 原 特 別
校 
北⽅⼩学校

有 ⽥ ⼯ 業
校 
北⽅中学校

本年度の開
できる環境
昨年から引
ヘルプデス
の問い合わ

後述のサポー
ールは 24 時

表 3-4 各実証
名 研

校 
校 
学校 
校 

2
8

学校 

2
8
2
8

⾥ ⼩ 学 2
8

校 2
8

⼩学校 2
9

⽀ 援 学 2
8

校 2
8

⾼ 等 学 2
8

校 2
8

発内容に合
を整えた。
き続いて設
クの体制は
せは、実証

ートサイト
時間受付（た
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証地域にお
研修実施⽇

2015 年 
8 ⽉ 21 ⽇

2015 年 
8 ⽉ 24 ⽇
2015 年 
8 ⽉ 25 ⽇
2015 年 
8 ⽉ 28 ⽇
2015 年 
8 ⽉ 31 ⽇
2015 年 
9 ⽉ 3-9 ⽇
2015 年 
8 ⽉ 5 ⽇ 
2015 年 
8 ⽉ 5 ⽇ 
2015 年 
8 ⽉ 19 ⽇
2015 年 
8 ⽉ 20 ⽇

合わせて改訂
 

設置すること
は図 3-13 の
証校は電話お
ト経由）。問
ただし、対応

ける研修⽇
⽇ 

教職員
ICT ⽀援

ICT ⽀

教育委員
ICT ⽀援
教育委員
ICT ⽀援
教育委員
ICT ⽀援
教育委員
ICT ⽀援
教育委員

教育委員
ICT ⽀援
教育委員

教育委員
ICT ⽀援

訂し、後述の

とにより、利
の通りである
およびメール
問い合わせ
応は平⽇の

程 
参加

63 名 
援員 11 名 

援員 1 名 

員会 1 名・
援員 2 名 
員会 1 名・
援員 1 名 
員会 1 名・
援員 1 名 
員会 1 名・
援員 1 名 
員会 3 名・

員会 3 名・
援員 1 名 
員会 3 名・

員会 3 名・
援員 3 名 

のサポート

利⽤者のサ
る。 
ル、協⼒校

せの受付時間
9:30-18:0

加者 

教職員 3 名

教職員 13

教職員 19

教職員 11

教職員 14

教職員 14

教職員 31

教職員 13

トサイトにお

サポート体制

校はメールと
間は、電話
00）とした

名 

名 

名 

名 

名 

名 

名 

名 

おいて、い

制を構築し

とした（メ
話は平⽇の
た。 



 
 

 

4 点⽬
サイトに
スクから
バイダか
なる様々

 

⽬のサポート
には利⽤者向
らのお知らせ
からの最新ニ
々な情報を⼀

トサイトは、
向けマニュ
せ」や、各
ニュース」
⼀元的に集

図 

 

図 3-13 ヘ

、本年度新
アルのほか
教材コンテ
など、教育
約した。 

3-14 サポ
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ヘルプデスク
 

たに構築し
かに、システ
テンツのアッ
育クラウドプ

ポートサイト

ク運⽤体制

したものであ
テムメンテナ
ップデートを
プラットフォ

トトップペー

 

ある（図 3-
ナンス等を
を確認でき
ォームを利

 

ージ 

 

-14）。この
を通知する「

る「コンテ
⽤するうえ

 

のサポート
「ヘルプデ
テンツプロ
えで必要と



 
 

 

サポー
■ 各教
 説明
 紹介
 公式

■ コン
■ 教育
■ 利⽤
■ プラ
■ ヘル

 追加3.4

実証校
ク等）は

 
補充 

拡充 

 
上記の

評価委員

 

ートサイトに
教材コンテン
明動画 
介資料のダウ
式サイトへの
ンテンツプロ
育クラウドプ
⽤許諾約款 
ライバシーポ
ルプデスク

加配備 

校では、実証
は昨年度時点

実証対象学
童⽣徒・
報端末／
⿊板の環
分を補充
環境を整え
現⾏の実証
は実施す
実証項⽬を

の⽅針にのっ
員会に諮った

には下記の機
ンツの紹介ペ

ウンロード
のリンク 
ロバイダから
プラットフォ

ポリシー 
（問い合わせ

証に必要な環
点で整備済で

表 3
⽬的 

学年におけ
教員⼀⼈⼀
全普通教室
境に対して
し、実証が
えるため。
証校の ICT
ることがで
を⾏うため

っとり、実証
たうえで、表

 

機能を実装
ページ 

 

らのニュー
ォームの操

せフォーム

環境（タブ
である。不⾜

3-5 平成 27

ける、児
⼀台の情
室に電⼦
ての不⾜
が可能な

 

実
に
⽣

環境で
できない
め。 

B
し
末
⽐

証地域にヒ
表 3-6 の通
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装した。 

ス機能 
操作マニュア

） 

ブレット PC
⾜等が⽣じた

7 年度の機器
具体例

実 証 対 象 学
に お け る 児
⽣徒数の増加

BYOD を 想
した、低廉な
末 で の コ ス
⽐較検証 

アリングを
通り追加配備

アルダウンロ

C 等の端末や
た場合は表

器追加配備

学 年
児 童
加 

地域の
が機器

想 定
な端
ス ト

必要性
対⾯ヒ
認めら
機器を

を実施し⽬的
備を⾏った

ロード 

や電⼦⿊板
3-5 の⽅針

⽅針 
対応

の要望に基づ
器を選定し、

性を実証地
ヒアリングに
られる場合は
を選定し、⼿

的に合致する
。 

板、学校内ネ
針に沿って対

応⽅針 
づき、請負事
、⼿配を実

域の計画書
によって吟
は、請負事業
⼿配を実施

ると考えられ

ネットワー
対応した。

事業者
施。 

書及び
味し、
業者が
。 

れる場合、



 
 

 

タ

モバ
  

また、
の教材コ
 

教材コ
（提

学習習
(株式会社

ペガサ

つな
（FLEN

うごく絵
リズムや歌
（株式会社

プ

⽬と⽿で覚
（株式会社

プ

 
タブレット 
電⼦⿊板 

バイルルー

教育クラウ
コンテンツ

表 
コンテンツ名
提供者名） 

習熟度マップ
社アスデザイ
サス株式会社

がるドリル
S 株式会社

絵本シリー
歌で楽しく
社カルチャ
プロ） 

覚える英語
社カルチャ
プロ） 

表
福島
追加
4 台

タ 90 台

ウドプラッ
12 種類に以

3-7 平成
名 

プ 
イン/
社 

ド
（算
科・

英

ル 
社） 

ドリ
数・

ズ 
英語
ー・

解

の歌
ー・

解

表 3-6 平成
島県新地町
加配備なし
台（拡充）
台（拡充）

トフォーム
以下のものが

27 年度の
種別 

（教科）

ドリル学習型
算数・国語・

社会・⽣活
英語・数学)

ル学習型（
国語・英語

解説指導型
（英語）

解説指導型
（英語）
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27 年度の機
町 東

追加
追加

 追加

ムにおいて使
が追加され

実証にて追

学

型 
理

活・
 

⼩
中

算
語）

⼩
中

⼩
中

⼩
中

機器追加配
京都荒川区
加配備なし
加配備なし
加配備なし

使⽤できる教
れた。 

追加された教

学校種 

学校 
学校 

問

⼩学校 
学校 

ク

学校 
学校 

オ

学校 
学校 

備 
区 

 追加
 3 台
 追加

教材コンテ

教材コンテン

コ

問題演習か
化できる教
テップと、
かれており
可能。 
クラス全員
ドリル学習
教材。3 分間
問題数が豊
分な演習量
オリジナル
詞や家族の
『Benji』、
数が学べる
Ducks』、
の名前が学
Gumdrops
リズミカル
ら、ゆった
る⾳楽まで
継がれてき
ィーと可愛
て、英語の
歌教材。全

佐賀県 
加配備なし
台（拡充）
加配備なし

テンツとして

ンツ 

ンテンツ概

から学習習熟
教材。学年・

細かい学習
り、難易度別

員がつながっ
習ができるタ
間の⼿書き

豊富に⼊って
量が確保でき
ル絵本シリー
の名称が学べ
、リズム練

る『Five Lit
⾷べ物の名

学べる『Goo
s!』など。 

ルでポップな
たりとリラッ
で、英語圏で
きた歌を美し
愛いイラスト
の⾳感を育て
全 14 曲収録

し 
 

し 

て、昨年度

概要 

熟度を可視
・単元・ス
習項⽬に分
別に学習が

って⼀⻫に
タブレット
ドリルで、

ており、⼗
きる。 
ーズ。 形容
べる
習ができ、
ttle 
名前、動物
odyGoody 

な⾳楽か
ックスでき
で⻑年歌い
しいメロデ
トにのせ
てる英語の
録。 



 
 

 

教材コ
（提

学習者⽤
（東

コンテンツ名
提供者名） 

⽤デジタル教
東京書籍） 

名 

教材 

教科
タル

（国
会・
理科

庭

種別 
（教科）

科書準拠デジ
ルコンテンツ

国語・書写・
算数・数学

科・技術・家
庭・英語）
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学

ジ
ツ
社

学・
家

⼩
中

学校種 

学校 
学校 

コ

児童⽣徒が
り返し試⾏
ールや学習
験の前に⾝
安全な使い
豊富に揃え

ンテンツ概

が⾃律的に思
⾏することが
習課題、実習
⾝につけるべ
い⽅やお⼿本
えている。 

概要 

思考して繰
ができるツ
習や観察実
べき器具の
本の映像を



 
 

 

学習者4.

 教育4.1

 現4.1.1
昨年度

仕様（
ットフォ
進めた。
まとめな
業の外部

教育ク
す。 

 標4.1.2
本年度

の要旨を

 

者を中⼼と

育クラウド

現状調査 

度の実証を
ドラフト版
ォームの汎
。作成にあ
などを実施
部評価委員
クラウドプ

標準仕様の
度にとりま
を説明する

した教育ク

ドプラットフ

踏まえ、教
）の作成を
⽤性および
たっては、
している IC
会にて評価
ラットフォ

図 4-1 

の概要につい
とめた標準
。標準仕様

 

クラウドプ

フォームの

教育クラウド
を実施した。
び拡張性」を

「教育クラ
CT CONNE

価を受けてい
ォームの標準

標準仕様作

いて 

準仕様（ドラ
様（ドラフト
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プラットフ

要件 

ドプラットフ
標準仕様

を踏まえ、国
ラウドプラッ
ECT 21 技術
いる。 
準仕様作成お

作成および

ラフト版）は
ト版）は以下

フォームの

フォームに求
（ドラフト版
国際規格やオ
ットフォーム
術 WG 国際

およびレビ

レビューの

は別冊に記載
下の構成で作

のあり⽅に

求められる
版）は「4.
オープンな
ム」に関連

際連携 SWG

ューのプロ

プロセス 

載をしてい
作成されて

関する調査

る要件を整理
2 教育クラ

な技術に依拠
連する国際規

でのレビュ

ロセスを図 

いるため、こ
ている。 

査 

理し、標準
ラウドプラ
拠し作成を
規格のとり
ュー、本事

4-1 に⽰

 

ここではそ



 
 

 

 
1 章か
4 章で

事項が整
5 章は

構成を⽰

 
 

から３章では
では教育ク
整理されて
は 4 章で記
⽰している

表 4-
章 

1 章 
2 章 
3 章 
4 章 
5 章 
6 章 
7 章 
8 章 
9 章 
10 章 
11 章 

は、本事業
ラウドプラ
いる。 
載された要
。システム

-1 標準仕

はじめに
主な前提
⽤語 
システム
全体アー
データ要
共通バッ
サービス
APPEND
APPEND
APPEND

の仕様等を
ラットフォー

要求事項を実
ムの全体構成

図 4-2
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仕様（ドラフ
タイ

に 
提仕様 

ム要求 
ーキテクチャ
要件 
ックエンド
スプロバイダ
DIX. ユース
DIX. 教科コ
DIX. 算数的

を踏まえた全
ームに求めら

実現するため
成を⽰す資料

 

2 ユースケ

フト版）⽬次
トル 

ャ 

ダ 
スケース 
コード 
的活動コー

全体像、前提
られるビジネ

めの教育ク
料として、

ケース図 

次構成 

ド 

提条件等を
ネス要求事

ラウドプラ
図 4-2 と図

記載してい
事項およびユ

ラットフォー
図 4-3 を⽰す

いる。 
ユーザ要求

ームの全体
す。 



 
 

 

 
6 章では

データ、学
7 章およ

各サブモジ
9 章から

載している
4-5 はサー

は教育クラ
学習記録デ
よび 8 章で
ジュールに
ら 11 章は、
る。図 4-4
ービスプロバ

ウドプラッ
ータ、ログ
は、5 章で
ついて、必
4 章〜8 章

4 は 7 章
バイダのク

図 4-3

トフォーム
グ等）につい
で説明されて
必要とされる
章の説明の中

の冒頭で説
ラス図を⽰
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システム全

ムで取り扱う
いて記載して
ている教育ク
るシステム要
中で必要とさ
説明されてい
⽰している。

全体概念図

う各種データ
ている。 
クラウドプ
要求事項を整
されている各
いる共通バッ

 

タ（属性情

ラットフォ
整理してい
各種補⾜情
ックエンド

情報、コンテ

ームを構成
いる。 
情報を Appe
ドのパッケー

 

テンツメタ

成している

endix に記
ージ図、図



 
 

 

 

 

図 4-

図 4

 

-4 共通バ

4-5 サービ
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バックエンド

ビスプロバイ

ド パッケー

イダ クラ

ージ図 

ス図 

 



 
 

 

 今4.1.3
今後、本

し、1.0 版
担保するた
での教育ク
ウドプラッ

また、本
タのやり取
うに運⽤さ
ームのビジ
約を参加し
が⽣じる可
る可能性が
による運⽤
討していく

 
＜参考：

複数の事
プラットフ
においた場
ることが普

トラス
・ 
・ 
・ 
・ 
等を実現
 
経済産業

トフレーム
期的な監査
圧縮を図る
クの効果、

 
 
 
 

今後の課題
本年度作成
版としてい
ための「連
クラウドプ
ットフォー
本年度、教
取りに関す
されていく
ジネス⾯で
している全
可能性があ
がある。以
⽤について
く必要があ

トラストフ
事業者がお
フォームの
場合には、
普及しつつ
トフレーム
「枠組みに参
「枠組み全体
「効率的な枠
「国際的な連
現すること

業省でとり
ムワークは
査によって
ると共に、利
、プレイヤ

題 

した標準仕
く必要があ
携要件」と
ラットフォ
ムの利⽤環
育クラウド
る仕様は作
べきかにつ
の枠組みを
ての事業者
るが、その
下、参考と
記載する。
る。 

レームワー
互いに乗り
連携のモデ
トラストフ
ある。 
ワークによ
参加する組織
体の健全性
枠組みの実現
連携基準への
が可能とな

まとめられ
「事業者に
、事業者、
利⽤者への
ーと役割、

仕様（ドラフ
ある。とりま
と「機能要件

ームの導⼊
環境の要求要
ドプラットフ
作成すること
ついては⼗分
を考える場合
者が⾏う必要
の企業等に権
として上記の

今後、それ

ークによる運
⼊れるプラ

デルについて
レームワー

よって、 
織体同⼠の
・公平性」
現」 
の整合性」

なる。 

れた「ID 連携
に求められる

その事業者
の透明性を担

関係性につ
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フト版）を、
まとめにあた
件／⾮機能要
⼊を踏まえた
要件について
フォームを構
とができたが
分な検討がで
合、参加組織
要がある。そ
権益が集中す
の懸念への対
れらの懸念に

運⽤＞ 
ラットフォー
て、特にビジ
ーク(Trust F

の信頼」 
 

 

携トラスト
る要件を明確
者間の ID 連
担保するもの
ついては図 4

継続した調
たっては各サ
要件」を分
た ICT 環境
てもとりま
構成するモジ
が、そのモジ
できていな
織や参加事業
その場合、契
することとな
対処⽅法と
について、標

ームの枠組み
ジネス契約の
Framewor

フレームワ
確にルール化
連携を担保
の」とされて
4-6 のとお

調査・実証
サブモジュ
けて記載す
の整備に資
とめる必要
ジュールや
ジュール間
い。教育ク
業者が増え
契約⾏為を
なり、健全
して、トラ
標準仕様で

みをモデル
の容易性や
k)という概

ワークの概要
化し、第三
することで
ている。ト
りに⽰され

証結果を踏ま
ュールの相互
するとともに
資するよう、
要があると考
やモジュール
間のやりとり
クラウドプラ
えると、増え
をとりまとめ
全な競争環境
ラストフレー
で回避可能な

ル化し、ID や
や透明性の維
概念を使って

要」において
三者による認
で、その構築
トラストフレ
れている。 

まえ、更新
互運⽤性を
に、学校等

教育クラ
考えられる。
ル間のデー
りがどのよ
ラットフォ
えた分の契
める企業等
境を阻害す
ームワーク
な⽅法を検

やデータ、
維持を念頭
て整理をす

て、トラス
認証や、定
築コストの
レームワー

 



 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 44-6 ID 連携携トラストフ
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フレームワーークの効果やや役割等について 



 
 

 

 教育4.2

 4.2.1
昨年度

を検討し
ける学習
技術やベ
全国の学
に備える

教育ク
ラウドプ
価を受け
点から整
 
 
 

育クラウド

評価の概要
度より実証
していくう
習基盤を提
ベンダへの
学校、ひい
ることがで
クラウドプ
プラットフ
けた。汎⽤
整理した汎

ドプラットフ

要 

を⾏ってい
えで、シス
供するとい
ロックイン
ては海外⽇
きる拡張性
ラットフォ
ォームの汎
性および拡
⽤性および

フォームの

いる教育クラ
ステム⾯にお
いう観点では
ンを避けるた

本⼈学校等
性も求められ

ームが汎⽤
汎⽤性および
拡張性「サー
び拡張性に関
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汎⽤性およ

ラウドプラッ
おける汎⽤性
は⻑期的にサ
ためには、シ
等からも利⽤
れる。 
⽤性と拡張性
び拡張性に関
ービス⾯」
関する要件は

よび拡張性

ットフォーム
性および拡張
サービスを提
システムの汎
⽤されるこ

性を備えた
関する要件を
「教材コンテ
は表 4-2 に

の評価 

ムについて
張性が重要
提供できる
汎⽤性が⽋
とを考慮す

ものとする
を整理し、
テンツ⾯」
⽰すとおり

て、将来的な
要となる。公
る必要があり
⽋かせない。
すると、利⽤

るため、現⾏
外部評価委
「システム

りである。 

な普及展開
公教育にお
り、特定の

また⽇本
⽤者の増加

⾏の教育ク
委員会の評
ム⾯」の 3



 
 

 

 

サー

コン

シス

表 4-2 教

観点 
ービス⾯ 

教材 
ンテンツ

⾯ 

ステム⾯ 

教育クラウド

 JavaSc
ログラ
るとと
ラムと
を意識
者は端
利⽤で

 Web サ
コルは
⽤いる

 教育ク
提供す
アクセ

 学 習
（Expe
するこ

 JavaSc
ログラ
るとと
ラムと
を意識
者は端
利⽤で

 Web サ
コルは
⽤いる

 教材コ
してい

 教 育 ク
は、ク
ること

 クラウ
を問わ
ウェア

ドプラット

汎⽤性
cript ⾔語等

ラムによって
ともに、クラ
とも連携可能
識したリッチ
端末の Web

きること。
サーバと端末
は双⽅向通信

こと。 
クラウドプラ
する各種機能
セス可能とす

記 録 デ ー
erience AP
と。 
cript ⾔語等

ラムによって
ともに、クラ
とも連携可能
識したリッチ
端末の Web

きること。
サーバと端末
は双⽅向通信

こと。 
ンテンツは
ること。

ク ラ ウ ド プ
クラウドサー

。 
ウドのサービ
わず、動作可
ア構成、ソフ
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フォームの

性 
等で記述さ
て端末側で動
ラウド側の
能で、双⽅の
チな機能を
b ブラウザ

 
末間の通信
信⽤の技術規

ラットフォ
能は、API 経
すること。
ー タ は 、
PI）を⽤い

等で記述さ
て端末側で動
ラウド側の
能で、双⽅の
チな機能を
b ブラウザ

 
末間の通信
信⽤の技術規

は HTML5

ラ ッ ト フ ォ
ービス上で実

ビス事業者や
可能とするハ
フトウェア構

の汎⽤性およ

れたプ
動作す
プログ
の利点
、利⽤
のみで

プロト
規格を

ームで
経由で

xAPI 
て記録





れたプ
動作す
プログ
の利点
、利⽤
のみで

プロト
規格を

に準拠

（

ォ ー ム
実現す

や環境
ハード
構成、





よび拡張性に

拡
疎結合と
JavaScri
ーサイド
より、⾮
よびシン
処理を実

なし） 

教育クラ
フォーム
サービス
こと。 
サーバや
ス割り当

に関する要件

拡張性 
すること。
ipt 等のサー

ドプログラム
⾮同期処理、
ングルスレッ
実現すること

ラウドプラッ
ムは、クラウ
ス上で実現す

や回線のリソ
当てについて

件 

 
ーバ
ムに
、お
ッド

と。 

ット
ウド
する

ソー
て、



 
 

 

表 4-2 の
第 7 回評価

 

 4.2.2
第 7 回評

ラットフォ

 

 

観点 

の内容に基
価委員会に

評価の結果
評価委員会
ォームが汎

ネット
⽤的な
し、ベ
こと）

 新 た に
（スケ
クロー
境を構

づき、教育ク
諮り、評価

果 

会の結果、評
⽤性と拡張

 

汎⽤性
トワーク構成
な OS、ミド
ベンダロック

。 
に サ ー バ 構
ケールアウト
ーニングする
構築し、別途

クラウドプ
価委員による

評価委員より
張性を備えた
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性 
成とするこ
ドルウェアを
クインを抑⽌

築 が 必 要 な
ト含む）を想
るためのサ
途管理するこ

ラットフォ
る評価を受け

り本内容に関
たものである

 

と（汎
を選択
⽌する

な 場 合
想定し、
ーバ環

こと。 



ームの汎⽤
けた。 

関する疑義
るという評価

拡
スケール
した空き
ること（
ルアップ
が、スケ
問 題 解 決
合、別サ
移⾏やス
を可能と
サーバを
トする場
散を可能

⽤性及び拡張

はなく、現
価を得るこ

拡張性 
ルアップを想
き領域を確保
（原則、スケ
プを前提とす
ケールアップ
決 で き な い

サーバへ無停
スケールアウ

すること）
をスケールア
場合、負荷の
能とすること
張性を検証す

現⾏の教育ク
ことができた

想定
保す
ケー
する
プで
い 場
停⽌
ウト
。 

アウ
の分

と。 
するため、

クラウドプ
た。 



 
 

 

 学習4.3

 現4.3.1
児童⽣

ログや学
して蓄積
ることは
ジタル化
より、そ
できるか
策に関し
能性があ

本年度
育クラウ
録データ

(1)学習記

教材
プラッ
く、ビ
蓄積⽅
が、こ
と、LM
xAPI と
互換性

 

(2)教材コ

(1)の
ロバイ
加して
記録に
コンテ

              
7 Advance
いる。Expe
8 教育・学

習記録デー

現状調査 

⽣徒や教員
学習結果、
積すること
は困難だっ
化され、教
そのデータ
か、またそ
しては、蓄
あるため、

度の調査・
ウドプラッ
タの取得・

記録データの

材コンテンツ
ットフォーム
ビッグデータ
⽅法に関する

こでは代表
MS GLC8によ
と IMS Cali

性を持つ概念

コンテンツプ

の学習記録
イダにおける
ているコンテ
に関するそれ
テンツ種別の

               
ed Distribute
erience API
習に関する様

ータをビッグ

、保護者等
コミュニケ
が可能とな
たが、教育
育クラウド
量は増加す
の先にどの
積・分析さ
4.5 及び 5

実証では、
トフォーム
蓄積状況を

の蓄積⽅法

ツの利⽤時に
ムによって異
タとしての価
る⽅式の標準

表的なものと
よって標準化
iper は対象

念である。 

プロバイダ

データの蓄
る学習記録デ
テンツプロバ
れぞれの項⽬
の偏りが⽣じ
             

ed Learning
の前⾝である

様々な組織、

グデータと

等が教育クラ
ケーションロ
なる。従来の
育クラウドプ
ドプラットフ
する。本項で
のような活⽤
されるデータ

.10 でも⾔及

学習記録デ
ムに協⼒して
を調査し、知

に関する国

に⽣成され
異なる形式
価値は⼤き
準化が⾏わ

として、ADL
化されてい

象とするスコ

における学

蓄積⽅法に関
データの蓄
バイダのう
⽬の取得状況
じないよう

の略。⽶国国
る SCORM の
団体、企業か
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して活⽤す

ラウドプラッ
ログなど、様
の紙媒体での
プラットフォ
フォームにお
では、それら
⽤が可能かを
タの価値によ
及している

データの蓄積
ている教材

知⾒および課

国際標準 

れるデータに
式で取得・蓄
きく⽋損して
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L7によって標
る IMS Cal

コープが異な

学習記録デー

関する国際標
蓄積状況に関

ち、表 4-3
況を調査し
に選定して

国防省系の組織
の標準化も⼿が
からなる⾮営

するための

ットフォーム
様々なデータ
の学習では
ォームにお
おいて容易
らをいかに効
を検討する
より新たな

る。 

積⽅法に関
材コンテンツ
課題の検討を

には様々な項
蓄積されてい
てしまう。そ

⽅式にもい
標準化され
iper を紹介

なるため、相

ータの取得

標準の調査
関する調査を
3 に⽰す 5 社

した。なお、
ている。 

織で、科学技
がけている。
利団体。htt

蓄積⽅式お

ムを利⽤す
タを取得し
これらのデ
いて教材コ
に利⽤でき
効率的、効
。なお、ビ
ビジネスモ

する国際標
ツのプロバイ
を⾏った。

項⽬があり
いてはデー
そこで、取
いくつかの

れている Exp
介する。なお
相反する⽅

・蓄積状況 

と平⾏し、
を実施した
社にアンケ
調査対象の

技術の学習に関
https://ww
ps://www.im

および活⽤⽅

する際には、
し、学習記録
データを取得

ンテンツが
きる環境が整
効果的かつ安
ビッグデータ
モデルが⽣成

標準の調査、
イダにおけ
 

、教材コン
タ活⽤の汎
得すべき項
種類が存在
perience A
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⽅式ではなく

国内のコン
。本年度の

ケートを依頼
の 5 社につ
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msglobal.or

⽅策 

アクセス
録データと
得し蓄積す
がすべてデ
整うことに
安全に蓄積
タの活⽤⽅
成される可

および教
ける学習記

ンテンツや
汎⽤性は低
項⽬とその
在している
API (xAPI) 
述するが、
く、相互の

ンテンツプ
の実証に参
頼し、学習
ついては、

開発を⾏って
ov/ 
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コ
東京書

NTT
式会社
ライン
株式会

株式会
ョナル

上記の

カテ
学習

表 4-3 
ンテンツプ

書籍株式会

ラーニング
社 
ンズ株式会
会社内⽥洋

会社 NHK 
ル 

5 社に対し

テゴリ 
習履歴 ア

ペ

表

ペ

レ

⾊

フ

読

コ

⼊
マ

学習記録の
プロバイダ名

社 

グシステムズ

社 
⾏ 

エデュケー

て実施した

表 4-4 学
項⽬名

アクセス履歴

ページ内遷移

表⽰範囲 

ページモード

レイアウト 

⾊調変更 

フォント 

読み上げ 

コピー 

⼊⼒要素操作
マルチメデ

の取得状況に
名 提供

東京書

ズ株 テック

ライン
デジタ
(社会
保健体
 

ーシ 学習動
（社会
 

たアンケート

学習記録の取
 

歴 学習

移 
学習
る操
学習
操作

ド 
学習
情報
学習
操作
学習
報の
学習
作情
学習
作情
学習
情報

作 学習
ィア 学習
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に関する調査
している主

書籍学習者⽤

クキャンバス

ンズ e ライブ
タルビデオク
・歴史・理科
体育） 

動画ライブ
会・理科・英

トの内容を表

取得状況に関

者のコンテ
習者がコンテ
操作情報の記
習者がコンテ
作情報の記録

者がコンテ
報の記録 

者がコンテ
作情報の記録

者がコンテ
の記録 

者がコンテ
情報の記録

者がコンテ
情報の記録

者がコンテ
報の記録 

者がコンテ
習者がコンテ

査対象のコ
主な教材コン
⽤デジタル教

ス 

ブラリ LITE
クリップ集
科・体育・家

ラリークリ
英語・地理

表 4-4 に⽰

関するアン
説

テンツに対す
テンツ内で
記録 
テンツ内で
録 
テンツ内で⾏

テンツ内で⾏
録 
テンツ内で⾏

テンツ内で⾏

テンツ内で⾏

テンツ内で⾏

テンツ内で⾏
テンツ内の

ンテンツプ
ンテンツ
教材 教

タ
授
ム

E ド

家庭科・
解

リッパ！
・歴史）

資

⽰す。 

ケート項⽬
説明 
するアクセス
⾏ったペー

⾏った表⽰

⾏った、画⾯

⾏った、レイ

⾏った、⾊調
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⾏った、読み

⾏った、コピ

⾏った、⼊⼒
マルチメデ

プロバイダ 
コンテンツ

教 科 書 準 拠
タルコンテ
授 業 ⽀ 援 シ
ム 
ドリル学習型
解説指導型 

資料、データ

⽬ 

ス情報の記
ージの遷移

⽰倍率の変更

⾯表⽰⽅法

イアウトに

調に関する

ォントに関

み上げに関

ピーに関す

⼒操作情報
ディア要素

ツ種別
拠 デ ジ

ンツ 
シ ス テ

型 

タ集 

録 
に関す

更等の

の操作

関する

操作情

する操

する操

る操作

の記録
に対し



 
 

 

カテ

学習

学
成果

 
調査対象

ているかど

テゴリ 
要
イ
ブ

ア

習記録 
解

解
結

発

回
発

対

対
話
評
評
評

学習 
果物 

授

授

学
類
学
明
学
ー
学
テ

象のコンテ
どうかを問

項⽬名
要素操作 
インタラク
ブ要素操作 

アノテーショ

解答 

解答属性 
結果 

発問 

回答 
発問の発話者

対話・会話内

対話・会話
話者 
評価対象 
評価結果 
評価記述内容
授業の記録 

授業のメモ 

学習成果物
類 
学習成果物
明 
学習成果物
ータ 
学習成果物
テータス 

ンツプロバ
うアンケー

 
て⾏

ティ 学習
ブコ

ョン 
学習
に関
学習
合、
解答
解答
学習
など
発問

者 発問

内容 
学習
記録

の発 対話

評価
評価

容 評価
板書
学習
の記

の種
授業

の説
授業

のデ
授業

のス
学習

バイダに対し
ート票を配布
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⾏った、操作
者が Flash

コンテンツに
者がコンテ

関する操作情
習者が⼊⼒し

選択したも
答の正誤及び
答ごとの結果
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に対する学
の発話者の
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業で作成され
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成果物の状

して、表 4-4
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cript などの
った、操作情
して⾏った、
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容分類の記述
どの記録 
る思考を促す

答などの記録
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記録 

めの記録 
価結果 

過程で作成さ
で気づいた

の種類 

の説明 

のデータ 

具合の記録 

れている各
した。 

のインタラ
情報の記録
、アノテー

くは選択形式
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すための問

録 

対話・会話

される記録
たことや考え

各データ項⽬

クティ
録 

ション

式の場

いかけ

内容の

 
えなど

⽬を取得し
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新たな規格。

に関する国

ついて、⽐較

4-5 xAP
xAPI

ラーニングや
積された学
的に収集・蓄
提供すること

13 
語・⽬的語
される 
義はあるが、
ため、⽐較的
してもよい

よりも早く
して公開さ
内外で運⽤実
形式のデータ
り、使いやす
る学習記録
由度が⾼く、
応⽤も可能
⾃由度の⾼さ
には予め収
データの種
いったこと
要がある 

略。JavaScri
形式のデータ
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国際標準 

較した結果を

PI と IMS C

や教材コンテ
学習記録デー
蓄積するため
と 

（SVO）の形

仕様上の規
的⾃由度の⾼

いとされてい

くオープンソ
されているた
実績がある
タ構造が汎⽤
すい 

録データの種
、教育分野以

さから、採⽤
収集すべき学
種類や収集の
とを設計して

ipt という⾔語
タにおける表の

を表 4-5 に

Caliper の⽐

テ
ー
め

教材コン
学習記録
ための
こと 
JSON-L

形 主語・述
で記述

規
⾼
い

IMS Gl

ソ
た
 
⽤

種
以

 収集
類が
際に

⽤
学
の
て

 採⽤
いて

 デー
技術

 記述
即さ
い

語の中で表形
の属性（項⽬）

記す。 

⽐較 
IMS C

ンテンツに
録データを
フレームワ

LD 形式14 
述語・⽬的
される 
obal が規定

集すべき学習
が決まってい
に新たに設計

⽤実績が少な
ては不明な点
ータ構造が⽐
術習得が必要
述の⾃由度が
さないケース

形式のデータを
をわかりやす

Caliper 
よって取得

を収集し、分
ワークを提

語（SVO）

定している

習記録デー
いるため、採
計する必要が

なく、運⽤実
点がある 
⽐較的新し

要になる 
が低いため、
スには対応

を扱うための
すく表現する

得された
分析する
提供する

の形式

ータの種
採⽤する
がない 

実績につ

しいので

⽬的に
応できな

の⽅式。 
る形式。JSON



 
 

 

xAP
が徐々
ってい
につい

(2)教材コ

調査
社数の

 

項
アクセス
ページ内
表⽰範囲
ページモ
レイアウ

⾊調変更

フォント
読み上げ
コピー 
⼊⼒要素
マ ル チ メ
操作 
イ ン タ ラ
素操作 
アノテー

上記
⽬に関
映像を
明確に
ないが
みであ
ダが積

PI は 2013
々に広まりつ
いるものの、
いては未知数

コンテンツプ

査対象のコン
の列はその項

学習履歴
項⽬名 

ス履歴 
遷移 
 
ード 
ト 

更 

ト 
げ 

素操作 
メ デ ィ ア 要

ラ ク テ ィ ブ

ション 
記のとおり、
関する学習記
を流すことに
に区別されて
が、５社中４
あり、その他
積極的に学習

年に最初の
つつある状況

最初のバー
数といえる。

プロバイダ

ンテンツプロ
項⽬のデータ

表 4
歴 

社数 
4 
1 
0 
0 
0 

0 

0 
0 
0 
0 

素
1 

ブ 要
0 

0 
今回の調査

記録データが
に主眼が置か
ているものも
４社のコンテ
他は 0〜1 社
習履歴データ

のバージョン
況である。⼀
ージョンが公
。 

における学

ロバイダに対
タを取得し

4-6 学習記

項
解答 
解答属性
結果 
発問 
回答 

発問の発

対話・会
対話・会
評価対象
評価結果

評価記述

 

査対象のコ
が取得され
かれている
もあるため
テンツプロ

社であるとい
タを蓄積す
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ンが公開され
⼀⽅、IMS
公開された

学習記録デー

対するアン
しているコン

記録の取得状
学習記録

項⽬名 

性 

発話者 

会話内容 
会話の発話者
象 
果 

述内容 

ンテンツプ
れていないこ
るものもあれ
め、すべての
ロバイダが取
いう結果から
るという状

れており、
 Caliper は
のが 2015

ータの取得

ンケートの集
ンテンツプロ

状況の集計
録 

社数
0 
1 
1 
1 
1 

1 

0 
者 0 

0 
0 

0 

プロバイダで
ことがわかる
れば、ドリル
の教材コンテ
取得している
ら、アンケ

状況にはなっ

その後様々
は IMS メン

年 10 ⽉で

・蓄積状況 

集計結果を表
ロバイダの

結果 

項
授業の記録
授業のメモ
学習成果物
学習成果物
学習成果物
学習成果物
タス 

 

では、アン
る。教材コ
ル学習型の
テンツを同
るデータ項
ート対象の

っていない、

な組織にお
ンバによる採
であり、普及

表 4-6 に⽰す
合計数を⽰

学習成果物
項⽬名 

録 
モ 
物の種類 
物の説明 
物のデータ
物のステー

ケートの⼤
ンテンツの
ように設問
様に扱うこ
⽬がアクセ

のコンテンツ
と考えられ

おいて採⽤
採⽤が始ま
及の⾒込み

す。なお、
⽰している。

物 
社数
0 
0 
0 
0 
1 

ー
0 

⼤部分の項
の中には、
問と解答が
ことはでき
セス履歴の
ツプロバイ
れる。 

 



 
 

 

 今4.3.3

(1)⽇本国

前述
格の策
ないが
採⽤が

⼀⽅
習記録

学習
童⽣徒
れるた
そのた
あると

学習
可能に
 児

児
活

 学
児
題

 コ
児
ど
す

 そ
デ
⽤
合
究

上記
ては前
証を⾏

 

今後の課題

国内における

述のとおり、
策定が進めら
が、xAPI につ
が進んでいる
⽅で、⽇本国
録データの蓄
習記録データ
徒が教材コン
ため、コンテ
ためには学習
と想定される
習記録データ
になると考え
児童⽣徒⾃⾝
児童⽣徒⾃⾝
活⽤できる。

学校現場で活
児童⽣徒の学
題を提供する
ンテンツプ

児童⽣徒のつ
どの仕組みを
する教材コン
の他の事業

データサイエ
⽤が進むと考
合によるライ
究にも活⽤で
記以外にも様
前述のとおり
⾏うことが今

題 

る学習記録

学習記録デ
られている。
ついては初

る。 
国内では、今
蓄積が進んで
タには教育ク
ンテンツを⽤
テンツプロバ
習記録データ
る。 
タを蓄積し、
えられる。以
⾝が⾃らのた
⾝が⾃らの
。 

活⽤する 
学習記録デ
るなど、アダ

プロバイダの
つまずきや
を教材コン
ンテンツと

業者と連携す
エンスの発
考えられる
イフログと
できる。 
様々な分野で
り 4.5 及び
今後必要とな

データの標

データに関す
。IMS Calip
版のリリー

今回の調査
でいるとは⾔
クラウドプ
⽤いて学習
バイダ側に
タを蓄積し

、分析を⾏
以下にその活
ために活⽤す
学⼒を把握

ータを基に
ダプティブ

の差別化要因
すい傾向を
テンツの中
することが

する 
展等によっ
。⼀例とし
しての活⽤

での利活⽤
5.10 にて⾔

なってくる
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標準化と充実

する国際標
per について
ースから 2 年

査対象となっ
⾔いがたい

プラットフォ
習をした際に
にて取得およ
し、活⽤する

⾏うことによ
活⽤⽅策を
する 

握し、苦⼿科

に、理解度や
ブラーニング
因とする 

を提⽰する、
中に組み込む
ができ、他社

って、将来的
して、学習塾
⽤等が挙げら

⽤の形があり
⾔及してい
。 

実化 

準として x
てはまだ仕様
年以上が経過

ったコンテン
い状況である
ォームで⽣成
に⽣成される
よび蓄積の仕
ることによる

よって、従来
を例⽰する。

科⽬の補強や

や進捗具合を
グとして活⽤

その状況に
むことによ
社との差別化

的には学校現
塾での活⽤や
られる。統計

りうる。学習
る。上記の

API や IMS
様の公開か
過している

ンツプロバ
ることも確認
成されるも
るものが⼤
仕組みを実
る価値を明

来は難しか
 

や得意分野

を考慮して
⽤できる。 

に最適な学
り、より効
化をはかる

現場以外で
や、ヘルス
計情報とし

習記録デー
例を含め活

S Caliper と
から時間が経
ることもあり

イダに関し
認できた。 
のも含まれ
半を占める
装する必要
確に定義す

った様々な

野の勉強を進

最適な学習

学習教材を提
果的な学習
ことができ

の学習記録
スケアデータ

ては、教育

タの活⽤⽅
活⽤⽅策を定

といった規
経過してい
り、徐々に

しては、学

れるが、児
ると考えら
要がある。
する必要が

な利活⽤が

進める等に

習教材や課

提供するな
習を可能に
きる。 

録データ活
タ等との統
育⼯学の研

⽅法につい
定義し、検



 
 

 

 コン4.4

 現4.4.1
教育ク

素のひと
が豊富に
も整って
ムの利⽤
ンテンツ

たとえ
コンテン
ある。ま
の運営事
要がある

教材コ
重要な役
さまざま
ニーズに

教育ク
通の仕組
に規定さ
共通に利

4.4.1.1

LOM
ことを⽬
という標

LOM
 デジ
 9 つ

4-7
 LO

義
              
15 データに
成⽇時や作
16 Institut
ンの促進を

ンテンツ管

現状調査 

クラウドプ
とつとして
に揃ってい
ている必要
⽤者が、膨
ツを探し出
えば教員は
ンツの各構
また、利⽤
事業者が異
る。 
コンテンツ
役割を果た
まな属性情
にあった教
クラウドプ
組みである
されている
利⽤が可能

 LOM の構

は、複数の
⽬的とし作
標準として
は教材コン

ジタル教材
つの属性と
7）。 

OM に定義さ
して使⽤す
               

についてのデ
成者、データ
e of Electric
⽬的とした⽶

管理のメタデ

プラットフォ
、教材コン
ることはも
がある。教
⼤な数の教
せることが
教科書の単

構成要素が学
者にとって
なっても、

の検索を⾏
す。教材コ
報をメタデ
材コンテン
ラットフォ
ことが望ま
。この規格
となる。 

構造 

教材コンテ
成された。
規定されて

ンテンツに特
材、⾮デジタ

、さらにそ

された属性の
る、などの
             
ータ。あるデ

タ形式、タイ
cal and Elec
⽶国の公益法

データの要

ォームの普及
ンテンツが簡
もちろんのこ
教員や児童⽣
教材コンテン
が、教育クラ
単元を元に指
学習指導要領
ては、教材コ

利⽤したい

⾏う際、その
コンテンツへ
データとして
ンツを検索す

ームの普及
ましく、LOM
格に準拠する

テンツプット
IEEE16によ

ている。 
特化したメ

タル教材の両
その要素を細

のうち使⽤す
のカスタマイ

データそのも
トル、注釈な

ctronics Eng
⼈。http://w
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件 

及や利便性
簡単に利⽤で
こと、適切な
⽣徒、また保
ンツの中から
ラウドプラ
指導計画を⽴
領や教科書

コンテンツの
い教材コンテ

の教材コンテ
へ教科・単
て付与するこ
することが可
及を考えるう
M (Learnin
ることによ

トフォームの
より標準化

タデータで
両⽅が想定さ
細分化したサ

する属性を
イズが可能。

のではなく、
などが考えら
ineers の略。
www.ieee.o

性向上を考え
できることが
な教材コンテ
保護者など
ら、それぞれ
ットフォー
⽴てるため

書単元と対応
の提供者や教
テンツを検索

テンツの内
元や種別、
ことにより
可能となる
うえで、この
g Object M
り、教材コ

の間にてメタ
が⾏われ、

であり、下記
されている
サブ属性の複

を選択する、
。 

そのデータ
れる。 

。⼈間社会に
org/index.ht

えるうえで必
が挙げられ
テンツを容
、教育クラ
れの利⽤シ

ームの⼤きな
、教材コン

応付けて管理
教育クラウ
索して⾒つ

容を⽰すメ
対象となる

、利⽤者が
。 
のメタデー

Metadata) 
コンテンツの

タデータを
現在は IE

記の特徴をも
。 
複数階層構

もしくはオ

に関連する情

における有益な
ml 

必要となる
れる。教材コ
容易に利⽤で
ラウドプラッ
シーンに最適
な価値の１つ

ンテンツある
理されてい

ウドプラット
つけることが

メタデータ1

る学習者の学
が簡単に、そ

ータは、前述
という規格

の作成者も利

を相互にやり
EE1484.1

もつ。 

構造となって

オリジナルの

情報のこと。

な技術的なイ

る様々な要
コンテンツ
できる環境
ットフォー
適な教材コ
つとなる。

るいは教材
いる必要が
トフォーム
ができる必

5が⾮常に
学年など、

それぞれの

述の通り共
格が国際的
利⽤者も、

り取りする
2.3-2005

ている（表

の属性を定

データの作

イノベーショ



 
 

 

No 

1 Ge

2 Lif

3 Me

4 Te

5 Ed

              
19 「学習対

表 4-7 L

項⽬名 

eneral 

fecycle 

eta-Metad

echnical 

ducational 

               
対象メタデータ

LOM の項⽬

項
(⽇
⼀般

ライ
イク

ata メタ
デ

技術
情報

教育
特徴

             
タ (LOM) 付

（『情報処

項⽬名 
⽇本語)
般 こ

⼀
こ
識
い

イフサ
クル 

こ
現
報
こ
タ
関

タメタ
ータ 

こ
て
こ
別
す
で

術的な
報 

こ
技
こ

学
ど
件

育的な
徴 

こ
な
こ
オ
度

付与による教育
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処理』2005

このカテゴ
⼀般的な情
このカテゴ
識別⼦、タ
いる主な⾔
ド、対象と
このカテゴ
現在の状況
報が記述さ
このカテゴ
タス、この学
関に関する
このカテゴ
て記述され
このカテゴ
別⼦、このメ
する記述、
で使⽤され
このカテゴ
技術的要件
このカテゴ
トのフォー
学習オブジ
ど）、技術
件、再⽣時
このカテゴ
な特徴が記
このカテゴ
オブジェク
度（簡潔さ

育⽤コンテン

年 6 ⽉ 46

リには、学
報が記述さ
リに属する
イトル、学
語、学習オ
する範囲、
リには、こ
やその影響
れる 
リに属する
学習オブジ
記述である
リには、こ
る 
リに属する
メタデータ
メタデータ
ている⾔語
リには、こ
や、技術的
リに属する
マット（デ
ェクトにア
的要件、イ
間である
リには、こ
述される
リに属する
トの種類、
）、対象と

ンツの共有と流

6 巻 6 号よ

説明 

習オブジェ
される 
る項⽬は、学

習オブジェ
オブジェクト

構造、機能
この学習オブ
響を与えた⼈

る項⽬は、バ
ェクトに寄

る 
のメタデー

る項⽬は、こ
に寄与した

タのスキーマ
語である 

の学習オブ
的な特徴が記
る情報は、こ

ータタイプ
アクセスでき

ンストール

の学習オブ

る項⽬は、対
対話性のレ
するユーザ

流通」（清⽔

り引⽤19）

ェクト全体と

学習オブジェ
ェクトで使⽤
トの説明、キ
能的な粒度で
ブジェクトの
⼈や、機関な

バージョン、
寄与した⼈ま

ータそのもの

このメタデー
た⼈または機
マ、このメタ

ブジェクトに
記述される 
この学習オブ
プ）、データ
きる場所（U
ル⽅法、その

ブジェクトの

対話のタイプ
レベル、意味
ザの種類、こ

⽔ 康敬, 200

 

としての

ェクトの
⽤されて
キーワー
である 
の履歴、
などの情

ステー
または機

のについ

ータの識
機関に関
タデータ

に必要な

ブジェク
サイズ、

URL な
の他の要

の教育的

プ、学習
味的な密
この学習

5） 



 
 

 

No 

6 Rig

7 Re

8 An

9 Cla

 

IEEE

項⽬名 

ghts 

elation 

nnotation 

assificatio

E 1484.12.

表 
Gener

項
(⽇

権利
する

学習
ジ
間の

注釈

n 分類

.3.2005 に

4-8 IEEE
ral 

項⽬名 
⽇本語)

オ
学
る

利に関
る情報 

こ
有
こ

コ
習オブ
ェクト
の関係 

こ
習
こ
る

釈 こ
な
こ
⼈

類 こ
分
こ

置
ー

規定された

E 1484.12
Identifie

Title 
Languag
Descripti
Keyword
Coverage
Structure
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オブジェク
学習時間で
るユーザの
このカテゴ
有権と使⽤
このカテゴ
トの値段、
コメントで
このカテゴ
習オブジェ
このカテゴ
る学習オブ
このカテゴ
な利⽤に関
このカテゴ
⼈または機
このカテゴ
分類体系の
このカテゴ
トを分類す
置するかを
ーワードで

た LOM の具

2.3.2005 に
r Cat

Ent

e 
ion 

d 
e 
e 

トが利⽤さ
ある。利⽤
主な使⽤⾔
リには、こ
に関する条
リに属する
著作権その
ある 
リには、こ
クトとの関
リに属する
ジェクトで
リには、こ
するコメン
リに属する
関、注釈を
リには、こ
どこに位置
リに属する
る⽬的、分
表すパス、
ある 

具体的な構造

に規定された
alog 
ry 

説明 

される場⾯、
⽤に関するコ
⾔語である 

の学習オブ
条件が記述さ
る項⽬は、こ
の他の制限、

の学習オブ
関係性が記述
る項⽬は、関
である 

の学習オブ
ントが記述さ
る項⽬は、こ
を記述した⽇
この学習オブ
置するのかが
る項⽬は、こ
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ー (NICER) 
れていない。
ンターネット
せるうえで、
たコンテンツ

に関する⽇

M に準拠した
情報が圧倒的
R による活動

本語による情
ラットフォー
な情報を得る

 LOM を採

テンツメタ
トフォーム
。その結果、
教育クラウ
。 
的なデータ
るメタデー

 共通的な
を採⽤する

た教材コン
ンテンツの
るが、体系
い。 
を特定する

プラットフ

式に準拠する
教材コンテン
々なメリッ
リットを享受
独⽴⾏政法⼈

により、L
 

トやタブレッ
これらのメ

ツメタデータ

本語の情報

た教材コン
的に不⾜して
動が⾏われ
情報の⽣成が
ーム事業者が
ることができ

採⽤しない場

タデータのフ
ムや教材コン
、異なる形式

ウドプラッ

タ連携を考慮
ータの標準化

な今後の課題
る場合であ

ンテンツを簡
の内容を⽰す
系⽴てて整備

る ID が共通

フォーム及び

ることによ
ンツの流通
トが⽣ずる
受できる環境
⼈メディア教
LOM の普及

ット端末を
メリットは
タの管理が促

報の充実 

テンツやプ
ていること
ている間は
が促進され
が LOM に準
きず、そのハ

場合の今後

フレームワー
ンテンツが
式やデータの
トフォーム

慮し、次項に
化を⾏うこと

題 
っても、採
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す標準的な指
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び教材コンテ

より、コンテ
通促進や運営
ると考えられ

境にはなっ
教育開発セ

及促進の活動

を活⽤した教
は⽋かせない

促進される

プラットフォ
も⼤きな課

は LOM に関
れていない。
準拠したメタ
ハードルは

後の課題 

ークとして
独⾃にコン
のコンテン
や教材コン

にて説明す
とが求められ

採⽤しない場
出すために
指標が必要
る状況では

して定義され

テンツの増

テンツプロバ
営の効率化、
れるが、現時

ていないの
センター (N
動が⾏われて

教育クラウ
い。従来の管
ることが望ま

ォームの増加
課題と考えら

する研究も
そのため、

タデータに
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LOM を採⽤
ンテンツメタ
ンツメタデー
ンテンツ間に

る共通的な
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場合であって
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となる。わが
なく、各単
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、教材コン
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IME）や教
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ドプラット
管理体系で

まれる。 

加にあたり
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、新たなコ
より管理を

いものと想定

⽤しない場
タデータの
ータが作成さ
における連携

な ID の整備
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における単
が国では学
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材コンテン

ラットフォ
テンツ利⽤
だ事業者、

ある。 
教育情報ナシ

現在ではそ

フォームの
はなく、国

、LOM に関
述のとおり、
いたが、活動
ンテンツプ

を⾏おうと考
定される。 

場合、各教育
形式を定義

される可能性
携が困難と

備など、最低

員や児童⽣徒
単元 ID に相
学習指導要領
で管理するこ

ンツ作成者は

ォーム事業
⽤者の利便

利⽤者と

ショナルセ
その活動は

の利⽤を促
国際標準に

関する⽇本
、NIME や

動停⽌以降
プロバイダ
考えた場合、

育クラウド
義すること
性が⾼く、

となる恐れ

低限の部分

徒がニーズ
相当する、
領がそれに
ことができ
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るだけ
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 現4.5.1
教育

と発展
要であ
境の向
創出、
れる。

また
等の連
かに関

本項
な価値
とした

 結4.5.2
本事業
1.標準

データ

以降は
及びコ
ラ費⽤

(1)将来像

教育
図 4-1

いつ
するこ
ただし
や具体

で、教材コ
要領に基づ

育クラウド

現状調査 

育クラウドプ
展のためには
ある。市場拡
向上と市場の

教育分野以
 

たその基盤と
連携の下で持
関しては検討
項では、教育
値創出による
た将来のビジ

結論・得ら
業ではエコ
準化により

タによる学び

はこの仮説
コンテンツ利
⽤は含んでい
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育クラウドプ
13 に⽰す。

つでもどこで
ことで、児童
し、公教育以
体的な⽅法、

ンテンツの
づいた単元 I

ドプラットフ

プラットフォ
は、次々と新
拡⼤の例とし
の活性化、学
以外（防災・

となる教育ク
持続的に運営
討が必要であ
分野におけ

る関連市場の
ジネスモデル

られた知⾒ 

システムが
コンテンツ

びの⾼度化→

をもとに記
利⽤料、端末
いない。 

プラットフォ
 

でも学べる環
童⽣徒を中⼼
以外での活⽤

範囲など⼗

のメタデータ
ID の検討・

フォームを

ォームを始め
新しい価値が
して、デジタ
学習記録デー
・医療等）と

クラウドプ
営されてい
ある。 

ける ICT 利活
の活性化に
ルのエコシス

が以下の通り
ツが増加（流
→4.データ活

記載をしてい
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環境・多様な
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⽤、特に⺠間
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めとする教
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ことを⽬指
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システム
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利⽤機会の
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の活性化 

ドサービス
校側インフ

の将来像を
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(2)公教育
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教育

ルを図
教育

供し、
⼀⽅

ーム運
プラ

ンダに
 

図 4-13 教

育機関を対象

ジネスモデル
育クラウドプ
図 4-14 に⽰
育クラウドプ

マーケッ
⽅、コンテン
運営団体/事
ラットフォー
に対して共通

教育クラウド

象とした教

ルの全体像 

プラットフ
⽰す。 
プラットフ
トプレイス
ンツプロバ

事業者に対し
ーム運営団体
通機能・シ

ドプラット

育クラウド

ォームのそ

ォームは公
を通じその
イダに対し

して教材コン
体/事業者は
ステム運⽤
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フォームを

ドプラットフ

そのものを中

公教育機関に
の対価として
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ンテンツ販売
は、共通機能

⽤費を⽀払う
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フォームのビ

中⼼とした
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コンテンツ利
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ビジネスモデ
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教材コンテ
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におけるビジ
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定額課

本検
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教材
度課⾦

ラウドプラ
マーケットプ
材コンテンツ
D 管理/認証

ォームにおい
ポータル：学
提供する。ク
OS、ブラウ
データストア
データをクラ
号化・匿名化
⾦モデル 

材コンテンツ
⾦と１ヶ⽉や
課⾦に⼤別さ
検討において
⾦モデル」を
して検討する
材コンテンツ
⾦と１ヶ⽉や

図 4-14 

ットフォー
プレイス：
ツを学校等が
証基盤：学習
いて、ポータ
学習者・教
クラウドサ
ザにて動作
ア：個⼈情
ラウドに保
化等を⾏う

ツの課⾦モ
や年間など
される。 
ては、事業
を想定して
る必要があ
ツの課⾦モ
や年間など

公教育機

ームが提供す
売り⼿と買
が仮想的な
習者・教員
タルや教材
員それぞれ
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報の保護に
管し、読み
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デルについ
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いる。ただ
る。 
デルについ
定められた
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関を対象と
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材コンテンツ
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者双⽅の利便
だし、定額課

いては、⼀般
た期間の利⽤
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したうえで、
限管理機能の

ンテンツ費を
間が利⽤し放
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学習

課⾦に⼤別さ
検討において
⾦モデル」を
して検討する
習記録や⾏動
育クラウドプ
しての役割に
したビジネス
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図 4-15 

ビジネスモデ

習記録や⾏
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される。 
ては、事業
を想定して
る必要があ
動履歴データ
プラットフ
に加え、新
ス機会の拡
育クラウド
活⽤⽅法も
を図 4-15 に

学習記録や

デルを類型

動履歴デー
利活⽤にあ
ように 3 分

動履歴デー

者・利⽤者
いる。ただ
る。 
タ等の活⽤
ォームには

新たなビジネ
⼤が望まれ
プラットフ
含め、考え

に⽰す。 

や⾏動履歴デ

化する観点

ータをどのよ
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ータをどのよ
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者双⽅の利便
だし、定額課

も含めた将
は、前項で整
ネスの創出な
れている。
フォームの利
えられるビジ
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料コンテン
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デル 
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ある。現時
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B. ビ

前項
のとお
する。

No. 

１ 

るが、その
は、下記の

点①：パーソ

本⼈の意思

学校内で
タを第三者
ことが出来

本⼈同意に

改正個⼈
とにより、
る。 

点②：パーソ

学校、塾・
きる可能性

様々なプレ
テムを形成
⽬的）に⼤

教育分野で
プレイヤが

ビジネスモデ

項で整理し
おり整理す
。 

 ﾋﾞｼﾞﾈｽ

教 育 ク
ラットフ
販売 

利活⽤にあ
ように２つ

ソナルデータ

思・同意に基

で学習した記
者やサービス
来るようにな

に基づかない

⼈情報保護法
学校経営や

ソナルデータ

予備校など
性があると考

レイヤによ
成する。パー
⼤別できる。

では、学校の
が存在すると

デルの類型 

た要因ごと
る。なお、

表

ｽﾓﾃﾞﾙ名 

ラ ウ ド プ
フォームの

あたっては本
つの観点が考

タの取り扱

基づく利活⽤

記録及び塾
ス提供者に
なる。 

い利活⽤・情

法における
や教育関連サ

タの活⽤分野

ど教育分野で
考えられる

り多様なビ
ーソナルデ
。 

のような公共
と考えられ

とに想定され
それぞれの

表 4-10 

⽤途 分

教育 公共

78 

本⼈同意やデ
考えられる。

い・種別 

⽤・情報提

塾・予備校で
に提供するこ

情報提供

匿名加⼯情
サービスの改

野  

での活⽤だ
。 

ジネスモデ
ータの活⽤

共のプレイ
れる。 

れる利⽤者
のビジネスモ

ビジネスモ

分野 
想定

利

共 学校
教育

データの匿名
。 

提供 

でのテストや
ことにより、

情報や統計処
改善、新たな

けでなく、

デルが考えら
⽤主体は公共

イヤであり、

（ターゲッ
モデルに関

モデルの類型

定される
利⽤者 

校 
育委員会 

名化が⼤き

や学習内容
、より適切

処理された
なサービス

教育分野以

られ、それら
共（⾮営利⽬

塾・予備校

ト）とビジネ
する詳細は

型 

提供する価
値 

いつでもど
こでも学習
できる環境

きな要素であ

を収集し、
なサービス

データを活
スの創出など

以外の⽤途に

らが集合して
⽬的）、⾮公

校などのよう

ネスモデル
は Appendix

価
収益モ

ど
習
境 

プ ラ ッ
ォ ー ム
料 

ある。現時

そのデー
スを受ける

活⽤するこ
どを実現す

にも活⽤で

てエコスシ
公共（営利

うな⾮公共

ルを表 4-10
x にて記載

デル

ト フ
利 ⽤



 
 

 

No. 

２ 

３ 

４ 

５ 

 ﾋﾞｼﾞﾈｽ

教育サー
者への学
る学習状

学校運営
策に対す
活⽤ 

教材コン
善のため
活⽤ 

学習記録
広告への

ｽﾓﾃﾞﾙ名 

ービス事業
学校におけ
状況の提供 

営、教育政
するデータ

ンテンツ改
めのデータ

録データの
の活⽤ 

⽤途 分

教育 ⾮公

教育 公共

教育 ⾮公

教育 
以外 
 

⾮公
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分野 
想定

利

公共 教 育
ス事

共 学校
教育

国

研究

公共 教 科
材会
ｱﾌ ﾟ
開発

公共 ⺠間
（ 就
サー
業者
業者
事業
動
等）

定される
利⽤者 

育 サ ー ビ
事業者 

学

校 
育委員会 

学

教

究者 研

科 書 ・ 教
会社 

ﾘ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ
発事業者

教

間企業 
就 職 ⽀ 援
ービス事
者、EC 事
者、流通
業者、不
産 会 社
 

他

提供する価
値 

学 校 で の 学
習状況を踏
まえ指導を
受けること
ができる環
境 

学 校 マ ネ ジ
メント、教
員別の指導
⽅法改善 

教 育 政 策 評
価 

研 究 、 ア カ
デミック利
⽤ 

教 科 書 ・ 教
材会社の教
材改良、教
育アプリ等
の開発 

⾃ 社 製 品 の
販売促進 

学習履歴等
の就職⽀援
サービスで
の活⽤ 
他 サ ー ビ ス
との連携に
よる各種リ
コ メ ン ド
（EC 等） 

価
収益モ

学
踏
を
と
環

デ ー タ
売 ・ デ
解 析 サ
ス提供 

ジ
教
導

公共投資

評

カ
利

教
教
教
等

デ ー タ
売 ・ デ
解 析 サ
ス提供 

の

等 
援 
で 

ス
に
リ
ド

広告料 

デル

タ 販
ー タ
ー ビ

資 

タ 販
ー タ
ー ビ



 
 

 

No. 

６ 

7 

4.5.3 今
ここまで

てきたが、

(1)教育

教育
業終了
くこと
え⽅が

 ﾋﾞｼﾞﾈｽ

学習記録
健康保険

学習記録
感染症予
⽤ 

今後の課題 

で考えられ
、学習記録

育クラウドプ

育クラウドプ
了後は国・⾃
とが想定され
ができる。 

ｽﾓﾃﾞﾙ名 

録データの
険への活⽤ 

録データの
予防への活

る学習記録
データや⾏

プラットフォ

プラットフォ
⾃治体がプラ
れている。持

⽤途 分

教育 
以外 

公

教育 
以外 

公

録データや⾏
⾏動履歴デー

ォームの運営

ォームは、実
ラットフォー
持続的な運営
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分野 
想定

利

公共 健 康
合
医療

公共 ⾃治
医療

 

⾏動履歴デー
ータの取扱い

営 

実証事業を
ーム運営を
営の観点か

定される
利⽤者 

⾏

塾
分

案

康 保 険 組

療機関 

成

治体 
療機関 

感

ータを利活⽤
いに関して

通じて官⺠
担うのでは
らは、下記

提供する価
値 

⾏ 動 タ ー ゲ
ティング広
告の掲載に
よる⾃社製
品の販売促
進 

不動産会社
等による学
⼒マップ等
の広告活⽤
塾等の出店
分 析 ・ 企 画
⽴ 
案 

成 ⻑ 記 録 や
病歴等を⽤
いた健康指
導等 

感 染 症 マ ッ
プ等を活⽤
した感染予
防 

⽤したビジ
は課題があ

⺠共同で開発
はなく、⺠間

のように観

価
収益モ

ゲ
広
に
製
促

社 
学 
等 
⽤ 
店 
画

や
⽤
指

公共投資

ッ
⽤
予

公共投資

ジネスモデル
ある。 

発を進めてき
間主導で運営
観点によって

デル

資 

資 

ルを整理し

きたが、事
営されてい
て様々な考



 
 

 

 「I
こ

 「I
ル決

 「ポ
“競

(2) パー

まず
のか、
療分野
ひとつ

また
ある。何
や海外

さら
ハード
医療、交
いるお
オープ
の還元

 

(3)データ

ビジ
保護者
ータの
の利活

例え
リアル
した⺠
してい

更に
ても、
ように
の可能

また

ID 管理/認
とが妥当で
ID 管理/認
決め・やり
ポータル」は

競争領域”と

ソナルデー

ず、蓄積され
データを⼀

野では、個⼈
つの参考にな
た、匿名性も

何のデータ
外事例を参照
らに、情報セ
ドウェアの所

交通プロー
おり、教育分
プンデータ化
元のあり⽅を

タ利活⽤のあ

ジネスモデル
者、教員、学
の利⽤⽅法に
活⽤の是⾮な
えば流通事業
ル・ネット問
⺠間企業が保
いく必要があ
に、学習記録

それが例え
にする必要が
能性を潰して
た、(2) パー

認証基盤」、
はないか 

認証基盤」の
とりが必要

は、複数の⺠
するのが妥

ータ管理のあ

れたデータの
⼀元管理・蓄
⼈が所有権を
なる。 
も加味して、
タをいつ採取
照しつつ検討
セキュリティ
所在地）や保
ーブ情報にお
分野において
化すれば、社
を検討してい

あり⽅ 

ルが機能して
学校管理者等
について、教
など、基準を
業者のポイン
問わず個⼈の
保有するデ
ある。 
録データの分
えば就職や住
がある。また
てしまう可能
ーソナルデー

「マーケッ

のみを担う場
要であり、負
⺠間事業者の
妥当ではない

あり⽅ 

の所有権に関
蓄積している
を持つ⽅向で

そもそもど
取するのか効
討を進める必
ィポリシーと
保管形式を検
おいてもデー
ても同様の検
社会インフラ
いく必要があ

ていくため
等のそれぞれ
教育系の企業
を検討する
ントカードや
の様々な⾏動
ータとの連

分析結果から
住宅ローンを
た、分析結果
能性も否定で
ータ管理のあ
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ットプレイス

場合、複数の
負荷・資⾦的
の競争による
いか 

関する課題
るプラット
での議論が

どのようなデ
効果的なデ
必要がある
との関係性
検討する必
ータを有効
検討が必要
ラとなり、
ある。 

には、公教
れの利⽤ニ
業への提供
ことが必要
や、インタ
動履歴が蓄

連携を⾏うこ

ら、仮に本⼈
を組む場合な
果から教育
できない。
あり⽅で論

ス」を⺠間

のマーケッ
的な持続可
る利便性向

が挙げられ
フォーム及

が進んでおり

データを蓄
ータ取得や

る。 
性も考慮し、

要があるだ
に活⽤する
である。ビ
それは国⺠

教育における
ーズを把握
の是⾮や、

要である。
ーネットサ
積されてい

ことの是⾮や

⼈にとって
など将来に
の現場で児
 
じている通

事業者の共

トプレイス
能性が懸念
上が期待し

れる。児童⽣
及びその運営
り、先⾏する

積すべきな
活⽤⽅法等

データの保
だろう。ビッ

ためにデー
ッグデータ

⺠の財産とな

る利⽤主体別
握することが

⺠間企業で

サービスのア
いる。教育分
や具体的⽅

マイナス要
わたって本

児童⽣徒の傾

通り、個⼈が

共同体がセッ

ス運営事業者
念 
しやすい領域

⽣徒本⼈のも
営者のものな
る医療・介護

なのか検討す
等については

保管場所（ク
ッグデータ活
ータの標準化
タ分析した統
なる。個⼈及

別、例えば
が必要である
でのマーケテ

アカウント等
分野において
⽅法について

要素が発⾒さ
本⼈の不利に
傾向を決めつ

がデータの所

ットで担う

者とのルー

域であり、

ものとする
なのか。医
護分野等が

する必要が
は先⾏事例

クラウドの
活⽤が進む
化を⾏って
統計情報を
及び社会へ

ば児童⽣徒、
る。分析デ
ティングで

等を通して、
ても、こう
て今後検討

されたとし
にならない
つけ、成⻑

所有権を持

、



 
 

 

つとし
法も考
れを作
がコン
改善や

そう
る必要

 
(4) 条例

公⽴
タを含
リティ

⼀⽅
は、地
⼼して
程度の

 ID4.6

 教4.6.1
本項では

委員会や学
まず、学

⽤する可能
能に求めら

時期
期⾸

した場合、個
考えられる。
作り出せる。
ントロールし
や社会⼈教育
うした場合、
要がある。ま

・地⽅⾃治体
⽴学校での教
含む各種のデ
ィポリシーに
⽅で、現⾏の
地⽅⾃治体ご
て、円滑なサ
の平準化が実

等ユーザ・

教育委員会
は教育クラ
学校が管理
学校の開校
能性のある⾏
られる機能

表 4-1
期 ⾏
 新しい

校 

既存の
合 

 

個⼈がデータ
こうしたパ
個⼈の学習

しながらオー
育にも有⽤で

国や⾃治体
また、企業側

体セキュリ
教育クラウ
データの管理
に従って⾏わ
の個⼈情報保
ごとに異なっ
サービスの提
実現されてい

・認証管理

会や学校が管
ウドプラッ
できるよう
、廃校や教
⾏事を時系
要件を取り

11 教育委員
⾏事 
学校の開

学校の統

タを集めて国
パーソナルデ
習履歴もパー
ープンデータ
である。 
体が本⼈の同
側で対応すべ

ティポリシ
ドプラット
理・利⽤は
われるべき
保護条例や
っているの
提供を受け
いることが望

システムの

管理可理な
トフォーム

う、求められ
教員・児童⽣
系列で整理し

まとめた。

員会や学校が
業

 教員・児
教 育 ク
フ ォ ー
できる

 教員・児
る 学 校
も 教 育
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国や⾃治体
データエコ
ーソナルデ
タにできれ

同意の元に取
べき事項も

シー 
トフォームの
は、⾃治体毎

ものである
やセキュリテ
のが現状であ
けるためには

望ましい。

の要件 

なユーザ・認
ムにおけるユ
れる要件を整
⽣徒の増減や
した。その後

整理した⾏

がユーザ・認
業務要件 
児童⽣徒は新
ラ ウ ド プ ラ
ム の 利 ⽤ を

児童⽣徒は所
校 が 変 更 に な
育 ク ラ ウ ド プ

・企業での
システムは
ータストア

れば、さまざ

取得すべき
も同様である

の利⽤を通じ
毎に定められ
る。 
ティポリシー
ある。児童⽣
は、⾃治体毎

 

認証管理シ
ユーザ及び認
整理した。
や転出⼊な
後、業務要件
⾏事ごとの業

認証管理機

新規に
ラ ッ ト
を 開 始





所属す
な っ て
プ ラ ッ



使⽤を許可
は、本⼈が納
アに⼊れ、匿
ざまな利⽤が

データ範囲
る。 

じて⽣成さ
れる個⼈情

ーの策定・
⽣徒・保護
毎に異なる

システムに求
認証の管理

ど、ユーザ
件をもとに
業務要件を

能を使⽤す
機能

教員・児童
ラウドプラ
の ID を発
教員・児童
校、組に関
与できる機
教員・児童
づく学校、
報を変更す

可するハンド
納得できるデ
匿名化したう
が可能になり

囲やスキーム

れるパーソ
報保護条例

運⽤状況や
者を含む利
ルールにつ

求められる
理に関する機

ザ・認証管理
にユーザ・認
を表４-11 に

する⾏事 
能要件 
童⽣徒に教
ラットフォ

発⾏する機能
童⽣徒の ID
関する情報
機能 

童⽣徒の ID
、組に関す
する機能 

ドリング⽅
データの流
うえで本⼈
り、教育の

ムを検討す

ソナルデー
例やセキュ

やその内容
利⽤者が安
ついて⼀定

要件 

機能を教育

理機能を使
認証管理機
に⽰す。 

教育ク
ォーム
能 

D に学
報を付

D に紐
する情



 
 

 

時期

期中

期 ⾏

⼊学式 

児童⽣徒

教員の転

 児童⽣徒
⼊ 

教員の転

⾏事 

徒の進級 

転⼊ 

徒の転出

転出⼊ 

業
ト フ ォ
続できる

 児 童 ⽣
ク ラ ウ
ー ム の
る 

 児 童 ⽣
年・組が
教 育 ク
フ ォ ー
できる

 教 員 は
ウ ド プ
の利⽤を

 教 員 は
変 更 に
ラ ウ ド
ムの利⽤

 児 童 ⽣
ク ラ ウ
ー ム の
る 

 児 童 ⽣
校 が 変
育 ク ラ
ォ ー ム
きる 

 教 員 は
ウ ド プ
の利⽤を

 教 員 は
変 更 に
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業務要件 
ー ム の 利 ⽤
る 
徒 は 新 規 に
ド プ ラ ッ

の 利 ⽤ を 開 始

徒 が 所 属 す
が変更にな
ラ ウ ド プ ラ
ム の 利 ⽤ を

は 新 規 に 教 育
プ ラ ッ ト フ ォ

を開始でき
は 所 属 す る 学

な っ て も 教
プ ラ ッ ト フ
⽤を継続で

徒 は 新 規 に
ド プ ラ ッ

の 利 ⽤ を 開 始

徒 は 所 属 す
変 更 に な っ て

ウ ド プ ラ ッ
ム の 利 ⽤ を 継

は 新 規 に 教 育
プ ラ ッ ト フ ォ

を開始でき
は 所 属 す る 学

な っ て も 教

⽤ を 継

に 教 育
ト フ ォ
始 で き





す る 学
っても
ラ ッ ト
を 継 続



育 ク ラ
ォ ー ム

きる 
学 校 が
教 育 ク
フ ォ ー

できる 







に 教 育
ト フ ォ
始 で き

す る 学
て も 教
ッ ト フ
継 続 で







育 ク ラ
ォ ー ム

きる 
学 校 が
教 育 ク





機能

児童⽣徒
プラット
を発⾏する
児童⽣徒の
に関する情
る機能 
児童⽣徒の
学校、組
変更する機

教員に教育
ットフォー
⾏する機能
教員の ID
する情報を
能 
教員の ID
組に関する
る機能 
児童⽣徒
プラット
を発⾏する
児童⽣徒の
に関する情
る機能 
児童⽣徒の
学校、組
変更する機
教員に教育
ットフォー
⾏する機能
教員の ID
する情報を

能要件 

に教育クラ
フォームの
る機能 
の ID に学校
情報を付与

の ID に紐
に関する情
機能 

育クラウド
ームの ID
能 

D に学校、組
を付与でき

D に紐づく学
る情報を変

に教育クラ
フォームの
る機能 
の ID に学校
情報を付与

の ID に紐
に関する情
機能 
育クラウド
ームの ID
能 

D に学校、組
を付与でき

ラウド
の ID

校、組
与でき

紐づく
情報を

ドプラ
を発

組に関
きる機

学校、
変更す

ラウド
の ID

校、組
与でき

紐づく
情報を

ドプラ
を発

組に関
きる機



 
 

 

時期

期末

 
表 4-11

められる要
 
 
 
 

期 ⾏

 卒業式 

廃校 

教員の転

1 をもとに
要件は表 4-

⾏事 

転出 

整理をした
-12 の通り

業
ラ ウ ド
ムの利⽤

 児 童 ⽣
校 が 変
育 ク ラ
ォ ー ム
きる 

 児 童 ⽣
ド プ ラ
利⽤を中

 児 童 ⽣
校 が 変
育 ク ラ
ォ ー ム
きる 

 児 童 ⽣
ド プ ラ
利⽤を中

 教 員 は
変 更 に
ラ ウ ド
ムの利⽤

 教 員 は
ラ ッ ト
を中⽌で

た教育委員会
である。
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業務要件 
プ ラ ッ ト フ
⽤を継続で

徒 は 所 属 す
変 更 に な っ て

ウ ド プ ラ ッ
ム の 利 ⽤ を 継

徒 は 教 育 ク
ッ ト フ ォ ー
中⽌できる
徒 は 所 属 す

変 更 に な っ て
ウ ド プ ラ ッ

ム の 利 ⽤ を 継

徒 は 教 育 ク
ッ ト フ ォ ー
中⽌できる

は 所 属 す る 学
な っ て も 教
プ ラ ッ ト フ
⽤を継続で

は 教 育 ク ラ ウ
フ ォ ー ム の
できる 

会や学校が管

フ ォ ー
できる 

す る 学
て も 教
ッ ト フ
継 続 で

ク ラ ウ
ー ム の
 





す る 学
て も 教
ッ ト フ
継 続 で

ク ラ ウ
ー ム の
 





学 校 が
教 育 ク
フ ォ ー

できる 
ウ ド プ
の 利 ⽤





管理可理なユ

機能
能 
教員の ID
組に関する
る機能 
児童⽣徒の
学校、組
変更する機
児童⽣徒の
⽌もしくは
機能  

児童⽣徒の
学校、組
変更する機
児童⽣徒の
⽌もしくは
機能 

教員の ID
組に関する
る機能 
教員の ID
しくは削除

 
ユーザ・認

能要件 

D に紐づく学
る情報を変

の ID に紐
に関する情
機能 
の ID の利
は削除がで

の ID に紐
に関する情
機能 
の ID の利
は削除がで

D に紐づく学
る情報を変

D の利⽤停
除ができる

認証管理シス

学校、
変更す

紐づく
情報を

利⽤停
できる

紐づく
情報を

利⽤停
できる

学校、
変更す

停⽌も
機能

ステムに求



 
 

 

表 4-12 

No 

1 

2 

3 

4 

5 

 

 4.6.2

4.6.2.1

本年
できる

まず
にユー

その
テムの

表 4-

表 4-13 

ヒア

ヒア

ヒア

教育クラウ

機能
ID 発⾏ 

ID 利⽤停

ID 削除 

属性情報

属性情報

システムベ

 調査 

度の実証で
ようにする
、本実証の
ザ・認証管
後、ヒアリ
構築が可能
-13 にヒア

システムベ

調査対象 

アリング⽇時

アリング項⽬

アリング⽅法

ウドプラッ

能名 

停⽌ 

登録 

変更 

ベンダが容易

で構築したユ
るための要件
のユーザ・認
管理システム

ングから得
能かどうかを

リングの概

ベンダがユ

実証の
ダ(株式

時 平成 2

⽬ 
 シス

る

法 

 実証
ベ
た

 ヒ

トフォーム

 教員
ID を

 教員・
ームの

 教員・
ームの

 教員
するこ

 教員
を変更

易に構築可

ユーザ・認証
件について、
認証管理シス
ムを構築する
得られた必要
を確認するこ
概要を記す。

ユーザ・認証

ユーザ認証
式会社リアル

7 年 12 ⽉
ステムベン
ための要件

証のユーザ
ンダに対し
めに必要と

アリングか
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ムにおけるユ
られる要件

・児童⽣徒
発⾏するこ

・児童⽣徒が
の ID を停⽌
・児童⽣徒が
の ID を削除
・児童⽣徒の
ことができる
・児童⽣徒の
更することが

可能なユーザ

証管理システ
、調査・整理
ステムを構築
るために必要
要となるもの
ことで、要件

 

証管理システ
調査 

証・管理シス
ルグローブ

9 ⽇ 
ンダがユーザ
件を整理する

ザ認証・管理
し、容易にユ
となるものを

から得られた

ユーザ及び認
件 

機能要
に教育クラ

ことができる
が利⽤する教
⽌することが
が利⽤する教
除することが
の ID に学校
る 
の ID に紐づ
ができる 

ザ・認証管

テムを、他の
理を実施し
築していな
要となるも
のを準備し
件の整理を

テムを容易

ステムを構築
、⽇本電気

ザ認証・管理
る。 

理システムを
ユーザ認証・
をヒアリング

た必要となる

認証の管理

件 
ラウドプラッ
る 
教育クラウ
ができる 
教育クラウ
ができる 
校、組に関す

づく学校、組

管理システム

のシステム
した。 

いシステム
ものをヒアリ

、再度、シ
を⾏った。 

に構築する

築していない
気株式会社) 

理システムを

を構築してい
管理システ

グ。 

るものを準備

に関する機

ットフォー

ドプラット

ドプラット

する情報を

組に関する

ムに求めら

ムベンダが容

ムベンダに対
リングした。
システムベン

るための要件

いシステムベ

を容易に構築

いないシステ
テムを構築す

備し、再度

機能に求め

ムの

トフォ

トフォ

を付与

る情報

れる要件

容易に構築

対し、容易
 

ンダにシス

件に関する

ベン

築す

テム
する

、シ



 
 

 

4.6.2.2
ヒア

ウド環
的に認
ックに

株式
ウェア
あると

また
できる
かかる
る技術

なお
モジュ
である

4.6.2.3
試験

能なユ

調査結果 

 システム
リング結果
境（エヌ・
証基盤の構
記載をして
会社リアル
が決まって
、より簡単
、必要な設
可能性があ
ようだが、
者であれば
、認証基盤
ールとの連
という指摘

 システム
験構築後の
ユーザ・認証

ス
こ

以下が

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

ムベンダによ
果をもとに必

ティ・ティ
構築を実施し
ている。 
ルグローブが
ているので、
単に構築が可
設定はスクリ
あるという意

⼀度、認証
ば 1 時間程度
盤単体の構築
連携が必要に
摘もあった。

ムベンダが容
ヒアリング
証管理シス

テムベンダ
とで、要件

が必要である

利⽤規模に
ていること

必要な OS
おり、かつ
ースである

国際標準に
り、参照で

構築⼿順が

⾮機能要件

他のモジュ

設定⽤のス

必要なミ
の仮想サー

よる試験構築
必要となる O
ィ・コミュニ
した。なお、

が構築を実施
当該ミドル

可能であると
リプトを作成
意⾒を得るこ

証基盤構築に
度の端末操作
築は準備した
になるため、

 

容易に構築可
グ結果を踏ま

テムに求め
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ダにシステム
件の整理を⾏

るという結

に応じて必
と。 

S、ミドルウ
つそれらが
ること。 

に準拠する
できる例が

がドキュメ

件が明⽰さ

ュールとの

スクリプト

ドルウェア
ーバテンプ

築 
OS やミドル
ニケーショ
⼿順書に記

施した後に再
ルウェアがイ
という意⾒が
成することで
こともでき

に関するスク
作で構築が
たもので可能
、それらとど

可能なユー
まえてとりま
められる要件

ムの構築が
⾏った。 

論が得られ

要となるハ

ウェア、ソ
低価格で調

などオープ
多いこと。

ント化され

れているこ

連携⼿順が

が準備され

、ソフトウ
レートがあ

ルウェアや構
ンズ株式会

記載した内容

再度ヒアリ
インストール
が得られた
で設定は⾃
た。スクリプ

クリプトを準
完了できる
能であるが
どう連携させ

ザ・認証管
まとめた、シ
件は以下の通

可能かどう

れた。 

ハードスペッ

フトウェア
調達できるか

プンな技術を
 

れていること

こと。 

が明⽰されて

れていること

ウェアがイン
あること。 

構築⼿順を
会社：Cloud
容はクラウ

ングを実施
ルされたサ

た。 
動化できる
プトの作成
準備しさえ

ることが分か
、実際には
せるかにつ

管理システム
システムベ
通りである

うかを確認す

ックが明⽰さ

アが明⽰され
か、オープン

を基本として

と。 

ていること。

と。 

ンストール済

を記した⼿順
dn）を準備

ウド環境構築

施し、利⽤す
サーバテンプ

るため、さら
成⾃体には⼀

すれば Lin
かった。 

はコンテンツ
ついても⼿順

ムに求められ
ベンダが容易

。 

する

され

れて
ンソ

てお

。 

済み

順書とクラ
備し、試験
築ガイドブ

するミドル
プレートが

らに容易に
⼀週間程度
ux を扱え

ツなど他の
順書が必要

れる要件 
易に構築可



 
 

 

 
 利
 必

達
 国
 構
 ⾮
 他
 設
 必

あ

利⽤規模に応
必要な OS、
達できるか、
国際標準に準
構築⼿順がド
⾮機能要件が
他のモジュー
設定⽤のスク
必要なミドル
あること。 

応じて必要
ミドルウェ
オープン

準拠するな
ドキュメン
が明⽰され
ールとの連携
クリプトが準
ルウェア、

となるハー
ェア、ソフト
ソースであ
どオープン
ト化されて
ていること
携⼿順が明
準備されて
ソフトウェ
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ードスペック
トウェアが明

あること。
ンな技術を基
ていること。
と。 
明⽰されてい
ていること。
ェアがインス

クが明⽰され
明⽰されて

基本としてお
 

いること。
 

ストール済み

れていること
おり、かつ

おり、参照で

みの仮想サ

と。 
つそれらが低

できる例が多

サーバテンプ

低価格で調

多いこと。

プレートが



 
 

 

学校現5.

 蓄積5.1

 実5.1.1
児童⽣

アクセス
による教
可能とな
を⾏う。
いて、5
て、それ

教育ク
から⾏わ
ンテンツ
計作業は

教育ク
ていくた
アクセス
頻度や精
クション
ットフォ

そこで
アクセス
要を⽰す

現場での

積されたデ

実証 

⽣徒や教員
スログとし
教育クラウ
なる。本節
。また、5.
5.3 節では
れぞれ考察
クラウドプ
われており
ツ種別と学
は⾃動化さ
クラウドプ
ためには、
スログの集
精度が低く
ンという PD
ォームや教
で本年度は
スログの集
す。 

実装機

実装時

教育 ICT

データの分析

による教育
て蓄積され

ウドプラット
では、昨年
2 節では教
教材コンテ
する。 

プラットフォ
、昨年度の
校種別の 2
れておらず

プラットフォ
アクセスロ
計が⾃動化
なることが
DCA サイク
材コンテン
、アクセス
計及び分析

表 5-1 

機能 

時期 

T システ

析⽅法 

育クラウドプ
れる。このア
トフォームや
年度の実証結
教材コンテン
テンツの利⽤

ォームや教材
の報告書では

軸にて分析
ず、事務局に
ォーム及び教
ログの分析と
化されておら
が懸念される
クルを短期間
ンツの品質向
スログの集計
析作業の効率

アクセスロ
 蓄積







 クエ
ウン

2015 年
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ムのあり

プラットフ
アクセスログ
や教材コン

結果を踏まえ
ンツの利⽤傾
⽤傾向をコン

材コンテン
はそのデータ
析し結果を考
による⼿作業
教材コンテ

と考察を定期
らず、その集
る。利⽤状況
間で回せる仕
向上に寄与す
計、及び分析
率化を実施し

ログの集計及
積されたアク

教育クラウ
セスログを
全ての教材
の総計を週
個別の教材
の総計を週

エリ条件に基
ンロードする
年 9 ⽉ 

り⽅に関す

ォームや教
グを分析す

ンテンツの利
え、アクセス
傾向を時間帯
ンテンツの種

ンツのアクセ
タを元に、教
考察してい
業にて実施

テンツの利便
期的に実施
集計に時間及
況の可視化
仕組みを整
すると考え
析しやすい
した。表 5-

及び出⼒に関
クセスログ
ウドプラッ
を週単位・⽉
材コンテン
週単位・⽉単
材コンテン
週単位・⽉単
基づき⽣成
る機能 

する実証

教材コンテン
ることによ

利⽤傾向を明
スログの分
帯別・⽉別
種別ごとに

セスログの蓄
教材コンテ
る。しかし
されていた

便性や有効性
することが
及びコスト
とその考察
えることが
られる。 

い形式での出
1 に本年度

関する機能
に対するク
トフォーム
⽉単位に出
ツに対する
単位に出⼒
ツに対する
単位に出⼒
された CSV

証 

ンツの利⽤の
より、児童⽣

明らかにす
分析⼿法に関
別に分析した
に分析した結

蓄積は昨年
テンツの利⽤
し、アクセス
た。 

性を継続的
が重要と考え
トがかかる場
察、そこから
が、教育クラ

出⼒の機能を
度に実装した

能 
クエリ画⾯ 
ムに対するア
出⼒ 
るアクセスロ
⼒ 
るアクセスロ
⼒ 
V ファイルを

の履歴は、
⽣徒や教員
することが
関する考察
た結果につ
結果につい

年度の実証
⽤状況をコ
スログの集

的に改善し
えられるが、
場合、その
らの改善ア
ラウドプラ

を実装し、
た機能の概

アク

ログ

ログ

をダ



 
 

 

本機

出⼒

出⼒

教育クラ
に⽰す。 

 

 

 結5.1.2
本年

る機能
みを整

本実
グを実
 ア
 ア
 
昨年

⽇の時
1 ⼈の

機能を利⽤で
ザー

⼒可能なデー

⼒可能なデー

ラウドプラ

結論・得ら
年度は、教育
能を実装し、
整えた。 
実証における
実施したとこ
アクセスログ
アクセスログ

年度の実証で
時間を要して
の担当者が実

できるユー
ー 
ータの形式

ータの内容

ットフォー

られた知⾒ 

育クラウドプ
⾼い頻度で

るこの機能の
ころ、この機
グの抽出及
グの抽出及

では、アクセ
ていた。それ
実施して 30

ー
教育クラ

式 CSV 形式

容 
縦軸に学
が並ぶ、
⽰す CS

ーム及び教材

図 5-1 ア

プラットフ
で教育クラ

の利⽤者は
機能の実装
び解析にか
び解析に⾼

セスログの抽
れに対し、本

分程度で完
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ラウドプラ

式 
学校のリス
、各学校に
SV データ
材コンテンツ

アクセスログ

フォームに蓄
ラウドプラッ

は実証事業の
により以下

かかる時間が
⾼度なスキル

抽出及び解
本年度は前項
完了させるこ

ットフォー

ト、横軸に
おける教材

ツのアクセス

グの抽出画⾯

蓄積されたア
ットフォーム

の事務局であ
下の 2 点の利
が短縮された
ルが不要とな

析について
項に説明した
ことが可能

ームの運営者

に教材コンテ
材コンテンツ

スログを抽

⾯ 

アクセスロ
ムの利⽤状

ある。事務
利点があるこ
た 
なった 

て、1 ⼈の担
た機能を実
となった。

者 

テンツのリス
ツの起動回数

抽出する画⾯

 

グを容易に
況を分析で

局に対する
ことが確認

担当者が実施
実装したこと

また、アク

スト
数を

⾯を図 5-1

に抽出でき
できる仕組

るヒアリン
された。

施して約 1
とにより、
クセスログ



 
 

 

のデー
グの抽

これ
ウドプ
は、教
する。
ながる
析結果
テンツ
利⽤者

なお
び 5.3

 今5.1.3
今年

整え、
教育委
などの
なるア
開にあ

 

ータ構造やデ
抽出及び解析
れらのことは
プラットフォ
教育クラウド

そしてそれ
る可能性があ
果の考察とそ
ツの改善を⾼
者はより⾼い
お、本年度の

節にて記述

今後の課題
年度は、教育

実証を⾏っ
委員会、学校
のため、どの
アクセスログ
あたり、運営

データベース
析を⾏うこと
は、⼆つの事
ォームを⾃⾛
ドプラットフ
れは最終的に
ある。第⼆に
そこから得ら
⾼い頻度で実
い品質のサー
の実証にて蓄
述する。 

題 

育クラウドプ
った。今後、
校管理者、コ
のようなデー
グ分析の機能
営する各プラ

 

スの専⾨知
とが可能とな
事項を意味
⾛させてい
フォームの
に教育クラ
に、アクセ
られた知⾒
実⾏しやす
ービスを享受
蓄積されたア

プラットフ
教育クラウ

コンテンツ
ータが求め
能の検討が
ラットフォ
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知識・経験を
なった。

味していると
いくという観
の運営事業者
ラウドプラッ
セスログの集
⾒に基づく教
すくなる。つ

受すること
アクセスロ

フォームの運
ウドプラッ

ツ事業者など
められるのか
が求められ、

ーム事業者

を有さない担

と考えられる
観点において
者の体制維持
ットフォーム
集計及び分析
教育クラウ
つまり、教育
とにつながり

グを⽤いた

運営者による
トフォーム

どが授業や学
かについての

教育クラウ
者にて検討・

担当者であ

る。第⼀に
て、作業負
持コストが
ムの利⽤者
析が容易に
ドプラット
育クラウド

りやすくなる
た分析結果に

るデータ分
の利⽤者と
学習の改善
のヒアリン
ウドプラッ

実装される

っても、ア

、将来的に
荷が軽減さ
低下するこ
の費⽤負担
なることに
フォームや
プラットフ

るといえる
については、

析のための
となる教員、

、コンテン
グ等を⾏い
トフォーム

ることが望

アクセスロ

に教育クラ
されること
ことを意味
担軽減につ
により、分
や教材コン
フォームの
。 
、5.2 節及

の仕組みを
学習者、

ンツの改善
い、必要と
ムの普及展
まれる。 



 
 

 

 教育5.2

 実5.2.1
教育クラ

節ではその
なお、教

育クラウ
分析対象

表

対
児童

 

 

 

 

 

 

 

図 5

育クラウド

実証 

ラウドプラ
の評価・分析
教材コンテ
ドプラット
象とした記
5-2 教育

ログ取得期

ログの内

対象となる学
童⽣徒・教員

図

-2 は、児童

（アクセ

ドプラットフ

ットフォー
析を通じ、
ンツの利⽤
フォームに
録の詳細に
クラウドプ

期間 

内容 

学校数 
員の ID 数 

5-2 ポー

⽣徒及び教

セス） 

フォームの

ームでは、児
教育クラウ
状況の分析

に要求される
について、表
プラットフォ

平成 27 年
（本年度の
対象とした
教育クラウ
た教材コン
トし、アク
71 校（実証
9,666 個

ータルのアク

教員による教
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⽇常的な利

児童⽣徒及び
ウドプラッ
析については
る機能要件に
表 5-2 に⽰す
ォームに対す
年 8 ⽉ 29 ⽇
の開発機能が
た） 
ウドプラッ
ンテンツの起
クセス件数を
証校・検証

クセス時間帯

 

教育クラウド

利⽤状況・結

び教員のアク
トフォーム
は 5.3 節に
にフォーカス
す。 
するアクセス

⽇〜平成 28
がリリース

トフォーム
起動を 1 回
を算出 

証協⼒校・IC

帯の分布（全

ドプラット

結果の評価

クセス状況
に必要とな
て検討を⾏
スし、考察

ス状況の分
年 1 ⽉ 27

スされた以降

ムのマイポー
回のアクセス

CT ドリーム

全ユーザー

フォームの

価、分析 

況を記録して
なる機能を整
⾏うため、本
察を⾏うこと

分析に⽤いた
7 ⽇ 
降の記録を分

ータルを経由
スとしてカウ

ムスクール

） 

の利⽤回数に

ている。本
整理する。
本節では教
ととする。

た記録 

分析

由し
ウン

ル校）

について、



 
 

 

時間帯
11 時お
18 時以
クセス
み取れ

5.2.2 結
教育クラ
 

項

オー
ーリ

コン
や時
よる
限 

 
教育

成する
る「オ
なった

⼀般

帯ごとの分布
および 13
以降は、ピ

スは少なくな
れる。 

結論・得られ
ラウドプラ

表

項⽬名 

ートスケ
リング 

ンテンツ
時間帯に
る利⽤制

育クラウドプ
るサーバやネ
オートスケー
た。 
般的にシステ

布を⽰したも
時〜14 時
ークである

なり、0 時〜

れた知⾒ 
ットフォー

表 5-3 教育

概要

利⽤者の処
求の多寡に
てサーバや
トワーク機
処理能⼒を
に変化させ

教育委員会
校が、教材
テンツや時
に応じて、
⽣徒が利⽤
な機能を制
る 

プラットフォ
ネットワーク
ーリング」の

テムは利⽤者

ものである
時という時間
る 8 時台の
〜6 時の時間

ームにとって

育クラウドプ

 
必

処理要
に応じ
やネッ
機器の
を動的
せる 

処理
ない
おけ
⼒を
利⽤
を抑
め

会や学
材コン
時間帯

児童
⽤可能
制限す

教育
学校
くな
る利
制限

ォームは時
ク機器が処
の機能を有

者からの処
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。このグラ
間帯にアクセ

10%以下の
間帯にはほと

 

て必要と考え

プラットフ

必要とされる
理由 

理要求の少
い時間帯に
ける処理能
を最適化し
⽤のコスト
抑制するた

育委員会や
校が望まし
ないと考え
利⽤⽅法を
限するため

時間帯によっ
処理要求量に
有していれば

処理要求が最

ラフからは、
セスが集中
のアクセス
とんどアクセ

えられる機能

ォームに必

る 実
技術

、

利⽤者
要求量
イムに
れに応
やネッ
理能⼒
る 

 

教育委
校、児
年など
利⽤可
ンテン
を指定
提供す

って処理要求
に応じ、その
ば、コストを

最⼤となった

学校の授業
しているこ
しかなく、
セスが⾏わ

能について

必要とされる

実装する 
術の要件 

からの処理
をリアルタ
判断し、そ
じてサーバ
トワーク処
を増減させ

員会や学
童⽣徒の学
の単位で、
能な教材コ
ツと時間帯
する機能を
る 

求量に⼤き
の処理能⼒
を最適化で

た状態であ

業が⾏われ
ことがわかる

時間を追う
われていない

て表 5-3 に⽰

る機能 
適⽤時
具体的

件 
理
タ
そ
バ
処
せ

なし 

学

コ
帯
を

教育委員
や学校に
ける利⽤
針の合意

な差がある
を⾃動的に
きることが

ってもレス

る 8 時〜
る。⼀⽅で
うごとにア
いことも読

⽰す。 

時の 
的要

員会
にお
⽤⽅
意 

るため、構
に増減させ
が明らかに

スポンスの



 
 

 

遅延を
トワー
⼒が発
依存す

教育
る 8 時
処理要
いれば

また
利⽤を
「⼀律
じて制
る。 

上記
や学校
ームに
きるよ

5.2.3 今
現状で

トフォー
はできて
が求めら
 

 
 

 HT5.3

 実5.3.1
5.2 節で

ットフォー
トフォーム
る教材コン

を発⽣させる
ーク機器の処
発⽣する。ま
するため、余
育クラウドプ
時台の 0%〜
要求に合わせ
ば、係るコス
た、教育クラ
を技術的に制
律的な利⽤の
制限を⾏うな

記を考慮する
校、児童⽣徒
に備わってい
ようになる。

今後の課題 
では、教材
ームの機能
ていない。
られる。 

TML5 によ

実証 

では教育ク
ームに求め
ムの利⽤ロ
ンテンツに

ることのない
処理能⼒を決
また、サーバ
余剰な処理性
プラットフォ
〜7%の処理
せ処理性能を
ストを最適化
ラウドプラッ
制限すること
の制限は児童
など、制限の

ると、児童⽣
徒の学年な
いれば、利⽤

 

共有機能や
別のアクセ
今後、これ

って作られ

ラウドプラ
られる機能
グから、教
ついて整理

いように、
決定する。
バやネット
性能が発⽣
ォームのアク

理要求量しか
を⾃動的に
化することが
ットフォー
との必要性を
童⽣徒の学
の実施⽅法

⽣徒が利⽤
どの単位で
⽤者のポリ

や学習記録確
セス状況の把
れらの取得、

れた教材コン

ラットフォー
能要件につい
教材コンテン
理する。 
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ピーク時の
そのため、

トワーク機器
する場合は
クセス状況

かない。定常
に増減させる

ができる。
ームのアクセ

を検証した
学習を阻害す
法についての

⽤できる教材
で指定できる

シーに合わ

確認機能、掲
把握や、校内

分析を通じ

ンテンツの

ームの利⽤ロ
いて整理した
ンツの利⽤状

の処理要求量
処理要求が

器の導⼊、利
は、余剰なコ
況をみると、
常時とピーク
る「オートス

 
セス状況に関
たほうが良い
することにも
の検討が必要

材コンテンツ
るような機能
わせて利⽤時

掲⽰板機能
内、校外、家
じ必要とされ

の利⽤傾向

ログを元に分
た。本節で
状況という観

量を基準と
が少ない時
利⽤のコス

コストも発⽣
18 時〜6

ク時の処理要
スケーリン

関しては評
いのではない
もつながる
要」という

ツとその時
能が教育ク
時間を柔軟

といった、
家庭などの
れる機能の

分析を⾏い
は、同じく
観点で分析

して、サー
間帯は余剰
トはその処

⽣している
時の間はピ

要求に差があ
グ」の機能

価委員から
いか」とい
ため、利⽤
意⾒が挙げ

間帯を、教
ラウドプラ
に設定する

教育クラウ
のロケーショ
の深耕を実施

い、教育クラ
教育クラウ

析を⾏い、今

ーバやネッ
剰な処理能
処理能⼒に
。 

ピークであ
あるため、

能を有して

ら「夜間の
う意⾒や、

⽤内容に応
げられてい

教育委員会
ラットフォ
ることがで

ウドプラッ
ョンの特定
施すること

ラウドプラ
ウドプラッ
今後実装す



 
 

 

図 5-3 は本
教材コンテ
的に利⽤さ
中で定期的
活⽤するう
材コンテン

 結5.3.2
実証期間

ス数全体の
に教育クラ
の教材コン
ことが求め
 

 今5.3.3
本節では

実施してい
無償コンテ
ォームの掲
う⽅法で利

また、福
ロノート

5,00

10,00

15,00

20,00

25,00

30,00

35,00

シ

資

教

本年度にお
テンツには
されている
的に使⽤す
うえで、⽇
ンツについ

結論・得ら
間の全体で
の 83%を占
ラウドプラ
ンテンツを
められる。 

今後の課題
は、教育ク
いるが、本実
テンツを活
掲⽰板に外
利⽤してい
福島県新地
・スクール

0

00

00

00

00

00

00

00

2
0
1
5
年
4
月

シミュレーション型

資料，データ集

教科書準拠デジ

図 5-3 教

おける教材コ
様々な種類
ことが読み
るという⽅
々の学校⽣
ては、2 学

られた知⾒ 

算出すると
占めており、
ットフォー
重点的に実

題 

ラウドプラ
実証で提供
⽤した事例
部の教材コ
る。 
町では、ク
」も活⽤し

2
0
1
5
年
5
月

2
0
1
5
年
6
月

型

ジタルコンテンツ

教材コンテン

コンテンツ種
類があるが、
み取れる。実
⽅法で利⽤し
⽣活の中にう

期から定期

と、ドリル学
学校側のニ

ームの⾃⾛が
実装し、教材

ラットフォー
供した教材コ
例があった。
コンテンツの

クライアント
しており、児

2
0
1
5
年
7
月

ドリル学

解説指

ツ
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ンツ種別ご

種別ごとのア
ドリル学習

実証校の⼀つ
しており、継
うまく組み込
期的に授業で

学習型と授業
ニーズが⾼
が⾏われる際
材コンテンツ

ームから教材
コンテンツで

武雄市⽴北
の URL を貼

トアプリケー
児童が⾃⾝の

2
0
1
5
年
8
月

2
0
1
5
年
9
月

学習型

指導型

との⽉次ア

アクセス推
習型の教材
つである武
継続的に教
込んでいる
で利⽤されて

業⽀援システ
いというこ
際には、ド
ツの数および

材コンテンツ
ではない「N
北⽅中学校で

貼り付け、それ

ーション型の
のノートを撮

2
0
1
5
年
1
0
月

2
0
1
5
年
1
1
月

クセス推移

移を⽉次で
コンテンツ
雄市⽴北⽅
育クラウド
。また、授
ている。 

テムの教材
とが確認で
リル学習型
び種類をさ

ツを起動し
NHK for Sc
では、教育
れを児童⽣

の教材コン
撮影して宿

2
0
1
5
年
1
2
月

授業支援シ

問題解決型

移 

で表したグラ
ツは年間を通
⽅中学校では
ドプラットフ
授業⽀援シス

材コンテンツ
できた。本実
型と授業⽀援
さらに充実さ

したログを基
chool」など

育クラウドプ
⽣徒に参照さ

ンテンツであ
宿題を提出し

2
0
1
6
年
1
月

2
0
1
6
年
2
月

システム

 

ラフである。
通じて定常
は朝学習の
フォームを
ステムの教

ツがアクセ
実証終了後
援システム
させていく

基に分析を
ど、外部の
プラットフ
させるとい

ある「ロイ
したり、児

。



 
 

 

童同⼠でノ
このこと

ズを満たせ
テンツも含
がある。 
 
 

ノートに書
とから、本
せていない
含めて利⽤

いた回答を
実証で提供
可能性があ
されたコン

 

を共有する等
供していた教
あることが考
ンテンツ種別
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等を実践して
教材コンテン
考えられる。
別等を分析し

ている。 
ンツだけで
。次年度以
し、追加すべ

は学校現場
降の実証で
べき要件の

場における全
では、外部の
の有無を確認

全てのニー
の無償コン
認する必要



 
 

 

 教育5.4

時等の対応

 実5.4.1
本実証

アクセス
認した。

教育ク
ンツを同
を同時再
発⽣する

同時接
実証校
か38を求
加味し、
した。 

ただし
せると、
ォームへ
せた。プ
時に⼀⻫
ができる

なお、
ったため
ウ ド サ
（CPU:
る負荷が
れない範
ネットワ
れるかを

              
38実証校 12
間のコマ数
求めた。1.
39 コンテン
⾼速に配信
ンテンツを

育クラウド

応策 

実証 

証項⽬では
スなど⼤規
。 
クラウドプ
同時再⽣し
再⽣するに
るかを検証
接続する情
12 校の教

求め、5％と
、最終的に

し、昨年度実
、ボトルネ
への負荷は
プログラム
⻫に負荷を
る。 
、上記実証
め、追加の
ー ビ ス が 提
1.6GHz×8

が発⽣した
範囲での表
ワーク39（C
を検証し、

               
2 校の 2016

数：22.5 コマ
2÷22.5≒0.0

ンツデリバリ
する仕組みで
配信すること

ドプラットフ

、教育クラ
規模かつ多様

ラットフォ
た場合と考
相当する負
した。 
報端末数は
材コンテン

という数値を
実証校 12

実証のように
ックの特定
、インター
を介し負荷
発⽣させる

の結果、教
実証も⾏っ
提 供 可 能 な
8 コア メ
場合のスケ
⽰遅延など
CDN）を活
スケーラビ

             
年 4 ⽉から
（平均的な⼩
05 となり、約
ーネットワー

である。コンテ
とで、コンテ

フォームの

ラウドプラッ
様な環境での

ームに最も
考えられる。
負荷を教育ク

は、実証校で
ンツの利⽤状
を得た。その
校の情報端

に学校内の
定が困難にな

ネット上の
荷を発⽣させ
ることができ

教育クラウド
ている。ア

な も の の う
モリ：8GB

ケーラビリテ
どが発⽣して
活⽤した実証
ビリティを具

12 ⽉のコンテ
⼩学校 6 年⽣
約 5%が平均

ークは、世界
テンツサーバ
ンツサーバの
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のスケーラビ

ットフォーム
の運⽤時に

も負荷がかか
そこで、情

クラウドプラ

でのコンテン
状況から、1
の割合に時間
端末 1,900 台

無線 LAN や
なる可能性が
の仮想サーバ
せる⼿法をと
きるため、正

ドプラットフ
アクセス先の
う ち 、 １ VM
B）ため、こ
ティに不安が
ている可能性
証を⾏い、同
具備する⽅策

テンツの１週
⽣の年間授業コ
均的な同時接続
界中に分散配置
バの代わりに
の負荷を下げ

ビリティ等

ムのスケー
にボトルネッ

かるのは、容
情報端末 19
ラットフォ

ンツ利⽤状況
1 授業に情報
間帯による
台の 10％に

や地域イン
がある。そ
バ（VM）に設
とることに
正確にボトル

フォーム上の
のコンテンツ
M あ た り の
これ以上の性
が残る。また
性もある。
同様の負荷を
策を⽰した

週間、１ID あ
コマ数：945
続数だと⾔え
置したキャッ
、利⽤者にと

げるとともに、

等の検証と、

ラビリティ
ックとなるも

容量の⼤き
90 台から⾳
ーム上にか

況を踏まえ算
報端末の何
同時接続数

に当たる 19

トラネット
こで、教育
設置したプ
より、⼈為
ルネックの

のボトルネ
ツサーバは

の 性 能 が 最
性能向上に
た、後述す
そこで、コ
をかけた場
。 

たりの利⽤回
5 コマを 42 週
える。 

シュサーバを
とって最適なキ

配信パフォ

⼤量同時

を検証し、
ものはない

きい⾳声・動
⾳声・動画コ
かけ、ボトル

算出してい
何%が同時接
数増加などの
90 台を同時

ト経由で負荷
育クラウドプ
プログラムか
為的なミスを
の有無を確認

ネックは確認
は、利⽤して
最 上 位 群 に

は限界があ
する品質管理

ンテンツデ
場合の性能向

回数である 1
週で除した数

を利⽤し、コ
キャッシュサ

ォーマンスを向

時アクセス

⼤量同時
いのかを確

動画コンテ
コンテンツ
ルネックが

いる。まず、
接続される
のリスクを
時接続数と

荷を発⽣さ
プラットフ
から発⽣さ
を防ぎ、瞬
認すること

認されなか
ているクラ

位 置 す る
あり、更な
理基準に表
デリバリー
向上がなさ

.2 回を 1 週
数）で除して

コンテンツを
サーバからコ
向上させる。



 
 

 

5.4.1.1
実証で

アクセス
る。 

また、
た情報端
台の情報

実証環
 

 実証の環境
で利⽤した
スがあるこ

、品質評価
端末からも
報端末を割
環境の全体

iPad Air2
iPad min
MacBook
ARROWS

ARROWS
555/K32
ARROWS

境 
環境は以下
とを想定し

基準をもと
アクセスを
り当てた。
図及び利⽤

機種名 
2 
ni3 
k Air 
S Tab Q58

S TabQ 
2 
S Tab F-03

下の通りであ
し、VM は東

とにボトルネ
を実施してい

 
⽤した情報端

図 5-4

表 5-4

台

84/H 

3G 
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ある。教育ク
東⽇本地域 3

ネックの有無
いる。情報端

端末は以下の

実証環境の

 

使⽤した情

台数 
8 
3 
2 
1 Win

１ Win

１ Win

クラウドプ
3 か所、⻄⽇

無を確認す
端末を操作

の通りであ

の構成図 

情報端末 

OS 
iOS9 
iOS9 
OS10 

ndows8.1

ndows8.1

ndows8.1

ラットフォ
⽇本地域 1

るため、仮
する操作担

る。 

ブラウ
Safari 
Safari 
Safari 
Internet 
Explorer1
Internet 
Explorer1
Internet 
Explorer1

ームへ複数
か所に分散

仮想地域環境
担当者 1 ⼈あ

ウザ 

11 

11 

11 

数拠点から
散させてい

境に設置し
あたり 10



 
 

 

 
教育ク

同時接続
ボトルネ
とした。

利⽤し
 

⾳声

動画

 

5.4.1.2
全体の進

の操作担当
タ等を記録

実証の体
 
 
 
 

dynaboo
S50/36M
VersaPro

Surface 

Nexus9 
YOGA Ta
Chromeb

クラウドプ
続をした場
ネックが発
。 
したコンテ

表
種別 

コンテンツ

コンテンツ

 実証体制 
進⾏管理を⾏
当者を管理
録する担当
体制を図 5-

機種名 
ok Tab 
M 
o タイプ V

Pro 3 

ablet 2-10
book C720

ラットフォ
合と考えら
⽣しないこ

ンツは表 5

表 5-5 負荷

ツ ニュー
（１）
（２）

ツ NHK エ
ッパ！

⾏うコーデ
する総括責
者を配置し
-5 に⽰す。

台

VT 

50F 
0 

ームに最も
られる。そこ
ことを確認し

-5 に記載の

荷試験に使
教材コン

ーワイド学習
道南盆唄
江差追分

エデュケーシ
英語 epi

ディネータを
責任者を配置
した。 
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台数 
１ Win

２ Win

２ Win

1 And
6 And
2 Chr

も負荷がかか
こで、まず
した後、発⽣

の通りである

使⽤した⾳声
ンテンツ 
習百科事典

ショナル
sode 6 

を置き、コー
置した。また

OS 
ndows8.1

ndows8.1

ndows8.1

droid5.0
droid4.4
rome OS

かるのは、容
、容量の⼩
⽣しない場合

る。 

声および動画
視

1

1
クリ

4

ーディネータ
た、プラッ

ブラウ
Internet 
Explorer1
Internet 
Explorer1
Internet 
Explorer1
Chrome 
Chrome 
Chrome 

容量の⼤き
⼩さい⾳声コ

合は動画の

画コンテンツ
視聴時間 

分 15 秒 

分 30 秒 

分 18 秒 

タの指⽰に
トフォーム

ウザ 

11 

11 

11 

きい動画コン
コンテンツを

の再⽣を実施

ツ 
ビットレ

64Kb

64Kb

1,025K

にもとづき、
ムのトラフィ

ンテンツに
を再⽣し、

施すること

レート

ps 

ps 

Kbps 

負荷発⽣
ィックデー



 
 

 

 

  

図 5-
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5 実証の体体制図 

 



 
 

 

5.4.1.3
実証

 

10

12
13
14

 
⾳声

ュが残っ
シュのク

5.4.1.4
本年度

再⽣の品
の確認に
質評価基
5-7 通り
 

レス

デー

5.4.1.5
VM 及

価基準に
なかった
れらの引

 実証の実施
証は以下の⼿

時間 

:00 

:00 
:00 
:00 

・動画再⽣
っていると
クリアを確

 実証項⽬ 
度は、VM 及
品質を確認
には、⾳声
基準を⽤い
りである。 

表 5-
データ分類

スポンスの遅

ータ量の減少

 実証結果 
及び情報端末
に挙げた⾳
た。情報端末
引き起こす

施⼿順 
⼿順で実施し

作業

準備作業 

リハーサル
⾳声再⽣ 
動画再⽣ 

は⼆回ずつ
教育クラウ
実に実施し

及び情報端
することに
・動画コン

いている。ボ

7 ボトルネ
類 
遅れ 再

動
少 動

⾳
動

末からコン
⾳声コンテン

末 190 台が
ボトルネッ

した。 

表 5-6
業項⽬ 

ル実施 

つ実施し、そ
ウドプラット
した。 

末から⾳声
によってボト
ンテンツが実
ボトルネック

ネックによ

再⽣実⾏ボタ
動画コンテン
動画コンテン
⾳声・動画コ
動画コンテン

ンテンツサー
ンツ及び動画
が同時アクセ

クは存在し
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6 実証の実

仮想地
VM 操
⾳声コ
⾳声コ
動画コ

それぞれ評価
トフォームに

声・動画コン
トルネックが
実際に授業等
クにより発

り発⽣する
品

タン押下後、
ンツの⾳声と
ンツの映像が
コンテンツの
ンツの映像の

ーバに対して
画コンテン
セスした場合
しないという

実施⼿順 

地域環境に移
操作担当者は
コンテンツの
コンテンツの
コンテンツの

価を⾏う。
に負荷がか

ンテンツの再
が発⽣して
等で使⽤され

発⽣する事象

る事象の概要
品質評価基準
、再⽣開始
と映像にず
が停⽌⼜は
の⾳声が停
の画質が再

て同時アクセ
ンツの再⽣品

合、教育ク
うことがで

概要 
移動し情報
は VM に接続
の再⽣・評
の再⽣・評
の再⽣・評

情報端末に
からないの

再⽣を試み
いないかを
れる場⾯を

象の概要及び

要及び品質評
準 
まで 8 秒以
れが⽣じる
途切れるか
⽌⼜は途切
⽣途中に劣

セスを実施
品質の劣化や
ラウドプラ
きる。 

報端末を準備
続 

評価 x1 回 
評価 x3 回 
評価 x3 回 

にコンテンツ
ので、再⽣前

み、情報端末
を確認した。
を想定して作

び品質評価

評価基準 

以上かかるか
るか 
か 
切れるか 
劣化するか 

施したところ
や再⽣停⽌

ラットフォー

備 

ツキャッシ
前にキャッ

末における
再⽣品質

作成した品
価基準は表

か 

ろ、品質評
⽌は発⽣し
ーム上にこ



 
 

 

 追5.4.2
実証の

るアクセ
フォーム
今後、教
る想定を
が接続す
策につい

追加実
ンツを
上のキャ
 

 
上記の環

 

追加実証 

の結果、現在
セス（情報端
ム上にこれ
教育クラウ
を超える負荷
するインタ
いて検討を
実証に利⽤
NTT コミュ
ャッシュサ

環境を⽤い

在の教育ク
端末 190 台
らの引き起
ドプラット
荷が発⽣し
ーネットの
⾏うため、
した環境は

ュニケーショ
ーバにキャ

実施した追

 

クラウドプラ
台分）に相当
起こすボトル
トフォームの
した場合は、
の帯域がボト

CDN を活⽤
は以下の通り
ョンズ社が

ャッシュし、

図 5-6 追

追加実証の⼿
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ラットフォー
当する負荷を
ルネックは存
の更なる利⽤

コンテンツ
トルネックに
⽤した追加

りである。コ
が提供する C

同じ負荷を

追加実証環境

⼿順は以下の

ームのコンテ
を発⽣させ
存在しない
⽤場⾯の拡⼤
ツサーバの処
になる可能性
実証を⾏っ

コンテンツサ
Cloudn のオ
を発⽣させた

境の構成図

の通りであ

テンツ利⽤
た場合、教
という結論
⼤に伴って
処理性能や
性があり、

った。 
サーバに設

オプションサ
た。 

る。 

⽤状況を基に
教育クラウド
論が得られた
て、今回の実
や、コンテン

そうした場

設置されてい
サービスで

に想定され
ドプラット
た。ただし、
実証におけ
ンツサーバ
場合への対

いたコンテ
ある CDN



 
 

 

15

16
17
18

 
前回同

ツキャッ
前にキャ

追加実
なり、サ
CDN 上
したりす
量アクセ
た場合も

追加実
なかった
までの時

定性的
る通信量
しない場
 

              
40 ネットワ
機器。 

時間 
:00 

:00 
:00 
:00 

同様、⾳声
ッシュが残
ャッシュの
実証の場合
サーバの処

上のキャッシ
する機能が
セスに備え
も耐えうる
実証でも、
たが、品質
時間が短縮
的な評価と
量を測定す
場合で⾳声

               
ワーク帯域の

作業
準備作業 

リハーサル
⾳声再⽣ 
動画再⽣ 

・動画再⽣
っていると
クリアを確
、仮想サー

処理能⼒やネ
シュサーバに

備わってい
、広帯域な
能⼒を有し
⾳声コンテ
評価を実施
されたこと
合わせ、定
ることがで
・動画再⽣

             
制御や、ネッ

表 5-8
業項⽬ 

ル実施 

⽣は⼆回ずつ
と教育クラウ
確実に実施し

バ及び情報
ネットワーク
には、発⽣す

いる。また、
なものが採⽤
しているとい
テンツ及び動
施した情報端
とを確認して
定量的なデー
できる装置
⽣に関する通

ットワーク中

102 

追加実証の

情報端
接続
⾳声コ
⾳声コ
動画コ

つ実施し、そ
ウドプラッ
した。 
報端末のアク
クの帯域が
する負荷に応

キャッシュ
⽤されている
いえる。 
動画コンテン
端末操作担当
ている。 
ータの確認も
（Packet Sh
通信量が異な

に流れるデー

の実施⼿順

端末を準備

コンテンツの
コンテンツの
コンテンツの

それぞれ評
トフォーム

クセス先は、
がボトルネッ

応じ処理性
ュサーバが接
る。以上の

ンツの再⽣品
当者は、再⽣

も実施した
haper40）で
なるかを確認

ータの可視化

概要 
VM 操作担

の再⽣・評
の再⽣・評
の再⽣・評

価を⾏う。
に負荷がか

CDN 上の
ックにならな
能を増強さ
接続するイ
ことから、

品質の劣化
⽣実⾏ボタ

。仮想地域
で、CDN を
認している

化等を⾏うこと

担当者は V

評価 x1 回 
評価 x3 回 
評価 x3 回 

情報端末に
かからないの

のキャッシュ
ないと想定

させたり、台
インターネッ

更なる負荷

化や再⽣停⽌
タン押下後、

域環境内に設
を利⽤する場
る。 

とのできるネ

VM に

にコンテン
ので、再⽣

ュサーバに
定される。
台数を増や
ットも⼤容
荷が発⽣し

⽌は発⽣し
再⽣開始

設置してあ
場合と利⽤

ネットワーク



 
 

 

CDN 利
 

C
合
C

 
CDN

れも通
画コン
に⾳声

CDN
るとい
きる。
うこと
有効で

 結5.4.3
本年

教育ク
ため、
同等の

例え
荷にも

⽤の有無に

項

CDN を利⽤
合 
CDN を利⽤

N 上のキャ
通信量が増加
ンテンツも 4
声コンテンツ
N 利⽤有無

いうことは、
CDN の利

とができ、教
であると⾔え

結論・得られ
年度の実証で
クラウドプラ

利⽤したコ
の負荷がかか
えば、本実証
もかかわらず

による通信量

表 5-9

⽬ 

⽤しない場

した場合 

ッシュサー
加しているこ
49%キャッ
ツは 68%、
による仮想
接続先で処

⽤はコンテ
教育クラウ
える。 

れた知⾒ 

では、情報端
ラットフォー

コンテンツの
かる場合も不
証におけるも
ず、再⽣に不

図 5-7 通

量の違いは表

9 CDN 利
⾳声

（平均）
場 9.6Mbp

17.5Mbp

ーバに接続先
ことが確認で
シュサーバ
動画コンテ

想地域環境の
処理できて

テンツサーバ
ドプラット

端末 190 台
ームにボト

のビットレー
不具合なく
ものと同等
不具合が出
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通信量の測定
 

表 5-9 の通

⽤の有無に

）
⾳声

（最⼤
ps 20.8

ps 35.1

先した場合、
できる。平

バの数値が⼤
テンツは 7%
のネットワー
ているデータ
バの処理能⼒
トフォームの

台からのアク
トルネックに
ート、コンテ
コンテンツ

等以上の環境
出た場合は、

定について

通りである。

による通信量
声 
⼤） 
Mbps 18

Mbps 27

⾳声コンテ
平均値をみる
⼤きい。また
%の上昇がみ
ークの変化
タ量が⼤きく
⼒を増強す
のパフォーマ

クセスに相
になる要素が
テンツサーバ

ツが再⽣可能
境において、

情報端末、

 

量の違い 
動画 

（平均） 
8.3Mbps

7.3Mbps

テンツ、動
ると⾳声コン
た、最⼤値
みられる。 
はないため
くなったと
るのと同じ
マンスを向

当する負荷
がないこと
バのスペッ

能な環境が構
本実証に

、ネットワ

動画 
（最⼤）
85.1Mbp

91.1Mbp

動画コンテン
ンテンツは

値もキャッシ
 

め、通信量が
⾔い換える

じ効果が得ら
上させる⽅

荷を発⽣させ
が確認され
クを参考と

構築できる
おけるもの
ーク環境等

 
ps

ps

ンツのいず
82%、動

シュサーバ

が⼤きくな
ることがで
られたとい
⽅策として

せた場合、
れた。その
とすれば、
。 

の以下の負
等を含む接



 
 

 

続元の
LAN、
な場合
発⽣個

また
アクセ
たコン
ラウド
策であ

ただ
応答す
よって
作や情
必要で

 学校5.5

 実5.5.1

5.5.1.1
本節では

⽤した際の
教育クラ

ことができ
は活⽤⽅法

ロ

持
 

昨年
委員会
択まで

そこ
ーショ
れば、

の問題である
地域イント

合が多い。そ
個所の特定を
た、CDN を
セスできると
ンテンツを利
ドプラットフ
あることが確
だし、CDN
するという仕
てコンテンツ
情報の⼊⼒に
である。 

校、家庭、

実証 

 実証の概
は、学校、
の課題、必
ラウドプラ
きる。学校外
法が異なる

表
ロケーション

校内学習 
校外学習 
ち帰り学習

年度の実証を
会第 4 回会合
でに時間がか
こで本年度は
ョンでの活⽤

教育クラウ

ると特定でき
トラネットな
そういった場
を容易にする
活⽤した場

ということが
利⽤する場合
フォームにお
確認できた。
はコンテン

仕組みのため
ツ内容が変化
によって表⽰

校外学習等

概要とロケー
家庭、校外
要となる機
ットフォー
外でも家庭
と想定され

表 5-10 平
ン 

普通教室
学校敷地

習 児童⽣徒

を踏まえ、課
合」で実証

かかる」とい
はその解決に
⽤とヒアリン
ウドプラッ

きる。学校
など、中継す
場合も、配
ることが可能

場合は、活⽤
が確認でき
合と異なり
おいては、C
。 

ンツをキャッ
め、効⼒を
化しない場
⽰が変化す

等様々なロ

ーションにつ
外など様々な
機能を整理す
ームを活⽤す
庭における⽇
れるため、利

平成 27 年度

室、特別教
地外のうち
徒の家庭 

課題の提⽰を
証地域から、
いう声が寄せ
に資すると考
ングから、
トフォーム
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校から教育ク
する設備が複

配信環境が負
能である。

⽤しなかった
きた。従来の

、クラウド
CDN の活⽤

ッシュしてお
を発揮するの
場合である。
するコンテン

ケーション

ついて 
なロケーショ
する。 
するロケーシ
⽇々の予習復
利⽤するロケ

度実証にお

教室、校庭、
ち、児童⽣徒

を求めたと
「ログイン

せられた。
考えられる
その有効性
に求められ

クラウドプラ
複数あり、不

負荷試験を基
 

た場合と⽐較
のように情報
ドサーバ上の
⽤がパフォ

おき、情報端
のは、⾳声や

そのため、
ンツには使⽤

ンでの学習

ョンで教育ク

ションは⼤
復習などと
ケーション

けるロケー
概要 

体育館など
徒の家庭を除

ころ、「先導
ンしてから教
 
機能（掲⽰

性を確認した
れる機能だと

ラットフォ
不具合時の
基に設計さ

較し、コン
報端末や校
のコンテン
ーマンス向

端末からの
や動画の再
、学習⽀援
⽤できない

クラウドプ

きく学校内
、修学旅⾏
は以下の 3

ーション⼀覧

ど学校敷地内
除く場所 

導的教育シ
教材コンテ

⽰板機能）を
た。本機能

ということが

ームへは、
の被疑箇所特

れていれば

ンテンツにス
内サーバに
ツを利⽤す

向上のための

のリクエスト
⽣など、ア
ツールのよ
点について

プラットフォ

内と学校外に
⾏や社会科⾒

つに分類し

覧 

内 

システム実証
テンツの起動

を実装し、前
の有効性が

ができる。 

校内無線
特定が困難
ば、不具合

スムーズに
に保存され
する教育ク
の有効な⽅

トに対して
アクセスに
ように、操
ては留意が

ォームを活

に分類する
⾒学などで
した。 

証事業評価
動や教材選

前述のロケ
が確認され



 
 

 

掲⽰
により
になる

昨年
画⾯に
単元等
ンクリ

 

5.5.1.2
各ロケ
下のと

フェ

事前

学

学

 

5.5.1.3
実証校で

活⽤した学
掲⽰板機能
 

⽰坂機能は、
り、児童⽣徒
る。 
年度の教育ク
に遷移するま
等を選択する
リックで利⽤

 各ロケー
ケーションで
とおりである

ェーズ ア

前準備 

学習 児

習後 

 必要とな
では校内・校
学習を実施
能により教材

教員が児童
徒はそれをク

クラウドプラ
までに、児童
る必要があっ
⽤できるよう

ーションでの
での学習に
る。 

表 
アクター 

教員 

児童⽣徒 

教員 

なる機能の確
校外・家庭
した。その上
材コンテン

 

童⽣徒に利⽤
クリックす

ラットフォー
童⽣徒が教材
った。この
うになる。

の学習におけ
おける教育

5-11 校内
番号 
1 教育
2 チャ

3 
「お
に投

4 
教育
る。

1 教育

2 
「お
材コ
る。

3 
教育
る。

1 教育
2 児童

3 
教育
る。

確認について
庭のそれぞれ
上で、児童⽣

ンツの起動や
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⽤させたい教
するだけで教

ームでは、コ
材コンテン

の掲⽰板機能

ける代表的
育クラウドプ

内学習の代表

育クラウドプ
ャンネルを選
お知らせ」と
投稿する。
育クラウドプ

 
育クラウドプ
お知らせ」と
コンテンツも

 
育クラウドプ

 
育クラウドプ
童⽣徒が UR
育クラウドプ

 

て 
れのロケーシ
⽣徒および教
や教材選択ま

教材コンテ
教材コンテン

コンテンツ
ツのアイコ

能を活⽤する

な操作⼿順
プラットフォ

表的な操作⼿
操作

プラットフォ
選択する。
として教材コ

プラットフ

プラットフォ
として掲⽰板
もしくは外部

プラットフ

プラットフォ
RL にアクセ
プラットフ

ションで教育
教員に対し
までの時間が

ンツのリン
ンツに直接

によっては
コンをクリッ
ることで、

順 
ォームの代

⼿順 
作⼿順 
ォームにログ

コンテンツの

フォームから

ォームにログ
板に添付され
部サイトを

フォームから

ォームにログ
セスしたかを
フォームから

育クラウド
てヒアリン
が短縮でき

ンクを張り付
アクセスで

は教員が利⽤
ックし、学年
教材コンテ

代表的な操作

グインする

の URL を掲

らログアウ

グインする
れた URL か

を起動し、学

らログアウ

グインする
を確認する。
らログアウ

ドプラットフ
ングシートを
きているかを

付けること
できるよう

⽤させたい
年・教科・

テンツがワ

作⼿順は以

る。 

掲⽰板

ウトす

る。 
から教
学習す

ウトす

る。 
 

ウトす

フォームを
を配布し、
を確認した。 



 
 

 

ロケ
ヒア

シ
配

ヒア
シ

配布

ヒア
シ
回

表
ケーション 
アリング 
シート 

配布期間 

アリング 
シート 
布対象校 

アリング 
シート 
回収数 

5-12 各ロ
校内（校

2015 年
2016 年

新 地町 ⽴
（2016 年
新 地町 ⽴
校（201
⽇） 
荒 川区 ⽴
学校（20
11 ⽇） 
荒 川区 ⽴
（2015 年
荒 川区 ⽴
⼩学校（
⽉ 24 ⽇）
荒 川区 ⽴
校（2015
⽇） 
武 雄市 ⽴
（2016
⽇・18 ⽇
武 雄市 ⽴
（2016
⽇・20 ⽇

児童⽣徒
教員：7 件

ロケーション
校内学習）

年 9 ⽉ か
2 ⽉ 

⽴ 福 ⽥⼩ 学
年 2 ⽉ 12 ⽇

⽴ 駒 ヶ嶺 ⼩
6 年 1 ⽉ 2

⽴ 第 三峡 ⽥
015 年 12

⽴ 尾 久⼩ 学
年 9 ⽉ 28 ⽇

⽴ 第 ⼆⽇ 暮
2015 年 1
） 

⽴ 諏 訪台 中
5 年 12 ⽉ 1

⽴ 北 ⽅⼩ 学
年 1 ⽉ 1

⽇） 
⽴ 北 ⽅中 学

年 1 ⽉ 1
⽇） 

徒：384 件
件 
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ンでの学習
 校外
ら 2015

2016

校
⽇）
学
26

⼩
⽉

校
⽇）
⾥
12

学
11

校
14

校
19

新地町
（201
⽇）
荒川区
⼩学校
⽉ 30
佐賀県
援学校
⽉ 22

児童⽣
教員：

に関するヒ
（校外学習
年 9 ⽉ か

年 2 ⽉ 

町⽴福⽥⼩学
6 年 2 ⽉

区⽴第⼆⽇暮
校（2015 年

⽇） 
県⽴中原特別
校（2015 年

⽇） 

⽣徒：42 件
2 件 

ヒアリングの
） 家庭（

か ら 2015
2016

学校
12

暮⾥
年 9

別⽀
10

新地町
（20
⽇） 
新地町
（20
荒川区
学校
17 ⽇
荒川区
（20
⽇） 
荒川区
校（2
⽇） 
武雄市
（20
⽇・2
佐賀県
等学校
⽉ 12
佐賀県
援学校
⽉ 1 ⽇
児童⽣
教員

の概要 
（持ち帰り学
5 年 10 ⽉
6 年 2 ⽉ 

町⽴新地⼩
16 年 1 ⽉

町⽴尚英中
16 年 2 ⽉ 8
区⽴第三峡

（2015 年 1
⽇） 
区⽴尾久⼩
15 年 10 ⽉

区⽴諏訪台
2016 年 1 ⽉

市⽴北⽅中
16 年 1 ⽉
20 ⽇） 
県⽴有⽥⼯
校（2016
2 ⽇） 
県⽴中原特
校（2015 年
⽇） 
⽣徒：570
：11 件 

学習）
から

学校
⽉ 29

学校
8 ⽇）

峡⽥⼩
12 ⽉

学校
⽉ 23

台中学
⽉ 24

学校
⽉ 19

業⾼
年 2

別⽀
年 12

件 



 
 

 

5.5.1.4

図 5
る。全
できて
る。こ

5.5.1.5
掲⽰

⽰板機
ングの
とも多
情報の

 

持ち

 ヒアリン

図 5

5-8 は教員
全てのロケー
ている。ただ
この原因につ

 追加で求
⽰板機能の有
機能に追加が
の結果は図 5
多く、緊急の
の登録、など

校内学習(n

校外学習(

ち帰り学習(n

できた

ングシートの

5-8 掲⽰板

が掲⽰板に
ーションで約
だし、持ち帰
ついては今後

求められる機
有⽤性を確認
が期待される
5-9 の通り

のお知らせ機
どの回答が多

0%

n=354)

(n=42)

n=518)

少し困ったが

の分析結果

板に投稿され

に投稿したお
約 8 割の児
帰り学習の
後、調査が必

機能について
認するととも
る機能につ
である。個

機能、未読
多いという結

20%

が、⾃分でで
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れた「お知

 
お知らせを児
児童⽣徒が掲
の場合、独⼒

必要である

て 
もに、様々な

ついて、教員
個⼈へのメッ
読者に対する

結果となっ

73.2

54.8

51.4

% 40

できた 先⽣

らせ」の確

児童⽣徒が確
掲⽰板に投稿
⼒で実施でき
る。 

なロケーシ
員に対するヒ
ッセージ送信
るプッシュ機

た。 

2

13

0% 6

⽣や友達に聞

認（児童⽣

確認できた
稿されたお
きた割合が

ションで学習
ヒアリング
信ができる
機能、校外

7.

23.8

.7 7.5

0% 8

いてできた

⽣徒） 

たかどうかを
お知らせの確

６割強へ低

習を⾏うにあ
を実施した

る機能を望む
学習時にお

.3 3.7

19.0

15.8

27.4

80%

できなかっ
(無回答を  

を表してい
確認を実施
低下してい

あたり、掲
た。ヒアリ
む声がもっ
おける位置

8

2.4

100%

った
除く)



 
 

 

 

 結5.5.2
この

から、
は教育
に記載

 

図 5

結論・得ら
の掲⽰板機能

本機能の有
育クラウドプ
載の通りであ

5-9 掲⽰板

られた知⾒ 

能を⽤いて
有⽤性が確
プラットフ
ある。 

 

板に追加され

多くの児童
確認された。
フォームに求

108 

れると良い機

童⽣徒が教材
様々なロケ

求められる機

機能（教員

材コンテンツ
ケーションで
機能という

、複数回答

ツを確認で
での学習に
ことができ

答可） 

できていると
において、掲
きる。詳細は

 

という結果
掲⽰板機能
は表 5-13



 
 

 

 

項⽬

掲⽰
機能

 

 今5.5.3
本年度

知する機
知らせを
ある。 

また、
読者に対
がってい
いく必要

 

 不登5.6

 実5.6.1
教育ク

でも様々

表
⽬名 

⽰板 
能 

教員が
ンテン
URL 
付け、
徒に教
テンツ
の箇所
する。
児童⽣
該 UR
リック
けの操
材コン
にアク
る。 

今後の課題
度の実証で
機能の有効
を確認でき

、教員からは
対するプッ
いる。今後
要がある。 

登校により

実証 

クラウドプ
々な教材コ

5-13 教育
概要 

が教材コ
ンツの
を貼り

、児童⽣
教材コン
ツの特定
所を通知
。 
⽣徒は当
RL をク
クするだ
操作で教
ンテンツ
クセスす

題 

は、掲⽰板
性を確認す
た割合が６

は「個⼈への
シュ機能」
これらの要

学習に困難

ラットフォ
ンテンツを

育クラウドプ
必要と

理

起動アイコ
コンテンツ
場合は、教
ツのトップ
した後、教
せたい特定
移動させる
ことから、
り授業進⾏
るため。

板機能を利⽤
することがで

割強へ低下

のメッセー
「校外学習

要望の背景を

難を有する

ームはイン
を利⽤するこ
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プラットフ
とされる 
理由 

コンから教材
ツを起動した
教材コンテン
プ画⾯に遷移
教員が利⽤さ
定の箇所まで
る必要がある

時間がかか
⾏の妨げにな

⽤して、教材
できた。ただ
下している。

ジ送信がで
習時における
を調査し、追

児童⽣徒の

ンターネッ
ことができる

ォームに必
実

技術

材
た
ン
移
さ
で
る
か
な

教員が
ラスに
材コン
URL や
を投稿
徒がそ
する機
する。

材コンテンツ
だし、家庭
。この原因

できる機能」
る位置情報の
追加の機能実

の学習 

トに接続で
る。そのため

必要とされる
実装する 
術の要件 

が特定のク
に対して教
ンテンツの
やコメント

稿し、児童⽣
それを参照
機能を提供

 

ツの特定の
において独
については

や「緊急の
の登録」な
実装の是⾮

きる環境さ
め、何らか

る機能 
適⽤時
具体的

件 

⽣

なし 

の箇所を児童
独⼒で掲⽰板
は今後、調査

のお知らせ機
などの機能の
⾮についても

さえあれば、
かの理由によ

時の 
的要

童⽣徒に通
板機能のお
査が必要で

機能」「未
の要望が挙
も検討して

どこから
より学校に



 
 

 

通うこと
が期待さ

⼀度不
いくこと
学習の進
ツを提供

そこで
⼀⼩学校
ひとりの
の通りで

表 5-

 
実証終

ドプラッ
ある。 

 

とができな
される。 
不登校状態
とが困難と
進度の遅れ
供すること
で、本年は
校で遠隔授
の理解度に
である。 

14 不登校

実証

実証

実証

終了時には
ットフォー

なくなってし

になると、
なることに
を取り戻す
ができる機
ICT ドリー
業と組み合
あった教材

校により学習

対象 
宮

⽇時 平

環境 
利
利

ICT ドリー
ムに関する

 

しまった児童

他の児童⽣
によって、復
すためには、
機能が求めら
ームスクール
合わせ、教育
材コンテンツ

習に困難を有
宮古島市⽴
（ICT ドリ
平成 27 年
利⽤回線：
利⽤コンテ

ームスクール
るヒアリング
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童⽣徒に対

⽣徒と⽐べて
復帰がより⼀

児童⽣徒⼀
られる。 
ル校である宮
育クラウドプ
ツを提供する

有する児童
⽴平良第⼀⼩

ームスクー
11 ⽉〜平成
モバイルル

テンツ：ドリ

ル校運営事業
グを実施して

対する指導⽤

て学習の進度
⼀層困難にな
⼀⼈ひとりの

宮古島市⽴
プラットフ
る取り組みを

童⽣徒の学習
⼩学校、宮古
ール校） 
成 28 年 3 ⽉

ルータ 
リル型学習コ

業者であるシ
ている。ヒ

⽤ツールと

度に遅れが
なるという
の理解度に

平良中学校
ォームを活
を実施した

習に関する実
古島市⽴平良

⽉ 

コンテンツ 

シャープ株
アリング結

して利⽤さ

が⽣じ、授業
悪循環を⽣

にあった教材

校、宮古島市
活⽤し、児童
た。実証の概

実証・調査の
良中学校

株式会社が教
結果は以下の

されること

業について
⽣みやすい。
材コンテン

市⽴平良第
童⽣徒⼀⼈
概要は以下

の概要 

教育クラウ
のとおりで



 
 

 

ヒア
ヒア

ヒア

ヒア

 

 結5.6.2
ヒアリ

いている
得ること
ポイン
とのこと

例えば
場合、中
う状況が

アリング対象
アリング⽇時
調査⽅法 

アリング項⽬

アリング結果

結論・得ら
リングでは
るポイント
とができた
トを早期に
とであった
ば、⼩学校
中学校の授
がありうる

表 5-15 
象 宮古島
時 平成 2

宮古島

⽬ 
教育ク
題 

果 

 教
り
に

 教
利
の
た

 対
⼒

 特
利
把
躓
的

 不
ず
に

 教
ル
を

られた知⾒ 

、教育クラ
を⾒つけや
。特に、中
把握し、中
。 
において⼗
業を受ける
。この状況

宮古島市⽴
島市⽴平良中
28 年 2 ⽉ 1
島市⽴平良中
クラウドプラ

教育クラウド
り⽣徒の学⼒
に適切な授業
教育クラウド
利⽤すること
の教材コンテ
た 
対象の⽣徒が
⼒把握までの
特に、中学 1
利⽤できる。
把握すると、
躓きを早期に
的な授業設計
不登校状態の
ず、その⽣徒
に重要である
教育クラウド
ルを⽤いて、
を図ることが

ラウドプラッ
やすくなり、

学 1 年⽣は
中学 2、3 年

⼗分に学校に
るうえで必要
況のままでは
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⽴平良中学校
中学校（ICT
17 ⽇ 
中学校教員に
ラットフォ

ドプラット
⼒を容易に把
業を選択する
ドプラット
とで、カウ
テンツを準備

が躓いている
のスピードが
1 年⽣は 2、

⼩学校レベ
躓きが浅い

に把握する
計につながる
の⽣徒に対
徒の思考や好
る。 
ドプラット

⽣徒と教員
ができるので

ットフォーム
学⼒把握ま

は学習ドリル
年⽣よりも躓

に通うことが
要となる⼩学
は中学校にお

校へのヒア
T ドリーム

に対する実
ームと遠隔

フォームの
把握できる
ることがで
フォームに
ンセラー室
備の⼿間な

るポイント
が向上した
3 年⽣より

ベルで躓い
い段階で克服
ことは、通
る 
して画⼀的
好みに合わ

フォームの
員がより密
ではないか

ムを活⽤す
までのスピ
ルを利⽤で
躓きが浅い段

ができない
学校の知識
おいても不登

リング結果
スクール校

証のヒアリ
隔授業視聴の

の教材を活⽤
ため、遠隔
きた 
⽤意された

室の担当教員
なく、利⽤す

トを⾒つけや

りも効果的に
いているポイ

服できる可
通常学級復帰

な対応をと
わせて対応す

のコミュニケ
密接にコミュ

。 

ることによ
ードが向上
き、⼩学校
段階で克服

ままに中学
・学⼒を⾝
登校状態の

果 
校） 

リング 
の活⽤⽅法や

⽤することに
隔授業視聴の

たコンテンツ
員が⼩学校⽔
することがで

やすくなり、

に学習ドリル
イントを早期

可能性が⾼い
帰のための効

とることはで
することが⾮

ケーションツ
ュニケーショ

より、対象の
上するとのコ
校レベルで躓
服できる可能

学校に進学し
⾝に着けてい
の改善は困難

や課

によ
の際

ツを
⽔準
でき

、学

ルを
期に

い 
効果

でき
⾮常

ツー
ョン

の⽣徒が躓
コメントを
躓いている
能性が⾼い

した⽣徒の
いないとい
難であるこ



 
 

 

とが想像
を活⽤し
ことを⽰

以上よ
を迅速に
ことが分

宮古島
11 ⽉か
リル学習
名の計

また、
の⽣徒の
不登校の
は状況を
るうえで
とが重要
ンテンツ
ォームは
 

項

適切
材コ
ンツ
⽰・

 

 

像されるが
し、必要な
⽰している
より、教育
に把握する
分かった。 
島市⽴平良

から、2 週間に
習による、
2 名が通常
、ヒアリン
の思考や好
の理由やき
を改善する
で、⼀般学
要である。
ツの中から
は、不登校

表
⽬名 

切な教
コンテ
ツの表
・選択 

様々
材コ
ンツ
から
なも
容易
択で

、教育クラ
知識を補⾜
。 
クラウドプ
ことができ

中学校にお
に 1 回程度
通常学級復
学級に復帰
グでは、不
みに合わせ
っかけは様
ことはでき
級よりも多
その点にお

ら適切なもの
⽣徒に対す

5-16 教育
概要 

々な教
コンテ
ツの中
ら適切
ものを
易に選
できる 





ラウドプラッ
⾜しつつ、教

プラットフォ
き、通常学級

おける実証事
度の頻度で遠
復帰のための
帰することが
不登校状態の
せて対応する
様々であろう
きない。その
多くの教員や
おいて、⽣徒
のを選択して
する学習⽀援

育クラウドプ
必要と

理

 対象の児童
ているポイ
に把握でき
るため 
 不登校状態

に対しては
対応ではな
童⽣徒の思
合わせた対
あるため
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ットフォーム
教員や職員が

ォームのドリ
級復帰のため

事業では、少
遠隔授業視聴
の取り組みを
ができた。
の⽣徒に対し
ることが⾮
うが、通常学
のため、⽣徒
や職員、カウ
徒⼀⼈ひとり
て学習させ

援ツールとし

プラットフ
とされる 
理由 

童⽣徒が躓い
イントを迅速
きるようにす

態の児童⽣徒
は、画⼀的な
なく、その児
思考や好み
対応が重要で

ムを活⽤して
がフォローを

リルコンテ
めの効果的な

少⼈数教室
聴と教育ク
を実施した

して画⼀的な
常に重要で
学級と同じ
徒それぞれ
ウンセラー
りの理解度や

せることが可
して有益であ

ォームに必
実

技術

い
速
す

徒
な
児
に
で

 教材
に含
を容
きる
 児童

度を
が蓄
と 

て⼩学⽣向
を⾏うとい

ンツの活⽤
な授業設計

に通う 8 名
ラウドプラ
ところ、1

な対応をと
であるという

ように横並
に対してき
による⼿厚
や適性に応

可能な教育ク
ある。 

必要とされる
実装する 
術の要件 

コンテンツ
まれる内容
易に検索で
こと 
⽣徒の理解
⽰すデータ
積されるこ

向けの教材コ
いう活⽤が有

⽤により、⽣
計の実施が可

名の⽣徒が、
ラットフォー

年⽣ 1 名、

とることはで
うことが確認

並びの対応を
きめ細やかな
厚いサポート
応じて、様々

クラウドプ

る機能 
適⽤時
具体的

件 
ツ
容
で

解
タ
こ

（なし）

コンテンツ
有効である

⽣徒の躓き
可能である

2015 年
ームでのド

3 年⽣ 1

できず、そ
認できた。

をしていて
な対応をす
トをするこ
々な教材コ
プラットフ

時の 
的要

 



 
 

 

 今5.6.3
教育ク

ントを⾒
それに合

この⼀
動的に提
がある。

 障害5.7

 5.7.1

5.7.1.1
本年

におい
課題や
 

表 5-

実

実

実

調

ヒアリ
 

今後の課題
クラウドプ
⾒つけやす
合わせた適

⼀連のプロ
提⽰（リコ
。このよう

害や肢体不

障害等によ

 実証 
度は、実証
て、様々な
必要となる

17 障害等

証対象 

証⽇時 

証環境 

査⽅法 

リング項⽬ 

題 

ラットフォ
くなり、学
切なドリル

セスは、学
メンド）で
な仕組みの

不⾃由・治療

より学習に困

証校、検証協
な障害をもつ
る機能の取り

等により学習
佐賀県⽴
⾼校 3 年

平成 27 年
⽉ 
利⽤回線
教材コン
習型コン
ステム、
ツール 
佐賀県⽴
員及び I
アリング
教育クラ

 

ームを活⽤
学⼒把握のス
ルコンテンツ

学習記録デー
できる仕組み
の構築につい

療等により

困難を有す

協⼒校、ICT
つ児童⽣徒が
りまとめを実

習に困難を有
⽴中原特別⽀
年⽣ 1 名（実

年 4 ⽉〜平

線：モバイル
ンテンツ等
ンテンツ、授

コミュニケ

⽴中原特別⽀
CT ⽀援員に

グ 
ウドプラッ
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⽤することに
スピードが
ツを児童⽣徒

ータを基にそ
みがあれば、
いては今後の

学習や登校

する児童⽣徒

T ドリームス
が教育クラウ
実施した。表

有する児童
⽀援学校  
実証校） 

平成 28 年 3

ルルータ 
：ドリル学
授業⽀援シ
ケーション

⽀援学校教
に対するヒ

ットフォーム

により、対象
向上する。
徒に提供す

その児童⽣徒
更に容易か

の検討が必要

校に困難を有

徒の学習 

スクール校
ウドプラッ
表 5-17 に本

童⽣徒の学習
世⽥⾕区
桜丘⼩学
各 1 名

3 平成 27

学
シ
ン

利⽤回線
教材コン
ンテンツ
ル 

教 株式会社
に対する

ムの活⽤と課

象の児童⽣
学⼒把握を

ることがで

徒にあった
かつ効率的
要であると

有する児童

に含まれる
トフォーム
本実証・調

習に関する実
区⽴桜丘中学
学校、世⽥⾕
（ICT ドリー
年 11 ⽉〜平

線：インター
ンテンツ等：
ツ、コミュニ

社 LITALICO
るヒアリング

課題、必要

⽣徒が躓いて
を的確に⾏う

できる。 

た教材コンテ
的に実施でき
と考えられる

童⽣徒の学習

る特別⽀援学
ムを活⽤し、
調査の概要を

実証・調査の
学校、世⽥⾕
⾕区⽴笹原⼩
ームスクール
平成 28 年

ーネット回線
：ドリル学習
ニケーション

O（運営事業
グ 

要となる機能

ているポイ
うことで、

テンツが⾃
きる可能性
る。 

習 

学校・学級
その時の

を⽰す。 

の概要 
⾕区⽴
⼩学校
ル校）
3 ⽉ 

線 
習型コ
ンツー

業者）

能 



 
 

 

5.7.1.2
本実

必要と

表

資料

保護
ュニ
機能

指導
る、
の⽬
能 

 
佐賀

⽤し、課
ころ、障
できな
決する
シート
ことが

掲⽰
⾒も得
に渡し
などの
ことが

⼀⽅

 結論・得
実証を通じて
となる機能に

表 5-18 障

項⽬名 

料の配布機能

護者とのコ
ニケーショ
能 

導者間にお
、指導・⽀
⽬標の共有

県⽴中原特
課題や必要
障害をかか
いため、学
⼀つの⼿段
等を配布で
できるとい
板機能は保
られた。中
ているが、
情報発信が
できる。 
、株式会社

得られた知⾒
て確認され
について、

障害等により

能 プリン
ート等
童⽣徒

ミ
ン

学校と
におい
真によ
ーショ

おけ
⽀援
有機

学校、
塾など
児童⽣
⼈々の
⽀援⽬

特別⽀援学校
要となる機能

える児童⽣
学校以外の場
段として、教
できるような
いう回答を得
保護者とのコ

原特別⽀援
連絡帳に加

ができるよう

社 LITALICO

⾒ 
れた、障害等

表 5-18 に

り学習に困難

概要 

ントやワーク
等の配布物を
徒に配布する

と保護者との
いて、⽂章や
よるコミュニ
ョンを⾏う

保護者、学
ど、障害を持
⽣徒を⽀援す
の間における
⽬標を共有す

校では昨年
能に関する実
⽣徒は定期的
場所でも学習
教育クラウド
な機能がある
得ることがで
コミュニケ

援学校では児
加えて教育ク
うになれば、

O は ICT ド
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等により学習
⽰す。 

難を有する
必要

クシ
を児
る 

学 校
き る
い 児
いる

の間
や写
ニケ

学 校
を よ
や す
に伝

学習
持つ
する
る、
する

指導
う ⽅
に よ
ると
に 混
るた

に続き⽇常
実証を⾏った
的な通院が必
習できる仕組
ドプラットフ
ると、学校に
できた。 
ーションツ

児童⽣徒の⽇
クラウドプラ
、保護者に児

ドリームスク

習に困難を有

る児童⽣徒の
要とされる

理由 
に 登 校 で
頻 度 が 低
童 ⽣ 徒 が
ため 

で の 状 況
り 分 か り
く 保 護 者
えるため 
・⽀援を⾏
針 が 場 所
っ て 異 な
、児童⽣徒
乱 が ⽣ じ
め 

常的に教育ク
た。教員に対
必要等の理
組みの構築
フォームの掲
に通えない児

ツールとして
⽇々の学習記
ラットフォ
児童⽣徒の様

クール実践モ

有する児童

の学習に必要
適

具体
・家庭か

ドプラ
に接続で

・学校に
をデジ
めの環境

・家庭か
ドプラ
に接続で

（なし） 

クラウドプ
対してヒア
由で毎⽇学
が課題とな
掲⽰板機能
児童⽣徒の

ても有効に
記録を連絡
ームの掲⽰
様⼦をより

モデルとし

童⽣徒の学習

要となる機能
適⽤時の 
体的な要件 
から教育クラ

ットフォー
できる環境
おいて配布
タル化する
境 

から教育クラ
ットフォー
できる環境

ラットフォ
アリングを実
学校に登校す
なっていた。
能にプリント
の学習を遠隔

活⽤できる
絡帳に記載し
⽰板に写真を

分かりやす

して「個々の

習に関して

能 

ラウ
ーム
 

布物
るた

ラウ
ーム
 

ォームを活
実施したと
することが

それを解
トやワーク
隔で助ける

るという意
して保護者
を添付する
すく伝える

のニーズに



 
 

 

応じた
のある
れてい
を持つ
はなく
状があ

株式
ケーシ
ウド環
ロケー
を⽀援

教育
童⽣徒
た。共有
それぞ
童⽣徒

 

 肢5.7.2

5.7.2.1
特別

在籍し
た、⻑期
内学級
級に登
業を⾏
不良な
てしま

教育
所を問
効な学
ドプラ
に実証

 

指導計画・
児童⽣徒に
るが、関係
児童⽣徒の
、⼀貫した
る。 
会社 LITAL
ョンツール
境で接続し
ションや指
できる仕組
クラウドプ
の様⼦や、

有する内容は
れの場所で
に対する細

肢体不⾃由

 実証 
⽀援学校に
ており、⾃
期間⼊院す
というシス
校するが、
う場合もあ
どによって
ったりする
クラウドプ
わずに学習
習⽀援であ
ットフォー
の概要を⽰

教材共有シ
に対する幼児
係者間で適切
の場合、学校

計画に基づ

LICO による
ルを活⽤し、
した。児童⽣
指導者の違い
組みについて
プラットフォ

⽬標に対す
は概要レベ

でできたこと
細かな⽀援に

由や治療等に

には、医療的
宅や⼊院先

する児童⽣徒
ステムがある

治療の都合
ある。いずれ
て授業時数の
る課題がある
プラットフォ
習ができるた
あると考えら
ームを⽇常的
⽰す。 

 

システム」に
児教室および
切に共有され
校・家庭・学
づいた⽀援が

る本年度の実
学校の教員

⽣徒個別の指
いによる学習
ての実証を⾏
ォームのコミ
する進捗に関
ベルにとどま
と、できなか
に必要となる

により登校

的なケアが必
先の病院に教
徒が⼀時的に
る。院内学級
合や体調不良
れの場合も通
の確保が難し
る。 
ォームは、イ
ため、こうし
られることか
的に活⽤し、
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に関する実証
び学習塾を運
れていないこ
学習塾等の場
が必要である

実証では、教
員、家庭にお
指導計画およ
習⽀援の⽅針
⾏った。 
ミュニケー
関する投稿を
まらず、児童
かったことを
る具体的な情

校が困難な児

必要であるな
教員が訪問
に学籍を移
級に在籍して
良の時には、
通常の学校と
しかったり

インターネッ
した障害や治
から、特別⽀
、その時の課

証を実施し
運営してお
ことに対す
場において
るが、⼗分

教育クラウ
おける保護
よび⽇々の指
針のギャッ

ションツー
を⾏い、オ

童⽣徒に対す
を含む児童
情報の共有

児童⽣徒の

など障害に
し授業を⾏
し、病院内
ている児童
、教員が病室
と同じ授業
、同年代の⼦

ットに接続
治療等によ
⽀援学校と
課題や必要と

た。同社は
おり、⼀貫し

る問題意識
それぞれ異
に浸透して

ドプラット
者、学習塾
指導記録を
プを解消し

ルを⽤い、
ンラインで

する具体的な
⽣徒の様⼦

有が図られた

の学習 

よって登校
う訪問指導
に設置され
⽣徒は、通
室のベッド
が⾏われて
⼦供同⼠の

できる環境
って登校が
院内学級に
となる機能

は発達障害や
した指導計画
識を持ってい
異なる⽀援を
ているとはい

トフォームの
塾の教員の三
を共有するこ
し、連携して

週に 1 回、
での情報共有
なほめ⽅等の

⼦など、障害
た。 

校が困難な児
導が⾏われて
れた学級に通
通常は病室か
ドサイドに出
ているが、治
の関わりが少

境があれば、
が困難な児童
において、教

を整理した

やその傾向
画が⽴案さ
いる。障害
をするので
いえない現

のコミュニ
三者をクラ
ことにより、
て児童⽣徒

対象の児
有を実施し
の配慮や、

害を持つ児

児童⽣徒が
ている。ま
通学する院
から院内学
出向いて授
治療や体調
少なくなっ

時間や場
童⽣徒に有
教育クラウ
た。表 5-19



 
 

 

表 5-19 

 

5.7.2.2
本実証を

に関して必
 
表 5-20

シー

教員
ュニ
機能

 
検証

して学
リット
端末上

肢体不⾃

実証対象
実証⽇時

実証環境

調査⽅法

ヒアリング

 結論・得
を通じて確
必要となる機

0 肢体不⾃

項⽬名 

ームレス機能

員同⼠のコ
ニケーショ
能 

協⼒校の院
習を⾏った
が⼤きいと
で新しいウ

由や治療等

象 光明
時 平成

境 
利⽤
利⽤
能、

法 特別

グ項⽬ 
教育
る機

得られた知⾒
認された、
機能につい

⾃由や治療

能 いつで
育クラ
フォー
ことが

ミ
ン

教員同
ウドプ
ムを介
ケーシ
とがで

院内学級に在
たところ、⾃
との感想が得
ウィンドウを

等により登校

明特別⽀援学
成 27 年 4 ⽉
⽤回線：モバ
⽤コンテン

ビデオ会議
別⽀援学校教
育クラウド
機能 

⾒ 
肢体不⾃由

いて、表 5-2

等により学

概要 

でもどこでも
ラウドプラッ
ームを利⽤す
ができる 

同⼠が教育ク
プラットフォ
介してコミュ
ションをとる
できる 

在籍している
⾃分の体調が
得られた。ま
を出して、イ
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校に困難を有
の概要

学校 
⽉〜平成 28
バイルルー
ツ等：ドリ
議 
教員に対す
プラットフ

由や治療等に
20 に⽰す。

学習に困難を
必要

も教
ット
する

⾃ 分
よ い
中 し
る こ
るた

クラ
ォー
ュニ
るこ

訪 問
当 者
的 な
が 難
同 ⼠
も 情
す る
きる

る児童⽣徒が
がよいときに
また、わから
インターネッ

有する児童⽣

8 年 3 ⽉ 
タ 

リル学習型コ

するヒアリン
フォームの活

により学習
 

を有する児童
要とされる

理由 
の 体 調 が
と き に 集
て 学 習 す
と が で き
め 
指 導 の 担
な ど ⽇ 常
会 議 設 定
し い 教 員
で あ っ て
報 を 共 有
こ と が で
ため 

が、教育ク
に集中して学
らない単語
ットを使って

⽣徒の学習

コンテンツ

ング 
活⽤と課題

に困難を有

童⽣徒の学習
適

具体
・⾃宅や

からイ
に接続で

（なし） 

ラウドプラ
学習するこ
や⽤語が出
てすぐに調

習に関する実

、掲⽰板機

、必要とな

有する児童⽣

習に必要と
適⽤時の 
体的な要件 

⼊院先の病
ンターネッ
できる環境

ラットフォー
ことができる
出てきたとき
調べることが

実証・調査

機

な

⽣徒の学習

となる機能

病院
ット
 

ームを利⽤
るというメ
きに、情報
ができるの



 
 

 

で、ベッ
という
学習時
するこ

また
板機能
った。学
⽌され
が内容
教員間
するこ
有する

 今5.7.3
実証

ではイ
⾏った
ること
タの電
があっ

また
⾯は制
があり
問の内
などは

 BY5.8

 実5.8.1

5.8.1.1
本年

が所有
能、要件
報端末

ッド上とい
感想や、従
間が増えた
とで学習の

、教育クラ
）が実装さ
学校や⾃治
ている場合
を共有する
での連絡が
とで、訪問
ことができ

今後の課題
を⾏った病
ンターネッ
。病室内で
ができるこ
波が⼊りに
た。 

、学校への
限されると
、コミュニ
容や課題に
、活⽤が思

YOD 運⽤時

実証 

 実証の概
度は、ICT
権を持たな
件を整理し
を⽤いるこ

う限られた
従来通りの学
たという意⾒
の機会や学習

ウドプラッ
されて、児童
治体によって
合があるが、
ることができ
が認められた

指導の担当
きるメリット

題 

病院では、院
ットに接続す

教育クラウ
ことから児童
にくいことが

のヒアリング
という声があ
ニケーション
に対する進捗
思うように進

時に必要な機

概要 
ドリームス

ない情報端末
した。児童⽣
ことで、BYO

た環境であっ
学習⽅法に加
⾒もあった。
習時間を補う

ットフォーム
童⽣徒と教員
ては、児童⽣

教育クラウ
きるため、今
た。また、コ
当者など⽇常
トもあった。

院内学級では
することがで
ウドプラット
童⽣徒にたい
があり、教育

グでは、教員
あった。障害
ン機能でやり
捗の度合い
進まないため

機能・要件

スクール校で
末を活⽤し、
⽣徒が所有す
OD に類似す

117 

っても学習が
加えて、タ
。院内学級で
うことがで

ムには、今年
員が双⽅向で
⽣徒と教員間
ウドプラッ
今回実証を⾏
コミュニケー
常的な会議設
。 

はインターネ
できなかっ
トフォームを
いへん好評
育クラウドプ

員と違い児童
害を持つ児童
り取りできる
などを他の

め、対策を検

件の整理 

で BYOD を⾒
、学校内外で
する情報端末
する環境を構

がしやすく
ブレット端

でも教育ク
きることが

年度よりコ
での連絡を取
間で直接メ
トフォーム
⾏った検証
ーションツ
設定が難し

ネットを利
たため、モバ
を活⽤して
であったが
プラットフ

童⽣徒のコ
童⽣徒は他者
る話題が制

の児童⽣徒に
検討する必

⾒据えた検
での授業や
末ではない
構築し、実

、勉強に対
端末を使った
ラウドプラ

が確かめられ

ミュニケー
取り合うこ
ールをする
の掲⽰板機
協⼒校にお
ールの内容
い教員同⼠

⽤すること
バイルルー
、体調のよ

が、病室によ
ォームの使

ミュニケー
者からの⽬
限されると

に⾒られる
必要がある。

検証を実施し
学習活動を
が、学校が

実証を⾏った

対する意欲が
た学習⽅法が

ラットフォー
れた。 

ーションツー
ことができる
ることが規則
機能では、複
おいては、児
容を複数の教
⼠であっても

とができたが
ータを利⽤し
よいときに学
よってはモバ
使⽤に⽀障が

ーション機能
⽬を気にしや
ということで

ことが気に
 

した。児童⽣
を⾏い、必要
が所有権を持
た。 

が上がった
が加わり、

ームを活⽤

ール（掲⽰
るようにな
則により禁
複数の教員
児童⽣徒と
教員が閲覧
も情報を共

が、病室内
して実証を
学習を進め
バイルルー
が出ること

能の利⽤場
やすい傾向
である。質
になる場合

⽣徒は学校
要となる機
持たない情



 
 

 

具体
ルラー
きわた
べてセ
学校・教
ットを

実証
的な措
きない
運⽤時
る際に
の閲覧
習活動
制限す

これ
機能要
かを検

実証対象
実証⽇時

実証項⽬

実証環境

              
45 Wi-Fi モ
電波を使っ
46 Window
47 デジタル

的には、IC
タイプ45の
るようにし
ルラー回線
教育委員会
経由して直
を通じて検
置が施され
ようにする
に活⽤する
必要なウィ
の制限を要
上は不要で
る対策が施
らの機能を
件を満たし
討した。表

象 福岡
時 平成

⽬ 

児童
要件
⾏っ
 

 

境 

情報
利⽤
ウィ
マイ
Web
アー

               
モデルが具備し

たインターネ
ws Defender
ルアーツ株式会

CT ドリーム
情報端末を

し、学校内で
線のみとし、
会等が管理す
直接教育クラ
検証を⾏う機
れていること
ること」を仮
る家庭が所有
ィルス対策が
要件として設
であり、閲覧
施されていな
を実装した製
しているか、
表 5-21 に本

表 
岡市⽴住吉中
成 27 年 10 ⽉
童⽣徒の学習
件を満たす情

た。 
情報端末に
いる 
授業や学習

報端末： HP
⽤回線：LTE

ルス対策：
イクロソフト
b サイト閲覧

ーツ株式会社

             
している無線
ネット接続も
r(Windows に
会社「i-Filte

ムスクール校
を配布し、実
での授業、及

校内 LAN
するネットワ
ラウドプラッ
機能要件とし
と」および

仮定した。ウ
有する情報端
が必ずしも施
設定した根拠
覧により授業
ない可能性が
製品を活⽤し

予め設定し
本実証の概要

5-21 BY
中学校 2 年⽣
⽉ 20 ⽇〜平

習活動におい
情報端末を活

に対してウィ

習活動に必要
P ElitePad 
E 回線（NT

Windows
ト株式会社）
覧制限：We

社） 

線 LAN を使っ
可能なモデル

に標準装備さ
er ブラウザー
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校の福岡市⽴
実証を⾏った
及び家庭での

への接続は
ワークを経由
ットフォーム
しては「情報
「授業や学
ィルス対策

端末に対し
施されてい
拠は、家庭が
業や学習活動
があるから
して実証環境
した機能要件
要を⽰す。

YOD に関す
⽣ 89 名（I
平成 28 年
いて、BYO
活⽤し、想

ィルス対策

要ない Web
1000 G2 1

TT ドコモ）
に標準装備
 

eb フィルタ

ったインターネ
ル。 
れたセキュリ

ー＆クラウド

⽴住吉中学
た。情報端末
の学習に使⽤
は⾏っていな
由せず、セル
ムにアクセ
報端末に対
習活動に必

策を機能要件
ては、悪意あ
るとは限ら
が所有する
動を阻害し
である。 
境を構築し
件に対して

する実証の概
ICT ドリーム
3 ⽉ 16 ⽇
D 時に必要

想定した機能

に関する技

b サイトを閲
105 台（株
 

備されたセキ

タリングソフ

ネット接続だ

リティ機能の
V3」 

校の 2 年⽣
末はすべて
⽤した情報
ない。よっ
ルラー回線

セスしている
してウィル

必要のない W
件として設定
ある攻撃か

らないからで
情報端末に

してしまうよ

し、実装した
追加・詳細

概要 
ムスクール

要と仮定した
能が有効に働

技術的な措置

閲覧できない
式会社⽇本

キュリティ機

フトウェア

だけでなく、契

⼀つ) 

⽣ 89 名を対
の⽣徒に 1

報端末からの
て、情報端

線を通じたイ
る。 
ルス対策に関
Web サイト
定した根拠

から情報端末
である。We
に対しては、
ような Web

た機能が予め
細化すべき事

ル校） 

た下記の機
働くか検証

置が施され

いようにす
本 HP） 

機能46（⽇

47（デジタル

契約している

対象に、セ
1 台ずつ⾏
の通信はす
端末からは
インターネ

関する技術
トを閲覧で
は、BYOD

末を防御す
eb サイト

授業や学
b サイトを

め設定した
事項はない

能
を

て

る

本

ル

る通信会社の



 
 

 

実証及び
ヒアリング

法 

実証結果及
ヒアリング

果 

  
ウィルス

した。 
フィルタ

証では、ブ
 

 ホワイ
安全と

 ブラッ
  有害な
 
 利⽤時

夜間か

び 
グ⽅

＜実
 

 

＜ヒ
 

 

及び 
グ結

＜実
 

 

＜ヒ
 

 

ス対策として

タリングルー
ブラックリ

イトリスト型
と思われるサ
ックリスト型
な特定カテ

時間帯制限型
から早朝など

実証⽅法＞ 
実証校にお
英語科、社
動（校内学
学習活動に
働くか検証

ヒアリング⽅
情報端末に
て、教員 4
本実証の運
グを実施 

実証結果＞ 
仮定した機
攻撃から情
仮定した機
能を活⽤し
きた 

ヒアリング結
教員および
護者の 86%
Web サイト
NTT ドコモ
漏洩対策や
とができた

ては情報端末

ールの具体的
スト型のフ

型 
サイトのみ
型 
ゴリーのサ

型 
ど、設定し

おいて、機能
会科、技術

学習および家
における情報
証を実施 
⽅法＞ 
に対する W
4 名・保護者
運営事業者で

機能要件を満
情報端末を防
機能要件を満
し、授業時に

結果＞ 
び保護者への
%が Web サ
トの閲覧制限
モへのヒア

や運⽤⾯での
た 

末に標準搭

的な適⽤⽅式
フィルタリン

アクセスで

サイトへのア

た時間帯は
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能要件を満た
科の３つの

家庭学習）を
報端末の活⽤

Web サイト
者 84 名に対
である株式会

満たすセキュ
防御すること
満たす Web
に閲覧不要な

のヒアリング
サイトへのア
限の必要性
リング結果

のサポート

載されてい

式は、下記
ングを採⽤し

でき、それ以

アクセスを制

はすべてのサ

たす情報端
の教科で情報
を実施 
⽤を通じて

へのアクセ
対してヒア
会社 NTT ド

ュリティ機
とができた
b フィルタリ
な Web サイ

グ結果とし
アクセス制

性を確認でき
果として、情

体制の充実

いる Windo

の通り⼤き
した。 

以外のサイ

制限する⽅式

サイトへのア

末を児童⽣
報端末を活⽤

、実装した機

セス制限の必
リングを実

ドコモに対し

能を活⽤し

リングソフト
イトを制限す

て、教員の
限が必要と

きた 
情報端末の紛
実に関する知

ws のセキ

く分けて３

トへはアク

式 

アクセスを停

⽣徒に配備し
⽤した学習

機能が有効

必要性につ
施 

してヒアリ

して、悪意あ

トウェアの
することが

の 100%、
と認めており

紛失時の情
知⾒を得る

キュリティ機

３つ存在する

セスを制限

停⽌する⽅

し、
活

に

い

ン

る

機
で

保
り、

報
こ

機能を活⽤

るが、本実

限する⽅式

⽅式 



 
 

 

 
具体

じ閲覧
トを利
る調べ

 

5.8.1.2
本実証の

上で、更に
ている学校
⽰す。 

機能
要件
 

              
49 ⻘少年が
「この法律
に供されて

的には、W
可能な We
⽤し調べ学
学習や、探

 結論・得
のために実
に詳細な技術
校へのヒア

 項⽬名

能 
件 

Web フ
ィ ル タ
リング 

ウ ィ ル
ス対策 

               
が安全に安⼼

律において「⻘
いる情報であ

Web の管理
eb サイトを
学習をする場
探究学習は、

得られた知⾒
装した環境
術要件及び
リング結果

表 5-22

 概要

フ
タ

⻘少年有
情報 49や
業に関係
な い W
サイトの
覧を制限
る 

ル ウィルス
ログラム
の感染を
⽌する 
 

             
してインター

⻘少年有害情報
あって⻘少年

理画⾯でフィ
を変更した。
場合の利便性

ホワイトリ

⾒ 
境が予め設定

運⽤要件に
果もあわせ、

2 BYOD 運

 
必

有害
や授
係の
Web
の閲
限す

児童⽣
サ イ
無 関
を 閲
に 情
⽤ す
いて、
理 者
防⽌す

スプ
ムへ
を防

情 報
報 端
ク セ
ー バ
徒 の
の 漏
ん を
め 

ーネットを利⽤
報」とは、イン
の健全な成⻑
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ィルタリング
ブラックリ

性が⾼いか
リスト型で

定した２つの
について整理

BYOD 運⽤

運⽤時に必要
必要とされる

理由 
⽣徒が有害
ト や 学 習
係 の サ イ
覧 す る た
報 端 末 を
る こ と に

、学校側が
権 限 と し

するため 
端 末 及 び
末 経 由 で
ス 可 能 な
上 の 児 童
個 ⼈ 情 報
え い や 改
防 ⽌ す る

⽤できる環境
ンターネット
⻑を著しく阻

グの設定を変
リスト型を利
らである。
は対応でき

の機能要件を
理を⾏った。
⽤時に必要

要となる機能
る 実

技術
な
に
ト
め
使
つ

が管
て

・授業や
の シ
じ て
ー 単
ル タ
ー ル
きる

情
ア
サ
⽣
等
ざ
た

・ウィ
グ ラ
し、侵
ィ ル
ラ ム
きる

 

境の整備等に
を利⽤して公
害するものを

変更できる
利⽤した理
⾃分の興味
ない。 

を満たして
。更に前述
となる機能

能・要件 
実装する 
術の要件 
や学習活動

シ ー ン に 応
て カ テ ゴ リ
単 位 で フ ィ
タ リ ン グ ル
ル を 選 択 で

 

ィルスプロ
ラ ム を 監 視
侵⼊したウ

ル ス プ ロ グ
ム を 駆 除 で

 

関する法律第
公衆の閲覧（視
をいう。」 

るようにし、
理由は、イン
味関⼼に沿っ

ていることを
した BYOD

能・要件を表

適⽤時の
体的要

・⾃治体
は 教 育
員 会 の
キ ュ リ
ィ ポ リ
ー へ の
拠 

・⾃治体
は 教 育
員 会 の
キ ュ リ
ィ ポ リ
ー へ の
拠 

 

第⼆条三項参
視聴を含む。以

必要に応
ンターネッ
って実施す

を確認した
D を運⽤し
表 5-22 に

の具
要件 

また
育 委
の セ
リ テ
リ シ
の 準

また
育 委
の セ
リ テ
リ シ
の 準

照。 
以下同じ。）



 
 

 

 
「Web

教育委員会
て児童⽣徒
動の内容に
 「ウィル
準じて対策

 追5.8.2

5.8.2.1
5.8.1 で

るための機
教育以外の
節で検討し
を⾏った。
でも、当該
必要とされ

このよう
通信事業者
の保護者が
ングなしで

⼀⽅で、
フィルタリ
末を⽤いた
ト型のフィ
ジン」とい
はフィルタ
情報につい
うなカテゴ

このよう
Web フィ
ていない家
員会が学校

              
50 ⻘少年が
51 ⻘少年法
52 デジタル

フィルタリ
会のセキュ
徒に閲覧さ
によってフ
ルス対策」
策を⾏う必

追加実証 

 BYOD を
では、家庭
機能・要件
の⽬的でも利
した 2 つの
。BYOD の

該端末を児童
れる Web フ
うな差異が
者等に対し
が有害情報
での役務等
、学校現場
リングを課
た調べ学習
ィルタリン

いったカテゴ
タリング対
いて例⽰し
ゴリーは、
うに学校教

ィルタリング
家庭端末が
校教育に必

               
が安全に安⼼
法第⼗⼋条他参
ルアーツ株式会

リング」は、
リティポリ
せたい We
ィルタリン
についても
要がある。

を実施する際
端末を学校
について整
利⽤され得
機能要件の

の実施に伴い
童⽣徒や保護
フィルタリン
⽣じる背景
てフィルタ
フィルタリ
の提供は法
においては
す必要があ
を⾏うため
グを実施し

ゴリーはフィ
象とした。
ているが、
必ずしも⻘
育⽬的での

グ機能の内容
BYOD とし
要な⽬的・

             
してインター
参照。 
会社「i-Filte

適⽤時の具
シーに準じ

eb サイトが
ングルールを
も同じように

 

際に必要な
校現場に持ち
整理を⾏って
得るという観
のうち、「W
い、家庭端末
護者などが学
ング機能の

景について、
タリング提供

ングサービ
法律上可能で
は、学校独⾃
ある。例えば
め、Web フィ
した。具体的

ィルタリン
ただし、⻘
今回の実証

⻘少年有害情
の利⽤とそれ
容等に差異が
して学校現場

権限の範囲

ーネットを利⽤

er ブラウザー
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具体的な要件
じたものが必
が閲覧できな
を選択できる
に⾃治体また

Web フィル
ち込む際に、
てきたが、B
観点から更な
Web フィルタ
末に対して
学校教育外

の内容等に差
以下に整理

供義務（努⼒
ビスを利⽤し
である。51

⾃のルールに
ば、今回実証
ィルタリング
的には、調べ

ング対象外と
⻘少年法では
証における学
情報にはあた
れ以外の⽬的
が⽣じ得る
場に持ち込
囲でフィルタ

⽤できる環境

ー＆クラウド

件として記
必要である
なくなるケ
るようにす
たは教育委員

ルタリング機
当該端末を

BYOD を実現
なる検討が必
タリング」
Web フィル

外の⽬的で利
差異が⽣じる
理する。⻘
⼒義務を含む
しない旨の

に基づいて児
証を⾏った福
グソフトウ
べ学習に必要

とし、明らか
は、フィルタ
学校現場で規
たらない可能
的での家庭利

るため、We
まれる場合
タリングをか

境の整備等に

V3」 

載している
。また、フ
ースもある
る必要があ
員会のセキ

機能の要件
を学校教育
現するため
必要である
に関する事
ルタリング

利⽤するケー
ることが想定
少年保護の
む）が課さ
申し出をし

児童⽣徒が
福岡市⽴住
ェア52を活
要な「ニュ

かに学習に必
タリング対
規制対象と
能性がある
利⽤との間
b フィルタ

合も想定して
かけること

関する法律

る通り、⾃治
フィルタリン
るため、授業
ある。 
キュリティポ

件に関する追
育での利⽤に
めには当該端
る。本実証で
事項について
グ機能を付加
ースは通常想
定される。

の観点から法
されているが
した場合、フ

が利⽤する情
住吉中学校で
活⽤してブラ
ュース」や
必要のない

対象となる⻘
とした「ゲー
る。 
間には、必要
タリング機能
て、学校また
とができるよ

（略称：⻘少

治体または
ングによっ
業や学習活

ポリシーに

追加実証 
に適合させ
端末が学校

は、5.8.1
て追加検討
加する場合
想定され、
 

法律上50、
が、⻘少年
フィルタリ

情報端末に
では情報端
ラックリス
「検索エン
「ゲーム」
⻘少年有害
ーム」のよ

要とされる
能を具備し
たは教育委
ようにする

年法） 



 
 

 

ことが必要
なお、5

校利⽤との
第１に、

⼈情報の漏
ら学校にと
端末の学校
体は端末所

第２に、
変わること

本実証に
リングを適
を⾏った。

(1)BYOD

以下の通
 
 児童

合も
 ⼊学

きる
 教育

解除

(2)実証環

以下の通
 
 We
 情報

サー

              
53「Proxy」
と通信する

要である。 
5.8.1 節で
の間の差異
、家庭端末
漏洩防⽌、
とって必要
校教育以外
所有者⾃⾝
、持ち込み
とは考えに
においては
適⽤するた
。     

D を実施する

通り必要とな

童⽣徒が利⽤
も利⽤可能で
学、卒業、転
る必要がある
育委員会（学
除できる必要

環境の構築 

通り実証環

eb フィルタ
報端末に特定
ーバに接続さ

               
とは「代理

サーバのこと

検討したも
が以下の２
のウィルス
家庭端末を
である。⼀
の⽬的での
にも裨益す
端末のウィ
くいことが
、学校また
めの技術的

    

る際に必要

なる技術要

⽤する情報
である必要
転校時や故
る 
学校）が求
要がある 

境を構築し

タリング機能
定の無線ネ
され、Web

             
理」と⾔う意味
とを指す。 

もう⼀⽅の機
つの理由か

スプログラム
を踏み台にし
⼀⽅で家庭に
の利⽤に影響
するものであ

ルス対策の
が想定される
たは教育委員
的⽅策につい

     

な Web フィ

要件を仮定し

端末の OS
がある 

故障等で情報

求める場⾯で

し実証を⾏っ

能を具備した
ットワーク

b フィルタリ

味を持ち、「
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機能要件「ウ
から⽣じにく
ム感染の防⽌
した学校のネ
にとっても、
響を与えるケ
ある。 
の内容につい
る。 
員会が学校教
いて、その要

     

ィルタリン

した。 

S やブラウザ

報端末が変更

では即座に機

った。 

た Proxy サ
ク（モバイル
リング機能が

「Proxy サーバ

ウィルス対策
くい。 
⽌は、家庭端
ネットワーク

所有する端
ケースは想定

いて、家庭

教育に必要な
要件を整理

     

グ機能の技

ザがそれぞれ

更になった場

機能を有効化

ーバ53を構
ルルータ）に

が有効とな

バ」とは、情

策」につい

端末に保存
クへの侵⼊
端末へのウ
定されにく

と学校とで

な⽬的・権
するため、

    

技術要件 

れ異なる可

場合も、負

化し、求め

構築 
に接続する場

る設定を実

情報端末の「代

いては、家庭

存された児童
⼊・攻撃を防
ウィルス対策

く、ウィル

で求める内容

権限の範囲で
以下の通り
     

可能性があり

負荷なく導⼊

めない場⾯で

場合のみ、こ
実施 

代理」として

庭利⽤と学

童⽣徒の個
防ぐ観点か
策は、当該
ルス対策⾃

容・⽔準が

でフィルタ
り追加実証

     

り、その場

⼊、解除で

では即座に

この Proxy

て他のサーバ

     



 
 

 

     
 要件と構

児童
やブ
性が
る必

⼊学
端末
く導

教育
は即
場⾯
ある

図 5-10 
構築した環

想定した

童⽣徒が利⽤
ブラウザがそ
があり、その
必要がある。

学、卒業、転
末が変更にな
導⼊、解除で

育委員会（学
即座に機能を
⾯では即座に
る。 

Web フィ
境の特徴は

表 

た要件（仮説

⽤する情報端
それぞれ異な
の場合も利⽤

 

転校時や故障
なった場合も
できる必要

学校）が求め
を有効化し、
に解除できる

ルタリング
は以下の通り

5-23 要件

説） 

端末の OS
なる可能
⽤可能であ

障等で情報
も、負荷な

要がある。

める場⾯で
求めない

る必要が
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グに関する実
りである。

件と構築し

OS やブ
ても、特
場合には
が利⽤可

Proxy の
ID/Passw
きる。 

情 報 端
ID/Passw
久的な機

⼀時的に
合は、他
⽤できる

指定の無
座に有効
を解除す

実証環境の構

した環境の特

構築し

ラウザがそ
定の無線ネ
Proxy 上の
能である。

の ア ド レ ス
word の⼊⼒

末 上 の 設
word を無効
能解除が可

機能を解除
の無線ネッ
。 

線ネットワ
化でき、無
ることで即

構成図 

特徴 

た環境の特

それぞれ異な
ネットワーク
の Web フィル

 

ス 、 使 ⽤ す
⼒のみで設定

設 定 を 削
効化したりす

可能である。

除した環境で
ットワークに

ワークに接続
無線ネットワ
即座に解除で

特徴 

なる場合で
クから接続
ルタリング

す る ポ ー
定すること

除 し た り
することで
 

で利⽤した
に接続すれ

続すること
ワークへの
できる。 

あっ
した

グ機能

ト 、
がで

り 、
、恒

い場
ば利

で即
接続



 
 

 

(3)実証内

 実証
ザへの

実証
実証
利⽤
ブラ

実施

結果

 

内容 

証の詳細は
の対応や恒久

項⽬ 

証期間 
証環境 
⽤端末(OS/
ラウザ) 

施事項 

果 

以下の通り
久的な機能解

表 5-

平成 28 年
実証校 2
KEIAN M
KEIAN M

① 情 報
ID/P

② 情報端
アク

③ 情報
（実

① 情報端
グを

② 実証
いと
グで機

③ 実証
いと
で機

 

である。実
解除に関す

-24 実証地

年 2 ⽉〜3
校及び児童

M716-PS (A
M1049-S (A

報 端 末 へ の
Password の

端末を Pro
セス。 

端末を Pro
証校の校内
端末に情報
導⼊できる
に際し構築
きはモバイ
機能を有効
に際し構築
きは校内無
能を無効化
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実証校で明ら
る実証は、

地域におけ

⽉ 
童⽣徒の⾃宅
Android4.2
Android4.4

の Proxy の
の⼊⼒。 

oxy への接続

oxy への接
内無線 LAN を
報を⼊⼒する
ることが確認
築した Web
イルルータに
効化できるこ
築した Web
無線 LAN に接
化できること

らかにでき
仮想地域環

る実証内容

内容 

宅 
2/Chrome)
4/Chrome)

の ア ド レ ス

続を⾏う
．．

モ

接続を⾏わな
．．．

を使⽤）に
るのみで、即
認できた。

フィルタリ
に接続させる
ことが確認で

フィルタリ
接続させる

とが確認でき

ないマルチ
環境で検証を

容詳細 

) 
) 

ス 、 使 ⽤ す

バイルルー

ない
．

他の無線
より Web

即時に Web

リング機能を
ることで、求
できた。 
リング機能を
ことで、求め

きた。 

チ OS・マル
を⾏った。 

す る ポ ー

ータにより

線ネットワ
アクセス。
b フィルタ

を有効にさ
求めるタイ

を無効にさ
めるタイミ

ルチブラウ

ト 、

Web

ーク
 
リン

せた
ミン

せた
ング



 
 

 

実
実

利⽤
ブ

実

 

5.8.2.2
BYO

要件を
本実証

能・要
 
 
 

項⽬ 
実証期間 
実証環境 
⽤端末(OS/
ブラウザ) 

実施事項 

結果 

補⾜ 

 結論・得
D を実施す
満たすには
証を通じて得
件を表 5-2

表 5-2

平成 28 年
仮想地域
iPad Air2
ARROWS
① モバ

設定
② ①の状
③ ①の状

セス
④ ②か

サイ
① OS や

定で
② ①の状

ング機
③ Web

を削
タリ

④ Web
た。 

③の ID
機能解除

得られた知⾒
する際に必要
は実装した環

得られた追加
26 に⽰す。

5 仮想地域

年 2 ⽉〜3
域環境 

2(iOS/Safa
S Tab Q58
イルルータ
。 
状態で任意
状態で ID/
。 
ら接続先を
トにアクセ

やブラウザが
きることが
状態で任意
機能が有効

b フィルタリ
除した。そ
ング機能が

b フィルタ

D/Passwor
として有効

⾒ 
要な Web フ
環境が必要⼗
加技術要件を
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域環境にお

⽉ 

ari)  
84/H (Wind

タ接続時の W

意の Web サ
/Password

を他の無線ネ
セス。 
が異なる情

が確認できた
意の Web サ
効になってい
リング機能上

その後、We
が無効になっ

リング機能

rd の⼿順や
効である旨、

フィルタリン
⼗分である
を加えた上

おける検証内
内容 

dows8/Int
Web フィル

イトへアク
を無効化し

ネットワーク

報端末にも
た。 

イトにアク
いることが確
上から、①
b サイトに

っていること
能が無効にな

や結果は実証
確認をとっ

ングの要件
ことが明ら

上で、改めて

内容詳細 

ernetExplo
ルタリング機

クセス。 
した後、We

クに変更し

も Web フィル

クセスし、W
確認できた。
で設定した
アクセスし

とを確認でき
なっているこ

証校に開⽰を
っている。

について、
かになった

て BYOD 運

olar11) 
機能の有効

b サイトに

し、任意の

ルタリング

Web フィル
。 

た ID/Passw
し、Web フ
きた。 
ことを確認

をし、恒久
 

追加実証も
た。 
運⽤時に必要

化の

アク

Web

グを設

ルタリ

word
ィル

でき

久的な

も踏まえ、

要となる機



 
 

 

機能
要件
 

              
54 ⻘少年が
「この法律
に供されて

 項⽬名

能 
件 

Web フ
ィ ル タ
リング 

               
が安全に安⼼

律において「⻘
いる情報であ

表 5-26

 概要

フ
タ

⻘少年有
情報 54や
業に関係
な い W
サイトの
覧を制限
る 

             
してインター

⻘少年有害情報
あって⻘少年

6 BYOD 運

 
必

有害
や授
係の
Web
の閲
限す

児童⽣
サ イ
無 関
を 閲
に 情
⽤ す
いて、
理 者
防⽌す

ーネットを利⽤
報」とは、イン
の健全な成⻑
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運⽤時に必要
必要とされる

理由 
⽣徒が有害
ト や 学 習
係 の サ イ
覧 す る た
報 端 末 を
る こ と に

、学校側が
権 限 と し

するため 

⽤できる環境
ンターネット
⻑を著しく阻

要となる機能
る 実

技術
な
に
ト
め
使
つ

が管
て

・授業や
の シ
じ て
ー 単
ル タ
ー ル
きる

＜追加
・児童⽣

す る
の O
ザ が
異 な
利 ⽤
る 

・⼊学
校 時
で 情
変 更
場合
く導
きる

・教育
校）が
⾯ で
機 能
し、求
⾯ で
解除

境の整備等に
を利⽤して公
害するものを

能・要件 
実装する 
術の要件 
や学習活動

シ ー ン に 応
て カ テ ゴ リ
単 位 で フ ィ
タ リ ン グ ル
ル を 選 択 で

 
加要件＞ 
⽣徒が利⽤

る 情 報 端 末
S やブラウ

が そ れ ぞ れ
な る 場 合 も
⽤ 可 能 で あ

、卒業、転
時 や 故 障 等
情 報 端 末 が
更 に な っ た
合も、負荷な
導⼊、解除で

 
委員会（学
が求める場

で は 即 座 に
能 を 有 効 化
求めない場

で は 即 座 に
除できる 

関する法律第
公衆の閲覧（視
をいう。」 

適⽤時の
体的要

・⾃治体
は 教 育
員 会 の
キ ュ リ
ィ ポ リ
ー へ の
拠 

 

第⼆条三項参
視聴を含む。以

の具
要件 

また
育 委
の セ
リ テ
リ シ
の 準

照。 
以下同じ。）



 
 

 

 

 今5.8.3

(1)学校・

児童
場合に
端末の
購⼊端
理を⾏

また
⾏われ
実証等
徒が操
ける運

(2)デバイ

本実
度⼊⼒
もコン
教育ク
たり、
のプロ
可能性

              
55 MDM（モ
により⼀元

 項⽬名

ウ ィ ル
ス 
対策 

今後の課題

・家庭が連携

童⽣徒もしく
には、システ
の児童⽣徒に
端末の持ち込
⾏っていく必
た、この際に
れることが想
等を通じ、学
操作⽅法に習
運⽤負荷の実

イス管理の必

実証における
⼒した上で、
ンテンツ利⽤
クラウドプラ

⽂章や図表
ログラムをダ
性もある。こ

               
モバイルデバ
管理するため

 概要

ル ウィルス
ログラム
の感染を
⽌する 
 

題 

携した運⽤体

くは家庭が所
テム⾯での整
による適切な
込みによる授
必要がある。
には、BYOD
想定されるた
学校整備端末
習熟している
実態や負担軽

必要性に関

る教材コンテ
Web ブラ

⽤に関するデ
ラットフォー
表などを作成
ダウンロー
うしたケー

             
バイスマネジメ
めのサービス

 
必

スプ
ムへ
を防

情 報
報 端
ク セ
ー バ
徒 の
の 漏
ん を
め 

体制の確保

所有する情
整備や学校
な利⽤のた
授業を⾏っ
。 
D 運⽤時に
ため、同⼀
末を使⽤す
ることが想定
軽減策につ

する検討 

テンツは情報
ラウザにより

データの流
ームと合わ
成・保存し
ドされた情

ースに対応す

メント）とは
の総称。 
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必要とされる
理由 

端 末 及 び
末 経 由 で
ス 可 能 な
上 の 児 童
個 ⼈ 情 報
え い や 改
防 ⽌ す る

保 

情報端末を学
校での対応の
ために必要な

ている学校

には複数種類
⼀授業の中で
する場合に⽐

定されるこ
いても明ら

報端末にイ
り利⽤するも
流出は想定さ
わせ、情報端
したりするユ
情報端末は学
するためのデ

は、複数台のス

る 実
技術

情
ア
サ
⽣
等
ざ
た

・ウィ
グ ラ
し、侵
ィ ル
ラ ム
きる

 

学校に持ち込
のみならず、
な体制の確保
校へのヒアリ

類の情報端末
で複数種類の
⽐較して、持
ことを踏まえ
らかにしてい

インストール
ものであるた
されない。⼀
端末にアプリ
ユースケース
学校ネットワ
デバイス管

スマートフォ

実装する 
術の要件 
ィルスプロ
ラ ム を 監 視
侵⼊したウ

ル ス プ ロ グ
ム を 駆 除 で

 

込み授業や
、学校と家
保が考えら
リングなど

末が混在す
の情報端末
持ち込み端

えつつ、教員
いく必要があ

ルせず、ID/
ため、情報
⼀⽅で、実
リケーショ
スも確認さ
ワークに対
理（MDM55

ォンやタブレッ

適⽤時の
体的要

・⾃治体
は 教 育
員 会 の
キ ュ リ
ィ ポ リ
ー へ の
拠 

 

学習活動で
庭が連携し
れ、今後、
を通じて、

する環境下で
が混在する
末について

員や ICT ⽀
ある。 

/Password
報端末を紛失

証地域にお
ンをインス
れており、
し脆弱性を

5）係る知⾒

ット端末など

の具
要件 

また
育 委
の セ
リ テ
リ シ
の 準

で活⽤する
して、情報

既に家庭
知⾒の整

で授業等が
る学校での
ては児童⽣
⽀援員にお

をその都
失した場合
おいては、
ストールし

また悪意
をもたらす

も、BYOD

どを遠隔操作



 
 

 

運⽤の
情報と

取り
モに対
を通じ
してと

 

ヒアリ
ヒアリ
ヒアリ

ヒアリ

ヒアリ

 
 

表 5-

機能
要件

 
 

 

の在り⽅につ
として取りま
りまとめにあ
対してヒアリ
じて得られた
として表 5-2

リング対象 
リング⽇時 
リング⽅法 

リング項⽬ 

リング結果 

28 (参考)

 項

能 
件 

インスト
なアプリ

Web アク

リモート
リモート

ついて検討す
まとめを⾏っ
あたっては I
リングを⾏っ
た BYOD 運
28 に⽰す。

表 5-
株式会社
平成 28 年
株式会社
 学校
 ICT
 表 5-

件を

)BYOD 運⽤

項⽬名 

トール可能
リの制限 

クセスログ

トロック／
トワイプ 

するに当た
った。 
ICT ドリー
った。BYO

運⽤時に必要
 

27 BYOD
社 NTT ドコモ

年 1 ⽉ 16
社 NTT ドコモ

現場におけ
ドリームス
-28 に⽰す
知⾒として

時に必要と

授業に必
や、ウィ
グラムの
防⽌する
閲覧した
歴を記録

遠 隔 操 作
末の操作
期化を⾏
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たり有益なも

ムスクール
D に関する

要となる MD

D に関するヒ
モ（ICT ド
⽇ 
モ（運営事

ける BYOD 端
スクール校に

通り、BYO
て得ることが

となる MDM

概要 

必要のないア
ィルスを含む
のインストー
る 

Web サイ
録する 

作 に よ り 情
作制限やデー
⾏う 

ものと考えら

ル校の運営事
るヒアリング
DM 機能の要

ヒアリングの
リームスク

事業者）に対
端末の活⽤
における BY
OD 運⽤時に
ができた 

機能の要件

アプリ
むプロ
ールを

情報
で
ル
⽌

トの履 誰が
ア
録
低
⽌

情 報 端
ータ初

紛失
正
情

られるため

事業者である
グの概要を表
要件に関す

の概要 
クール校運営

対するヒアリ
状況につい

YOD の取り
に必要となる

(ヒアリング

必要と

報端末が授
利⽤される
スによる情
するため 
がどの Web
クセスした
を残し、授
い Web サイ
するため 
失等の際の
な利⽤や情
報漏洩を防

、本実証に

る株式会社
表 5-27、ヒ

する知⾒を参

営事業者） 

リング 
いて 

組みと課題
る MDM 機能

グで得られた

される理由

授業以外の⽤
ることや、ウ
情報漏えいを

b サイトにい
たのかという
授業に関係性
イトの閲覧を

の情報端末の
情報端末から
防⽌するため

に係る参考

NTT ドコ
ヒアリング
参考情報と

題 
能の要

た知⾒) 

由 

⽤途
ウィ
を防

いつ
う記
性が
を防

の不
らの

め 



 
 

 

 マル5.9

 実5.9.1

5.9.1.1
昨年度に

使⽤した場
教育クラ

材コンテン
⽤する際の
実施した。

複数種類
とし、その
し、検討を
ラウザを端

実

調

調

ヒアリ

ヒアリ

ルチ OS、マ

実証 

 実証 
に引き続き
場合の課題
ラウドプラ
ンツを HTM
のブラウザ依
。 
類の端末が
の学校現場
を⾏った。実
端末の機種

表 5-29
証対象 

査⽇時 

査⽅法 

リング項⽬ 

リング結果 

マルチブラ

、教育クラ
や知⾒を得
ットフォー

ML5 形式で
依存は想定

配備されマ
におけるマ
実証・調査
名と共に表

9 マルチ O
新地町⽴
調査⽇時
平成 28 年
マルチ O
での運⽤
⽴尚英中
わった教
ヒアリン
 マル

環境
 教育

ーム
やブ
にな

 ⼀つ
の端
して
込む
混乱

ラウザ環境

ラウドプラッ
得るための実
ームでは様々

提供してい
定されにくい

マルチ OS、
マルチ OS、

の概要は表
表 5-30 に⽰

OS、マルチ
⽴尚英中学校
時： 

年 2 ⽉ 15
OS・マルチ
⽤を実施して

学校におい
教員に対する
ングを実施す

チ OS、マ
での動作状
クラウドプ
を使うにあ

ブラウザによ
い。 
の授業の中
末が混在す
、障害時に
場合が相当
はない。
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ットフォーム
実証を⾏った
々な OS や様
いる。HTML
いが、そのこ

マルチブラ
マルチブラ

表 5-29 のと
⽰す。 

チブラウザ環
校 

⽇ 10:30
チブラウザ環

ている新地
いて、運⽤に
る動作状況

する。 
マルチブラウ
状況の確認
プラットフ
あたって、
よる違いは

中で複数種
するケース

に代替機を持
当するが、特

ムを複数種類
た。 
様々なブラ
L5 形式のコ
ことを検証

ラウザ環境で
ラウザ環境で

とおりである

環境に関する
佐賀県
調査⽇
平成 2

環境
地町
に携
況の

マルチ
での運
⽴中原
⽤に携
状況の

ウザ  マ
環

フォ
OS

は特

種類
スと
持ち
特に

 C
す
ン

類の OS や

ウザの端末
コンテンツを

するため実

で実証を⾏
での動作状

る。また、実

る実証・調査
県⽴中原特別
⽇時： 
28 年 2 ⽉ 3
チ OS・マル
運⽤を実施
原特別⽀援学
携わった教
のヒアリング
マルチ OS、
環境での動作

hrome や
するが IE だ
ンテンツが存

やブラウザの

末に対応する
を Web ブラ

実証及びヒア

⾏っている学
状況などをヒ
実証を⾏った

査の概要 
別⽀援学校

3 ⽇ 13:30
ルチブラウザ

施している佐
学校におい

教員に対する
グを実施す

マルチブラ
作状況の確認

Safari だと
だと動作しな
存在する。 

の端末から

るため、教
ラウザで利
アリングを

学校を対象
ヒアリング
た OS、ブ

 

0 
ザ環境
佐賀県
て、運

る動作
る。 
ラウザ
認 
と動作
ないコ



 
 

 

実証
新 地
尚 英
校 

佐 賀
中 原
⽀援

 
新地

回答が
ではな

⼀⽅
するが

5.9.1.2
HTM

いとの
作しな

 
 

 追5.9.2

5.9.2.1
教材

いる端
ムが正
イミン
に⽰す
点から

表
証対象 
地 町 ⽴
英 中 学

iO

W
 

賀 県 ⽴
原 特 別
援学校 

An

W

地町⽴尚英中
が得られた。
ないとのこと
⽅、佐賀県⽴
が Internet 

 結論・得
ML5 形式の

仮説を⽴て
いコンテン

追加実証 

 仮想地域
コンテンツ
末を利⽤し
しく表⽰さ
グで実施し
。これらは
選定した。

表 5-30 実
カテゴリ 
S 系 

indows 系 

ndroid 系 

indows 系 

中学校に対す
古い端末だ

とであった。
⽴中原特別⽀
Explorer で

得られた知⾒
コンテンツ

てていたが、
ンツが存在す

域環境に設置
ツの動作にブ
し、教材コン
されるかの追
している。動
は、iOS 系／

 

実証を⾏った

iOS 8.1.1
Mac OS X
Yosemite
バージョン
Windows
 

Android™

Android™
Windows

するヒアリ
だと動作が遅
。 
⽀援学校に対
では動作しな

⾒ 
ツを Web ブ

実証・調査
することが⽰

置されている
ブラウザ依存
ンテンツが正
追加検証を実
動作確認を実
／Android 系
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た OS、ブラ
OS 
1 
X   
e 
ン 10.10 
s 8.1 

™ 4.2 

™ 4.2 
s 8 

ングでは、
遅くなるが

対するヒア
ない教材コ

ブラウザで利
査におけるヒ
⽰唆された

る端末を利
存があるか確
正常に動作す
実施した。こ
実施した OS
系／Windo

ラウザ、端末
ブラウ

Safari
Safari

Interne
Explore

Chrome

Chrome
Interne
Explore

OS やブラ
、ハードウ

アリングでは
ンテンツも

利⽤する際の
ヒアリング
。 

⽤した追加
確認するた
するか、また
これは本年度
S、ブラウザ
ws 系の O

末機種名⼀覧
ウザ 

iPad
Mac

t 
er 

TOS
Dyn
S50/

e 富⼠
Tab

e 恵安
t 

er 
富⼠

ウザによる
ェア的な問

は、Chrome
もあるとの回

のブラウザ
結果から、

加検証 
ため、仮想地

た教育クラ
度の開発機

ザを端末の機
S およびブ

覧 
機種名 

d Air2 
Book Air 

SHIBA  
abook Tab
/36M 

⼠通 ARRO
b M504/HA

安 M716-P
⼠通 FQ702

る違いは特に
問題であり O

e や Safari
回答が得られ

ザ依存は想定
ブラウザに

地域環境に設
ラウドプラッ
機能をリリー
機種名と共

ブラウザを網

b 

OWS 
A4 
S 
2 

にないとの
OS の問題

だと動作
れた。 

定されにく
によって動

設置されて
ットフォー
ースするタ
に表 5-31

網羅する観



 
 

 

カ
iOS

And

Win
 

 
また

ォーム
など稼
施して
 

表 5-
カテゴリ 
系 

droid 系 

ndows 系 

、動作確認
にて利⽤可
働状況確認
いる。 

株式会社 N
株式会社コ
株式会社デ
NPO 法⼈
ラインズ株
株式会社ポ
ンズ 
株式会社Ｎ

-31 追加検

iOS 8.1.
Mac OS X
Yosemite
バージョ
iOS 8.1 
Android™
Android™

Windows

Windows

Windows

Windows

認の対象とし
可能な教材コ
認の⽬的上重

表 5-32
事業者

NTT ラーニ
コードタク
ディー・エヌ
eboard 

株式会社 
ポケモンコ

ＮＨＫエデュ

検証を⾏っ
OS 

1 
X   
e 
ン 10.10

™ 5.0.1 
™ 4.4 

s 8.1 

s 8.1 

s 8.1 

s 8.1 

した教材コン
コンテンツの
重複するコン

 動作確認
者名 
ニングシステ
ト 
ヌ・エー 

ミュニケー

ュケーショナ

131 

た OS、ブラ
ブ

Safari
Safari

Safari
Chrom
Chrom

Intern
Explor
Intern
Explor
Intern
Explor
Intern
Explor

ンテンツを表
のうち、同⼀
ンテンツを

認を⾏った教

テムズ テッ
スク
アプ
ebo
ライ

ーショ ポケ

ナル 学習
⼩学

ラウザ⼀、
ブラウザ 

me 
me 

et 
rer 
et 
rer 
et 
rer 
et 
rer 

表 5-32 に⽰
⼀事業者の
除く 17 の教

教材コンテン
コ

ックキャンバ
クールタク
プリゼミ 
oard 
インズ e ラ
ケタッチ 

習動画ライ
学校 

端末機種名

iPad Air
MacBoo

iPad min
Nexus 9
YOGA T
2-1050F
dynabo
S50/36M
ARROW
Q584/H
Surface 

VersaPr

⽰す。教育
コンテンツ
教材コンテ

ンツ⼀覧 
ンテンツ名
バス 
ト 

イブラリ L

ブラリーク

名⼀覧 
機種名 

r2 
ok Air 

ni3 
9 
Tablet 
F 

ook Tab 
M 

WS Tab 
H 
 Pro 3 

ro タイプ V

育クラウドプ
ツで科⽬のみ
テンツを対象

名 

LITE 

クリッパ！ 

VT 

プラットフ
みが異なる
象として実



 
 

 

 
検証

正常に
・⾳
・動
・タ
・解
・「
図 5

Nexus 
合が 10
⼀⽅、他
た。 

株式会社学
株式会社東

株式会社内
株式会社カ

東京書籍 

の結果、⼀
動作しない
が鳴らない
画再⽣しな
ッチ操作で
答欄がソフ
システムエ

5-11 は、正
9（Andro

00%となっ
他の 7 機種

事業者
学研教育アイ
東⼤英数理教

内⽥洋⾏ 
カルチャー

⼀部の教材コ
い状況として
い 
ない 
できない 
フトウェアキ
エラー ⾮対
正常動作する
oid 系）およ
っており、こ
種の端末では

者名 
イ・シー・テ
教室 

・プロ 

コンテンツが
ては以下のよ

キーボードに
対応端末です
る教材コンテ
よび iPad A
この 2 機種の
は、⼀部のコ
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ティー ニュ
Ｔ
（
コミ
デジ
新
うご
楽
⽬と
学習

が正常に動
ようなものが

に隠れる 
す」と表⽰
テンツの割

Air2（iOS 系
の端末では

コンテンツに

コ
ューワイド
ＥＫ Ｗｅ
ＰＣ教育シ
ミュニケー
ジタルビデ
・算数基礎
ごく絵本シ
しく英語 
と⽿で覚え
習者⽤デジ

作しない端
があった。

される 
割合を端末の
系）では正常

は問題が発⽣
に⾳声が再⽣

ンテンツ名
学習百科事
ｂ教育シリ
リーズ） 
ション⽀援
オクリップ
がため 

シリーズリズ

る英語の歌
タル教材 

端末が存在す
 

の機種ごとに
常動作する

⽣しなかった
⽣されない

名 
事典 
リーズ 

援教材 
プ集 

ズムや歌で

歌 

することが分

に⽰したもの
る教材コンテ
たことを⽰

いなどの事象

分かった。

のである。
テンツの割
している。

象が⾒られ



 
 

 

 

5.9.2.2
追加

た。ま
やブラ
ること

学校
とが必
コンテ
前動作
 

項

学校
利⽤
動作確

S

d

A

 結論・得
検証の結果
た、これら
ウザであっ
が分かった
において、
要になると
ンツ提供事
確認を含め

項⽬名 

における
前の事前
確認 

YOGA Table

Surface Pro 3

VersaPro

MacBo

iPad

dynabook Tab

ARROWS Tab

iPa

Nexus

図 5-1

得られた知⾒
果、端末によ
らの状況は特
っても、端末
た。マルチ O

利⽤する端
と考えられる
事業者または
めることが考

表 5-33

概

学校にお
する端末
コンテン
に動作す
確認する

et（Android系

3（Windows系

o（Windows系

ook Air（iOS系

d mini3（iOS系

b（Windows系

b（Windows系

ad Air2（iOS系

 9（Android系

1 正常動作

⾒ 
よって⼀部の
特定の OS や
末の機種によ
OS、マルチ

端末で各教材
る。また、学校
はハードウェ
考えられる。

3 マルチ O

概要 

おいて利⽤
末で各教材

ツが正常
るか予め
 

0% 10%

系）

系）

系）

系）

系）

系）

系）

系）

系）
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作する教材

の教材コンテ
やブラウザ
よって正常に
チブラウザ対
材のコンテン
校側の運⽤
ェア提供事業
。 

OS、マルチ

必要と
理

同じ OS
ウザであ
端末によ
教材コン
が正常に
ないおそ
るため 

% 20% 30%

コンテンツ

テンツが正常
に対して発
に動作する
対応のための
ンツが正常

⽤レベルでの
業者の調達

チブラウザ対

される 
由 

やブラ
っても、
っては
テンツ
動作し
れがあ

40% 50% 6

ツの割合 

常に動作し
発⽣するもの

ものとそう
の要件を表
に動作する

の対処では限
達範囲の⼀部

対応の要件 
適⽤時

学校側の運
のみでは限
端末導⼊時
提供事業者
ウェア提供
動作確認す
範囲に含め
せて検討す

60% 70% 80

しないことが
のではなく、

でないもの
5-33 に⽰

るかを予め確
限界がある
部に、端末導

時の具体的な
 

要件 
運⽤による対
限界があるた
時に、コンテ
者またはハー
供事業者が事
することを調
めることもあ
する。 

0% 90% 100%
 

が確認でき
同じ OS

のが存在す
す。 

確認するこ
ことから、

導⼊時の事

な 

対処
ため、
テンツ
ード
事前
調達
あわ

%



 
 

 

 今5.9.3
教育ク

定される
⼀⽅で、
する。 

また、
は、OS
件にした
要がある

今後は
学校へヒ
 

 

 接5.10

 5.10.1

5.10.1.
本節

回線に
この

配備し
アクセ
教材コ
た。 

 表 5-
る。再⽣
してい

今後の課題
クラウドプ
ることなく
、⼀部の端

、厳密な意
S やブラウザ
た上で、OS
ると考えら
は、同⼀授
ヒアリング

接続速度可変

実証 

 昨年度の1
の⽬的は、
関して、最
⽬的に対し
、それぞれ
ス可能な環
ンテンツを

-34 は両地
⽣実⾏ボタ
る。 

表

荒川区 
仮想地域

題 

ラットフォ
、様々な環
末では⾳声

味でマルチ
ザ以外のパ
S とブラウ
れる。 
業内でマル
を⾏い、運

変試験によ

の実証の概要
教育クラウ

最低限必要と
し昨年度の実
れの拠点にお
環境を⽤意し
をスムーズに

域における
タン押下後、

表 5-34 コ
 

環境 

ームで提供
環境で利⽤で
声や動画の再

チ OS・マル
パラメータ（

ザのみを変

ルチ OS・マ
運⽤上⼯夫し

より最低限必

要 
ウドプラット
となる帯域を
実証では、実
おいて、光フ
した。その上
に再⽣する

るコンテンツ
再⽣開始ま

コンテンツの
⾳声コ

1
1
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供される教材
できることを
再⽣や表⽰レ

ルチブラウザ
（授業、教材
変更した場合

マルチブラウ
している点等

必要となる

トフォームを
を検証する

実証地域であ
ファイバ回線

上で、⾳声コ
ことのでき

ツの再⽣品質
まで 8 秒以

の再⽣品質
コンテンツ
13% 
13% 

材コンテンツ
を⽬指して構
レイアウト

ザが実現でき
材コンテンツ
合に授業が成

ウザ環境で学
等を洗い出

回線帯域

を使⽤する各
ことである

ある荒川区の
線及び LTE

コンテンツと
きるインター

質が劣化し
上かかった

質が劣化した

ツは特定の
構築されて
に問題が⾒

きているこ
ツ、ネット
成り⽴つか

学習活動や
す必要があ

各学校にお
。 

の 1 校と仮
E 回線によ

と動画コンテ
ーネットア

た端末の割
た場合に「劣

た端末の割合
動画コンテ

0% 
83% 

の OS やブラ
ている。しか
⾒られるケー

ことを⽴証す
トワーク等）
かどうかを検

や授業を実施
ある。 

おけるインタ

仮想地域環境
よりインター
テンツの再⽣
クセス帯域

割合を表した
劣化」と定義

合 
テンツ 

ラウザに限
かしながら
ースが存在

するために
を同⼀条

検証する必

施している

ターネット

境に端末を
ーネットに
⽣を⾏い、

域を確認し

たものであ
義して計測



 
 

 

⾳声コ
差はない
荒川区の
境の LT
動画コン
 

表 5-
たもので
あたりの

荒川区 
仮想地域環
 

動画コ
1.4Mbp
⾒られた

これら
の 再 ⽣
1.1Mbp

5.10.1.
これらの

⾏った。B
ォームと情
ツの再⽣に

図 5-12
を⽰す。 

 
 

              
57 ネットワ
機器。 

コンテンツ
い。しかし、
の LTE 回線
TE 回線では
ンテンツの

35 は、荒川
である。それ
のトラフィ

 

環境 

コンテンツ
ps の帯域が
た仮想地域
らの結果か
に 最 低 限 必

ps/台以上が

 本年度の2
の検証結果
Blue Coat 社
情報端末と
に異常が現
2 に仮想地域

               
ワーク帯域の

の再⽣につ
、動画コンテ

線では動画コ
は動画コンテ

再⽣に必要

川区の LTE
れぞれの環
ックを算出

表 5-
⼀回⽬ 

63M
24M

の再⽣に異
が確保できて
環境の LTE
ら、昨年度
必 要 と な る
が必要な帯域

の実証の概要
を踏まえ、
社の Packe
の間の帯域
れる閾値を
域環境にお

             
制御や、ネッ

ついては、荒
テンツの再⽣
コンテンツの
テンツの再⽣
要な帯域の閾

回線と仮想
環境で 2 回の
出した。 

35 両地域

Mbps 
Mbps 

異常が⾒られ
ているのに
E 回線では
の報告書で

る 帯 域 を ⽰
域であると

要 
本年度はよ

et Shaper5

域を 0.1Mbp
を検証した。
おける実証の

ットワーク中
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川区の LTE
⽣について
の再⽣に必
⽣に必要な帯
閾値があると

想地域環境の
の計測を⾏い

域の最⼤トラ
⼆回⽬ 

49Mb
17Mb

れなかった荒
対し、83%
0.8Mbps に

では、0.8Mb
⽰ す 閾 値 が

結論付けた

より詳細に閾
7を仮想地域
ps 刻みで調
 

のためのネッ

に流れるデー

E 回線と仮想
ては明らかな

要な帯域が
帯域が確保
と推定でき

の LTE 回線の
い、その平均

ラフィック量

ps
ps

荒川区の LT
%の端末で動
にとどまって
bps/台と 1
あ る も の と

た。 

閾値を特定
域環境に設置
調整し、動画

ットワーク構

ータの可視化

想地域環境
な差が⾒られ
が確保できて
保できておら

る。 

の最⼤トラ
均値を算出

量⽐較 
平均 

56Mbps
21Mbps

TE 回線では
動画コンテ
ている。 
.4Mbps/台

と 推 定 し 、

することに
置し、教育
画コンテン

構成を、表

化等を⾏うこと

境の LTE 回線
れる。この結
ていたが、仮
らず、この 2

ラフィック量
出した上で、

⼀
s 
s 

は、端末 1
テンツの再⽣

台との間にコ
そ の 中 央

に主眼を置い
育クラウドプ
ンツ及び⾳声

表 5-36 に実

とのできるネ

線との間に
結果から、
仮想地域環
つの間に、

量を⽐較し
端末 1 台

台分 
1.4Mbps
0.8Mbps

台あたり
⽣に異常が

コンテンツ
値 で あ る

いて実証を
プラットフ
声コンテン

実証の詳細

ネットワーク



 
 

 

試

5.10.1.
まずは

昨年度の実
る と の 仮
1.1Mbps/
1. ネット

する 
2. 1 の結

が認め
の両⽅

3. 1 の結
0.1M
返す 

それぞれ

図 5-12 

試験実施
試験実施

試験に使⽤し

実証実施3 
1 台の情報
実証結果よ
説 を ⽴ て た
/台を便宜的
トワーク帯域

結果、⾳声
められた場合
⽅の再⽣品質
結果、⾳声
bps/台刻み

れの帯域に

接続速度

表
施⽇ 

施場所 

した端末 

施の⼿順 
端末を⽤い
り、情報端
た 。 昨 年 度
的な閾値と⾒
域を 1.1M

コンテンツ
合、0.1Mbp
質に問題が
コンテンツ

みで帯域を絞

おいて教材

度可変試験に

表 5-36 接
平成 28 年
仮想地域
Panason
CPU: Co
メモリ: 4

いて、教材コ
端末 1 台分の
度 の 報 告 書
⾒⽴ててい
bps/台に制

ツおよび動画
ps/台刻みで
⽣じなくな

ツおよび動画
絞り、いずれ

材コンテンツ
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における仮想

 
接続速度可変
年 2 ⽉ 12

域環境 
nic CF-AX3
ore i7-4500
4GB 

ンテンツの
の最低帯域
で は 0.8M
ることから

制限し、⾳声

画コンテンツ
で帯域を広げ

なるまで繰り
画コンテンツ
れかのコンテ

ツの再⽣テス

想地域環境の

変試験の詳細
⽇（⾦）10

3 
0U 

の再⽣に必要
は 0.8Mbp

Mbps/台 と
ら、下記の⼿
声コンテンツ

ツのいずれか
げ、⾳声コ

り返す 
ツのいずれの
テンツの再⽣

ストを 3 回

のネットワ

細 
0:00〜18:0

要な最低帯域
s/台と 1.4
1.4Mbps/

⼿順にて本年
ツおよび動

かで再⽣品
ンテンツお

の再⽣品質
⽣品質に問

実施し、2

ワーク構成 

00 

域の算出を実
4Mbps/台と
/台 の 中 央
年度の実証を

動画コンテン

品質に問題が
および動画コ

質にも問題が
問題が⽣じる

回以上で正

 

実施した。
との間にあ

値 で あ る
を⾏った。

ンツを再⽣

があること
コンテンツ

がなければ
るまで繰り

正常な再⽣



 
 

 

が確認でき
証と同じで

さらに、
ある 25 台
 

きれば、再
であるため
、実際の授
台の情報端末

⽣品質に問
、表 5-7 を
業では複数
末から同時

 

問題がないも
を参照のこと
数の情報端末

にアクセス
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ものとした。
と。この評価
末が同時に使
スした場合の

。なお、再⽣
価基準は昨
使⽤される
の実証も実施

⽣品質の評
年度から変
ことを想定
施した。 

評価基準は、
変更していな
定し、仮想地

5.4 の実
ない。 
地域環境に



 
 

 

5.10.1.
Packet 

ツと動画コ
たが、動画

そこで
の再⽣試験

 
この結果

であるとい
次に、2

1.4Mbps/
実施した。

 
1.4Mbp
 
Packet 

ンテンツ、
⽣品質の異

 

 5.10.2
前項 5.

めには、情
量が最も多
であること
て、教材コ

1 つの学
ンテンツを
 

 実証の結4
Shaper を

コンテンツ
画コンテン
1.1Mbps か
験を実施し

果から、動
いうことが確
25 台の情報
/台という閾
。 

ps/台 × 

Shaper を
、および動
異常が⽣ず

結論・得
.10.1.4 に
情報端末 1 台
多くなるコ
とから、ト
コンテンツ
学校におい
を再⽣する

結果 
を⽤いて回線
の再⽣を実
ツについて

から 0.1Mb
た結果を表

表
帯域 

1.1Mbps/
1.2Mbps/
1.3Mbps/
1.4Mbps/
1.5Mbps/

画コンテン
確認できる
報端末から
閾値が得られ

25 台 = 

を⽤いて回線
画コンテン
ることはな

られた知⾒
記載した結
台あたり、
ンテンツ種
ラフィック
の再⽣に必
て必要とな
端末の台数

線帯域を 1.
実施したとこ
ては正常な動

ps 単位で回
表 5-37 に⽰

表 5-37 接
⾳声

台 
台 
台 
台 
台 

ンツの再⽣を
る。 

の接続試験
れたため、

35Mbps

線帯域を 35
ンツの再⽣試
なかった。

⾒ 

結果のとおり
1.4Mbps の

種別である動
ク量が相対的
必要な最低帯
なる帯域は、
数に依存する
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1Mbps に抑
ころ、⾳声コ
動作が確認で
回線帯域を拡

⽰す。 

接続速度可
コンテンツ
正常 
正常 
正常 
正常 
正常 

を⾏うために

験を実施した
下記式に基

5Mbps に設
試験をそれぞ

 

り、⾳声コン
の帯域が必要
動画コンテ
的に少ない、
帯域は 1.4M

下記の式の
る。 

抑制し、1 台
コンテンツの
できなかった
拡張し、⾳声

可変試験結果
ツ 動画コ

には、最低で

た。1 台の情
基づき、必要

設定し、25 台
ぞれ実施した

ンテンツお
要であるこ
ンツの再⽣

⾳声コンテ
Mbps/台であ
のとおり、

台の情報端
の再⽣には
た。 
声コンテン

果 
コンテンツ 
異常 
異常 
異常 
正常 
正常 

でも 1.4M

情報端末で
要な回線帯

台の情報端
たところ、

よび動画コ
とが確認で

⽣に必要な最
テンツや静
あると結論づ
その学校に

端末から⾳声
は異常は⾒ら

ンツと動画コ

bps/台の帯

で試験を実施
域を算出し

端末から同時
いずれの場

ンテンツを
できた。トラ
最低帯域が

静的コンテン
づけられる

において同時

声コンテン
られなかっ

コンテンツ

帯域が必要

施した際に
して試験を

時に⾳声コ
場合にも再

を再⽣する
ラフィック

1.4Mbps
ンツも含め
る。 
時に動画コ



 
 

 

学校に必要
 
帯域の算

⽣徒数を
づき、上記

 
学校に必
    
    
 
上記と同

など最⼤通
能と考えら

ただし、
実使⽤に際

⼀⽅、教
1.4Mbps
プラットフ
り 0.5Mb
やグループ
る。 

教育クラ
必要とする

 

 新5.11

可能性等

 5.11.1
多様な主

ることによ
めに、教育

具体的に
実現すべき
め」にて整

各利活⽤
 

要な帯域 

算出例を以
331 名と設
記の計算式

必要な帯域 
     
     

同等規模の
通信速度を超
られる。 
、最⼤通信速
際しては動
教育クラウ
の帯域を必

フォーム経
bps 程度の
プ単位での視

ラウドプラ
るネットワ

新たなビジネ

等 

実証 

主体の参画
よって実現
育クラウド
には、総務
き学習・教
整理したモ
⽤モデルに応

＝ 同時に

下に⽰す。
設定している

に当てはめ

= 端末
 ＝ 33
 ＝ 46

学校で 10％
超えない値

速度は、技術
画の視聴に

ウドプラッ
必要としない

由で協働学
帯域で⾜り
視聴により

ットフォー
ーク帯域の

ネスや接続

による将来
可能性が⾒
プラットフ
省が平成 2
育環境の姿
デル例に応
応じた実証

に動画コンテ

同時接続を
る。児童⽣徒

めると、以下

台数 × 
31 台 ×
6.34Mbps

％の児童⽣
値であるため

術規格上の最
に影響がでる

トフォーム
い場合も想定

学習⽤アプリ
る。また、
、授業全体

ームの利⽤に
の両⾯につい

続可能な事業

来の利活⽤モ
⾒込まれる新
フォームを活
26 年６⽉に

姿を「ＩＣＴ
応じた実証を
証の概要を以
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テンツを再⽣

を⾏う情報端
徒⼀⼈に⼀台
下のとおりと

同時接続す
10% ×

⽣徒が動画に
め、⼀般的に

最⼤値であ
る可能性があ
ムのユースケ
定される。例

リケーション
動画視聴を

体で必要とな

に当たっては
いての検討を

業モデル、

モデルや、さ
新たなビジネ
活⽤した様々
に「ＩＣＴド
Ｔドリームス
を⾏った。
以下表 5-38

⽣する端末の

端末の割合を
台の情報端末
となる。 

する情報端末
1.4Mbps

に同時接続す
に提供されて

り、実使⽤速
ある。 
ケースによ
例えば、動
ンを利⽤す
を⾏う場合で
なる帯域の絞

は、学校・教
を⾏うことが

教育 ICT 

さまざまな教
ネスや持続可
々な実証を⾏
ドリームスク
スクール」

8 にまとめる

の台数 × 

を 10%と設
末が配備さ

末の割合 ×

する場合、1
ている FTT

速度を⽰す

よっては、情
画視聴では
る場合には
であっても
絞り込みを

教員が求める
が必要とな

ソリューシ

教材コンテ
可能な事業
⾏った。 
クール懇談
として整理

る。 

1.4Mbps

設定し、中学
されたという

× 1.4Mbp

100Mbps や
TH サービス

すものではな

情報端末１
はなく、教育
は、情報端末
も、電⼦⿊板
を実現するこ

る活⽤⽅法・
なる。 

ションの海外

ンツを ICT
業モデルを検

談会」を設置
理し、「中間

s 

学校の平均
う前提に基

ps 

や 1Gbps
スで対応可

ないため、

台あたり
育クラウド
末１台あた
板への投影
ことができ

・⽬的と、

外展開の

T でつなげ
検討するた

置し、今後
間とりまと



 
 

 

学
地
型

地
化
し

最
ス

 
さらに、

討した。 
本年度の

類型 
学校・家庭・
地 域 の 連 携
型 

地 域 活 性
化・まちおこ
し型 

最 先 端 学 習
スタイル型 

、教育 ICT

の実証では

携
株式会社
ジ 
株式会社

株式会社

株式会社

性
こ

⼀般財団
と魅⼒化
⾼知県⼤
学校 

NPO 法⼈

株式会社

習 ⽇本マイ
会社 

シャープ

奈良⼥⼦
育学校 

ソリューシ

、海外にお

表 5-
実証主体

社デジタル・

社 LITALICO

社 NTT ドコ

社インプレス

団法⼈島前
化財団 
⼤川村⽴⼤

⼈ eboard

社神⼾新聞社

イクロソフ

プ株式会社

⼦⼤学附属

ションとこれ

おける先⾏事
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-38 実証の

・ナレッ 学
コ

O 特
学
育

モ B
込
境

ス デ
に
デ

前ふるさ 遠
ブ

⼤川⼩中 過
教
増
N
学

社 地
活
ク

ト株式 ク
を
実
不
童
施

中等教 教
⽤
施

れらを核にし

事例の調査、

の概要 

学校と⺠間教
コストな教材
特別な⽀援
学校-保護者
育モデル 
BYOD（家庭
込み）による
境実現モデル
デジタル教科
による先⽣⾃
デル 
遠隔相互交
ブラーニング
過疎地域で
教材提供・反
増加による地
NPO 法⼈や
学習困難者⽀
地域新聞社
活⽤した新
クティブラー
クラウドを
を活⽤した
実践 
不 登 校 や 学
童・⽣徒への
施 
教育⽤ SNS
⽤した学校家
施 

した事業モデ

及びインタ

実施概要
教育機関連携
材・学習環境
が必要な児

者-⺠間塾連

庭からのタブ
る低コスト
ルの確⽴ 
科書・教材等
⾃作教材活⽤

流学習によ
グの実践 
のクラウド

反転学習実施
地域活性化

や⾃治体等の
⽀援の実施 
協⼒による
聞づくりを
ーニングの
活⽤した仮
プログラミ

学 習 に 困 難
のリメディア

S／協働学習
家庭間、学校

デルの海外

タビュー⽅

 
携による、
境の提供 

児童⽣徒へ
連携による

ブレット持
な 1⼈1 台

等の 2 次利
⽤・流通⽤

よるアクテ

ドを活⽤し
施、⼭村留
の実現 
の連携によ
 

るクラウド
を軸にした
実践モデル

仮想世界技
ミング学習

難 を 抱 え る
アル教育の

習ツールを
校間連携の

外展開の可能

⽅式による海

低

の
教

ち
環

⽤
モ

ィ

た
学

る

を
ア

ル 
術
の

児
実

活
実

能性等を検

海外での現



 
 

 

地調査の

海外にお

 
海外での

における現
プロジェク
おりである

対象

対象

回答者

質問構

実施期

 

 5.11.2

(1)将来の

熱意と
5-41 に主

学 校
庭
連携

2 点を実施

おける先⾏

の現地調査
現地公⽴校
クト初期の
る。 

表

象国 
マ
ル

象者 
対
度

者数 各

構成 
 学
 本

期間 20

結論・得

の利活⽤モデ

と意欲のある
主な実証の成

類型 
校 ・ 家
・地域の
携型 

株
タ
ジ

施した。 

事例につい

表 5-

国 
マレーシ

トルコ
タイ
韓国

については
の ICT 教育
参考とする

表 5-40 海
マレーシア、
ル、オースト
対象国の都市
度（⽇本の⼩
各国 3 名ずつ
学校におけ
本実証にお
016 年 1 ⽉

られた知⾒

デル・事業

る学校、企業
成果を⽰す

実証主体
株 式 会 社 デ
タル・ナレ
ジ 

いては、表 5

-39 海外に

教
シア 
コ 
 
 

は、⽇本型教
育の実態やニ
ることを⽬的

海外での現地
ベトナム、

トラリア（計
市にある公⽴
⼩学校 5 年⽣
つ、計 24 名
る ICT 活⽤
ける教育ク
25 ⽇-2 ⽉

⾒ 

モデル 

業等が連携
す。 

表 5
体 
デ ジ
レッ

学 校 と
関連携
ストな
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5-39 に記載

における先⾏

育 ICT に関
1Be
Fait

E

教育 ICT プ
ニーズ、本プ
的として実施

地調査概要
タイ、イン

計 8 カ国）
⽴校の教師で
⽣から⾼校
名 
⽤の実態 

クラウドプラ
⽉ 8 ⽇ 

携し、実証ご

5-41 実証
実施概要

と ⺠ 間 教 育
携による、低
な教材・学習

載の通り、調

⾏事例調査

関するプロジ
estariNet
th Project
OTPC 
DUNET 

ラットフォ
プラットフォ
施した。⽅式

要（インタビ
ンドネシア

で、指導⽣徒
⽣程度に相

ラットフォー

ごとに様々な

証の成果 

育 機
低コ
習環

各児童
の正答
ップ

調査対象を選

査対象 

ジェクト 

ーム構想に
ォームの受容
式に関する

ビュー⽅式）
、台湾、イ

徒の年齢が
相当）までで

ームの概念

な成果を得

成果
童⽣徒の教
答率と内容
』として管

選定した。

に向けて、ア
容度について

る概要は表 5

 
インド、シン

10 歳から
であること。

に対する評

ることがで

果 
教科・単元ご
容を『習熟度
管理し、本⼈

 

アジア諸国
て探索し、
5-40 のと

ンガポー

17 歳程
。 

評価 

できた。表

ごと
度マ
⼈、



 
 

 

地 域
化
こ

最
習
ル型

類型 

域 活 性
・まちお
し型 

N
e

⼀
島
魅

⾼
⽴
校

先 端 学
ス タ イ
型 

⽇
ソ
社

実証主体

NPO 法⼈ 
eboard 

⼀ 般 財 団 法
島前ふるさ
魅⼒化財団 

⾼ 知 県 ⼤ 川
⽴⼤川⼩中
校 

⽇ 本 マ イ ク
ソフト株式
社 

体 
境の提

NPO
等 の 連
習 困 難
施 

法 ⼈
さと

遠 隔 相
に よ る
ラーニ

川 村
中学

過 疎 地
ウ ド を
材提供
施、⼭
よ る 地
実現

ク ロ
式会

ク ラ ウ
た 仮 想
活 ⽤ し
ミング
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実施概要
提供 

法⼈や⾃治
連 携 に よ る
難 者 ⽀ 援 の

相 互 交 流 学
る ア ク テ ィ
ニングの実践

地 域 で の ク
を 活 ⽤ し た
供・反転学習
⼭村留学増加
地 域 活 性 化

ウ ド を 活 ⽤
想 世 界 技 術
し た プ ロ グ
グ学習の実践

保護者
で表⽰
の⾒え
を促進

治体
る 学
の 実

通常カ
け な
し、単
だてて
ツール
のメ
し て
り、各
明の
向上を

学 習
ィ ブ
践 

地理
ある
る事情
ワーク
業環境
営塾で
ネッ
との交
し、離
多 彩
た。

ク ラ
た 教
習実
加に
化 の

⼭村地
り越え
密度の

⽤ し
術 を
グ ラ
践 

プログ
する
間内
を建築
⼒の育

成果
者、教員に
⽰すること
える化と⽬
進した。 
カリキュラ
い 学 習 困 難
単元ごとに
て『学び直
ルを提供し
ンター学⽣
個 別 指 導 す
各⾃のつま
アドバイス
を促進した
的な特性か
フェリーの
情を考慮し
クを活⽤し
境を整備し
での学習⽀
トワークを
交流授業も
離島の不便
な 学 び の 場

地域の不便
え、ICT を
の濃い授業

グラミング
とともに、P
に『⾃分の
築して論理
育成を促進

果 
に⼀覧やグラ
とで⻑所・短
⽬標意識の向

ラムについて
難 な ⽣ 徒 に

に基礎から順
直し』ができ
し、さらに現
⽣が補助教員
す る こ と に

まずきの原因
スと解決意欲
た。 
から通学⼿段
の⽋航が多発
し、通信ネッ
した遠隔での
して、⾃宅や
⽀援を実施。
を活⽤した他
も積極的に実
便性を克服し
場 を 創 り あ

便性や制約を
をフル活⽤し
業を⽇々実施

グの基礎を学
PC 内の仮想

の住みたい家
理的思考と創
進した。また

ラフ
短所
向上

てい
に 対
順序
きる
現地
員と
に よ
因解
欲の

段で
発す
ット
の授
や公

同
他校
実施
した
あ げ

を乗
した
施。

学習
想空
家』
創造
た地



 
 

 

(2)海外に

① マレ
「1B

フォー
ライン
ェクト
ネット
たもの
で、教
のイン
業者の

              
72 http://1

類型 

シ
会

奈
附
学

における先進

レーシアの事
BestariNet

ーム導⼊のプ
ン学習モデル
トは、2013
ト接続環境を
のである。こ
教材コンテン
ンターネット
の間で調整が

               
1bestarinet.

実証主体

シ ャ ー プ 株
会社 

奈 良 ⼥ ⼦ ⼤
附属中等教
学校 

進事例調査

事例（1Bes

t72」は、マ
プロジェク
ルの確⽴を⽬

年までに国
を整え、さら
これによって
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平成 26 年度

ログイン
いる学校
れる。 

に 
教材コン
現在表⽰
の教材コ

として要求さ

概要 
フォームでは
教材コンテン
「トップ画⾯
混乱を避ける
が平成 26 年

年度実証に

実証におけ

ンしている
校名、学年

ンテンツの
⽰している
コンテンツ
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される機能

は、様々な種
ンツによって
⾯に戻る」な
ることができ

年度の実証に

における共通

 

ける共通イン
内容

ユーザの情
、クラス、

画⾯から、
教材コンテ
に移動する

能・要件 

種類の教材
て画⾯デザ
など共通的な
きるのでは

における共通

通インタフェ

ンタフェース
容 
情報を表⽰す

使⽤者名の

ポータルの
テンツの学習
る際に使⽤す

コンテンツ
インが異な
な操作は統
ないか、と

通インタフェ

ェース（⾚枠

スにより提供

する。所属し
の情報が表⽰

の画⾯に戻る
習を終了し、
する。 

ツが利⽤可能
なることから
統⼀されたデ
という仮説に

ェースであ

 

枠部分） 

供される機
アイ

して
⽰さ

る。
、別

能となって
ら、「シス
デザインに
に基づいて
ある。 

機能 
イコン

 

 



 
 

 

機

ログ

 
昨年度の
 

(1)既存の

共通
教材コ
や修正
ことを
 教
 （
 （

去
これ

テンツ
 

(2)利⽤者

昨年
り、iF
⽤的に
常に⼀
⽣徒に
徒は教
に関す

 

5.13.1.
本年

能を教
を取り
インタ

 

機能名 

グアウト 

の実証の結果

の教材コンテ

通インタフェ
コンテンツの
正の作業が必
を前提に最適
教材コンテン

教材コンテ
教材コンテ

去 
れらの修正及
ツプロバイダ

者の利便性が

年度の実証で
Frame とい
に実装を⾏う
⼀定となって
に伝えたい」
教材コンテン
する利便性に

 本年度の2
年度は昨年度
教育クラウド
り外した場合
タフェースを

教育クラ
にシステ

果、以下に

テンツの修

ェースを教材
の表⽰に不具
必要となった
適化されてい
ンツの表⽰サ
テンツと共通
テンツに従前

及び検証の作
ダに⾼い負荷

が低下した

では、既存の
う技術を⽤

うことができ
ていた。その

と考えても
ンツの冒頭か
に課題があっ

の実証① 
度の実証結果
ドプラットフ
合に技術的な
を残して実証

ラウドプラ
テムからログ

に記載する 2

正が必要と

材コンテン
具合が発⽣
た。既存の
いるため、具
サイズの変更
通インタフェ
前よりログア

作業は全て
荷が⽣じる

⾯があった

の教材コン
⽤いて実装し
きた⼀⽅、
のため、教
も、特定のペ
から再⽣せ
った。 

代替機能の
果を踏まえ
フォームの
な課題が⽣
証を⾏った
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内容
ットフォー
グアウトす

2 点の課題に

となった 

ンツに上乗せ
⽣する場合が
の教材コンテ

具体的には
更 
ェースが重
アウトボタ

て教材コンテ
という結果

た 

ンテンツにこ
していた。こ
ブラウザの

教員が「教材
ページを U

せざるを得ず

の実装 
え、共通イン
のポータルに
⽣ずる教材コ

。代替機能

容 
ームの利⽤を
する。 

に直⾯した

せして表⽰す
があり、教材
テンツは共通
は以下のよう

なる場合）
ンが存在す

テンツのプロ
果となった。

この共通イン
この⽅法を採

の上部に表⽰
材コンテンツ
URL で伝え
ず、教員と児

ンタフェース
に実装した。
コンテンツに
能の詳細につ

を終了し、正

。 

する形式を
材コンテン
通インタフ

うな修正作業

レイアウト
する場合）ロ

ロバイダが
 

ンタフェー
採⽤するこ

⽰される We
ツにおける
ることがで
児童⽣徒の

スが提供し
。ただし、
については

ついて、表 5

アイ
正常

採⽤してい
ツの動作状
ェースが存

業が発⽣して

トの変更 
ログアウトボ

実施したた

スを埋め込
ことにより、

eb ページの
特定のペー

できなかった
コミュニケ

ていた機能
共通インタ
、昨年度と
5-46 に⽰す

イコン

 

いたため、
状況の確認
存在しない
ていた。 

ボタンの除

ため、コン

込むにあた
⽐較的汎

の URL は
ージを児童
た。児童⽣
ケーション

能の代替機
タフェース
と同じ共通
す。 



 
 

 

表 5-4
共

「マ
が提
への
る 
「ロ
きな
時に
アウ

昨年
として
た。⼀
⽤する
やログ
発⽣せ
された

5.13.1.
5.12

れば各
べきな
実施し

表
ヒ
対

東京書

NTT
ステム

ライン

株式会

46 教育ク
共通インタフ

ことに
マイポータ
提供できな
の遷移に困

ログアウト
なくなり、
にログアウ
ウト」が実

年度に実装し
て、上記の表
⼀⽅、⼀部教
る形で利⽤状
グアウト（利
せず、本件に
た 2 点の課題

 本年度の3
2 節の調査
々のコンテ
のか否か、
た。ヒアリ
表 5-47 共

ヒアリング 
対象事業者 
書籍株式会

ラーニング
ムズ株式会

ンズ株式会

会社内⽥洋

ラウドプラ
フェースを実
による懸念事
ルに戻る」
くなり、マ
難が発⽣す

」のアイコ
全てのコン
トする「シ
施できなく

していた共通
表に記載した
教材コンテン
状況を確認し
利⽤終了）の
に起因するヘ
題についても

の実証② 
と併せてコ

テンツプロバ
また提供す

リングの概要
共通インタ

本実
る教

会社 学習者
材 

グシ
会社 

テック

会社 ライン
リ LIT

洋⾏ デジタ
ップ集

ラットフォー
実装しない
事項 
のアイコン

マイポータル
する場合があ

コンが提供で
ンテンツを同
シングルログ

なる 

通インタフ
た教育クラ
ンツに対し
した。その結
の操作⽅法
ヘルプデス
も解消する

コンテンツ
ンテンツプ

バイダが準備
するのであれ
要について、
フェースに

実証で提供し
教材コンテ
者⽤デジタル

クキャンバス

ンズ e ライ
TE 
タルビデオ
集 
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ームが提供し
い 懸

プラ
ン
ル
あ

教材コ
新たな
元のタ

で
同
グ

マイポ
を追加
ポータ
タルの
アウト

フェースを利
ラウドプラッ
しては引き続

結果、昨年度
法や画⾯遷移
スクへの問い

ことができ

ツプロバイダ
プロバイダに
備するので
ればどのよう
、表 5-47 に

に求められる
してい
ンツ 
ル教 平成

⽇
ス 平成

⽇

ブラ 平成
⽇

クリ 平成
⽇

した共通イ
懸念事項に対
ラットフォー
コンテンツの
なタブを開き
タブに残る⽅

ポータルの画
加し、ログア
タルを経由す
のログアウト
トを⾏う）
利⽤しない場
ットフォーム
続き昨年度実
度から教材

移が変更とな
い合わせもな
きた。 

ダへのヒアリ
にヒアリング
はなく、共通
うな機能が必
に⽰す。 
る要件につい

ヒアリング
実施⽇

成 28 年 1 ⽉

成 28 年 1 ⽉

成 28 年 2 ⽉

成 28 年 2 ⽉

ンタフェー
対する、教育
ームが提供し
の起動時に、
き、マイポー
⽅式に変更し

画⾯にログア
アウトする場
する運⽤とし
トボタンでシ

場合におけ
ムによる代
実証の共通
コンテンツ

なっている
なかった。

リング 
グを⾏った
通インタフ
必要かにつ

いてのヒア
グ 

⽉ 14 東京
本社

⽉ 15 NT
ステ
本社

⽉ 2 ライ
本社

⽉ 4 株式
本社

ース機能の代
育クラウド 
した代替機能
、ブラウザに
ータルの画⾯
した 

アウトボタ
場合は必ずマ
した（マイポ
シングルロ

る懸念事項
替機能の実
インタフェ

ツの起動（利
ものの、混
また、昨年

た。統⼀的な
フェースとし
ついてのヒア

リングの概
ヒアリング
実施場所

京書籍株式
社 
TT ラーニン
テムズ株式
社 
インズ株式
社 
式会社内⽥
社 

代替機能 

能 
にて
⾯が

ン
マイ
ポー
グ

項への対策
実装を⾏っ
ェースを使
利⽤開始）
混乱は特に
年度に検出

な機能であ
して提供す
アリングを

概要 
グ 

所 
会社

ングシ
会社

会社

洋⾏



 
 

 

ヒ
対

株式会
ュケー

ヒアリン

表 5-4

共

共

導

 5.13.2
前項にて

通インタフ
コンテンツ
グアウトな

この結果
ースによる
5-49 に⽰
上で、適切

 
 
 
 

ヒアリング 
対象事業者 
会社 NHK エ
ーショナル

ングの結果

48 教育ク

通インタフ
に 

求められる

通インタフ
の 

⼊に伴う懸

結論・得
て説明した
フェースの
ツのプロバ
などの機能
果、操作⽅
る⽅法とポ
⽰す。教育ク
切な⽅式を

本実
る教

エデ
ル 

学習動
ークリ

、各コンテ

ラウドプラ

フェース

る要件 

フェース

懸念事項 

られた知⾒
とおり、本
代替機能を
イダに負荷
の操作⽅法
法の共通化

ポータルによ
クラウドプ
選択するこ

実証で提供し
教材コンテ
動画ライブ
リッパ！ 

テンツプロバ

ラットフォー
 アノテ

に使⽤
フォー

 児童⽣
いたロ
押して
グアウ

 昨年度
の教材
しまい
ず、コ

 共通イ
と、そも
コンテ
まう 

⾒ 

本年度の実証
を実装するこ
荷をかけるこ
法を標準化す
化による利⽤
よる⽅法が考
ラットフォ

ことが求めら
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してい
ンツ 
ラリ 平成

⽇

バイダからは

ームが提供し
ーションの
できる汎⽤
ムとして共
徒は昨年度
グアウトボ
閉じてしま
トできるこ
の⽅式によ
コンテンツ
、教材コン
ンテンツプ
ンタフェー

もそも⼤画⾯
ンツが使⽤

証では教育ク
ことにより、
ことなく、教
することがで
⽤者の利便性
考えられる

ォームの実装
られる。 

ヒアリング
実施⽇

成 28 年 2 ⽉

は以下のよ

した共通イ
の機能など、
⽤的な機能は
共通的に提供
度の共通イン
ボタンよりも
まうため、ブ
ことが望まし
よる共通イン
ツにおけるボ
テンツを修

プロバイダの
ースが画⾯上
⾯ではない

⽤できる領域

クラウドプ
利⽤者の利

教材コンテ
できた。 
性向上の実現

ることが分か
装にあたって

グ 

⽉ 5 株式
ュケ
社 

うな意⾒を

ンタフェー
教材コンテ
は教育クラ
供されると良
ンタフェー
も、ブラウザ
ラウザを閉

しい 
ンタフェース
ボタンや画

修正・検証し
の負荷が⾼く
上に常に表
タブレット
域がさらに

ラットフォ
利便性を低
ンツの起動

現⽅法とし
かった。両者
ては、これ

ヒアリング
実施場所

式会社 NHK
ケーショナ

を得ることが

ース機能の代
テンツを横断
ラウドプラッ
良い 

ースが提供し
ザの×ボタン
閉じて正常に

スの場合、既
画像と重なっ
しなければな
くなる 

表⽰されてい
ト端末にて教
に狭くなって

ームのポー
低下させず、
動・終了やシ

して、共通イ
者の⽐較に

れらの⻑短を

グ 
所 
K エデ
ル本

ができた。

代替機能 
断的
ット

して
ンを
にロ

既存
って
なら

いる
教材
てし

ータルに共
かつ教材

シングルロ

インタフェ
について表
を踏まえた



 
 

 

共通
操作

ポー
共通

 
また、教

いて、教材
 

項

アノ
ショ
能 

ブラ
の×
ンに
シン
ログ
ト 

 

項⽬
通インタフェ
作⽅法の共通

ータルによる
通化 

教育クラウ
材コンテン

項⽬名 

ノテー
ョン機

児
コ
き
ノ
の
る

ラウザ
×ボタ
による
ングル
グアウ

児
が
ボ
際
い
コ
ロ

表 5-49 
⽬名 
ェースによ
通化 

る操作⽅法

ドプラット
ツプロバイ

表 5-50 
概要 

児童⽣徒が教
コンテンツに
き込みをする
ノートをとる
の機能を提供
る 

児童⽣徒や教
がブラウザを
ボタンで閉じ
際に、起動し
いた全ての教
コンテンツか
ログアウトす

操作⽅法の

る  ⾒
や

 ア
機
ン
に
機
的

の  既
ン
⽤

トフォームが
イダから得ら

共通イン
必要

教材
に書
る、
る等
供す

複数
テン
的に
可能
能で

教員
を×
じる
して
教材
から
する 

ブラ
タン
いう
的に
り、
アウ
り使
能性
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の共通化の
⻑所

⾒やすい、
やすい 
アノテーシ
機能など、
ンテンツを
に使⽤する
機能におい
的である 
既存の教材
ンツをその
⽤できる 

が提供する共
られた意⾒を

ンタフェース
要とされる

理由 

の教材コン
ツにて横断
使⽤される
性のある機
あるため

ウザの×ボ
で閉じると
操作が⼀般
⾏われてお
専⽤のログ
トボタンよ
⽤される可
が⾼いため

ための実現

分かり

ションの
教材コ
横断的
ような
て効果





材コンテ
のまま使



共通インタ
を元に、表

スに必要とさ
 実

技術

ン
断
る
機

ブラウザ
テンツに
レイヤで
が可能で
のデータ
ンツ間で
する 

と
般
お
グ
よ
可
め

ブラウザ
というイ
取得し、
でセッシ
持されて
の教材コ
のログア
を⾏う

現⽅式の⽐較
短

 既存の教
ツに対す
正作業が

 教材コン
⽤できる
なる 

 視覚的な
さではや

フェースに
5-50 に整理

される機能 
装する 

術の要件 

ザ上のコン
に対し、別
で書き込み
であり、そ
タをコンテ
で相互連携

ザを閉じる
イベントを

その時点
ションが維
ている全て
コンテンツ
アウト処理

較 
短所 
教材コンテ
する検証や
が必要にな
ンテンツが
る領域が狭

な分かりや
やや劣る 

に求められる
理する。 

適⽤時
具体的

件 
操作⽅法
マニュア
整備やヘ
プデスク
充実 

（なし）

テン
や修
なる 
が使
狭く

やす

る機能につ

時の 
的要

法の
アル
ヘル
クの

 



 
 

 

表 5
ない可
側に選

 

 教5.14

 5.14.1
教育ク

は様々な
が⽇々の
ォームの

本節で
ンツの流
 

(1)教員の

昨年
成する
や、そ
能にす

今年
材等を
ツは、

5-50 に記載
可能性も想定
選択肢を提供

教材コンテン

実証 

クラウドプ
な要素が必
の授業で必
の有⽤性に
では、教員
流通⽅法に

の教材コンテ

年度は、教員
る「オーサリ
それに関連す
する。 
年度もオーサ
を活⽤し、⾃

学校間、教

載した機能の
定されるため
供するという

ンツの⾃作

ラットフォ
要であるが
要とする教
つながる。
による教材
関する実証

テンツの⾃作

員がオリジナ
リングツール
する設問を教

サリングツー
⾃作の教材コ
教員間等で共

のうち、アノ
め、利⽤は
う⽅式を検討

作、及び教材

ームが普及
が、そのうち
教材コンテン

 
材コンテンツ
証について記

作 

ナルの教材
ル」を開発
教員が独⾃

ールは継続
コンテンツ
共有するこ
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ノテーション
はあくまでも

討すること

材コンテン

及し、多くの
ちの⼀つに教
ンツが多数存

ツの⾃作、教
記述する。

材コンテンツ
発し、実証を

に作成し、

続して実装さ
ツを作成する

ともできる

ン機能は教材
もオプション
とが望ましい

ンツの共有・

の学校現場で
教材コンテ
存在するこ

教材コンテ

ツを教育クラ
を⾏った。あ

児童⽣徒に

されており、
ることができ
る。 

材コンテン
ンとし、コ

い。 

・流通促進

で利⽤され
ンツの充実
とが、教育

ンツの共有

ラウドプラ
ある単元や
に教材とし

教員がラ
きる。作成

ンツによって
ンテンツプ

の仕組み 

れるようにな
実が挙げられ
育クラウドプ

有、および市

ットフォー
テーマに関
て提供する

イセンスフ
された教材

ては必要が
プロバイダ

なるために
れる。教員
プラットフ

市販コンテ

ーム上で作
関する解説
ることを可

フリーの素
材コンテン



 
 

 

 
昨年

認でき
するこ
作成し
ィード

⼀⽅
い慣れ
成され
過去の

 

(2)教材コ

本年
以外の
ロード

教材
 

図 5-20

年度の実証の
きた。また、
ことが重要で
した教材コン
ドバックする
⽅、教材コン
れている Pow
れた教材コン
の資産も含め

コンテンツの

年度は昨年度
のソフト等に
ドし、共有す
材共有機能の

0 オーサリ

の結果、オ
教材コンテ

であることが
ンテンツは⾮
る仕組みが整
ンテンツの作
werPoint 等

ンテンツを本
め他の教員と

の共有・流通

度の実証を踏
により作成
する仕組みを
の画⾯イメー

リングツール

リジナルの
テンツは作
が分かった
⾮常に重要
整い、利⽤者
作成にあた
等のツールを
本教育クラ
と共有し、有

通 

踏まえ、教
した教材コ
を整えた。
ージを図 5-
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ルにより作

の教材コンテ
作成者だけで
た。⽇々の授
要な資産であ

者全体にと
たっては、オ

を利⽤する
ラウドプラッ

有効利⽤す

教育クラウド
ンテンツを

-21 で、機

作成された教

テンツを作成
で使⽤するの
授業を⾏って
ある。学校の
とっての利益
オーサリング

ことが考え
ットフォーム
することがで

ドプラットフ
を教育クラウ

能⼀覧を表

教材コンテン

成し活⽤す
のではなく
ている学校
の枠を超え

益になること
グツールだ

えられる。様
ムに取り込

できる。 

フォームの
ウドプラッ

表 5-51 に⽰

 

ンツの例 

ることのニ
、他の教員
の教員が⼯
て共有し、

とが期待され
けでなく、

様々なツール
むことがで

オーサリン
トフォーム

⽰す。 

ニーズが確
員とも共有
⼯夫をして

互いにフ
れる。 
教員が使

ルにより作
できれば、

ングツール
ムにアップ



 
 

 

 

 

検
ア

ダ
コ
評
タ

 
この

するこ
きるよ
べての
ンツの
ドして

さら
フリー
で、ど
のため
ことが

この

図 5-

機能名 
検索 
アップロード

ダウンロード
コメント 
評価 
タグ 

の教材共有機
ことができる
ようになって
の実証参加校
の中から、対
て授業で使⽤
らに、授業で
ーテキストの
どのように利
めの要望やア
が可能となる
の教材共有機

-21 教育ク

表

教員がア
ド 教員がフ

校全体の
ド 教員がフ

教員が教
教員が教
教員が教

機能では、
るが、その
ている。共
校の教員」
対象学年、
⽤すること
で使⽤してみ
の投稿と評価
利⽤したとこ
アドバイスな
る。 
機能は本年度

クラウドプ

表 5-51 教

アップロー
ファイルをア
の 3 種から
ファイルをダ
教材に対して
教材に対して
教科、学年、

教員が作成
際に共有を
有範囲は「
の３種であ
教科、種別
ができる。
みた結果を
価値を付与
ころ、どの
などが投稿

度の 9 ⽉に
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ラットフォ

教材共有機能

ドされた教
アップロー
公開範囲を
ダウンロー
てコメント
て評価でき
、種別のタ

成した教材コ
を許可する範
「⾃分のみ」
ある。他の教
別をもとに必

 
をフィードバ
与するレーテ
のような反応
稿されれば、

にリリースさ

ームにおけ

能の機能⼀覧
概要 
材を検索で
ドし、⾃分

を選択できる
ドできる。
できる。
る。 
グを付ける

コンテンツ
範囲をアッ
」「⾃分の
教員は、⾃
必要な教材

バックする機
ティングとな
応や結果が得

作成者にも

された。また

ける教材共有

覧 

できる。 
分のみ、校内
る。 

 

ることができ

であるファ
プロードす
所属する学
分に共有さ
コンテンツ

機能も備え
なるが、ど
得られたか
も有益なフ

た、この機

有機能 

内、実証参加

きる。 

ァイルをアッ
する教員⾃⾝
学校の教員の
されている教
ツを選び、ダ

ている。基
のような単
などの情報
ィードバッ

機能について

 

加

ップロード
⾝が設定で
のみ」「す
教材コンテ
ダウンロー

基本的には
単元の授業
報や、改善
ックをする

て、教員に



 
 

 

対して
や改善

ヒ
 

(3)市販コ

教材
をこの
に関す

マー
トフォ
購⼊す

今年
ト化し
ど、将
レイス

 

教 育
会向

学校

てヒアリング
善案等につい

調査⽅

ヒアリング
配布期

ヒアリング
配布対

アリングシ

コンテンツの

材コンテンツ
の教育クラウ
する検討も実
ーケットプレ
ォームに集約
することがで
年度は、無償
し各校に割り
将来の教材コ
ス機能の機能

 
育 委 員
向け 

ポ
各
割

校向け コ
込
評

グシート（A
いての意⾒を

表 5-52 

⽅法 

グシート 
期間 

グシート 
対象校 

シート回収数

の流通⽅法

ツの流通を促
ウドプラッ
実施した。 
レイスとは、
約させ、その
できる仕組み
償での試⽤か
り振り、その
コンテンツの
能⼀覧を表

表 5-5
機能

ポイント購⼊
各 学 校 へ の
割り振り 
コンテンツの
込 
評価閲覧 

Appendix 4
を収集した

教材共有機
教材共
ツを⽤
するヒ
2015 年

新地町
荒川区
武雄市
武雄市

数 教員：

① マーケ

促進させる
トフォーム

、市販され
の中から教育
みを想定し
から有償版
の範囲でコ
のビジネス
5-53 に⽰す

3 マーケ
名 

⼊ 
ポ イ ン ト

の検索、絞
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4-4 を参照）
。 

機能に関す
有機能を⽤
いた実証授
アリングシ
年 9 ⽉から

⽴尚英中学
⽴第三峡⽥
⽴北⽅⼩学
⽴北⽅中学
28 件 

ケットプレイ

る試みとして
ム上で流通さ

れている様々
育委員会や
ている。

版の購⼊を促
ンテンツを

スモデルを想
す。 

ットプレイ

ポイントを
購⼊したポ
できる。
学年、教科
きる。 
コンテンツ

）を配布し

する実証・調
⽤いた、他の
授業の実施お
シートの配布

2016 年 2

学校 
⽥⼩学校 
学校 
学校 

イスに関する

て、市場に存
させる概念で

々な教材コン
や学校が使⽤

促すフリーミ
を選択する仮
想定した仕組

イス機能の機

を購⼊できる
ポイントを

科、タイプで

ツ利⽤者から

、提供され

調査の概要 
教員が作成
および教材
布 
2 ⽉ 

るヒアリング

存在する様
である「マ

ンテンツを
⽤したい教材

ミアムモデ
仮想通貨を
組みを実装

機能⼀覧 
概要 

る。 
各学校に割

でコンテンツ

らの評価を

れている機能

成したコンテ
材共有機能に

グ 

々な教材コ
ーケットプ

教育クラウ
材コンテンツ

ルや、予算
意識した決
した。マー

割り振ること

ツを絞込検索

閲覧できる

能の有効性

テン
に関

コンテンツ
プレイス」

ウドプラッ
ツを探し、

算をポイン
決済機能な
ーケットプ

とが

索で

る。 



 
 

 

 

 
本年

管理す
られた

ポイ
し、コ
定する
けた後
札を⾏
られ、
流れを

また
てマー

 
お
コ
購

年度の実証に
する教材コン
たポイントに
イントを利⽤
コンテンツ毎
る。各学校へ
後、ポイント
⾏い、割り振

その中で学
を想定してい
た、各学校が
ーケットプレ

機能
お試し利⽤ 
コンテンツの
購⼊履歴の表

図 

にて検討した
ンテンツ利⽤
に応じて、⾃
⽤した購⼊の
毎に必要とな
へ割り振られ
トに応じてコ
振り後は学校
学校が買うも
いる。 
がコンテンツ
レイスの運営

名 

の購⼊ 
表⽰ 

5-22 マー

たマーケッ
⽤予算を各
⾃由に教材
の仕組みは概
なるポイン
れる総ポイ
コンテンツ
校⻑判断で
ものを決め

ツを選択す
営者からコ
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コンテンツ
コンテンツ
購⼊年⽉⽇
て表⽰でき

ーケットプレ

トプレイス
各学校にポイ

コンテンツ
概ね以下の

ント数（コン
イントは教育
ツを選定する
で決裁される
め、最後は教

すると、コン
ンテンツ事

ツの試⽤がで
ツの購⼊がで
⽇、ID 数、
きる。 

レイスの概念

スの概念につ
イントとして
ツを使⽤する
のとおり想定
ンテンツの価
育委員会が購
る。総ポイン
る。通常の備
教育委員会に

ンテンツごと
事業者に⽀払

概要 
できる。 
できる。 
利⽤期間が

念図 

ついて説明
て割り振り

ることができ
定した。1 ポ
価格）はコ
購⼊する。
ントの購⼊
備品購⼊（
に請求書を

とに消化さ
払われること

が購⼊履歴と

する。地⽅
、学校側は

きる。 
ポイントは 1

ンテンツ事
学校は割り
にあたって
予算が学校
回す）と同

れたポイン
とを想定して

とし

 

⽅⾃治体が
は割り当て

1 円に相当
事業者が設
り振りを受
ては公共⼊
校に割り振
同じような

ントに応じ
ている。 



 
 

 

 
学校

するこ
教材コ

図 5

校側では、⼀
ことができる
コンテンツを

5-23 マー

⼀か所に集約
る。ユーザの
を検索・リコ

ーケットプレ

約された教
の種別、教
コメンド表⽰

166 

 

レイスにおけ

教材コンテン
教科、コンテ

⽰すること

けるポイン

ンツの中から
テンツの種類
とができる。

ト割り当て

ら使⽤した
類や、他ユ

 

て画⾯ 

いコンテン
ーザの評価

 

ンツを検索
価に応じ、



 
 

 

 
詳細

⾏うと
になる
教材コ
⼊時に

 

図 5

細画⾯にて教
と教育クラウ
る。この際、
コンテンツを
に利⽤ ID 数

-24 マーケ

教材コンテン
ウドプラッ
必要な期間

を使⽤しない
数および利⽤

図

ケットプレイ

ンツの詳細
トフォーム

間に必要な本
い期間にお

⽤期間を指定

図 5-25 契
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イスにおけ

細を確認した
ムにその教材
本数だけ契約
おける無駄を
定する機能を

契約期間、本

る教材コン

たのち、教材
材コンテンツ
約できるよ
を発⽣させな
を実装した

本数設定画⾯

ンテンツ詳細

材コンテン
ツが表⽰さ
うな仕組み
ないような
。 

⾯ 

 

細画⾯ 

ツの利⽤申
れ、利⽤で

みとすること
仕組みを想

申し込みを
できるよう
とにより、
想定し、購

  



 
 

 

さら
い可能
定し、
和性を
と考え

本年
校に説

ヒア

ヒア

ヒア

ヒア

らに、教材コ
能性を考慮し

実装した。
を確認したう
えた。 
年度の実証で
説明したうえ

表 5-5

アリング対象

アリング⽇時

アリング項⽬

アリング結果

コンテンツの
し、実際の契

教材コンテ
うえで契約を

では、マーケ
えでヒアリン

54 マーケ

象 

佐賀県
佐賀県
つくば
つくば

時 
平成 2
平成 2

⽬ マーケ

果 

ID につ
 ID

ど
 特別

と
よ

利⽤期
 限

使
く

ポイン
 ポ

校側
 教

の観
 ポ
データ
 保存

け使
購⼊リ
 補助

の詳細画⾯
契約前に教
テンツを実
を⾏う⽅が

ケットプレ
ングを⾏い

ケットプレイ
教育庁（実
⽴中原特別

ば市⽴春⽇⼩
ば市⽴春⽇中

8 年 2 ⽉ 3
8 年 2 ⽉ 1
ットプレイ

ついて 
D を割り振る
のコンテン
別⽀援学校
そうでない
い。 
間について
られた期間
っていれば
なって困る
トについて
イントを付
側としても
員単位でポ
観点から横
イントの繰
保存につい
存したいと
使うのか、
ストについ
助教材扱い
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⾯に記載され
教材コンテン
実際に教員が
が、無駄な投

レイスのプロ
、想定する

イスに関する
実証地域）
別⽀援学校
⼩学校（検証
中学校（検証

⽇（佐賀県
0 ⽇（春⽇

イス機能につ

るという⾏
ンツを使わせ
校の場合は、
い⽣徒がいる

て 
間の中で使う
ば良いが、⽉
る児童⽣徒が
て 
付与されて実
も問題になる
ポイントを割
横並びで使⽤
繰り越し利⽤
いて 
というニーズ

⼿元に残す
いて 
いとなると、

れた⽂⾔だけ
ンツを試⽤で
が利⽤してみ
投資を削減し

ロトタイプを
るモデルや機

るヒアリング

（実証校）
証協⼒校）
証協⼒校）
県教育庁、中
⼩学校、春

ついて 

⾏為が学校に
せるかという

⼀つの教材
るため、その

うというこ
⽉単位の契約
が出てくるか

実際には活⽤
る。 
割当てた場合
⽤する必要が
⽤などができ

ズに応えられ
すのかという

教育委員会

けでは内容
できる「お
みて、その
し、有益な

を開発実装
機能に関する

グの概要及

中原特別⽀援
春⽇中学校）

には⼤変。ど
う管理は⼤変
材コンテンツ
の設定が学校

とをあらか
約の場合、い
かもしれない

⽤しなかった

合、教育現場
がある。 
きるとよい。

れると良い。
う選択肢があ

会に⼀覧を提

が⼗分に把
試し利⽤」
有⽤性や授
授業運営に

し、教育委
る意⾒を収集

及び結果 

援学校） 
 

どの児童⽣徒
変である。
ツでも使う⽣
校側でできれ

かじめ認識
いきなり使え
い。 

たとなると

場では、公平

。 

。授業の中で
あればよい

提出しなけれ

把握できな
機能を想

授業との親
に寄与する

委員会や学
集した。 

徒に
 
⽣徒
れば

して
えな

、学

平性

でだ
い。 

れば



 
 

 

 

(4)市販コ

本年
な教材

 

ヒア

ヒア

ヒア

ヒア

コンテンツの

年度の実証で
材購⼊に対す

表 5-

アリング対象

アリング⽇時

アリング項⽬

アリング結果

な
育課

教材コ
 教

は

の流通⽅法

では、マーケ
する課題につ

-55 電⼦的

象 

佐賀県
佐賀県
つくば
つくば

時 
平成 2
平成 2

⽬ 電⼦的

果 

購⼊主
 マ

が
い

 予算
う
せ

 学校
保
ツ
て

 学校
ト
な

コンテ
 必要

の

らない。今
課程の⼀部
ンテンツの
員が⽇々の
、キーワー

② 電⼦的

ケットプレ
ついて意⾒を

的な教材購⼊
教育庁（実
⽴中原特別

ば市⽴春⽇⼩
ば市⽴春⽇中

8 年 2 ⽉ 3
8 年 2 ⽉ 1
な教材購⼊
体について
ーケットプ
、ここで契
う理由づけ
算的な観点
のは困る部
るわけには
校の規定予
するのかと
の紐付けを
はじめて購
校の設備購
で教材コン
い。 
ンツの選定
要なコンテ
学校で使う
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は実証であ
部となるため
の検索につい
の授業で使⽤
ード検索がで

的な教材購⼊

レイスの機能
を収集した

⼊に関する
実証地域）
別⽀援学校
⼩学校（検証
中学校（検証

⽇（佐賀県
0 ⽇（春⽇

⼊に対する課
て 
プレイスは⾒
契約⾏為まで
けが必要にな
点では、学校
部分がある。
はいかないの
予算の中で完
という問題が
を⾏い、利⽤
購⼊ができる
購⼊に関して
ンテンツを購

定主体につい
テンツを各⾃
うコンテンツ

あるため提出
め提出が必要
いて 
⽤する教材
できると便利

⼊に対する課

能に関するヒ
た。 

るヒアリング

（実証校）
証協⼒校）
証協⼒校）
県教育庁、中
⼩学校、春

課題について

⾒本市とい
で⾏う場合、
なる。 
校側で勝⼿に

学校として
のではないか
完結するのか
がある。カリ
⽤を申請し、
る。 
ては教育委員
購⼊するよ

いて 
⾃治体の選考
ツを、教科を

出していない
要である。 

コンテンツ
利である。 

課題 

ヒアリング

グの概要及び

中原特別⽀援
春⽇中学校）
て 

うイメージ
なぜそれを

に購⼊したり
ても、先⽣側
か。 
か、教育委員
リキュラムと

予算枠との

員会の予算で
うな権限は

考委員会で選
を絞って選択

いが、本来は

ツを探すうえ

と並⾏して

び結果 

援学校） 
 

ジであれば良
を選んだか

りやめたり
側に勝⼿にや

員会で予算を
と教材コンテ
の調整が⾏わ

である。スポ
は現場教員に

選んで、すべ
択するという

は教

えで

て、電⼦的

良い
、と

とい
やら

を確
テン
われ

ポッ
には

べて
う⽅



 
 

 

 

 5.14.2

(1)教材共

⾃作
留まっ
改善要
である
は任意
ってい
がとれ

⼀⽅
⾝の⼒

(2)マーケ

マー
て、各
た。そ
い児童
コンテ
みも求

次に
されて
されて
導⼊す

ポイ
ポイン
使い切
が考え

また
期間の
コンテ

教材

結論・得

共有機能 

作教材コンテ
っており、積
要望として多
る。本年度の
意の教材コン
いた。そのた
れなかった。
⽅、「授業で
⼒を伸ばした

ケットプレイ

ーケットプレ
各児童⽣徒に
その⼀⽅で、
童⽣徒がいる
テンツと ID
求められるこ
に、利⽤期間
て使われるか
ていることや
することが考
イントの利⽤
ントがどうな
切っていない
えられる。 
た、購⼊した
の制限と関連
テンツによっ
材コンテンツ

法
い

られた知⾒

テンツのアッ
積極的な共有
多かった意⾒
の実証の段階
ンテンツを⾃
ため、校外学

 
で使える教材
たい。授業の

イス機能 

レイス機能で
に ID を割り

特別⽀援学
るため、学校

との紐付け
ことになる。
間の制限につ
かどうかを懸
や利⽤期間ま
考えられる。
⽤については
なるのかとい
いポイントの

たコンテンツ
連して、永続
っては買い上
ツが補助教材

もあるかも
ように思う

⾒ 

ップロード
有がなされ
⾒としては
階では教員
⾃分の PC
学習や持ち

材のストッ
の幅を広げ

で購⼊する
り振り、コン
学校では、

校側で設定で
け機能は必要
。 
ついて、限
懸念するコ
までの残り
。 
は、ポイン
いう類のコ
の通知、ま

ツに係るデ
続的に教材
上げの仕組み
材扱いとな
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もしれない。
う。 

による共有
れたとは⾔え
は「児童⽣徒
員の間でのみ

にダウンロ
ち帰り学習に

クは多けれ
たい」とい

コンテンツ
ンテンツと紐

ある教材コ
できるよう要
要であるが、

限られた期間
メントがあ
⽇数等につ

ントが使い切
メントがあ

また翌年度へ

データの保存
材コンテンツ

みを導⼊す
なる場合、教

学校側でコ

有を⾏ったと
えない。教材
徒にもファイ
み共有が可能
ロードして授
にて児童⽣徒

れば多いほど
いったコメン

ツと児童⽣徒
紐付けて管理
コンテンツを
要望があっ
、それを半

間の中で使う
あった。これ
ついて、利⽤

切られたかど
あった。付与
へ繰り越せる

存についての
ツを使⽤でき
することが考
教育委員会に

コンテンツを

とする回答は
材のアップ
イルを共有
能な仕組み
授業で使⽤
徒に参照さ

ど良い」「
ントも寄せら

徒が利⽤する
理すること
を使⽤する
た。以上の
⾃動化・簡

うというこ
れに対して
⽤者に通知

どうか、ま
与されたポ
るような仕

の要望があ
きるかとい

考えられる。
に⼀覧を提

を選ぶのは難

は全体の 4
ロード機能
したい」と
となってお
するという
せるという

多くの教材
られた。 

る ID の紐付
との煩雑さが

児童⽣徒と
の要望を総合
簡略化するよ

とがあらか
は、利⽤期
するような

た使いきれ
イントの使
組みを導⼊

った。これ
う論点であ

。 
出する必要

難し

分の 1 に
能に関する
というもの
おり、教員
う形式にな
う使⽤⽅法

材を⾒て⾃

付けについ
が指摘され
とそうでな
合すると、
ような仕組

かじめ認識
期間が制限
な仕組みを

れなかった
使⽤状況や
⼊すること

れは、利⽤
あり、教材

要があると



 
 

 

の指摘
る。 

(3)電⼦的

教材
⼊⾏為
ス機能
それら
安や混

それ
体的に
が指摘
ベルで
員会レ
校側で
レベル

 5.14.3

(1)教材共

他の
課題が
きる機
教員は
どうか
ックス
ウンロ
ダウン
られる
ロード
ムのシ
につい

教材
以下の
 フ
 お
 活

摘もあった。

的な教材購⼊

材を購⼊する
為あるいは購
能にはポイン
らの機能が実
混乱を与える

れに対して、
に関わること
摘された。教
で教材コンテ
レベルに集約
でコンテンツ
ルで使⽤する

今後の課

共有機能 

の教員が作成
が挙げられた
機能」と「ダ
は限られた時
かを迅速に判
スとなる単元
ロードしよう
ンロード前に
る。教材コン
ドする際、利
システムとし
いて、整理を
材共有機能全
の機能を挙げ

リー素材の
おすすめ教材
活⽤事例をト

これに対

⼊ 

る主体となる
購⼊に係る意
ントの割り振
実際の調達⾏
るおそれがあ

購⼊に先⽴
とは⼗分に考
教員からの要
テンツを評価
約した上で、
ツを選択する
る教材コンテ

題 

成し共有され
た。改善要望

ダウンロード
時間の中で教
判断するこ
元に教材コン
うとしている
に確認したい
ンテンツの単
利⽤するため
して単元属性
をしていく必
全般に関して
げた。 
の共有機能 
材の表⽰（評
トップページ

しては、購

るのはあく
意思決定を
振りに係る
⾏為とどの
ある。 

⽴つ具体的
考えられ、
要望のボト
価し、利⽤
、購⼊⼿続
ることの難
テンツをト

れている教
望として最

ドする前に教
教材コンテ
とが求めら
ンテンツが
る教材コン
いというニ
単元につい
めの検索の
性を管理で
必要がある
て寄せられ

評価、ダウン
ジに表⽰ 
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購⼊履歴の⼀

まで教育委
を独断で⾏え
る機能や教材
のような関係

的な教材コン
お試し利⽤

トムアップに
⽤したい教材
続きに進むと
難しさを指摘

ップダウン

教材コンテン
最も多かった
教材の中⾝を

テンツをすば
られていると
が紐づいてい
ンテンツが教
ニーズも、や
いては、オリ
の際に必要と
できる機能が

。 
れた改善要望

ンロード数

⼀覧機能や出

委員会または
えないことが
材コンテンツ
係にあるかを

ンテンツ選定
⽤機能による
に基づいて教
材コンテンツ
という流れが
摘するコメン
ンで決定する

ンツのダウン
た機能は「単
をプレビュ

ばやく検索し
と想定される
いることは重
教員のイメー
やはり検索の
リジナルの教
となるため、
が必要となる

望としては、

、利⽤履歴

出⼒機能が

は学校であ
が分かった
ツの購⼊に
を明確にし

定の部分で
るコンテン
教材購⼊を
ツを学校レ
が考えられ
ントもあっ

るような流れ

ンロードに
単元で教材
ーできる機

し、⾃分の
る。そのう
重要といえ
ージに合致
の利便性に
教材コンテ
、教育クラ
る。今後、

調査対象

歴に基づく表

求められる

り、個々の
。マーケッ
係る機能が
ないと、利

は、現場の
ツ評価の有
進める場合
ベルあるい
る。その⼀
たため、教

れも想定され

ついて、い
を検索する

機能」の⼆つ
授業で利⽤
えで、授業
るだろう。
しているか
沿ったもの
ンツを作成
ウドプラッ
単元情報の

の半数以上

表⽰） 

ることにな

の教員が購
ットプレイ
があるが、
利⽤者に不

の教員が主
有⽤性など
合、教員レ
いは教育委
⼀⽅で、学
教育委員会
れる。 

いくつかの
ることがで
つである。
⽤できるか
業のインデ

また、ダ
かどうかを
のだと考え
成しアップ
ットフォー
の管理⽅式

上の教員が



 
 

 

ここまで
テンツを充
⽣かしたい
のかについ

 

(2)マーケ

教材
教材コ
いるが
できる
すため
4.4 節
ンテン
みでは
全⽂検

 

(3)電⼦的

電⼦
合性を
員会ま
ことは
ション
ットプ

 

 

 コ5.15

 5.15.1
教育ク

ンツを使
コンテン
ても、動
テンツも
や児童⽣

で述べてき
充実させて
い、といっ
いて、整理

ケットプレイ

材コンテンツ
コンテンツが
が、教員が⽇
ると便利であ
めには、教材

でも述べて
ンツメタデー
は任意のキー
検索系の機能

的な教材購⼊

⼦的な教材購
を確保する必
または学校で
はできない。
ンと、実際に
プレイス機能

コンテンツに

実証 

クラウドプ
使⽤するこ
ンツ、授業
動画によっ
も存在する
⽣徒の理解

た内容と⼀
ほしい、有
た教員のニ
していく必

イス機能 

ツの検索に関
が対象として
⽇々の授業で
あるという意
材コンテンツ
ている内容と
ータの整備や
ーワードによ
能の導⼊につ

⼊ 

購⼊にあた
必要があるこ
であり、個々

マーケッ
に教材を調達
能を利⽤し、

に関するデ

ラットフォ
とが可能で
⽀援システ
て概念を説
。教材コン
度によって

⼀部重複する
有効な教材コ
ニーズが読み
必要がある。

関する要望が
ている学年
で使⽤する
意⾒があっ
ツにおける
と関連するが
や充実が重
よる検索を
ついて検討

り、購⼊主
ことが課題
々の教員が
トプレイス
達する⾏為

教材購⼊

データ連携

ームを利⽤
である。教材
テムなど様々
説明する教材
ンテンツが豊
て最適な教材
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るが、これら
コンテンツや
み取れる。今

 

が寄せられ
年や教科など
る教材コンテ

た。任意の
るタグ情報が

が、教材コン
重要な論点と
を⾏うことは

することも

主体について
題である。教
が購⼊⾏為あ
ス機能におけ
為との関係を

に関わるの

⽤する児童⽣
材コンテンツ
々な形式があ
材コンテンツ
豊富に存在す
材コンテンツ

らの機能要望
やその活⽤⽅
今後、上記機

れた。現在想
どでフィルタ
テンツを探す
のキーワー
が充実してい
ンテンツの

となるだろう
はできないた
も今後の課題

て整理し、マ
教材購⼊の主
あるいは購⼊
けるポイン
を整理し、誰
のかを明確に

⽣徒や教員
ツにはドリル
あり、たとえ
ツやドリル形
すれば、教員
ツを選択す

望からも、
⽅法を迅速
機能をどの

想定している
タリングで
すうえでは
ドに対して
いることが
流通を促進

う。また、
ため、教材

題として考え

マーケット
主体となる
⼊に係る意
トの割り振
誰が何の権

にする必要が

は、連携す
ル学習型や
えば同⼀の
形式で問題
員はその中
ることが可

共有された
速に⾒つけ出
のように実装

るプロトタイ
きる⽅式を
、キーワー
適切な検索
必要となる

進させるため
メタデータ
コンテンツ

えられる。 

プレイス機
のはあくま
思決定を独
りや購⼊操
限に基づい

がある。 

する様々な教
や教科書準拠
の単元やテー
題を解かせる
中から授業の
可能となるが

た教材コン
出し授業に
装していく

イプでは、
を想定して
ード検索が
索結果を返
る。これは
めには、コ
タの整備の
ツに対する

機能との整
まで教育委
独断で⾏う
操作のアク
いてマーケ

教材コンテ
拠デジタル
ーマであっ
る教材コン
の進捗状況
が、そのう



 
 

 

えで、数
とが重要

教材コ
くまでも
ことはで
ツを跨ぎ

また、
的に集約
「いつ」
ため、児
から読み

そこで
際に授業
録データ

 

 

数ある教材
要となる。 
コンテンツ
も単⼀の教
できない。
ぎ検索でき
、現状の教
約する機能
」「誰が」
児童⽣徒が
み取ること
で本年度の
業にて使⽤
タを拡張し

コンテンツ

によっては
材コンテン
しかし、上
る仕組みが
育クラウド
を実装して
「どのコン
教材コンテ
は困難であ
実証では、
することに
、⽣徒の学

図 5-26 

ツの中から必

は、その中に
ンツの中にと
上述したよう
が必要となる
ドプラットフ
ているが、教
ンテンツを起
テンツを利⽤
ある。 

複数の教材
により得られ
学習進捗状況

教材コンテ

173 

必要な教材コ

に検索機能が
とどまり、複
うな教員のニ
る。 
フォームでは
教材コンテン
起動したか」
⽤した結果の

材コンテンツ
れる知⾒と課
況を共通仕様

テンツを横断

 

コンテンツを

が搭載されて
複数の教材
ニーズにこた

は様々な教材
ンツから取得
」という利⽤
の理解度や学

ツを横断的
課題を整理
様で保存で

断的に検索

を迅速かつ

ているが、
コンテンツ
たえるため

材コンテン
得できる共
⽤実績にと
学習進捗状

に検索でき
した。また
きる仕組み

する仕組み

つ適切に探し

検索可能な
ツを横断的に
めには、教材

ンツの利⽤実
共通的なデー
とどまってい
状況を学習記

きる仕組みを
た、取得でき
みを整えた。

み 

し出せるこ

な範囲はあ
に検索する
材コンテン

実績を⼀元
ータである
いる。その
記録データ

を整え、実
きる学習記

 



 
 

 

図 
 
実証の概

実
実
実

実

実

 
コンテン

5-27  学

概要を表 5-

表
実証対象 
実証⽇時 
実証⽅法 

実証項⽬ 

実証結果 

ンツ間デー

学習記録デー

-56 に⽰す

表 5-56 コ
京都府⽴
平成 28
複数教材
 メタ

索し
 学習

⼀元
通的

 2 つ
タを

 ⽣徒
る⼀

 「教
コン
「教
して

タ連携の実

ータを拡張し

。 

コンテンツ
⽴清明⾼等学

年 1 ⽉ 14
材コンテンツ
タデータの連
し、呼び出す
習記録データ
元的に蓄積。
的な仕様にて
つの教材コン
を連携させる
徒の理解度に
⼀⻫授業を⾏
教材コンテン
ンテンツの起
教材コンテン
て⼀元的に蓄

実証に使⽤し

174 

 

し学習進捗状

間データ連
学校（ICT
⽇ 4 時限⽬

ツを連携さ
連携：ある
す 
タの連携：複

その際に
て記録する
ンテンツの
ることに成功
に応じつつ
⾏うことがで
ンツの検索
起動」「教材
ンツの終了
蓄積すること

した教材コン

状況を共通

連携に関する
ドリームス
⽬（11:55〜
せた⼀⻫授
コンテンツ

複数のコン
、学習進捗

それぞれが
功した。 
も全員が意
できた。 
」「教材コ
材コンテン
」の各イベ
とに成功し

ンテンツは表

通仕様で保存

る実証の概要
クール校）

〜12:40） 
授業の実施 
ツから別のコ

ンテンツを利
捗や理解度な

が持つコンテ

意欲的、主体

ンテンツの
ンツにおける
ベントを学習

た。 

表 5-57 の

存できる仕組

要 
 

コンテンツを

利⽤した記録
などの情報を

テンツメタデ

体的に参加で

の配信」「教
る解答の提出
習記録データ

とおりであ

 

組み 

を検

録を
を共

デー

でき

教材
出」
タと

ある。 



 
 

 

コ

NPO

株 式
ト 

 
複数

テンツ
った。
検索で
るよう
でスク
索がで

スク

 
また

表 5-57 
ンテンツ提

者 
O 法⼈ ebo

式 会 社 コ ー

数の教材コン
ツメタデータ

まず、ebo
できる API を
うな仕組みを
クールタクト
できる仕組み
クールタクト

タイ
学年
教科
分野
単元
難易
出題
選択
問題
問題
サム

解答
⽇付

た、学習記録

教材コン
提供事業

oard e

ド タ ク ス

ンテンツを横
タにシステム
oard 側の改
を開発し、

を整えた。⼀
ト内の教材コ
みを実現した
トから eboa

表 5
項⽬ 

イトル 
年 
科 
野 
元名 
易度 
題形式 
択肢 
題⽂ 
題画像 
ムネイル 

答 
付 

録データにつ

ンテンツデー
教材コンテ

名
board 

スクールタク

横断的に検
ムがアクセ

改修として、
スクールタ

⼀⽅、スクー
コンテンツ
た。 
ard の API を

-58 主な

問題の
⼩１／
国語／
数と式
連⽴⽅
基礎／
⽳埋め
四択等
問題⽂
問題画
問題⼀
画像
解答 
問題作

ついては、
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ータ連携の実
テンツ



クト 

検索するため
セスできる必

教材コンテ
タクトから
ールタクト側
と eboard

を利⽤して

コンテンツ

のタイトル
／⼩２／…／
／数学／理科
式／関数／図
⽅程式（数学
／標準／応⽤
め／記述／四
等の場合の選
⽂（テキスト
画像 URL 
⼀覧などでわ

作成⽇、最終

従来の学習

実証に使⽤

eboard の
検索し利
する 
eboard 側
て、eboa
索、利⽤

めには、教材
必要がある。
テンツの外部
eboard 内の
側では画⾯

d 内の教材コ

連携する主

ツデータ連携
概要 

／中１／中２
科／… 
図形／統計
学の例） 
⽤ 
四択 
選択肢 
ト、HTML）

わかりやす

終更新⽇ 

習記録データ

した教材コ

連携仕様

のコンテン
⽤するため

側が提供する
rd の教材コ
する 

材コンテン
。そこで、
部からコン
の教材コン

⾯の改修を⾏
コンテンツ

主な項⽬につ

携項⽬ 

２／… 

（数学の例）

 

いサムネイ

タに加え、

ンテンツ 

様 

ンツを外部か
めの API を提

る API を利⽤
コンテンツを

ツの内容を
次のような

ンテンツメタ
ンテンツの検
⾏い、1 回の
ツの両⽅を横

ついて表 5-

） 

イル

「教材コン

から
提供

⽤し
を検

を⽰すコン
な改修を⾏
タデータを
検索ができ
の検索操作
横断的に検

58 に⽰す。

ンテンツの

 



 
 

 

検索」
答の提
⽣徒の

ebo
得する
は JSO
材コン
いる。

 
京都

⼈ 1 台
た。こ
トがリ
も可視
向き合

 

 
今回の実

れの持つ教
クールタク

「教材コン
提出」「教材
の学習履歴デ

ard および
るにあたり、
ON 形式の

ンテンツの配
 

都府⽴清明⾼
台のタブレ

このとき、教
リアルタイム
視化される仕
合う様⼦も⾒

実証では、
教材コンテ
クトの画⾯

ンテンツの配
材コンテンツ
データとして
スクールタ
そのフォー

汎⽤的なフ
配信」といっ

⾼等学校の実
ット端末を
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サービスに
成図や機器
ームと同様
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7.3.1 で

(1)校内サ

校内 
ICT 
環境 

外 部 ネ
ッ ト ワ
ーク 

データセ
アプリケ
ンツ 

設 計 ・
構築 

保 守 ・
運⽤ 

合計（
児童⽣

 

 

パターン別
で⽰したコス

サーバ利⽤型

項⽬ 

情報端末 

充電保管庫
電⼦⿊板 
校内サーバ
無線 LAN 
セキュリテ

アクセス回

インターネ
プロバイダ

センタ／機器
ケーション／

校内 ICT 機

センタシス
校内 ICT 機
センタシス
ヘルプデス

1 校／年・
⽣徒 1 ⼈／年

別の試算結果
ストの積算

型 

表 

庫 

バ等 

ティ対策 

回線 

ネット 
ダ 
器等 
／コンテ

機器 

ステム 
機器 
ステム 
スク 
千円） 

年・円 

 

果 

パターンご

7-3 校内

年間費⽤
1 校・千円

4,520

170
640
130
400
830
72

24

0
3,720

1,310

0
1,670

0
760

14,246
43,587

190 

ごとの試算結

内サーバ利⽤

円

0 標準的な
し、5 年

0 8 年償却
0 5 年償却
0 5 年償却
0 5 年償却
0 ウィルス
2 最⼤ 10

VPN 接続
4 学校から

を想定
0 校内サー
0 校内サー

／提⽰型
0 「平成 2

し た 協 働
（K131

0 校内サー
0 本体価格
0 サーバ／
0 2 席での
6  
7  

結果は以下の

⽤型の積算結

なタブレッ
年償却にて積
却にて積算
却にて積算
却にて積算
却にて積算
ス対策、フィ
00M のアク
続を想定 
ら 100M 帯

ーバ型のため
ーバによる
型コンテンツ
22 年度⻄⽇
働 教 育 の 推

1）」を参考
ーバ型のため
格⽐年間５%
／NW 機器等
のヘルプデス

の通り。 

結果 

備考 

ト PC（6.5
積算 

ィルタリン
クセス回線に

帯域保証のイ

めセンタシ
協働学習ア
ツの提供を

⽇本地域にお
推 進 に 関 す
考に 5 年利⽤
めセンタシ
%の保守費
等の保守、
スク対応を想

5 万円/1 台

ング等を想定
にてデータ

インターネ

システムなし
アプリ／個

を想定 
おける ICT

す る 調 査 研 究
⽤を想定し

システムなし
費が⽣じると

監視・運⽤
想定 

）と仮定

定 
センタへ

ット接続

し 
別学習型

を利活⽤
究 報 告 書
案分 

し 
と仮定 
⽤を想定 



 
 

 

(2)地域イ

校内
ICT 
環境 

外部 
ネ ッ ト
ワーク 

データセ

アプリケ
／コンテ

設 計 ・
構築 

保 守 ・
運⽤ 

合計（
児童⽣

 

イントラネッ

表 7-4

項⽬ 

情報端末 

充電保管庫
電⼦⿊板 
校内サーバ
無線 LAN 
セキュリテ

アクセス回

インターネ
プロバイダ

センタ／機器

ケーション 
テンツ 

校内 ICT 機

センタシス

校内 ICT 機
センタシス
ヘルプデス

1 校／年・
⽣徒 1 ⼈／年

ット／個別構

4 地域イン

庫 

バ等 

ティ対策 

回線 

ネット 
ダ 

器等 

機器 

ステム 

機器 
ステム 
スク 
千円） 

年・円 

 

構築システ

ントラネット
年間費⽤

1 校・千円

4,520

170
640
50

400
830
96

320

160

3,720

1,310

1,480

1,470
220
760

16,146
49,400

191 

テム利⽤型

ト／個別構築

円

0 
標準的な
し、5 年

0 8 年償却
0 5 年償却
0 5 年償却
0 5 年償却
0 ウィルス
6 最⼤ 10

VPN 接続
0 データセ

ット接続

0 
データセ
ワーク機

0 
校内サー
ムによる
を想定

0 「平成 2
し た 協 働
（p131

0 設計に S
し、5 年
⽉ x 2.

0 本体価格
0 サーバ／
0 2 席での
6  
0  

築システム

なタブレッ
年償却にて積
却にて積算
却にて積算
却にて積算
却にて積算
ス対策、フィ
00M のアク
続を想定 
センタから
続を想定 
センタにサー
機器設置を想
ーバによる協
る個別学習

22 年度⻄⽇
働 教 育 の 推
）」を参考
SE 稼働 3 ⼈
年利⽤を想定
5 ⼈⽉、SE

格⽐年間５%
／NW 機器等
のヘルプデス

利⽤型の積

備考 

ト PC（6.5
積算 

ィルタリン
クセス回線に

100M 帯域

ーバ 7 台、
想定し、5 年
協働学習ア
型／提⽰型

⽇本地域にお
推 進 に 関 す
考に 5 年利⽤
⼈⽉、構築
定し案分（
E：80 万／
%の保守費
等の保守、
スク対応を想

積算結果 

5 万円/1 台

ング等を想定
にてデータ

域保証のイ

ストレージ
年償却にて

アプリ、セン
型コンテン

おける ICT
す る 調 査 研 究
⽤を想定し案
に SE 稼働
上級 SE：
⽉ x 5.5 か

費が⽣じると
監視・運⽤
想定 

）と仮定

定 
センタへ

ンターネ

ジ、ネット
て積算 

タシステ
ツの提供

を利活⽤
究 報 告 書
案分 
5 ⼈⽉と

120 万／
か⽉） 
と仮定 
⽤を想定 



 
 

 

(3)地域イ

校内
ICT 
環境 

外部 
ネット
ワーク 

クラウド
※データ
アプリケ
ンツを統

設 計 ・
構築 

保 守 ・
運⽤ 

合計（
児童⽣

 

イントラネッ

表 7-5 

表項⽬ 

情報端末 

充電保管庫
電⼦⿊板 
校内サーバ
無線 LAN 
セキュリテ

アクセス回

インターネ
プロバイダ

ドサービス
タセンタ／機
ケーション／
統合 

校内 ICT 機

センタシス

校内 ICT 機

センタシス

ヘルプデス

1 校／年・
⽣徒 1 ⼈／年

ット／教育

地域イン

庫 

バ等 

ティ対策 

回線 

ネット 
ダ 
（SaaS） 
機器等／
／コンテ

機器 

ステム 

機器 

ステム 

スク 

千円） 
年・円 

 

クラウドプ

トラネット
年間費⽤

1 校・千円

2,560

170
640

0
400
830

96

320

2,900

750

600

750

40

190

10,246
31,348

192 

プラットフォ

ト／教育クラ

円

0 
廉価なタ
5 年償却

0 8 年償却
0 5 年償却
0 クラウド
0 5 年償却
0 ウィルス

6 
最⼤ 10
VPN 接続

0 
データセ
ット接続

0 
SaaS に
コンテン
ラットフ

0 
クラウド
市販タブ
（2,000

0 
センタシ
⽤のため
年利⽤を

0 本体価格

0 
個別構築
視、⼀部
る） 

0 
複数教育
想定 

6  
8  

ォーム利⽤型

ラウドプラッ

タブレット
却にて積算
却にて積算
却にて積算
ドサービス利
却にて積算
ス対策、フィ
00M のアク
続を想定 
センタから
続を想定 

にて協働学習
ンツを提供
フォーム機能

ド利⽤によ
ブレットの
0 円）とし
システムの⼀
めの設定と想
を想定し案分
格⽐年間５%
築の半分程度
部の運⽤作業

育委員会を

型 

ットフォーム

備考 

PC（3.5 万

利⽤のため

ィルタリン
クセス回線に

100M 帯域

習アプリ、個
し、⼀部機能
能で代替可

り簡易設定
初期設定代
、3 年利⽤
⼀部構築、ク
想定し、SE
分 
%の保守費
度の運⽤稼
業はクラウ

対応する共

ム利⽤型 

万円/1 台）と

め必要なしと

ング等を想定
にてデータ

域保証のイ

個別学習型
能は本事業

可能と想定 

定で⾏えるこ
代⾏サービ
を想定し案
クラウドサ

E 稼働 3 ⼈⽉

費が⽣じると
稼働と仮定（

ドサービス

共有ヘルプ

と仮定し、

と想定 

定 
センタへ

ンターネ

／提⽰型
開発のプ

ことから、
スの市価

案分 
ービス利

⽉とし、5

と仮定 
（保守・監

に含まれ

デスクを



 
 

 

(4)学校直

校内
ICT 
環境 

外部 
ネット
ワーク 

クラウド
※データ
アプリケ
ンツを統

設 計 ・
構築 

保 守 ・
運⽤ 

合計（
児童⽣

直接接続／教

表 7

項⽬ 

情報端末 

充電保管庫
電⼦⿊板 
校内サーバ
無線 LAN 
セキュリテ

アクセス回

インターネ
プロバイダ

ドサービス
タセンタ／機
ケーション／
統合 

校内 ICT 機

センタシス

校内 ICT 機

センタシス

ヘルプデス

1 校／年・
⽣徒 1 ⼈／年

教育クラウ

7-6 学校直

庫 

バ等 

ティ対策 

回線 

ネット 
ダ 
（SaaS） 
機器等／
／コンテ

機器 

ステム 

機器 

ステム 

スク 

千円） 
年・円 

ドプラット

直接接続／教
年間費⽤

1 校・千円

2,560

170
640

0
400
830

72

24

2,900

750

200

750

40

190

9,526
29,146

193 

トフォーム利

教育クラウ

円

0 
廉価なタ
5 年償却

0 8 年償却
0 5 年償却
0 クラウド
0 5 年償却
0 ウィルス

2 
最⼤ 10
VPN 接続

4 
学校から
を想定

0 
SaaS に
コンテン
ラットフ

0 
クラウド
市販タブ
（2,000

0 
クラウド
SE 稼働

0 本体価格

0 
個別構築
視、⼀部
る） 

0 
複数教育
想定 

6  
6  

利⽤型 

ドプラット

タブレット
却にて積算
却にて積算
却にて積算
ドサービス利
却にて積算
ス対策、フィ
00M のアク
続を想定 
ら 100M 帯

にて協働学習
ンツを提供
フォーム機能

ド利⽤によ
ブレットの
0 円）とし
ドサービス利

働 1 ⼈⽉とし
格⽐年間５%
築の半分程度
部の運⽤作業

育委員会を

フォーム利

備考 

PC（3.5 万

利⽤のため

ィルタリン
クセス回線に

帯域保証のイ

習アプリ、個
し、⼀部機能
能で代替可

り簡易設定
初期設定代
、3 年利⽤
利⽤のため

し、5 年利⽤
%の保守費
度の運⽤稼
業はクラウ

対応する共

利⽤型 

万円/1 台）と

め必要なしと

ング等を想定
にてデータ

インターネ

個別学習型
能は本事業

可能と想定 

定で⾏えるこ
代⾏サービ
を想定し案

め設定のみと
⽤を想定し案

費が⽣じると
稼働と仮定（

ドサービス

共有ヘルプ

と仮定し、

と想定 

定 
センタへ

ット接続

／提⽰型
開発のプ

ことから、
スの市価

案分 
と想定し、
案分 

と仮定 
（保守・監

に含まれ

デスクを



 
 

 

(5)情報端

校内
ICT 
環境 

外部ネッ
※アクセ
ネットプ
クラウド
※データ
アプリケ
ンツを統

設 計 ・
構築 

保 守 ・
運⽤ 

合計（
児童⽣

ICT7.3.4
ICT ⽀

るのか、
⽰すこと

端末直接接続

表 7-7

項⽬ 

情報端末 

充電保管庫
電⼦⿊板 
校内サーバ
無線 LAN 
セキュリテ

ットワーク 
セス回線／イ
プロバイダを
ドサービス
タセンタ／機
ケーション／
統合 

校内 ICT 機

センタシス

校内 ICT 機

センタシス

ヘルプデス

1 校／年・
⽣徒 1 ⼈／年

T ⽀援員費
⽀援員費⽤
、などによ
ととした。 

続／教育ク

7 情報端末

庫 

バ等 

ティ対策 

インター
を統合 
（SaaS） 
機器等／
／コンテ

機器 

ステム 

機器 

ステム 

スク 

千円） 
年・円 

費⽤ 

については
り要員数が

ラウドプラ

末直接接続／
年間費⽤

1 校・千円

3,210

170
640

0
0

830
520

2,900

750

200

870

40

190

10,320
31,575

は、各々の学
が増減するこ

194 

ラットフォー

／教育クラウ

円

0 
SIM フ
円/1 台

0 8 年償却
0 5 年償却
0 クラウド
0 5 年償却
0 ウィルス
0 1 ⼈⽉あ

0 
SaaS に
コンテン
ラットフ

0 
クラウド
市販タブ
（2,000

0 クラウド
SE 稼働

0 本体価格

0 
個別構築
視、⼀部
る） 

0 
複数教育
想定 

0  
5  

学校現場の状
ことが考えら

ーム利⽤型

ウドプラッ

リー対応の
）と仮定し

却にて積算
却にて積算
ドサービス利
却にて積算
ス対策、フィ
あたり 3GB

にて協働学習
ンツを提供
フォーム機能

ド利⽤によ
ブレットの
0 円）とし
ドサービス利

働 1 ⼈⽉とし
格⽐年間５%
築の半分程度
部の運⽤作業

育委員会を

状況や導⼊
られるため

トフォーム

備考 

廉価なタブ
し、5 年償却

利⽤のため

ィルタリン
程度の通信

習アプリ、個
し、⼀部機能
能で代替可

り簡易設定
初期設定代
、3 年利⽤
利⽤のため

し、5 年利⽤
%の保守費
度の運⽤稼
業はクラウ

対応する共

当初なのか
、以下の通

ム利⽤型 

ブレット PC
却にて積算 

め必要なしと

ング等を想定
信が発⽣する

個別学習型
能は本事業

可能と想定 

定で⾏えるこ
代⾏サービ
を想定し案

め設定のみと
⽤を想定し案

費が⽣じると
稼働と仮定（

ドサービス

共有ヘルプ

か、複数年運
通り別掲にて

C（4.5 万

と想定 

定 
ると想定 

／提⽰型
開発のプ

ことから、
スの市価

案分 
と想定し、
案分 

と仮定 
（保守・監

に含まれ

デスクを

運⽤してい
てコストを



 
 

 

項

年間
（1 校・

訪問
※40 万
 
積算パタ

荷や各々の
だと想定さ

 

 パ7.3.5
各々のパ

教育クラウ

 

⾼い 

⽬ 

費⽤ 
千円） 

頻度 
万円／⼈／⽉

ターン別で
の学校現場
される。 

パターンご
パターンの
ウドプラッ

表
1 校 1 名

常駐 

4

常駐 
⽉で積算 

は、学校現
の状況、シ

ごとの試算結
試算結果の
トフォーム

 

図 7-

 7-8  ICT
名が 

4,800 

週

現場のシステ
システム導⼊

結果⽐較
の⽐較は表 7
ムを利⽤する

学校現

1 パター

195 

T ⽀援員に
5 校 1 名で
巡回対応

9

週 1 回程度

テム運⽤負荷
⼊からの経過

 

7-9 の通りと
るモデルの⽅

現場の運⽤

ンごとの運

関するコス
で 10

巡

960 

度 2 週に

荷は図 7-1
過などを勘案

となった。従
⽅が、3〜4

負荷

運⽤負荷のイ

スト 
校 1 名で 

巡回対応 

48

に 1 回程度

と想定され
案し、ICT

従来の教育 I
4 割ほど低コ

イメージ 

ICT ⽀援

8 

度 な

れる。システ
⽀援員の配

ICT システム
コストとなっ

援員なし

0

なし 

テム運⽤負
配置が必要

ムに⽐べ、
った。 

低い



 
 

 

項⽬

校内 ICT
ネットワ

センタシス
／コンテ
設計・設
保守・運

合計

 今7.3.6
試算した

ル型のアプ
現時点での
と同程度に

また、今
ルの増加が
り正確な試
⽤したモデ

⽬ サ
利

T 環境 
ワーク 
ステム 

テンツ 
設定 
運⽤ 

計 1

今後の課題
たパターン
プリケーシ
の仮説では
に教育活動
今後はセル
が想定され
試算が可能
デルについ

表 

校内 
サーバ 
利⽤型 

地

6,690 
96 

3,720 

1,310 
2,430 

14,246 

題 

のうち、教
ョン／コン
あるが、フ
が⾏えるか
ラーモデル
る。必要な
となる。仮
ての実証が

7-9 パタ

地域ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ
個別構築
利⽤型 

6,61
41

3,88

2,79
2,45

16,146

教育クラウド
ンテンツを利

ルクラウド
か、課題の整
ルを活⽤した
な通信量、運
仮説としてセ
が有効ではな

196 

ターンごとの

ﾄ 地域ｲ
教育ｸﾗｳ

ﾌｫｰﾑ利
0 
6 

0 

0 
0 
6 

ドプラットフ
利⽤しない、
ドの環境での
整理などが必
た情報端末か
運⽤負荷の軽
セルラーモデ
ないかと考え

の試算⽐較結

ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ 
ｳﾄﾞﾌﾟﾗｯﾄ
利⽤型 

4,600 
416 

2,900 

1,350 
980 

10,246 

フォームを利
フルクラウ

の実証を重ね
必要だと考え
からのインタ
軽減に資す
デルと教育ク
えられる。

結果 

学校直接接
教育ｸﾗｳﾄﾞﾌ
ﾄﾌｫｰﾑ利⽤

4,

2,

9,

利⽤するモ
ウドの環境が
ね、従来型の
えられる。
ターネット
るかなどを
クラウドプ

接続
ﾌﾟﾗｯ

⽤型 

端末
教育
ｯﾄﾌｫ

,600 
96 

,900 

950 
980 

,526 

モデルは、イ
が前提とな
の教育 ICT
 

トへの直接接
を検証するこ
プラットフォ

末直接接続
育ｸﾗｳﾄﾞﾌﾟﾗ
ｫｰﾑ利⽤型

4,850 
520 

2,900 

950 
1,100 

10,320 

インストー
っている。

T システム

接続のモデ
ことで、よ
ォームを活



 
 

 

審議及8.

 評価8.1

本事業の
イダ、教育
成員とする

評価委員

清⽔
新井
五⼗
⼤島

尾島
⾦⼦
河合
栗⼭
⼩泉
⾼濱
⽥村

幡 

東原
三友
⽑利

 
昨年度の

〜第 7 回）

 

              
92 本年度

及び報告

価委員会 

の遂⾏にあ
育事業者、
る協議会を
員会の構成

⽒名 
⽔ 康敬 (委
井 成幸92 
⼗嵐 俊⼦ 
島 友⼦ 

島 正敏 
⼦ 郁容 
合 輝欣 
⼭ 健 
泉 ⼒⼀ 
濱 正伸 
村 恭久 

 容⼦ 

原 義訓 
友 仁志 
利 靖 

の実証事業
）した。 

               
度より参加 

 

たり、本事
通信事業者
設置・運営
員は表 8-1

表 8-1

委員⻑) 東京
株式
東京
⽇本
ドバ
岡
慶應
AS
株式
尚美
株式
上智
KD
ル
信州
早稲
茨城

にて 3 回の

 

             

事業をより効
者、クラウド
営し、本事業
1 に⽰すとお

評価委員会

京⼯業⼤学
式会社セー
京都⽇野市
本マイクロ
バイザー 
⼭県倉敷市
應義塾⼤学

SP・SaaS・
式会社学研
美学園⼤学
式会社こう
智⼤学 理⼯

DDI 株式会社
ープリーダ
州⼤学 教
稲⽥⼤学⼤
城県 つくば

の評価委員会
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効果的なもの
ド事業者、標
業の遂⾏に関
おりである

会構成員（五

学監事・名誉
ールスフォー
市⽴平⼭⼩学
ロソフト株式

市⽴豊洲⼩学
学 教授 
・クラウドコ
研ホールディ
学 芸術情報学

ゆう 花まる
⼯学部 情報
社 技術統括

ダー 
教育学部 附属
⼤学院 アジア
ば市教育局

会を開催し、

のとするため
標準化団体
関する重要事
。 

五⼗⾳順、敬
所属・役職

誉教授 
ース・ドット
学校 校⻑ 
式会社 技術

学校 校⻑ 

コンソーシア
ィングス 学
学部 情報表
るグループ

報理⼯学科
括本部 技術

属教育実践
ア太平洋研
総合教育研

、本年度の実

め、利⽤者
、教育関係
事項を諮り

敬称略） 
職 

トコム 執⾏

術統括室 プ

アム会⻑（
研教育総合

表現学科 教
プ 代表 

教授 
術開発本部 

総合センタ
究科 教授 

研究所 副所

実証事業で

者、コンテン
係団体、有識

評価を受け

⾏役員 

プリンシパル

（ASPIC） 
合研究所 所
教授 

技術戦略部

ター⻑・教授

所⻑ 

は 4 回開催

ンツプロバ
識者等を構
けた。 

ルア

所⻑ 

部 グ

授 

催（第 4 回



 
 

 

会議 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

第 7 回 

 

 成果8.2

教育情
や関係事

本年度
表会に加
表会では
による講
たと考え

 

開催

2015
5 ⽉ 19

2015
9 ⽉ 7

2015
12 ⽉ 1

2016
3 ⽉ 22

果発表会 

情報化の機運
事業者に対す
度は、「先導
加え、「総務
は、事業成果
講評等を実施
えられる。 

表 8-2
⽇ 

年 
9 ⽇ 

■
■

■

■

年 
7 ⽇ 

■
■

■

■
■

年 
16 ⽇ 

■
■

■

年 
2 ⽇ 

■
■

■

運を醸成す
する啓発を⾏
導的教育シ
務省 ICT ド
果の報告や
施した。昨

 

2 評価委員会

 第 3 回議
 平成 26

学習・教
 平成 27

学習・教
 平成 27

ける事業
 第 4 回議
 平成 27

学習・教
 コンテン

について
 ICT ドリ
 マーケッ
 第 5 回議
 平成 27

学習・教
 評価委員
 第 6 回議
 平成 27

学習・教
 平成 28

るため、実
⾏う成果発
ステム実証

ドリームスク
、実証地域
年度同様多
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会のスケジ

議事録（案）
年度「クラ

教育システム
年度「クラ

教育モデルに
年度「先導

業実施計画に
議事録（案）
年度「クラ

教育システム
ンツ及び教育
て 
リームスクー
ットプレイス
議事録（案）
年度「クラ

教育モデルに
員による視察
議事録（案）
年度「クラ

教育モデルに
年度事業の

実証研究の成
発表会を開催
証事業」及び
クール実践モ
域・ICT ドリ
多くの⽅が参

ュールと主
主な議

）について
ラウド等の最
ムに関する実
ラウド等の最
に関する実証
導的教育シス
について 
）について

ラウド等の最
ムに関する実
育クラウドプ

ール実証校の
スについて
）について

ラウド等の最
に関する実証
察結果の共有
）について

ラウド等の最
に関する実証
の進め⽅につ

成果を積極的
催した。 
び「先導的な
モデル」の成
リームスクー
参加し、本事

主な議題 
議題 

最先端情報通
実証」の振
最先端情報通
証」事業計
ステム実証事

最先端情報通
実証」中間
プラットフ

の実施計画

最先端情報通
証」進捗報
有について

最先端情報通
証」の事業
ついて 

的に周知す

な教育体制
成果発表会
ールの取り
事業の成果

通信技術を
り返り 
通信技術を
画について
事業」実証

通信技術を
報告につい
ォームの機

について 

通信技術を
告について
 

通信技術を
報告につい

すると共に、

構築事業」
会を実施した

組みの紹介
果の普及展開

活⽤した

活⽤した
て 

地域にお

活⽤した
いて 
機能追加

活⽤した
て 

活⽤した
いて 

教育現場

の成果発
た。成果発
介、有識者
開に貢献し



 
 

 

表 8-3

プ

 

 

プロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「先導的教育
⽇時 
場所 

参加者 

プログラム 

表 8-4

⽇時 
場所 

参加者 
ログラム 

育システム実
平成 28
ベルサー
170 名
1. 開会
2. 成果

① 

② 

3. 実証
① 

② 

③ 

4. 講評

4「総務省 I

平成 28
ベルサー
198 名
1. 開会
2. ICT

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

実証事業」
8 年 3 ⽉ 3 ⽇
ール新宿グラ
（主催者及び
会のあいさつ
果報告 

平成 27 年
平成 27 年

証 3 地域報告
福島県新地
東京都荒川
佐賀県実証

評 

CT ドリーム

8 年 3 ⽉ 3 ⽇
ール新宿グラ
（主催者及び
会のあいさつ
T ドリームス

遠隔相互交
デル（隠岐
NPO 法⼈
ル（NPO 法
特別⽀援児
教育モデル
学校や家庭
の実践モデ
学校と⺠間
の提供モデ
株式会社）
⽇本⼀⼩さ
⼤川村⽴⼤
デジタル教
の活⽤・流
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及び「先導
⽇（⽊）10
ランド コ
び発表者、
つ 

年度先導的教
年度先導的な
告 
地町実証報告
川区実証報告
証報告 

ムスクール

⽇（⽊）13
ランド コ
び発表者、
つ 
スクール実証
交流学習によ
岐國学習セン

⼈や⾃治体等
法⼈ eboar
児童⽣徒へ
ル（株式会社
庭の ICT 環境
デル（株式会
間教育機関連
デル（株式会

 
さな村の教育
⼤川⼩中学校
教科書・教材
流通モデル

導的な教育体
0:00〜12：
ンファレン
展⽰会出席

教育システム
な教育体制構

告 
告 

実践モデル

3:00〜17：
ンファレン
展⽰会出席

証報告 
よるアクテ
ンター） 
等の連携に
rd） 

への学校–保
社 LITALIC
境に依存し
会社 NTT ド
連携による
会社デジタ

育クラウド
校） 
材等の 2 次
（株式会社

体制構築事業
00 

ンスセンター
席者を含まず

ム実証事業 
構築事業  

ル」成果発表

30 
ンスセンター
席者を含まず

ィブラーニ

よる学習困

保護者–⺠間
CO） 
しないセルラ
ドコモ） 
効果的な教
ル・ナレッ

活⽤の取り

次利⽤による
インプレス

業」成果発

ー 
ず） 

 成果報告
 成果報告

表会概要 

ー 
ず） 

ニングの実践

困難者⽀援モ

間塾連携によ

ラーモデル端

教材・学習環
ッジ、トレッ

り組み（⾼知

る先⽣⾃作教
ス） 

発表会概要

告 
告 

践モ

モデ

よる

端末

環境
ッド

知県

教材



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

3. 講評
4. 併設

 

クラウドを
ーニングの
仮想世界技
り学習モデ
教育⽤ SN
校間連携モ
不登校や学
教育モデル

評 
設展⽰会 

ICT ドリー
ション、実
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を活⽤した新
の実践モデル
技術を活⽤
デル（⽇本マ
NS／協働学
モデル（奈良
学習に困難を
ル（シャープ

ームスクール
実証の様⼦

新聞づくり
ル（株式会
したプログ
マイクロソ
習ツールを
良⼥⼦⼤附
を抱える児
プ株式会社

ル実証事業
⼦、成果物等

を軸にした
社神⼾新聞
ラミングと
フト株式会

を活⽤した学
属中等教育
童⽣徒への
） 

業における利
等を展⽰。 

たアクティブ
聞社） 
と 3D ものづ
会社） 
学校家庭間、
育学校） 
のリメディア

利⽤アプリケ

ブラ

づく

、学

アル

ケー



 
 

 

おわり9.

 実証9.1

本年度
修・機能
 ID 管
 学習
 コミ
 教材
 共通
 コン
 コン
 学習
 学習

 
本年度

として、
 学習

でき
ット
分析

 教育
評価

 学習
つい

 コン
デー

 マー
つい
テム

 児童
や学
員会
ステ

 

りに 

証研究のま

度の調査・実
能の追加を実
管理機能 

習記録データ
ミュニケーシ
材共有機能 
通インタフェ
ンテンツ販売
ンテンツ情報
習記録データ
習記録データ

度は、「学習
以下の事項

習者が、多様
き、各⾃の学
トフォームの
析に係る要件
育クラウドプ
価を⾏った。
習記録データ
いて整理し、
ンテンツ管理
ータ形式と連
ーケットプレ
いて、教育ク
ムについて整
童⽣徒、教員
学校が管理で
会や学校がそ
テムの要件に

まとめ 

実証を⾏う
実施した。 

タ管理機能 
ションツール

ェース 
売機能 
報管理運⽤機
タ暗号化・復
タ匿名化機能

習者を中⼼
項を扱った
様な学習サ
学習記録デ
のアーキテク
件等を抽出
プラットフ

 
タをビッグデ

課題を抽出
理のメタデー
連携要件につ
レイスやク
クラウドプ
整理した。 
員等に割り当
できるよう
それらをア
について整理

ため、昨年

ル 

機能 
復号機能 
能 

とした教育
。 
ービスを多
ータを参照
クチャ、サ
・分析した
ォームの汎

データとし
出した。 
ータについ
ついて整理
ラウド上で
ラットフォ

当てた ID 等
、必要なシ
ウトソース
理した。 
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年度に開発さ

育クラウドプ

多様な端末か
照・活⽤でき
サービス連携

。 
汎⽤性及び拡

して活⽤する

て、学習指
理した。 
で提供する教
ォームを中⼼

等のユーザ
システムの要
スする場合に

された教育ク

プラットフォ

からシングル
きるために必
携のための

拡張性を検証

るための蓄積

指導要領など

教材コンテン
⼼とした将来

・認証管理
要件を整理す
に、システム

クラウドプ

ォームのあ

ルサインオ
必要となる
API、学習

証するため

積⽅法の検

どに沿ってデ

ンツ、既存
来のビジネ

システムに
することと
ムベンダが

プラットフォ

あり⽅に関す

オンで利⽤す
、教育クラ
記録データ

、評価委員

検証、及び活

データ項⽬を

存の外部サー
ネスモデルの

について、教
した。また

が容易に構築

ォームの改

する調査」

することが
ラウドプラ
タの蓄積・

員会による

活⽤⽅策に

を検討し、

ービス等に
のエコシス

教育委員会
た、教育委
築可能なシ



 
 

 

また、
った。 

【シス
 実証

的な
 ⼤量

いの
つい

 学校
なる

 不登
を整

 肢体
を対

 BYO
 マル
 ネッ
 教育

利活
新た
等を

【コンテ
 実証

況・
今後

 HTM
 教材

した
 学校

及び
【データ
 様々

デー
 蓄積

護に
 蓄積
 学習

「学校現場

ステム⾯】 
証校、ドリー
な利⽤状況・
量同時アクセ
のか、教育ク
いて整理した
校、家庭、校
る機能を整理
登校や障害等
整理した。 
体不⾃由や治
対⾯ヒアリン
OD 環境を⾒
ルチ OS、マ
ットワークへ
育 ICT ソリュ
活⽤モデル、
たなビジネス
を検討した。
テンツ⾯】 
証校、ドリー

結果を評価
後実装する教
ML5 による

材コンテンツ
た。 
校内等で⾃由
び教材コンテ
タ⾯】 
々な者が提供
ータ連携を検
積された学習
に配慮しなが
積されたデー
習記録データ

場での教育

ームスクール
・結果を評価
セスなど⼤規
クラウドプ
た。 
校外学習等様
理した。 
等、学習に

治療により登
ング等で確認
⾒据えた検証

マルチブラウ
への接続速度
ューション

様々な学習
スや持続可能

 

ームスクール
価、分析し、
教材コンテン

る教材コンテ
ツにおける共

由に利⽤でき
テンツの共有

供する多様な
検討・実施
習記録データ
がら⼀元的に
ータに対して
タのクラウ

ICT システ

ル、検証協
価、分析し
規模かつ多
ラットフォ

様々なロケ

困難を有す

登校が困難
認し整理し
証を実施し

ウザ環境での
度を可変と
を API 連携
習資源を IC
能な事業モ

ル、検証協⼒
、HTML5
ンツについ

テンツを作成
共通インタ

きる教材や
有・流通が

な種別の教
し、データ
タを、暗号
に蓄積する
て、昨年度
ド間連携に
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テムのあり⽅

協⼒校におけ
、必要とな

多様な環境で
ォームのスケ

ケーションで

する児童⽣徒

難な児童⽣徒
た。 
、BYOD 運

の運⽤を実施
し、最低限

携などにより
CT でつなげ
デル、教育

⼒校における
によって作
て整理した

成した教材作
タフェースと

素材を提供
が促進される

教材コンテン
連携の仕⽅

号化機能を実
仕組みを検
の実証成果

について検討

⽅に関する実

ける教育クラ
なる機能を整
での運⽤時に
ケーラビリテ

での学習を実

徒の学習を実

徒の学習を実

⽤時に必要
施し、その

限必要となる
り提供し、多
げることに

育 ICT ソリ

る HTML5
作られた教材
た。 
作成者のノ

として要求さ

供するなど、
るような仕組

ンツと教育ク
⽅について課
実装する等、
検討、構築し
果を踏まえて
討・実施し、

実証」とし

ラウドプラ
整理した。 
にボトルネ
ティ等を検

実施し、そ

実施し、課

実施し、課

要となる機能
の課題、要件
る回線帯域を
多様な主体
よって実現
ューション

による教材
材コンテンツ

ウハウ、知
される機能

教員の教材
組みについて

クラウドプ
課題を整理し
、個⼈名及
し評価した。
て、分析を実
、データ連

して、以下の

ットフォー

ネックとなる
検証し、その

の時の課題

課題、必要と

課題、必要と

能・要件を整
件を整理した
を整理した

体の参画によ
現可能性が⾒
ンの海外展開

材コンテンツ
ツの利⽤傾

知⾒を改めて
・要件を整

材コンテンツ
て整理・検

プラットフォ
した。 

及び学校名の
。 
実施した。

連携の仕⽅に

の事項を扱

ームの⽇常

るものはな
の対応策に

題、必要と

となる機能

となる機能

整理した。
た。 
。 

よる将来の
⾒込まれる
開の可能性

ツの利⽤状
向等から、

て整理した。
整理し実証

ツの⾃作、
証した。

ォームとの

の⼗分な保

 
について課

 



 
 

 

題を
これ

 教育
る評
うる

 教育
こと
習に
利⽤
から

 追加
が、
ある

 学習
で有

 実⽤
 ⾃作

員か
務で

 マー
態に
らな

 教材
⼀⽅
滑に
育ク
切な

 コス
する
ーム
い、
しい

 本年9.2

本年度
られる課
度の改正

を整理した。
れらの調査
育クラウドプ
評価結果やマ
るものと考え
育クラウドプ
とができる点
に困難を有す
⽤傾向として
らも裏付けら
加したコミュ

その意図や
る。 
習記録データ
有⽤なデータ
⽤化のために
作教材コンテ
からの期待も
であることが
ーケットプレ
にはそぐわな
なる調査と改
材コンテンツ
⽅で、教材コ
に進むために
クラウドプラ
な⼯夫が求め
スト的には、
るモデルの⽅
ムを利⽤する

フルクラウ
い。 

年度に抽出

度の実証にて
課題、②中⻑
正等が必要と

 
・実証の結果
プラットフ
マルチ OS・
えられる。 
プラットフ
点、遠隔か
する児童⽣徒
て、⾃⾝の
られる。 
ュニケーシ
や期待され

タの蓄積や利
タ分析の⽅針
には、まだ不
テンツの共有
も⼤きく、
が確認できた
レイス機能
ない可能性が
改善が必要で
ツの HTML5
コンテンツ
に必要な前提
ラットフォ
められる。 

従来の教育
⽅が、3〜4
るモデルは
ウドの環境が

出した課題の

て抽出した
⻑期的もし
と考えられ

果から、以
ォームは、
マルチブラ

ォームは、
ら授業の様
徒に有⽤と
学年ではな

ョンツール
る役割が現

利活⽤、連
針等が明確
不⾜してい
有機能につ
改善すべき
た。 
については
があること
である。 
5 化において
の充実につ
提条件であ
ームへの参

育 ICT シス
割ほど低コ
、インスト
が前提であ

の整理 

各課題につ
くは他の観
る課題、の
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以下の点が導
学校、家庭

ラウザの評価

⾃分に必要
様⼦を把握で
との意⾒が得
ない内容の教

ルなどの機能
現場に理解さ

連携等につい
にはなって
る要素が多

ついては、ま
き点も明確化

は、当初想定
とが確認され

て、コンテン
ついては、教
ある。したが
参加がビジネ

ステムに⽐べ
コストのモデ
トール型のア
あり、今後は

ついて、①来
観点での検討
の 3 種類に分

導出される。
庭、校外学習
価結果から

要な内容につ
できる点など
得られた。特
教材コンテン

能は必ずしも
されれば、相

いては、技術
ておらず、さ
多く、さらな
まだ広範に活
化された。ま

定していたモ
れた。したが

ンツプロバイ
教育クラウ
がって、コン
ネス的に魅⼒

べ、教育ク
デルとなっ
アプリケーシ
はそうした環

来年度の実証
討・対応が妥
分類した。

 
習等様々な
⾒て、学校

ついて⾃分
どが、不登
特に前者は
ンツが多く

も⾼い評価
相応の評価

術的には可
さらなる調査
なる検討と実
活⽤された
また、著作

モデルでは
がって、実

イダの負担
ドプラット
ンテンツプ
⼒のある仕

ラウドプラ
た。教育ク
ション／コ
環境での実

証にて検討
妥当と考え

なロケーショ
校現場での利

分のペースで
登校や障害等
は、教材コン

利⽤されて

価を得たわけ
価が得られる

能だが、特
査実証が必要
実証が必要
わけではな

作権に関する

は学校現場に
利⽤のため

担は決して少
フォームの

プロバイダに
仕組みである

ラットフォー
クラウドプラ

ンテンツを
証も⾏うこ

討・対応が可
えられる課題

ョンにおけ
利⽤に耐え

で取り組む
等により学
ンテンツの
ていること

けではない
る可能性が

特に利⽤⾯
要である。
である。

ないが、教
る整備も急

における実
めには、さ

少なくない。
の⾃⾛が円
にとって教
るよう、適

ームを利⽤
ラットフォ
を利⽤しな
ことが望ま

可能と考え
題、③法制



 
 

 

(1)来年度

表
章 

4.6 

5.5 

5.9 

 

章 

4.2 

5.14 

 

 

度の実証にて

表 9-1 来年

 本年度
4 ⽉・
来年度

 コミュ
能につ
などを
る。 

 ⼀部の
存在し
する問

表 

 システ
ムでは
品質を
がある

 教材共
⾏って

 マーケ
計画の
の領域
する必

て検討・対応

年度実証にお

度の実証で
・5 ⽉の教育
度の ID 切り
ュニケーシ
ついて、効
を研修で伝

の端末では
したため、
問題である

9-2 来年度

テムの汎⽤
は対応でき
を定義し、
る。 
共有機能に
ていくことが
ケットプレ
の⽴案と承
域において
必要がある

 

応が可能と

おける実施

は児童⽣徒
育クラウドプ
り替え作業を
ョンツール
果的と想定
えるなど、

⾳声や動画
教材コンテ
のか、とい

度実証の深

性や拡張性
ていない部
運⽤⾯も考

関し、教材
が今後の課
イス機能に
認、保護者
誰がどのよ
。 
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と考えられる

施・運⽤上の
課題

徒の進級・進学
プラットフ
を前倒しし

ルの拡張など
定される利⽤

これまで以

画の再⽣や表
テンツ側の問
いった切り分

深耕により解
課題

性の要件に関
部分について
考慮したうえ

材を共有しや
課題である。
について、予
者への説明、
ような責任を

る課題 

の⼯夫で対応
題概要 
学に伴う ID
ォームの利
て対応する

ど、本年度
⽤⽅法や、実
以上に能動

表⽰レイア
問題である
分けを継続し

解決可能と考
題概要 
関し、現状
て、現実的
えで最低限発

やすい環境
 

予算の確保
教員に対

を持って実施

応可能と考え

D の切り替え
利⽤が進まな
る必要がある

の実証にて
実証によっ
的な⽀援を

ウトに問題
のか、タブ
して実施する

考えられる課

の教育クラ
に要求され
発⽣するコ

の整備と、

、教材コン
する啓発や
施するのが

えられる課

え作業に時
なかった点を
る。 
て追加開発を
って得られた
を⾏うことが

題が⾒られる
ブレット端末

る必要があ

課題 

ラウドプラッ
れるサービス
コストを算出

継続的な普

ンテンツの調
や普及など、
が望ましいの

課題 

間を要し、
を踏まえ、

を⾏った機
た成功事例
が求められ

るケースが
末側に依存

ある。 

ットフォー
スレベルと
出する必要

普及啓発を

調達、学習
それぞれ

のかを検討



 
 

 

(2)中⻑期

表
章 

4.1 

4.3 

4.4 

4.6 

5.2 

5.3 

5.4 

5.6 

期的もしくは

表 9-3 中

 教育ク
状の教
づけて

 学習記
 ⽇本
 学習

 コンテ
プラッ
充実」
ついて

 ID 等
装が必
 認証
 校務
 保

 児童⽣
し、学
が求め

 教材コ
検討が

 不登校
の対応
 取

ハ
 ベス

カ
 IC

 肢体不
下記の
 病
 前

 
 

は他の観点

中⻑期的もし

クラウドプ
教育クラウ
ていくことが
記録データを
本国内のコ
習記録デー

テンツメタデ
ットフォーム

「汎⽤的に
ての対応が求
ユーザ・認

必要となる。
証⽅式の改
務システム
護者⽤ ID の
⽣徒が夜間
学校単位でシ
められる。 
コンテンツの
が必要である
校の児童⽣徒
応が求められ
り組みを⻑
ウやベスト
ストプラク
ウンセラー

CT 環境を活
不⾃由の児童
の対応が求め
室からも安

前籍校と授業

での検討・

しくは他の観

ラットフォ
ドプラット
が求められ
をビッグデ
ンテンツプ
タの活⽤⽅

データの普
ム及び教材
に使⽤可能
求められる

認証管理シス
。 

改善（ID・パ
ムとの連携

の管理⽅法
に教育クラ
システムの

の契約期間
る。 
徒による教
れる。 

⻑期的に継続
トプラクティ
クティスを蓄
ーと共有でき
活⽤した家庭
童⽣徒によ
められる。

安全かつ安定
業進度などの
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対応が妥当

観点での検討
課題

ォームのある
トフォームと

る。 
ータとして

プロバイダに
⽅策の検討

及に関し、
コンテンツ
なアプリケ
。 

ステムの改善

パスワード認

 
ラウドプラ

の利⽤可能時

間と割り当て

教育クラウド

続しその効果
ィス蓄積 
蓄積し、同様
きる仕組み
庭との密接な

よる教育クラ
 

定的に接続可
の情報共有や

当と考えられ

討・対応が
題概要 
るべき姿と
との間のギャ

て活⽤する上
における学習

LOM を利⽤
ツの増加」
ケーションプ

善にあたり

認証からの

ットフォー
時間帯を制限

ての単位をど

ドプラットフ

果を測定す

様の課題や

なコミュニ
ラウドプラッ

可能な無線ネ
や交流活動

れる課題 

妥当と考え

して取りま
ャップを埋

上で、下記の
習記録デー

⽤する場合
「LOM に関
プロファイル

、下記の事

脱却） 

ームを利⽤
限するよう

どのように

フォームの

ることによ

困難を抱え

ケーション
ットフォー

ネットワー
を実施する

えられる課題

まとめた標準
埋め、あるべ

の対応が必
タの標準化

、「LOM に
関する⽇本語
ルの作成」

事項に関する

している状
な機能の検

するべきか

の利⽤に関し

よる、より有

えている教員

ン 
ムの利⽤に

ク技術の確
る体制の構築

題 

準仕様と現
べき姿に近

要となる。
化と充実化

に準拠した
語の情報の
の 3 点に

る検討・実

状況を考慮
検討・実装

かについて

して、下記

有益なノウ

員・職員・

に関して、

確⽴ 
築 



 
 

 

章 

5.7 

5.12 

5.13 

5.14 

5.15 

5.16 

 
 

 

 各家庭
り、下
 端末
 端末
 教員

 HTML
 教材
 利⽤

 共通イ
機能の
る。 

 教材コ
の標準

 教材コ
 コ
 教材

 教育ク
て、脅
られる

 児童⽣
充が求

 問題の
法を検
積する

庭の端末を
下記事項の検
末の所有に
末に関する
員における
L5 による教
材コンテン
⽤者側の理
インタフェ
の定義と、既

コンテンツの
準化や整備が
コンテンツ間
ンテンツメ
材コンテン
クラウドプ
脅威・脆弱性
る。 
⽣徒の理解度
求められる。
の出題⽅法や
検討し、共通
ることが求め

 

学校に持ち
検討・対応
関する公平
セキュリテ
運⽤負荷に

教材コンテン
ンツの開発・
理解促進や環

ースについ
既存の教材

の著作権に
が必要であ
間のデータ
タデータの

ンツ間データ
ラットフォ
性・リスク

度も把握し
。 
や難易度、
通的に取得
められる。
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課題
ち込み授業を

が必要とな
平性の課題の
ティの担保お
に関する課題
ンツの普及

保守⽣産性
環境改善 
いて、コンテ
材コンテンツ

に関し、教材
る。 
連携につい

の標準化と充
タ連携の⽅式
ォームにお

クの分析とそ

したいという

問題同⼠の
得できる部分

 

題概要 
を⾏う BYO

なる。 
の解消 
および運⽤管
題の解消 
にあたり、
性の向上 

テンツプロバ
ツを損なわな

材や素材に付

いて、下記の
充実 
式の標準化
ける学習記

それに対する

う教員の要望

の関係性など
分を教育クラ

OD を本格

管理に関す

下記課題の

バイダおよ
ない実装⽅

付与する書

の検討・対応

記録データの
る対策の検

望のため、

どから学習
ラウドプラ

的に実施す

する課題の解

の検討が必要

よび教育現場
⽅式の検討が

書誌情報・メ

応が必要で

の安全な蓄
検討を⾏うこ

学習記録デ

理解度を導
ットフォー

するにあた

解消 

要である。

場が求める
が必要であ

メタデータ

ある。 

蓄積に関し
ことが求め

データの拡

導出する⽅
ームにて蓄



 
 

 

(3)法令等

章 

4.4 

4.5 

5.14 

 

 

等への対応な

 コンテ
代表さ
導要領

 教育ク
テムに
 デ

• 

 デ
• 

 法令
• 

 ビ
 国や⾃
 教材コ

のステ
な対価

などが必要

表 9-4 

テンツメタデ
されるような
領に持たせる
クラウドプ
について、下
ータ管理の

蓄積され
還元⽅法

ータ利活⽤
⺠間企業

令との整合
⾃治体の

ジネス⾯で
⾃治体が本⼈
コンテンツの
テークホルダ
価の⽀払いを

 

と考えられ

法制度の改

データの普
な、教材コ
る必要があ
ラットフォ
下記事項の

のあり⽅ 
たデータの
の検討 

⽤のあり⽅
におけるデ

合性（個⼈情
法令や教育

での利活⽤に
⼈の同意の
の著作権に
ダーにおけ
を可能とす

207 

れる課題 

改正等が必要
課題

及に関し、
ンテンツの
る。 

ォームを中⼼
検討や法令

の所有権、蓄

データ利活⽤
情報保護条例
育委員会のセ
に向けた進め

元に取得す
に関し、デジ
ける共通認識

るインフラ

要と考えら
題概要 
LOM を利⽤

の内容を⽰す

⼼とした将来
令等への対応

蓄積すべきデ

⽤についての
例やセキュ
セキュリティ
め⽅ 

すべきデータ
ジタルの教材
識と、教材コ
ラの構築が必

れる課題 

⽤しない場
す標準的な

来のビジネ
応が必要であ

データの内容

の領域制限や
リティポリ
ィポリシーへ

タ範囲やスキ
材コンテン
コンテンツ
必要である。

場合、⽶国の
指標（ID）

ネスモデルの
ある。 

容、保管場

やルールの
シー） 
への準拠 

キームの検
ンツに関連す

や素材の提
。 

の CCSS に
を学習指

のエコシス

所・形式、

の策定 

討 
するすべて
提供と適正
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Appendi

Appendix

授業実

学年

児童⽣

ICT ⽀

実施形

使⽤コ

 

授業内容 

① 宿泊
② 校内
③ 宿泊
④ 宿泊

 
 
 
 
 
 
  
 

 
 

 

ix  

ix １福島

x 1-1 新地

実施⽇時 

・教科（単

⽣徒数 

⽀援員数 

形態 

コンテンツ

泊先：5 年⽣
内 ：4 年⽣
泊先：5 年⽣
泊⼆⽇⽬も①

県新地町実

地町⽴福⽥⼩

元） 

 

⽣がスクール
⽣が閲覧し、
⽣が 4 年⽣の
①〜③を実施

 

 

実証実施報

⼩学校 

平成

5 年

18

 1

校外

スク

ルタクトに宿
「いいね」

の質問等に
施した。 
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報告 

成 28 年 1

年⽣ 総合

8 名 

名 

外学習 

クールタク

宿泊学習の
」を付けた
回答する。

⽉ 27〜29

（宿泊学習

クト 

の内容や感想
たりコメント

 

⽇ 

習） 

想をアップす
トや質問を投

する。（写真
投稿したりす

真含む） 
する。 



 
 

 

Appendix

授業実施

学年・教

児童⽣徒

ICT ⽀援

実施形態

使⽤コン

 

授業内容 

 担任教
⽀援員

 児童た
布済み

 翌⽇授
解を深

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

x 1-2 新地

施⽇時 

教科（単元）

徒数 

援員数 

態 

ンテンツ 

教諭が作成
員が録画し、
たちは家庭学
みの問題に取
授業内で電⼦
深めあう。 

地町⽴新地⼩

） 

した算数資
、持ち帰り
学習でその
取り組む。
⼦⿊板に⽣

 

⼩学校実証

平成 27

６年２組

２０名

２名 

反転学習

スクール

料（パワー
時の課題と

の動画を視聴
（学習内容
徒たちの課
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実施報告

年 11 ⽉ 27

組（算数）

習 

ルタクト 

ポイント）
として（Dro
聴、マイポー
容はクラウド
課題を表⽰し

7 ⽇ 

に説明を加
opBox）に保
ータルにログ
ド上で確認、
し、説明を補

加えながら操
保存。 
グインしス
、指⽰する
補⾜したり

操作、その場

スクールタク
こともでき
⾔い換えた

場⾯を ICT

クト上で配
きる） 
たりし、理



 
 

 

Appendix

授業実

学年

児童⽣

ICT ⽀

実施形

使⽤コ

 

授業内容 

① 駒
親

② ニ
③ 聞
④ 駒

と

 

x 1-3 新地

実施⽇時 

・教科（単

⽣徒数 

⽀援員数 

形態 

コンテンツ

駒ケ嶺⼩学校
親⼦をスカイ
ニュージーラ
聞いた事やわ
駒ケ嶺⼩学校
とに質問や意

地町⽴駒ケ嶺

元） 

 

校 6 年⽣は
イプ（テレ
ランドについ
わかった事を
校の児童は教
意⾒交流を⾏

 

嶺⼩学校実証

平成 2

6 年・

26 名

1 名 

遠隔学

スクー

ニュージー
ビ通話シス
いて調べた
をスクール
教育、⽂化
⾏った。 

210 

証実施報告

27 年 11 ⽉

総合学習

学習（協働学

ールタクト

ーランドにい
ステム）で繋

ことをスク
ルタクトにま

、産業、⾷

 

告 

18 ⽇ 

学習） 

いる⾃転⾞旅
繋ぎ交流した
クールタクト
まとめ、お互
⾷事などグル

旅⼈の⻄川さ
た。 
トに記⼊し質
互いにコメン
ループごとに

さん、タミー

質問を共有
ント書き込
に調べた内容

ーさん

した。
んだ。
容をも



 
 

 

Appendix

授業実

学年・

児童⽣

ICT ⽀

実施形

使⽤コ

 
授業内容

１
ルタ

 

 

 
※画像は、

様⼦。 
 

 

x 1-4 新地

実施⽇時 

・教科（単元

⽣徒数 

⽀援員数 

形態 

コンテンツ 

容 

学年のタブ
タクトを使⽤

、ＩＣＴ⽀

地町⽴尚英中

元） 

ブレット端末
⽤し社会の

援員による

 

中学校実証

平成 2

1 年社

28 名

1 名 

持ち帰

スクー

末持ち帰り学
事前学習を

る ChromeB

211 

実施報告

27 年 11 ⽉

社会 

帰り学習 

ールタクト

学習として
を⾏わせた。

 

Book を配布

27 ⽇ 

ChromeB
 

布している様

ook を持ち

様⼦と事前

ち帰らせ、ス

前課題に対す

スクー

する取組の



 
 

 

Appendi

Appendix

授業実

学年

児童⽣

ICT ⽀

実施形

使⽤コ

 

授業内容 

【学
もの
とか
 
① 

⽔
② 

タ
想

 
協働学習で

 

 

ix 2 東京都

x 2-1 東京

実施⽇時 

・教科（単

⽣徒数 

⽀援員数 

形態 

コンテンツ

学習のめあ
ののとけ⽅
かしたもの

＜本時の課
⽔からホウ
＜協働学習

「ろ液の中
タブレット
想をたて発

で利⽤して

都荒川区実

京都荒川区⽴

元） 

 

て】 
 
の取り出し

課題説明＞ 
酸をとりの

習＞ 
のホウ酸を
を使⽤して
表する。 

いる場⾯ 

 

実証実施報

⽴第三峡⽥⼩

平成 2

5 年 1

22 名

1 名 

遠隔学

テック

し⽅ 

のぞこう 

を確かめるに
て班で話し合

212 

報告 

⼩学校実証

28 年 2 ⽉ 4

組 理科

学習（協働学

クキャンパス

にはどうした
合い、みんな

証実施報告

4 ⽇ 

学習） 

ス 

たらいいだ
なの意⾒を

ろう」 
聞いて書きき込んでいくく。予



 
 

 

Appendix

授業実

学年

児童⽣

ICT ⽀

実施形

使⽤コ

 

授業内容 

【学習
他の
ツを

① ＜

算数

 

 
 

 

x 2-2 東京

実施⽇時 

・教科（単

⽣徒数 

⽀援員数 

形態 

コンテンツ

習のめあて】
の宿題との時
を使⽤して⾏

＜個の学習＞

数の計算ドリ

タブレット

京都荒川区⽴

元） 

 

】 
時間の調整
⾏う。 

＞ 

リルを繰り返

 

ト持ち帰りの

⽴尾久⼩学校

平成 2

4 年 1

30 名

1 名 

持ち帰

算数基

をしながら

返し⾏うこ

の様⼦ 

213 

校実証実施

27 年 10 ⽉

組 算数

帰り学習 

基礎固め、ポ

ら算数の計算

とで、理解

施報告 

22 ⽇ 

ポケタッチ

算の復習をマ

解の定着を図

担任の先⽣

マイポータル

図る。 

⽣によるログ

ルのコンテ

グ確認の様⼦

テン 

⼦ 



 
 

 

Appendix

授業実

学年

児童⽣

ICT ⽀

実施形

使⽤コ

 

授業内容 

学習の
★⾒
★⾒
①＜

清
各

②＜
 ⾒
て

③＜
ク

 
 

 

x 2-3 東京

実施⽇時 

・教科（単

⽣徒数 

⽀援員数 

形態 

コンテンツ

のめあて 
⾒学する場所
⾒学した結果
＜事前学習
清⾥につい
各班でもま
＜個の学習
⾒学の先々

て撮影 
＜事後学習
クラス全体

京都荒川区⽴

元） 

 

所を事前に調
果をまとめる
＞ 
て、様々な
とめておく
＞ 
で発表資料

＞ 
で発表し合

 

⽴第⼆⽇暮⾥

平成 2

5 学年

25 名

なし

校外学

ニュー

調べる  
る  

な⾓度から事
 

料の素材にな

合い、清⾥移

214 

⾥⼩学校

27 年９⽉ 7

年・清⾥移動

学習 

ーワイド学習

事前に情報を

なるような写

移動教室の振

7 ⽇〜9 ⽇

動教室  

習百科事典、

を収集 

写真をタブ

振り返りを

、ポケタッ

レットのカ

実施 

チ 

カメラ機能をを使っ



 
 

 

Appendix

授業実

学年

児童⽣

ICT ⽀

実施形

使⽤コ

 

授業内容 

○本時
これ
要素

○学習
①ご

追
②個

関
深

 

 

 

x 2-4 東京

実施⽇時 

・教科（単

⽣徒数 

⽀援員数 

形態 

コンテンツ

時のねらい
れまでの⽇本
素の分析を通
習の流れ 
ご当地ゆるキ
追究する。 
個々⼈で調べ
関係認識へと
深める。 

京都荒川区⽴

元） 

 

 
本の諸地域
通して、各

キャラの分

べた内容を
と変化し、

 

⽴諏訪台中

平成 2

2 年

27 名

2 名 

校内学

テック

域の学習で得
地域の特⾊

析を⾏う際

班員と共有
さらに地域

215 

学校実証実

27 年 11 ⽉

社会 ⽇本

学習 

クキャンパス

得た知識を活
⾊を捉えるこ

際に、これま

有することで
域の特⾊を読

実施報告 

26 ⽇ 

本の諸地域

ス 

活⽤し、ご
ことができる

までの学習で

で、1 つ 1
読み取ろうと

当地ゆるキ
る。 

で得た知識を

つの事実認
とすることで

キャラの地理

を活⽤しな

認識から、複
で、考えを

理的な

がら、

複数の
広げ、
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Appendix

授業実

学年

児童⽣

ICT ⽀

実証項

使⽤コ

 

授業内容 

＜授業
「教

＜導⼊
デジ

体提⽰
あるか
＜展開

タブ
ていく
に気づ
に発表
る「資
＜まと

本時

 
 
 
 
 
 
 

 

ix 3 佐賀県

x 3-1 武雄

実施⽇時 

・教科（単

⽣徒数 

⽀援員 

項⽬ 

コンテンツ

業準備＞ 
教材ばる〜
⼊＞ 
ジタル教材
⽰する。戦
かを考える
開＞ 
ブレット端末
く（時間軸
づいたこと
表する。細
資料のまと
とめ＞ 
時の感想を

県実証実施

雄市⽴北⽅⼩

元） 

 

ん」にログ

「資料のま
時中・終戦
。 

末で「資料
：戦時中・
をワークシ
かい部分に
め⽅」の写

ワークシー

施報告 

⼩学校実証

平成 2

6 年

40 名

1 名 

校内学

デジタ

グインする。

まとめ⽅」
戦直後の合計

料のまとめ⽅
終戦直後／

シートにまと
についての気
写真を拡⼤提

ートに書き込

216 

報告書 

27 年 12 ⽉

社会（新し

学習  

タル教材「資

 

（以後，「資
計 6 枚の写真

⽅」を開き、
／場⾯：学習
とめる。結果
気づきが出た
提⽰して，全

込む。 

16 ⽇ 

しい⽇本への

資料のまとめ

資料のまと
真を⾒て、

今まで出て
習・⾷事・
果は、グル
た場合は、
全体で共有

のあゆみ） 

め⽅」（教

め⽅」）を
それぞれど

てきた 6 枚
労働）。そ
ープで話し
電⼦⿊板に
していく。

材ばる〜ん

を電⼦⿊板に
どのような場

枚の写真を分
その後、場⾯
し合った後、
に全体提⽰し

 

ん） 

にて全
場⾯で

分類し
⾯ごと

全体
してい



 
 

 

Appendix

授業実

学年

児童⽣

ICT ⽀

実施項

使⽤コ

 

授業内容 

【事前
求
る

【本時
・既習
・⼩テ
・ブー
・課題
 個⼈
（ICT

で
 電⼦
・発展
・電⼦
・本時

 
 

 

x 3-2 武雄

実施⽇時 

・教科（単

⽣徒数 

⽀援員数 

項⽬ 

コンテンツ

前】スマイ
求める⽅法が
る。 
時】 
習内容の確
テストの結
ーメラン型
題に取り組
⼈で考える
T 機器、ホ

でまとめさせ
⼦⿊板を使
展的課題に
⼦⿊板を使
時の内容を

雄市⽴北⽅中

元） 

 

ル学習の動
が他にないか

認。 
果を⾒せ、
のくぼんだ
む。 
。 

ホワイトボー
せる） 
い、全体で
取り組む。
い、全体で
振り返る。

 

中学校実証

平成 2

２年・

２９名

１名

協働学

スクー

動画を⾒て、
かを考え、ス

本時の課題
だ⾓の⼤きさ

ード、紙のワ

で求め⽅を共
 

で求め⽅を共
 

217 

実施報告

27 年１２⽉

数学（図形

名 

学習 

ールタクト・

ワークシー
スクールタク

題、めあて、
さが何度にな

ワークシー

共有する。

共有する。

⽉１５⽇ 

形の調べ⽅）

・武雄市スマ

ートに記⼊
クトのシー

、流れを知
なるのか確

トを活⽤し

） 

マイル学習

し、くぼん
トに補助線

る。 
認する。 

て個⼈の意

 

んだ⾓の⼤き
線を引いて提

意⾒をグルー

きさを
提出す

ープ内



 
 

 

Appendix

授業実施⽇

学年・教科

児童⽣徒数

ICT ⽀援員

実施形態 

使⽤コンテ

授業内容 

１．貸出準
各クラ
科 2 年
を⽉と
モバイ
準備。

２．貸出前
使⽤説

３．貸出当
放課後
接続⼿
⾃宅に
に必ず
する⼩
かせた
らった
らった

４．回収⽇
HR で
配布し
までに

５．回収⽇
HR 時
使い、

６．後⽇ 
⼩テス

x 3-3 佐賀

⽇時 

科（単元） 

数 

員数 

テンツ 

準備 
ラス単位で機
年⽣は⽕曜
と⽊にあて、
イルルータ接

（⾮常⽤と
前⽇ 
説明のために
当⽇ 
後 HR 時に、
⼿順とクラウ
に帰って設定
ず接続するよ
⼩単元１５問
た後、チャ
た。どの⼿順
た。回収⽇に
⽇の朝 

でモバイルル
し、放課後ま
に予備機を学
⽇の放課後 

時に、ヒアリ
⼩テスト

ストの結果を

県⽴有⽥⼯

機械科 1 年
⽇から⽊曜
、貸出時は
接続⼿順書
として⼿順

に、学習者

、学習者⽤
ウドコンテ
定をさせた
よう指⽰し
問を、家庭
ンネル機能
順まででき
に３問の⼩

ルータを回収
までに回答
学校から借

リングシート
（３問）を

を短冊に印

⼯業⾼等学校

平成 27 年

機械科 1 年

1 年 2 クラ

1 名 

持ち帰り学

ラインズ e

年⽣は⾦曜⽇
曜⽇までの 3

端末のみ配
、クラウド
書の印刷物

⽤ PC を貸

PC へ２つの
ンツの利⽤
。⾃宅に W
た。教材は
で解かせた

能を使い、先
きたか確認す

テストを⾏

収した。⽣徒
をさせた。
りておく。

トを回収。学
実施。 

刷し、⽣徒

218 

校実証実施

9 ⽉ 11 ⽇

年（歴史）、

ラス 80 ⼈、

学習 

e ライブラリ

⽇から⽉曜⽇
3 ⽇間の実施

配布する。
ドコンテンツ
物を何部か⽤

出当⽇に持

の⼿順書を
⽤⼿順を、電
Wi-Fi 環境が

はラインズ e
た。2 年⽣は
先⽣からのメ
するため⽣徒
⾏うと予告。

徒へヒアリ
学習者⽤ P
 

学習者⽤ PC

徒へ配布。

施報告 

〜9 ⽉ 17

機械科 2

2 年 2 クラ

リ lite・チャ

⽇までの４
施計画を⽴

ツ利⽤の⼿順
⽤意） 

持ってくるよ

を SKYMENU
電⼦⿊板や指
がある⽣徒
e ライブラ

はラインズ
メッセージ
徒にはチェ

 

ングシート
PC の忘れ、

C で SEI-Ne

⽇ 

年(公⺠) 

ラス 80 ⼈ 

ャンネル機能

⽇間の実施
てた。回収

順書を PDF

よう伝えた。

U で送信。 
指導者⽤ PC
でも、モバ
リ lite 中学
e ライブラ
に対して返
ックシート

ト（利⽤の実
充電切れ等

et のアンケ

能 

施計画、機械
収および充電

F ファイルで

。 

C で説明。
バイルルータ
学社会の指定
ラリ lite を解
返事をしても
トを書いても

実態調査）を
等は、放課後

ケート機能を

械
電

で

 
タ
定
解
も
も

を
後

を



 
 

 

Appendix

授業実

学年

児童⽣

ICT ⽀

実施形

使⽤コ

授業内容 

① 遠
課

② 遠
後

 
 
    
 
 
 
 
 
 

 

x 3-4 佐賀

実施⽇時 

・教科（単

⽣徒数 

⽀援員数 

形態 

コンテンツ

遠隔授業の前
課題を設定し
遠隔授業の導
後新しい単元

県⽴中原特

元） 

 

前に、あらか
しておき、⽣
導⼊時に、取
元へと⼊った

 

特別⽀援学校

平成 2

⾼校３

１名

１名

遠隔学

ライン

かじめライ
⽣徒に取り組
取り組んだ課
た。 

219 

校実証実施

27 年１２⽉

３年⽣・現代

学習（協働学

ンズ e ライブ

ンズ e ライ
組むように
課題の中で

施報告 

⽉１０⽇ 

代⽂ 

学習） 

ブラリ Lite

イブラリ Lit
に指⽰をして

できなかっ

te 上に前回
ておいた。 
った部分の確

回の授業に関

確認を⾏い、

関する

、その



 
 

 

Appendi

Appendix
設問 1. 先
返信したり

持ち

校

持ち帰

ix 4 ヒアリ

x 4-1 ユー
先⽣が書いた
りできまし

校内学習(n

校外学習(

協働学習(

ち帰り学習(n

できた 少

校内学習(n=

校外学習(n

協働学習(n

帰り学習(n=

できた 少

リングシー

ースケース
たチャンネル
たか。各機

A

0.01.9
1.

0%

n=354)

(n=42)

(n=53)

n=518)

少し困ったが

3.8

0%

360)

=42)

=53)

511)

少し困ったが

ート集計結

1〜4 児童⽣
ル(掲⽰板）

機能について

Appendix

Appendix 4-

9

20%

が、⾃分ででき

5

20%

が、⾃分ででき

220 

結果 

⽣徒 
のお知らせ

て該当する箇
 

x 4-1 お知ら
 
 

-2 「OK」ボ
 
 

73.2

54.8

51.4

% 40

きた 先⽣や

77.2

64.3

1.3 

40%

きた 先⽣や

せを確認し
箇所に〇をつ

らせの確認

ボタンの押下

13

96.2

% 60

や友達に聞い

2 

10.7

96.2

% 60

や友達に聞い

て、「OK」
つけてくだ

下 

7.

23.8

.7 7.5

0% 8

いてできた

5

19.0

7 5.3 

0% 8

いてできた

ボタンを押
ださい。（択

.33.7

19.0

15.8

27.4

80%

できなかっ
(無回答を

5.8 
2.5 

14.3

14.5

32.7 

80%

できなかっ
(無回答を除く

押したり、
択⼀） 

 

 

8

2.4

100%

った
除く)

5 

2.4

100%

った
く)



 
 

 

設問 2．先
きましたか

 

持ち

校

持ち帰

先⽣がチャ
か。（択⼀

校内学習(n

校外学習(

協働学習(

ち帰り学習(n

できた 少

校内学習(n=

校外学習(n=

協働学習(n=

帰り学習(n=

できた 少

ンネル（掲
） 

A

 

0.0
1.9

0%

n=334)

(n=42)

(n=53)

n=496)

少し困ったが

5.6

0%

382)

=42)

=54)

561)

少し困ったが

Append

掲⽰板）で指

ppendix 4-

41.

14.3

31.6 

9

20%

が、⾃分ででき

5

51

20%

が、⾃分ででき
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ix 4-3 先⽣
 
 

指定した教材

 

-4 教材コン

0

35.7

10.7

% 40

きた 先⽣や

61.2 

54.8

1.0

40%

きた 先⽣や

への返信 

材（アプリ）

テンツの利

7.8

7 

6.0

11.9

7.9 

98.1

% 60

や友達に聞い

2

94.4

% 60

や友達に聞い

）を簡単に

⽤ 

9

45

49.8

0% 8

いてできた
(無

18.1 

23.8

1.6 8.0

0% 8

いてできた

に選んで使う

5.2

38.1

8 

80%

できなかっ
無回答を除く)

8.1 

19.0

0

12.6

19.4

80%

できなかっ
（無回答を除

 

うことがで

 

100%

った
)

6 

2.4

100%

った
除く）



 
 

 

設問 3．授
（択⼀） 

 
 
設問 4．
があった場

 

校内学

校外

協働学

持ち帰り学

できた
先⽣や友
学習で書

授業中にチャ

（⾃宅での持
場合、チャ

Ap

学習(n=377

外学習(n=42

学習(n=104

学習(n=537

友達に聞いて
書き込みや写

ャンネル（掲

Append

持ち帰り学
ンネル（掲

pendix 4-6

 

7.7 

13.4

5.7

0%

7)

2)

4)

7)

てできた
写真を投稿す

89.

掲⽰板）に書

ix 4-5 チャ

習を⾏った
掲⽰板）で先

6 チャンネル

49.6

50.0

7 

7.3

2.9 

7.1

23

20%

することはなか

4.1% 6

0%
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書き込みを

ンネル（掲

た⼈のみ回答
先⽣に質問を

ル（掲⽰板）
 

6

0

3.1 

19.9

40%

少
でき

かった

6.9%
質

質

な

質

したり、写真

⽰板）への

答）宿題を⾏
をしましたか

を利⽤した

10.9

2

60

し困ったが、
きなかった

質問をした

質問をしたかっ

なかった

質問しなかった

(n=491無回

真を投稿し

書き込み 

⾏った時に
か。（択⼀

た先⽣への質

23.8

8.5 13

60.6 

52.3

0%

⾃分ででき

ったができ

た

回答を除く) 

したりできま

わからなか
⼀） 

 
質問 

26.2

.5 17.

3

80%

きた

（無回答

ましたか。

かったこと

.5

100%

答を除く）



 
 

 

設問 5．
設問 4 にて
ください。

 
 
設問 5 「
 学校の

そうい
 質問の
 
設問 6． 

 

質問が

(n=3

校

校

協

持ち帰

（⾃宅での持
て「2.質問
。（複数回

App

その他」の
の先⽣が質問
いう機能があ
の仕⽅がわか

授業や持ち

コメントの

が他の⼈に⾒

32 無回答を除

校内学習(n=3

校外学習(n=

協働学習(n=1

帰り学習(n=5

できた 少

持ち帰り学
をしたかっ
答） 

pendix 4-7

の⾃由回答
問の仕⽅を
あることも
からなかっ

ち帰り学習の

 

の⼊⼒が難し

⾒られるのが

除く)

0%

365)

=42)

104)

560)

少し困ったが

習を⾏った
ったができな

先⽣へ「質

（⼀部抜粋）
教えていな
教えられて
た。 

の終わりに、

Append

0

しかったため

がいやだった

その他

20%

が、⾃分でで
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た⼈のみ回答
なかった」と

問をしたか

） 
なかったため
ていなかった

、問題なく
 

dix 4-8 ログ

21.9

0 %

71.2 

81.0

84.

82.9

40%

きた 先⽣

答） 
と答えた⽅

ったができ

めに、質問を
たため。 

ログアウト

グアウト 

50.0

31.3

9

20 %

0

.6

9 

% 60%

や友達に聞い

に聞きます

なかった」

をしたくで

トできました

0

40 %

9.1 

% 80

いてできた

す。その理由

理由 

もできなか

たか。（択⼀

% 6

11.9

5.8

7.5 

17.0 

7.
2.9

3.4 
6.

6.

0% 1

できなかっ
（無回答を除

由を教えて

 

かったし、

⼀） 

 

60 %

1

2.7 

7

2 

00%

った
除く）



 
 

 

設問 7． 端
と思う機能
（⼀部抜粋
 ⾃分は

く勉強
 時事経

を付け
 教科書

勉強に
 全国の

私たち
して、

 ログイ
臭い。

 ログイ
新しい

 ビデオ
 さくさ
 

Appendix
設問 1．本
たか。(択

 

端末を使っ
能や直して
粋） 
は機械が苦⼿
強に⽣かせる
経済のニュー
けてほしいで
書の機能が欲
に関係のある
の学校で交流
ちがちょっと

いろいろな
インをもっと

×で閉じら
インしてもタ
い機能をつけ
オを共有でき
さく動くと時

x 4-2 ユー
本実証にて⽤

択⼀) 

た授業や、
ほしいとこ

⼿であまり
ると思う。
ースを解説
です。 
欲しい。テス
る事を調べ
流できる。
とした先⽣
なことを教
と簡単にし
られるように
タイムライ
けるよりも
きたらいい
時間がかか

ースケース
⽤意したプ

Appe

 

4

⾃宅での持
ころ、使って

よくわから
 
してくれる

ストの機能
られるよう
中学校だけ
になったり
えてもらい
てほしい。
にしてほし
ンなど何も
そういうと
なと思いま
らずいいと

1~4 教員
ラットフォ

endix 4-9 プ

30

13.1

47.8%
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持ち帰り学習
ていて困った

らなかったが

る機能、漢検

が欲しい。
うにしてほし
けではなく、
り、⾼校⽣と
いたい。 

番号が意味
い。 

も表⽰されな
ところから直
ます。たまに
と思う。プリ

・IT ⽀援員
ォーム（以下

プラットフォ

0.4%

8.7%

1%

習の中で、「
たことがあ

が、皆が使い

検、数検、英検

（間違いが
しい。 

⾼校や⼩学
と交流したり

味不明。わざ

ないし、クリ
直してほしい
に重いときが
リントでの実

員 
下 PF)をどの

ォームの利⽤

校内学

校外学

協働学

持ち帰

(n=23 無回答

こんな機能
りましたら

いこなせる

検の問題を

がすぐわかり

学校の⼈と
りするとき

ざわざログ

リックして
い。 
があるから
実施の⽅が

のような場⾯

⽤場⾯ 

学習

学習

学習

帰り学習

答を除く)

能があったら
ら記⼊してく

ようになっ

を出してくれ

り、履歴も残

も交流し⼩
は、私たち

アウトする

も反応しな

軽くしてほ
効率がいい

⾯でご利⽤

 

らいいな」
ください。

ったら楽し

れる機能、

残るから）

⼩学校では
ちが後輩と

るのが⾯倒

ないので、

ほしい。 
いと思う。

されまし



 
 

 

設問 2．ト

設問 3．ト
ツ選択の際

設問 4．設
にご記⼊く
 アプリ
 ログイ
 アイコ
 よく使
 児童に

かりや

 

トップページ

トップページ
際に利⽤し

設問 3 で 4
ください。 
リアイコンの
インするまで
コンがはっき
使⽤するもの
にアイコンの
やすい。 

ジ上で表⽰

Appe

ジ上にコン
やすくなり

Appendix 

・5 を選択

のような感
での時間が
きりしてい
のだけが画
の⾊で指⽰

 

4

されるコン

endix 4-10

テンツがア
ましたか。

4-11 コンテ

された⽅に

じで、⼦供
短くなった
て⾒やすか
⾯上にあり
を出せるか

8

17.4%

42.1%
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ンテンツ選択

0 コンテンツ
 

アイコンで表
5 段階評価

テンツのアイ
 

に伺います。

供が直感で操
た。 
かった。 
り、情報がス
からよい。

2.6%

(n=

21.1%

36.8%

択機能を利⽤

ツ選択機能の

表⽰されるよ
価(択⼀) 

イコン表⽰機

どのような

操作しやすい

スッキリして
「○○⾊のマ

利⽤し

利⽤し

=23 無回答を除

(n=19 無回

⽤しました

の利⽤ 

ようになり

機能の評価 

な点が良かっ

い。 

て⾒やすく
マーク」と

た

ていない

除く)

5

4

3

2

1

回答を除く)

⾼

低

か。(択⼀)

 

ましたが、

 

ったですか

なったと感
いう指⽰の

) 

コンテン

か。具体的

感じる。 
の⽅が、分



 
 

 

 
設問 5．設
ますか。(

 
設問 6．コ
た点があれ
 ログイ
 ワーク
 iOS の

め、該
 回線の

 

コンテ

(n

設問 3 で 1
(複数回答) 

A

コンテンツ選
れば、具体
インのパスワ
クシートに記
の 5.1 で利⽤
該当の⽂字を
の問題なのか

コ

テンツ内の情

=8 無回答を除

・2・3 を選

Appendix 4

選択機能を
的にご記⼊
ワードが定
記⼊する際
⽤した時、
を押しにく
か、なかな

 

並べ替

コンテンツ概要

情報を検索でき

除く)

選択された⽅

4-12 コンテ

利⽤して授
⼊下さい。

まっていな
、接続が遅
アイコンが
い。 
かページが

0 %

替え機能

要の表⽰

きる機能

その他
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⽅に伺います

 

テンツのアイ

授業を⾏った

ないので、⼦
遅くなかなか
が⽂字だけで

が開けない児

37.

12.5

12.5

% 20 

す。どのよ

イコン表⽰機

た際に、児童

⼦供がパスワ
か記⼊できな
で表⽰され、

児童がいた。

62.5

5

% 40 

うに改善を

機能の改善点

童⽣徒が利

ワードを覚
ない児童が
、隣の⽂字

。 

% 60

を⾏えばよい

点 

⽤に関して

えない。 
いた。 
との空⽩も

0 % 80

いと思われ

 

て困ってい

も少ないた

0 %



 
 

 

設問 7．本
ブサイト等

設問 8．本

設問 9．設
にご記⼊下
 ⽣徒が

影し投

 

本機能を利⽤
等）を知ら

本機能は利⽤

設問 8 で 4
下さい。 
が登校しない
投稿すること

⽤して、児
せたことが

Appen

⽤しやすか

Appen

・5 を選択

い⽇にも連
とで、⾒通

 

童⽣徒に授
がありました

dix 4-13 教

ったですか

dix 4-14 教

された⽅に

絡をとるこ
しがたち、

22

77.3%

60.0

20.0%
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授業等で使⽤
たか。(択⼀

教材コンテン
 

か。5 段階評

教材コンテン
 

に伺います。

ことができる
登校意欲が

.7%

20.0%

0%

⽤する教材コ
⼀) 

ンツ通知機能

評価(択⼀)

ンツ通知機能

どのような

る。⼀週間の
が⾼まったと

知らせたこ

知らせたこ

(n=22 無回答

5

4

3

2

1

(n=5 無回答

コンテンツ

能の利⽤ 

能の評価 

な点がよかっ

の予定や給⾷
と感じたこ

ことがある

ことはない

答を除く)

答を除く)

⾼

低

（利⽤ペー

 

 

ったですか

⾷の献⽴を
とがあった

ージやウェ

か。具体的

を写真で撮
た。 



 
 

 

設問 10．
れますか。

設問 10．
 ポップ
 URL を
 
設問 11．本
具体的にご
 URL が

ページ
 指定し
 
設問 12．

 

コンテンツ

(n=4 

URLの

設問 8 で 1
。(複数回答

「その他」
プアップ通知
を押しても

本機能を利⽤
ご記⼊くだ
が勝⼿に変
ジのルールが
した URL が

本機能を利

App

タイトル⼊⼒

ツからチャンネ

投稿

アイコン等

無回答を除く

利⽤す

操作⽅法

の指定がスムー

(n=17 無回答

1・2・3 を
答) 

Append

の⾃由回答
知表⽰。 
該当のペー

⽤して授業
さい。 
更されて、
がわからず

が変化して正

利⽤しなかっ

pendix 4-1

⼒場所、URL⼊

ネル（掲⽰板）

稿ができる機能

等による記事の

)

する必要がな

法がわからな

ーズにできな

答を除く)

選択された

dix 4-15 教材

答 

ージに⾶ばな

業を⾏った際

該当のペー
対処に苦労

正常にブラウ

った理由をお

6 教材コンテ

⼊⼒場所等の明

）にURLを知

能

のカテゴリ分

そ

なかったため

なかったため

なかったため

その他
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た⽅に伺いま

材コンテンツ
 

ない。 

際に、児童⽣

ージに⾶ばな
労した。 
ウジングで

お聞かせく

テンツ通知機

0.0

0 %

明⽰化

らせる

け機能

その他

11.8

11.8

5.9

0 % 20

め

め

め

他

ます。どのよ

ツ通知機能の

⽣徒が利⽤に

ないことが

きなかった

ださい。

機能を利⽤

25.0

0

20 

88

 % 40 %

ように改善

の改善点 

に関して困っ

あった。⾶

た。 

しなかった理

50.0

50.0

%

.2

% 60 %

善を⾏えばよ

っていた点が

⾶ぶページと

理由 

40 %

80 % 1

よいと思わ

があれば、

と⾶ばない

 

60 %

100 %

 



 
 

 

設問 12．
 現時点

 
設問 13．本
（択⼀） 

 
設問 14．

 
設問 15．
的にご記⼊
 ｢OK｣

は⽣徒
能は⼿

 

「その他」
点で使⽤でき

本機能を利⽤

本機能は利

設問 14 で
⼊ください
ボタンがあ

徒にとってま
⼿軽であって

の⾃由回答
きる機能⼀

⽤して PF 上

App

利⽤しやすか

Appen

で 4・5 を選
。 

あってよかっ
まだまだハ
てよかった

 

答 
覧を知りた

上で児童⽣徒

pendix 4-1

かったですか

dix 4-18 コ

選択された⽅

った。こちら
ードルが⾼
と思う。

77.3%

60.0

20.0%
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たい。 

徒とコミュ

7 コミュニケ

か。5 段階

コミュニケー

⽅に伺います

らが投稿した
⾼い。ボタン

22.7%

20.0%

0%

ュニケーショ

ケーション機

評価（択⼀

ーション機能

す。どのよう

たものを読ん
ンを押すだけ

できた

できな

(n=22 無回答

5

4

3

2

1

(n=5 無回答

ョンをとるこ

機能 

⼀） 

能の評価 

うな点がよ

んだときに
けで読んだ

た

なかった

答を除く)

答を除く)

⾼

低

ことはでき

 

 

かったです

にコメントを
かの確認が

ましたか。

すか。具体

を書くこと
ができる機



 
 

 

設問 16．
われますか

 
設問 16．
 既読か
 
設問 17．本
具体的にご
 返信を

⽣徒が
 
設問 18．

アイコ

記事の未

スタンプ

(n=4 無

設問 14 で
か。(複数回

「その他」
か未読かの判

本機能を利⽤
ご記⼊くだ
をする際、⽣
がいた。 

本機能を利

App

コン等による記

未読者に対す

コメントがあ

記

プや定型⽂に

無回答を除く)

で 1・2・3 を
回答) 

Append

の⾃由回答
判別⽅法が

⽤して授業
さい。 
⽣徒も"話題

利⽤しなかっ

pendix 4-2

記事のカテゴ

るフォローが

あった際に通

記事の投稿⽅

よるコメント

を選択され

dix 4-19 コミ

答 
わからなか

業を⾏った際

題を投稿"が

った理由をお

0 コミュニケ

ゴリ分け機能

ができる機能

通知する機能

⽅法の⼀本化

ト・返信機能

その他
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た⽅に伺い

ミュニケーシ

かった。 

際に、児童⽣

ができてしま

お聞かせく

ケーション機

2

2

2

0 %

能

能

能

化

能

他

います。どの

ション機能の

⽣徒が利⽤に

まうため、ど

ださい。(複

機能を利⽤

50

50

50

25.0

25.0

25.0

20 %

のように改善

の改善点 

に関して困っ

どこに書き込

複数回答) 

しなかった理

.0

.0

.0

40

善を⾏えば

っていた点が

込むのかわ

理由 

0 %

良いと思

 

があれば、

わからない

60 %



 
 

 

設問 18．
 ログイ

る。 
 クラス
 課題に
 有効に

 
設問 19．
授業中にチ

 
設問 20．
質問に答え

コン

児

教員と

(n=1 無回

他の児

(n=3 

「その他」
イン（1 ⼈ 1

スの紐付けが
に集中させ、
に活⽤できる

（授業中に
チャンネル

（家庭（持
えるにあた

ンテンツやweb

児童・⽣徒に写

教員から

児童・⽣徒間

授業中

回答を除く)

児童・⽣徒にも

児童・⽣

すぐに

無回答を除く

の⾃由回答
1 ⼈の ID・

がうまくい
、⾃由に考
る場⾯がわ

にチャンネル
（掲⽰板）

Append

持ち帰り）学
り、困った

bサイトのURL

写真等を投稿さ

写真等を投稿

間または児童・

の質問の募集

も質問の回答が

⽣徒からの質問

に返信すること

く)

答 
PW）が不明

っていない
察すること
からない。

ル（掲⽰板）
を使ってど

dix 4-21 チャ

学習を⾏った
たことはあり

Appendix 4

0.

0.

0.

0.

0.

0 %

Lの通知

させ共有

稿し共有

⽣徒間…

集、回答

その他

が⾒えてしまう

特になし

問に気づけず、

とができない

その他
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明確なため

いため。 
とを⾒守るた

 

）を使って
どのように授

ャンネル（掲

た際に、児
りますか。(

4-22 質問回

0

0

0

0

0

20 %

0.0

0 %

う

し

他

め。児童の I

ため。 

て授業を⾏っ
授業を⾏い

掲⽰板）の使

児童⽣徒から
(複数回答)

回答時の課題

40 %

33.

33.

33.

10 %

D パスは全

ったことがあ
ましたか。

使⽤⽅法 

ら質問があっ

題 

60 %

3

3

3

20 %

全て共通にす

ある⽅のみ）
(複数回答)

った⽅のみ）

10

80 %

30 %

すべきであ

） 
) 

） 

 

00.0

100 %

40 %



 
 

 

設問 20．
 ログイ

 
設問 21．
と思います

A
 
設問 21．
 ｢⽣徒
 
設問 22．

 

「その他」
インができな

タイムライ
すか。（複

Appendix 4-

「その他」
徒へのお知ら

PF のログア

の⾃由回答
ない。 

イン（新着情
数回答) 

-23 タイムラ

の⾃由回答
らせ｣にも写

アウトボタ

App

 

答 

情報）やチャ

ライン（新着

答 
真が投稿で

ンを利⽤し

pendix 4-2

76.2%

23.8%
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ャンネル（掲

着情報）・チ

できたらよい

してログアウ

4 ログアウ

%

(

掲⽰板）で

チャンネル

い。 

ウトしました

トボタンの利

利⽤した

利⽤して

(n=21 無回答

、どのよう

（掲⽰板）に

たか。（択

 
利⽤ 

いない

答を除く)

な機能があ

にほしい機能

⼀） 

あればよい

 
能 



 
 

 

設問 23．

 
設問 24．
⼀） 

 
設問 25．
今後、どの
 家庭の

利⽤で
 定期的

たりす
 考えを
 校外学
 児童の
 児童が

に感じ
 ⾃宅で
 反転学

PF のログア

PF を利⽤

設問 24 に
のような利
の Wi-Fi 環
できる場⾯も
的に利⽤させ
すると思う。
を記⼊し、発
学習でのグル
の主体的な学
が家でわから
じる。 
でもすぐ質問
学習を⾏わせ

アウトボタ

Appendix

して、今後

にて「1.⾮常
⽤を⾏いた
境の整備が
も増えてく
せないと、
。ただし、
発表する学
ループ⾏動
学習を促し
らなくなっ

問ができる
せたい 

ンを利⽤し

x 4-25 児童

も授業や家

Appendix

常にそう思
たいですか。
が前提だが、

ると思う。
利⽤すべき
毎⽇家庭で
習で利⽤し
での学習活
、児童中⼼
た時に質問

事。質問す

81.8

18.2%

2

54.6%

22.7%

233 

 
して児童⽣徒

童⽣徒のログ

家庭（持ち帰

4-26 今後の

う」「2.や
 
少しずつ機
主に、⾼校

き時に取り組
で開かせるこ
したい。 
活動記録。
⼼の協働学習
問できるのは

する時間帯を

8%

2.7%

%

徒にログアウ

グアウトボタ

帰り）学習を

の利⽤意向

ややそう思う

機能が増え
校内容での協
組むのを忘れ
ことは難しい

習を進めるこ
は良いと思

を合わせない

利⽤させ

利⽤させ

(n=22 無回答

⾮常にそ

ややそう

あまり思

全く思わ

(n=22 無回

ウトさせま

 
タンの利⽤ 

を⾏いたい

う」と回答さ

、コンテン
協働学習ア
れたり、ロ
いと思う。 

ことができ
うが、勤務

いと、気づ

せた

せていない

答を除く)

そう思う

う思う

思わない

わない

回答を除く)

したか。（

と思います

 

された⽅に伺

ンツも充実し
プリ等。 

ログインの⽅
 

る。 
務時間外の対

かないこと

（択⼀） 

すか。（択

伺います。

していけば

⽅法を忘れ

対応は負担

ともある。



 
 

 

 

 学校で
うにで

 基礎基
 病気や

ンを取
 ⾃宅課
 インフ
 調べ学
 
設問 26．
どのような
 PF に

れたら
 有効的
 学習ロ
 ログイ
 
設問 27．
 新機能
 各コン

しい。
表⽰）

 ID を
じよう

 TPC を
⽀援員
なくな

 公⽴中
15％程
⾯⽋か

 ブラウ
として
どうし
グルー
までに

で独⾃に作成
できると良い
基本の定着、
や不登校で学
取ったりする
課題を毎週設
フルエンザな
学習をさせる

設問 24 に
な改善を⾏
⼊るログイ

ら利⽤してみ
的なコンテン
ログが⽇付別
インに⼿間が

その他、ご
能追加等様々
ンテンツ、マ

マウス（ク
など。 

覚えるのと
うにすると利
を利⽤する
員に助けてい
なると使う頻
中では個々が
程度）いる
かせない。 
ウザの戻るボ
ても、うま
してもブラウ
ープリストが
にできなかっ

成した動画
いと思いま
、単元のま
学校に登校
るのに使い
設定し、学
などで登校
る際に、有

にて「3.あま
えばより利

インが安定し
みたい。 
ンツがほし
別に出ると
がかかりす

ご意⾒・要望
々な便利な
マイポータ
クリック選

と保管が⼤変
利⽤したく
と不具合が
いただいた
頻度も増え
が持ち帰る
ことを考え

ボタンを押
くいかない
ウザを押し
がなかなか
った。 

（短時間動
す。 
とめ、班活

校できていな
たい。 
習習慣をつ
ができない
効なサイト

まり思わない
利⽤したいと
していない

い。 
、その⽇の
ぎ。効果に

望がありま
機能を今後
ルのボタン
択、あわせ

変です。なる
なると思い

が出るなどし
り、授業外
そう。 
に当たり、

えると、指導

してしまう
など、⽣徒
てしまう傾
正しく反映
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動画）などを

活動などを⾏
ない⽣徒へプ

つけたい。
い児童に向け
トに誘導させ

い」「4.全
と思いますか
（校内で使⽤

の課題が提出
に⾒合うと思

したらお答
後も追加して
ンにカーソル
せて表⽰）と

るべく ID は
います。 
して、全員が
外の時間に準

個別に指導
導者のみなら

うと、エラー
徒が混乱して
傾向があるの
映されないた

をアップして

⾏う際の事前
プリントを配

けた利⽤が考
せる。 

く思わない
か。 
⽤している

出されたかど
思えない。

答えください
ていっていた
ルを合わせた
とタップ（ダ

は 1 年間で

がスムーズに
準備したりし

導の必要な⽣
らず、指導

ーが発⽣する
てしまうこと
ので、その点
ためタイムラ

て、⽣徒が

前学習。 
配布したり

考えられる

い」と回答さ

時）ので、

どうか判る

い。 
ただければ
た時、⽂字
ダブルタッ

同じもの、

にできないと
している。

⽣徒が各学
補助（ICT

ることやそ
とが何度も

点を改良して
ラインやコ

が繰り返し⾒

、コミュニ

かと。 

された⽅に伺

ログインが

（持ち帰り

幸いです。
で意味を表
プで選択、

例えば出席

ということが
このような

習に 4〜5
⽀援員）の

の後ログイ
あった。児

てもらいたい
メント機能

⾒られるよ

ニケーショ

伺います。

が簡略化さ

り）。 

 
表⽰してほ

タップで

席番号と同

が起こる。
なことが少

⼈（10〜
の存在が当

インしよう
児童⽣徒は
い。また、

能を使える



 
 

 

 似たよ
 現在区

Appendix
設問 1 ト
⼀) 

 
設問 2 教
が、利⽤状

 
設問 3 設
ご記⼊くだ
 ⾒た瞬
 利⽤状
 グラフ
 ⼀覧で
 グラフ

 

ような名称だ
区内で導⼊

x 4-3 ユー
トップページ

教材コンテン
状況を確認

App

設問 2 で 4・
ださい。 
瞬間わかるの
状況がわかる
フで⽰される
で使ってない
フが表⽰され

だと選択を
しているソ

ースケース
ジにある「学

A

ンツごとにク
する際、利

pendix 4-2

5 を選択さ

のでよい。
る。 
るため、使
い⽣徒が確
れるのは良

 

5

18

間違えてし
フトなどが

5 教員・IT
学習ログ」ボ

Appendix 4

クラス全員の
利⽤しやすか

8 利⽤状況グ

された⽅に伺

 

⽤状況が⼀
認でき、良
いが、⽣徒

4.3%

6.2

37.5%

8.8%

12.5%
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しまうときが
が⼊っている

T ⽀援員 
ボタンから児

4-27「学習ロ

の利⽤状況
かったですか

グラフ表⽰機

伺います。ど

⼀⽬でわかる
良かった。し
徒の番号順で

45.7%

2%

25.0%

%

があります。
ると、もっと

児童⽣徒の利

ログ」の利⽤

がグラフで
か。5 段階評

機能（児童⽣

どのような

る。 
しかし番号順
でないのは不

確認し

確認し

(n=35 無回

5
4
3
2
1

(n=16 無回

。 
と活⽤しや

利⽤状況を確

⽤ 

で表⽰される
評価(択⼀) 

⽣徒別）の評

点が良かっ

順でないの
不便。 

た

ていない

回答を除く)

回答を除く)

⾼

低

すい。 

確認しまし

 

るようになり

 
評価 

ったですか。

が不満だっ

したか。(択

りました

具体的に

った。 



 
 

 

設問 4 設
ますか。(

設問 4（利

 

複数コン

設問 2 で 1・
(複数回答) 

Appe

利⽤状況の期

利⽤状況確

累積利⽤

任意の児童

ンテンツの利⽤

(n=11 無回答

2・3 を選

endix 4-29

期間の追加

 

利⽤状

児童・⽣徒

確認期間を⾃

利⽤状況

⽤時間による

童⽣徒を選択

⽤状況を並べ

時系

答を除く)

択された⽅

利⽤状況グ

）の選択肢

Appendix

状況の期間の

徒の並べ替え

⾃分で指定で

況の書き出し

るグラフ表⽰

択し⽐較する

べて確認する

系列での利⽤

そ

80.0

20.0%
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⽅に伺います

グラフ表⽰機
 

肢 利⽤状況

4-30 利⽤状

9.1

9.1

0.0

の追加

え機能

できる

し機能

⽰機能

る機能

る機能

⽤状況

その他

0 %

0%

す。どのよう

機能（児童⽣

況の期間（択

状況の期間

54

54

36.4

27.3

27.3

0

20 %

1時間

1⽇

その

(n=5 無回

うに改善を⾏

⽣徒別）の改

択⼀) 

63.6

4.5

4.5

40 %

間

他

回答を除く)

⾏えばよい

改善点 

 

60 %

いと思われ

80 %

 

%



 
 

 

設問 5 児
が、利⽤状

 
設問 6 設
ご記⼊くだ
 視覚的
 コンテ
 個⼈が
 グラフ
 先⽣⽅

ことで
 やって

しかし

 

童⽣徒ごと
状況を確認

Appen

設問 5 で 4・
ださい。 
的にわかりや
テンツごとに
がどのコンテ
フで⽰される
⽅の利⽤状況
で⼀⽬でわか
てほしい教材
し、どの程度

とに各教材コ
する際、利

dix 4-31 利

5 を選択さ

やすく、使
に利⽤状況
テンツをど
るため、使
況もわかる
かるのが良
材に取り組
度取り組ん

 

1

コンテンツの
利⽤しやすか

利⽤状況グラ

された⽅に伺

⽤状況をす
がわかる。
の位使って
⽤状況が⼀
。どのコン
い。 
んでいるか
だかわから

6.

37.5%

2.5%

12.5%
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の利⽤状況
かったですか

ラフ表⽰機能

伺います。ど

すぐに把握で
 

ているかがよ
⼀⽬でわかる
ンテンツが使

か、他の教材
らない。 

.2%

31.3%

がグラフで
か。5 段階評

能（教材コン

どのような

できるから。

よくわかるか
る。 
使いやすいの

材にも興味を

5

4

3

2

1

(n=16 無

で表⽰される
評価(択⼀) 

ンテンツ別）

点が良かっ

。 

から。 

のかを⾒ら

を持ってくれ

回答を除く)

⾼

低

るようになり

 
の評価 

ったですか。

れる。グラ

れたのかがわ

りました

具体的に

ラフ化する

わかった。



 
 

 

設問 7 設
ますか。(

 
設問 7-利

 
設問 7「そ
 「理解
 左側の
 コンテ

 

利⽤

各コ

任意

(n=10

設問 5 で 1・
(複数回答) 

Append

⽤状況の期

その他」の⾃
解度」に応
の⽣徒選択を
テンツ名（⽣

⽤状況確認期

利
コンテンツ内

コン

利⽤時間
意の児童⽣徒

0 無回答を除く

2・3 を選

dix 4-32 利⽤

期間の追加）

⾃由回答 
じた表⽰。
を検索でき
⽣徒名も）

 

期間を⾃分で指
利⽤状況の期

利⽤状況の書き
内の詳細状況の
ンテンツの並べ

時系列での
間によるグラフ
徒を選択し⽐較

く)

択された⽅

⽤状況グラフ

の選択肢

Appendix

 
るようにす
が縦書きに

指定できる
期間の追加
き出し機能
の確認機能
べ替え機能
の利⽤状況
フ表⽰機能
較する機能

その他

0

100.0
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⽅に伺います

フ表⽰機能

利⽤状況

4-33 利⽤状

するか、番号
になったら⾒

3
3

20.0
20.0

10.0
10.0

3

0 %

0%

す。どのよう

（教材コンテ

の期間（択

状況の期間

号順に。 
⾒やすい。

50.0
40.0

30.0
30.0

30.0

20 %

1時間

1⽇

その他

(n=3 無回

うに改善を⾏

テンツ別）の

択⼀) 

0

40 %

間

他

回答を除く)

⾏えばよい

の改善点 

 

%

いと思われ

 

60 %



 
 

 

設問 8 本

 
設問 9 ア

 
設問 10 ア

 
設問 11 設
すか。 
 アクセ
 利⽤時
 児童の
 アプリ

利⽤状況を

(n=19 無

本機能を利⽤

アプリの最終

A

アプリの最終

Appe

設問 10 で

セスした⽇時
時間が確認で
の進⾏が確認
リの利⽤状況

利⽤

操作⽅

を確認しても

無回答を除く)

⽤しなかった

Appendix

終アクセス⽇

Appendix 4

終アクセス

endix 4-36

「1.有益だ

時が確認で
できる。 
認できた。
況が分かる

⽤する必要が

⽅法がわから

活⽤⽅法がわ

)

た理由をお聞

x 4-34 学習

⽇時を確認す

4-35 教材コ

ス⽇時を表⽰

教材コンテ

った」を選

きる。 

 
。 

がなかったた

らなかったた

わからないた

その

57.6%

56.0%
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聞かせくだ

習ログ機能を

することが

コンテンツ最

⽰する機能は

テンツ最終ア

選択された⽅

0.0

10.5

ため

ため

ため

の他

0 %

42.4%

44.0%

(

さい。(複数

を利⽤しなか

できますが

最終アクセス

は有益でした

アクセス⽇時

⽅に伺います

4

42.

20 %

確認した

確認してい

(n=33 無回答

有益だった

有益でなか

n=25 無回答

数回答) 

かった理由 

が、確認しま

 
ス⽇時の確認

たか。(択⼀

 
時確認機能の

す。どのよう

7.4

1

% 4

いない

答を除く)

た

かった

を除く)

ましたか。(

認 

⼀) 

の評価 

うな点がよ

40 %

(択⼀) 

かったで

60 %



 
 

 

 持ち帰
 学習に
 課題へ
 休み時

だし、
 ⽣徒の
 
設問 12 利

設問 12 
 指定し
 最終ア
 コンテ

 
設問 13 P

 

各

前学

(n=2

帰っての学習
にいつ取り組
への取り組み
時間か、放課

時間（取
の様⼦が分か

利⽤状況の確

「その他」
した課題に取
アクセス⽇時
テンツ⾃体が

PF のログア

各コンテンツの

学年利⽤時の利

8 無回答を除

習の取り組
組んだかを
み状況が把
課後か、夜
り組んだ分
かってよい

確認を⾏う

Appen

の⾃由回答
取り組んだ
時だけでな
が少ない。

アウトボタン

App

 

の詳細な利⽤状

利⽤状況を確認

く)

27.

み状況や時
把握できる
握できた点
か、早朝か
数）など分
。 

際に、どの

dix 4-37 利

答 
か確認でき
く、アクセ
 

ンを利⽤して

pendix 4-3

状況確認機能

認できる機能

その他

0

72.7%

.3%
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時間が分かる
る点。 
点。 
か、登校して
分かればよい

のような機能
 

利⽤状況確認
 

きる機能。
セスした⽇時

てログアウ

8 ログアウ

21.4

10.7

0 % 20 %

%

る。 

てからアクセ
い。 

能があればよ

認機能にほし

時全てを検索

トしました

トボタンの利

82.1

% 40 %

利⽤した

利⽤してい

(n=33 無回答

セスしたの

よいと思い

しい機能 

索・表⽰が

か。 

利⽤ 

60 %

いない

答を除く)

かを推測で

いますか。(複

できる。 

 

80 % 1

できた。た

複数回答)

 

100 %



 
 

 

設問 14 P

 
設問 15 設
今後、どの
 個⼈の

能）。
 利⽤状
 反転学
 児童の
 学習の

の成績
 新たな
 児童の
 個⼈の
 ⽣徒状
 学習時
 学習履

てよい
 
設問 16 設
どのような
 ⼦ども
 利⽤し
 児童が
 コンテ

れてく

PF を利⽤し

設問 14 にて
のような利
の使⽤状況に

 
状況を確認で
学習を⾏いた
の進度、学習
の定着をはか
績をチェック
な交流の⽅法
の利⽤状況の
の成績や利⽤
状況の把握の
時間の把握を
履歴を⾒るの
いと思う。 

設問 14 にて
な改善を⾏
もが⾃分で⾃
した後、児童
が利⽤する時
テンツ⾃体の
くる。⼦供た

して、今後も

て「1.⾮常
⽤を⾏いた
に対応し、

できる。 
たい。 
習状況の確
かるコンテ
クしたい。
法として考
の把握（特
⽤状況に応
のため。 
を⾏いたい
のが⽬的で

て「3.あま
えばより利
⾃分の積み
童がどの程
時間はシス
の魅⼒がな
たちにとっ

33

も利⽤状況の

Appendix

にそう思う
たいですか。

⾃動でコン

認。 
ンツを使わ
 
えたい。
に持ち帰り
じて、個⼈

。 
なく、⽣徒

り思わない
利⽤したいと

重ねが確認
度理解でき
テム的に限
い限り、い
てもっと「

20

43.4

.3%

3.3%
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の確認を⾏

4-39 今後の

」「2.やや
 

ンテンツ（単

わせたときに

りの時）。
⼈に適した課

徒の理解度を

い」「4.全く
と思う PF に
認できる機能
きたか表⽰で
限定されてい
いくらたくさ
「学びたい」

0.0%

4%

いたいと思

の利⽤意向

やそう思う」

単元）を紹介

に、どのくら

課題の設定を

を⾒たい。し

く思わない」
になると思い
能。 
できるように
いるので、利
さんあっても

「知りたい

⾮常にそう

ややそう思

あまり思わ

全く思わな

(n=30 無回

思いますか。

と回答され

介してくれ

らい児童が

を⾏いたい

しかし、1 つ

と回答され
いますか。 

にしてほし
利⽤時間を
も、使⽤す
い」と思わ

う思う

思う

わない

ない

回答を除く)

(択⼀) 

 

れた⽅に伺

る機能（お

活⽤してい

。 

つの指標と

れた⽅に伺

い。 
調べる必要
るコンテン
せるような

います。

おすすめ機

いるか、そ

してあっ

います。

要が無い。
ンツは限ら
な知的好奇



 
 

 

⼼をく
 PF が

いる。
くする

 さらに
 教科書
 活⽤で
 まず何

が回っ
 とにか

余地も
 
設問 17 そ
 アクセ

アクセ
め、本
正確に

 ⾃作教
 使う教
 家庭学

⾼校⽣
 課題と

う。せ
たので

 本校の
なる。
科コー

 今年度
また追
かかっ

 

くすぐるコン
全ての OS、
Windows

ること。また
に研修を重ね
書会社と連携
できるコンテ
何がどのよう
っていない状
かく教材の絶
もない。 

その他、ご意
セス⽇時は、
セスした分全

本当に持ち帰
につかめない
教材の管理
教員や⽣徒の
学習⽤にこち
⽣が繰り返
として出す場
せっかく取
で。 
の担当として

別の ID で
ース不⾜を
度の普通教科
追加の ID（
ったため）。

ンテンツの
、端末に制
s、iOS、An
た、機能制
ねて利⽤に
携して、学
テンツを増
うに使える
状況。 
絶対数が少

意⾒・要望
、最新のも
全てが⾒ら

帰らせた期間
い。この部
（アクセス
の声をもっ
ちらが設定
し取り組め
場合、選択
り組んだの

て、全クラ
で⼊り直すの
しているの
科利⽤は、

（教科）登録
。その前に

 

開発を望ん
限がないと
droid 等、O
限や運⽤で
ついて考え
習内容の理
やしてほし
のか今⼀つ

ない。中学

望がありまし
のだけでな
れると良い

間にやったの
分の改善を
数や時間）
とひろって
した範囲の
る教材があ
した問題の
に、課題範

スを⾒たい
のはしたくな
で拡充が必
なんとかク

録が必要にな
、登録でき
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んでいる。
と⾔っている
OS 機種が多

できりぬける
えたいと思い
理解を促す、
しい。 
つ理解できて

学国語の教材

したらお答え
なく、⼀定の
いと思います
のか、学校に

を望みます。
ができたら

て、使いやす
のみが、課題
あればよい。
のみ、取り組
範囲を間違え

いと思う。が
ない。次年

必要と思う。
クラス登録が
なると思うと
きる ID 数が

る割には、い
多様である
るのはいかが
います。 

⽀援するよ

ておらず、1

材を増やして

えください。
の期間（⼀週
す。持ち帰り
に登校してか

 
ら良い。 
すくなれば活
題として⽣徒

 
組めるように
えて、違う問

が、ひもづけ
度 ID のひ
99 以上可

ができたが、
と、頭が痛

が⾜りないの

いろいろな
がゆえ、も
がなものか

ようなもの

1 つのことを

てほしい。増

。 
週間以内な
り時は、学校
から慌てて

活⽤はでき
徒に配布で

に問題の抽
問題に取り

けしている
も付ができ

可能でしょう
、来年度の
い（エラー

のではないで

問題を多く
もっと検証し

。 

を作ってほ

をするだけ

増えなけれ

ど）でも良
校で把握で

てやり始めた

ると思う。
きれば良い

出ができれ
組んだ⽣徒

クラスのみ
きるのか？今
うか？ 
専⾨教科利

ーが出たりし
でしょうか

くかかえて
し使いやす

ほしい。 

けでまだ⼿

れば改善の

良いので、
できないた
たのかが、

 
いと思う。

れば、と思
徒が数名い

みの表⽰に
今年でも専

利⽤時に、
して何⽇も
？ 



 
 

 

Appendix
設問 1 教材

 
設問 2 本機

 
設問 3 設
ご記⼊くだ
 動画の
 アップ

 

x 4-4 ユー
材共有機能

機能は利⽤

設問 2 で 4・
ださい。 
のアップロー
プロードが簡

ースケース
を利⽤して

A

しやすかっ

A

5 を選択さ

ードができ
簡単であっ

 

7

5

6 教員・IT
てご⾃⾝でお

Appendix 4-

ったですか。

Appendix 4-

された⽅に伺

たこと。
た。初めは

25.

5.0%

57.1%
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T ⽀援員 
お持ちの教材

-40 教材共有

5 段階評価

-41 教材共有

伺います。ど

はアップロー

.0%

42.9%

材の共有を

有機能の利⽤

価(択⼀) 

有機能の評価

どのような

ードの仕⽅が

⾏った

⾏って

(n=28 無回答

5

4

3

2

1

(n=7 無回答

⾏いました

⽤ 

価 

点が良かっ

がわからな

いない

答を除く)

答を除く)

⾼

低

たか。 

 

 

ったですか。

かった。 

具体的に



 
 

 

設問 4 設
ますか。 

 
設問 4 「
⼀度に複数
ができる。
 
設問 5 本

 
設問 5-「
 著作権

 

児童

(n=4

他者に⾃分

(n=21 無回

設問 2 で 1・

その他」の
数のファイル
。 

本機能を利⽤

その他」の
権の問題が⼀

・⽣徒にもフ

共有で

任意で共

共有フ

4 無回答を除

分の教材の評

回答を除く)

2・3 を選

Ap

の⾃由回答 
ルをアップ

⽤しなかった

Appendix

の⾃由回答 
⼀番⼤きい

 

ファイルを共

できるファイ

共有範囲を決

タグ

ファイルの容

く)

共有する教

共有範

評価付けをされ

択された⽅

ppendix 4-4

プロードでき

た理由をお聞

x 4-43 教材

。教材作成

共有できる機能

ル種類の追加

決められる機能

グの種類の追加

容量制限の増加

その他

教材がなかっ

範囲が広すぎ

れたくなかっ
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⽅に伺います

42 教材共有

きる。アップ

聞かせくだ

材共有機能を

成ツールが少

25.

0.0

2

能

加

能

加

加

他

0 %

0

0

ったため

ぎたため

ったため

その他

0 %

す。どのよう

有機能の改善

プロードした

さい。 

を利⽤しなか

少なすぎる。

7

7

50.0

.0

25.0

20 %

0.0

.0

4.8

% 20 %

うに改善を⾏

善点 

たファイル

かった理由 

。 

75.0

75.0

40 % 6

10

40 %

⾏えばよい

ルの順番を変

60 % 8

0.0

60 %

いと思われ

 

変えること

80 %

80 % 1

 

100 %



 
 

 

設問 6 本機

 
設問 7 本

 
設問 8 設
ご記⼊くだ
 詳細な
 教材を

 

機能を利⽤

本機能は利⽤

設問 7 で 4・
ださい。 
な検索ができ
を検索し、活

して他者が

Appendix 

⽤しやすかっ

Appendix 

5 を選択さ

きたから。
活⽤できる

 

71.

が共有した教

4-44 教材の

ったですか。

4-45 教材の

された⽅に伺

 
こと。 

28.6

4%

12.

75.0%
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教材の検索や

の検索・ダウ

。5 段階評価

の検索・ダウ

伺います。ど

6%

5%

12.5%

やダウンロ

ウンロード機

価(択⼀) 

ウンロード機

どのような

⾏った

⾏って

(n=28 無回

5
4
3
2
1

(n=8 無回答

ードを⾏い

機能の利⽤ 

機能の評価 

点が良かっ

いない

回答を除く)

答を除く)

⾼

低

いましたか。

 

 

ったですか。

(択⼀) 

具体的に



 
 

 

設問 9 設
ますか。(

 
設問 10 ダ

設問 11 コ

 
設問 12 
 使える
 ⼊⼒の

 

ダウ

ダウンロ

(n=6 無

コ

コメン

(n=12 無

設問 7 で 1・
(複数回答) 

A

ダウンロード

コメントや評

A

「その他」
る教材（学年
の仕⽅がわか

単

ウンロードする前

ロードせずにコン

無回答を除く)

コメントや評

ント者の名前

評価（星

無回答を除く)

2・3 を選

Appendix 4

ドしたコンテ

Appe

評価をつけな

Appendix 4-

の⾃由回答
年）がなか
からない。

単元で教材を検

前に教材の中⾝

ンテンツのURL

検索結果

コンテ

評価をしよう

前が表⽰される

星付け）のみが

)

択された⽅

4-46 教材の

テンツにコ

endix 4-47

なかった理

-48 コメン

答 
ったので。
 

検索することがで

⾝をプレビューで

L指定と同様に使

果の表⽰順を変更

テンツの利⽤条件

100.0

と思わなかっ

るのが嫌だっ

ができなかっ
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⽅に伺います

の検索・ダウ

コメントや評

7 コメント・
 

理由をお聞か

ト・評価機能

 

0.

できる機能

できる機能

使える機能

更する機能

件の明確化

その他

0 %

0%

(

0

0

ったため

ったため

ったため

その他

0 %

す。どのよう

ウンロード機

評価を付けま

評価機能の

かせください

能を利⽤しな

50.

16.7

16.7

0

20 %

付け

付け

n=24 無回答

0.0

0.0

16.7

% 20 %

うに改善を⾏

機能の改善点

ましたか。(

 
の利⽤ 

い。(複数回

なかった理由

10

10

0

40 %

た

てない

を除く)

83.3

40 %

⾏えばよい

点 

(択⼀) 

回答) 

由 

0.0

0.0

60 %

60 %

いと思われ

80 %

80 % 1

 

 

100 %

100 %



 
 

 

設問 13 教

設問 14 そ
 ダウン
 ⽀援員
 本機能
 ⾃分で
 
設問 15 教

他者が作成

任意の

アップロー

(n=

教材共有機能

その他の⾃
ンロードして
員に任せてい
能は何を指す
で教材を作成

教材共有を⾏

利

操作

成した教材の

(n=20 無回答

お

（評価、DL数

活⽤

のグループでフ

⾃分が共有

評価の有

ード者にコメン

=25 無回答を

能を利⽤しな

Appendix

由回答 
て使⽤でき
いたから。
すのか、不
成した⽅が

⾏う際に、

Appe

利⽤する必要

作⽅法がわか

の利⽤⽅法が

答を除く)

フリー素

おすすめ教材の

数、利⽤履歴に

⽤事例をトップ

ファイルの共有

新着コンテン

したファイルの

有無設定を選択

ントがあった場

を除く)

なかった理

x 4-49 教材

る教材が少
 
明。 
早いと思っ

どのような

endix 4-50

要がなかったた

からなかったた

がわからないた

その

素材の共有機能

の表⽰

に基づく表⽰）

プページに出す

有ができる機能

ンツの表⽰機能

のコメント欄や

択できる機能

場合の通知機能

その他
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理由をお聞か

材共有機能を
 

少なかったた

ったため。

な機能があれ

0 教材共有機
 

5.0

ため

ため

ため

の他

0 %

4.0

0.0

8.0

能

）

す

能

能

や

能

他

0 %

かせください

を利⽤しなか

ため。 

ればよいと思

機能にほしい

25.0

20.0

20 %

6

52.0

52.0

36.0

32.0

20 %

い。(複数回

かった理由 

思いますか

い機能 

55.0

% 4

0.0

0

0

40 %

回答) 

か。(複数回答

40 %

60 %
答) 

60 %

% 80 

 

 

%



 
 

 

設問 16 
 対象学
 コンテ
 
設問 17 P

 

設問 18 P

 
設問 19 設
今後、どの
 授業な

る。 
 単元に
 ⼀⻫学
 公開授

「その他」
学年をグルー
テンツの簡単

PF のログア

PF を利⽤し

設問 18 にて
のような利
などで使える

にぴったり合
学習の活⽤。
授業で使⽤

の⾃由回答
ープ化。 
単なプロフ

アウトボタン

Ap

して、今後も

て「1.⾮常
⽤を⾏いた
る教材のス

合うコンテ
。 
したものの

34

4

答 

ィール説明

ンを利⽤して

ppendix 4-5

も教材共有を

Appendix

にそう思う
たいですか。

トックは多

ンツが共有

閲覧や同グ

65

4.6%

20

2
45.8%

4.2%

248 

明が表⽰され

てログアウ

51 ログアウ

を⾏いたい

4-52 今度の

」「2.やや
 

多いほどいい

有されていた

グループ学年

5.4%

0.8%

29.2%

れる。 

トしました

ウトボタン利

と思います

の利⽤意向

やそう思う」

いので、よさ

たら活⽤させ

年内で共有し

利⽤し

利⽤し

(n=26 無回

⾮常に

ややそ

あまり思

全く思わ

(n=24 無回

か。 

利⽤ 

すか。(択⼀)

と回答され

さそうなも

せてもらい

したい。 

た

ていない

回答を除く)

そう思う

う思う

思わない

わない

回答を除く)

 

) 

 

れた⽅に伺

のがないか

たい。 

います。

か探してみ



 
 

 

 ⾃分が
 持ち帰
 多くの
 これま

 
設問 20 設
どのような
 現段階

る。 
 著作権

れます
共有教
今後ど

 任意の
 漢字の

がある
 プレビ

して頂
 今後研
 
設問 21 そ
 アプリ
 クラウ

キャン
クラウ
をもっ
うにし

 現状即
トがな
に時間

 利⽤・
 まだ活

 

がダウンロー
帰りや遠隔で
の教材を⾒て
まではその機

設問 18 にて
な改善を⾏
階では、クラ

権の問題が⼤
すが、共有す
教材ではな
どのように取
のグループで
の教材は教科
ると必ず利⽤
ビューで⾒ら
頂きたい。 
研修を重ねて

その他、ご意
リによっては
ウド上にある
ンバスのよう
ウド上にある
っと増やして
してほしい。
即授業に対応
ないため、限
間を要すため
・活⽤法の紹
活⽤するまで

ードするだ
でも課題の
て⾃⾝の⼒
機能を使お

て「3.あま
えばより利
ラウドを利

⼤きいと思
するとなる
く、学校オ
取り組まれ
での（共同
科書に準拠
⽤すると思
られるよう

てからと考

意⾒・要望
は使⽤許諾
るので、ど
うな授業⽀
るのでどこ
てほしい。
。⽣徒⽤の
応したコン
限られたも
め先⽣⽅で
紹介と研修
でに時間が

 

けでなく、
提出や配布
を伸ばした
うと思わな

り思わない
利⽤したいと

⽤せず校内

います。現
と著作権の
リジナル教
るのでしょ
での）ツー
したものに
う。 
にしたり、

えています

望がありまし
を TEL して
の場所から
援システム
からでも⾒
⾃作の HTM
個⼈フォル
テンツがほ
のしか作成
は作成は厳
がもっと必
必要。 
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アップロー
布・回収がで
たい。授業の
なかったが、

い」「4.全く
と思う PF に
内の共有サー

現在、いろい
のクリアが学
教材になりま
ょうか。 
ール作成がで
にしてほしい

「戻る」ボ

す。 

したらお答え
て解除しても
らも⾒て使う
ムは、⼤変使
⾒ることがで
ML 教材をダ

ルダがあれば
ほとんどない
成できない。
厳しい。 
必要と思う。

ードもしてみ
できる。 
の幅を広げた

これからは

く思わない」
になると思い
ーバによりデ

いろなコンテ
学校単位では
ます。素材や

できればよい
い。また、中

ボタンで教材

えください。
もらうのが
うことができ

使い勝⼿がよ
できる。アッ
ダウンロー
ば使いやすい
い。また新た

著作権の問

 

みたい。 

たい。 
は使ってみ

と回答され
いますか。 
データ共有

テンツの作成
は難しいと
やコンテン

い。 
中学⽣の新

材選択まで戻

。 
⾯倒です。
きる。スク

よく、授業内
ップロード
ドせずに⾒
いと思う。 
たに作成す
問題も⼤き

ようと思う

れた⽅に伺

することで

成を先⽣か
思います。
ツの著作権

出漢字の筆

戻れるよう

 
ールタクト

内に取り⼊れ
できるファ

⾒せることが
 
るためのツ
い。コンテ

う。 

います。

で⼗分であ

から依頼さ
おのずと

権について

筆順の動画

うにしたり

トやテック
れやすい。
ァイル形式
ができるよ

ツールソフ
テンツ作成



 
 

 

Appen

Appendix

学校・家庭
• ⺠間事
 

学校に
習塾等で
積・分析
連携した
指導の実
 

 
＜実証例＞

 

１．事業

1-1. 目的
「ＩＣＴドリームスクー

する。

1-2. 背景
従来の学校と民間教

民間教育機関の教育

取組み１では、これ
できる状態を創出した

取組み２では、民間
も含めた「場」で、それ

1-3. 現状の課
学校においてアクテ

ニングによる問題発見
を効率的に生徒が得
すと基礎的な知識の習
ングに時間が割けなく
る取り組みを行うには
ツに取り組むべきかを

ndix 5 将来

x 5-1 多様な

庭・地域の
事業者との連

における学習
での学習記録
析し、学校教
た⼀⼈ひとり
実現に活⽤す

＞実証主体

業概要

ール実践モデル」事業により、

教育機関の教育は、同一の生
育を２つのチームがそれぞれ異

を連携させることによってより
たい。

間教育機関のノウハウを学校
れを選択して弱点克服や応用

課題認識
ティブ・ラーニングの本格的な
見力や課題解決力、論理的思
ておく必要がある。そこで、学
習得に学習時間を割けなくな
くなるという状態を課題として

は、単に学校で使用したコンテ
を明確に指し示す習熟度マッ

来のビジネス

な主体によ

連携型のテ
連携・⺠間

習記録と⺠間
録を統合的
教育・⺠間教
りに応じた
する。 

：デジタル

 

学校と民間教育機関と家庭

生徒を対象にそれぞれが単独
異なった取り組みで、学校と

り、学習者である生徒に好ま

に還元することによって、個別
用へと活用していくことができ

な導入がはじまろうとしている。
思考力などを育成に利用する
学校教育現場では、アクティブ
なり、基礎的な知識の習得に
て認識している。また、家庭に
テンツを家庭でも使用できるだ
ップのような指標が必要である

スモデルの

る将来の利

テーマ例 
学習資源活

間学
に蓄
教育が
最適な

ル・ナレッジ

をシームレスに連携させるこ

独で教育を行ってきた。本実
家庭との連携を模索した。

ましい形で効果的な教育を行う

別習熟度に合った教材を提示
るような環境を構築したい。

。授業時間を十分にアクティブ
るには、その前提となる基本的
ブ・ラーニングに利用する時間
学習時間を割くと、アクティブ

において、ICTを用いて成績を
だけでは不十分である。どの
る。
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のエコシステ

利活⽤モデル

活⽤ 

ジ 

ことを模索

践では、

うことが

示、家庭

ブ・ラー
的な知識
間を増や
ブ・ラーニ
上昇させ

のコンテン

テム 補⾜

ル 

情報 



 
 

 

地域活性化

• データ

 
MOOC

理的・経済
より、学習
徒に対し
⽀ 援 を ⾏
NPO・⺠
等での学
カリキュ
ハウを提

 
＜実証例＞
 

 

 

 

 

 

１．事業

1-1. 目的
「ＩＣＴドリームスクー

MOOCs 型教材等を

経済的な理由等に

1-2. 背景
①地方での人口減

学び直しなど、現在

地方公営塾やNPO
全国的な広がりには

1-3. 現状の課
現在、地方自治体

現在の実施状況、お

① 教科指導者や指

② アナログ／デジ

③ 学習支援にかか

化・まちお

タ活⽤等を通

Cｓ型教材等
済的理由や
習に課題を

して、学び直
⾏ う 。 地
間団体、フ

学習⽀援に対
ュラムづく
提供する。 

＞実証主体

業概要

ール実践モデル」事業により

を用いて、学習についていけ

によって学習が困難な児童・生

減少や学校統廃合にともなう

在将来にわたり、児童・生徒を

O・民間団体、フリースクールな

は、コストや人員確保等が課

課題認識
体やNPO・民間団体、フリース

および支援拠点の広がりのた

指導者の指導力の不足

ジタルを問わず、教材の活用方

かる資金の不足

こし型のテ

通じた個に

等を⽤いて、
不登校など
抱える児童
しなどの学
⽅ ⾃ 治 体
リースクー

対して、教材
りなどのノ

：eboard 

り、学習・教育クラウド・プラッ

けなくなった児童・生徒等の学

生徒等への学習支援モデルの

う教育課題、②経済的困窮家

をとりまく大きな課題となってい

などにより、学習支援の取り

課題となっている。

スクールなどにより、学習支援

ためには、以下の課題解決が

方法、カリキュラムづくりなど

テーマ例 

応じた学習

地
どに
童⽣
学習

や
ール
材や
ノウ

トフォームで提供される

学び直し支援や、

の検証を行う。

家庭の広がり、③不登校児童

いる。こうした課題に対して、

り組みが行われている一方、

援等の取り組みが行われてい

が必要と考えられる。

どのノウハウ不足
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習・指導改善

・生徒や

いるが、

善 



 
 

 

• 遠隔地

離島中
る⼩規模
少なく、ま
いため習
うことが
め、複数の
う⽣徒た
上のバー
（遠隔授
度別の授
ことで、学
る。悪天
ニティに
塾とは異

 
＜実証例＞

 

 

１．事業
1-1. 目的

「ＩＣＴドリームスクール

① 志をつなぐ夢ゼミ（遠

島前高校の連携先であ
ティや外部とつなげ、生

② 適切な情報を地域

隠岐島前地域唯一の高
せグローバル（無数の
情報活用力の育成・地

③ 三島をつなぐ遠隔授

島前高校と隠岐國学習
決＞

1-2. 背景
隠岐島前地域は、本

難を抱える課題先進地
、地域課題を地域資源
取組「夢ゼミ」等による
かし、これまで島外との
、情報や交流が制限さ
指すのは、グローバル
情報を生かせる形で落
育成である。隠岐島前
要不可欠である。

地をつなぐバ

中⼭間地域
模校は⽣徒数
また教員も

習熟度授業
が難しい。そ
の⼩規模校

たちをクラ
ーチャルク
授業）に集め
授業を実施
学習効果を

天候等による
に適度に揺さ
異なり教科毎

＞実証主体

業概要

ル実践モデル」事業により、

遠隔夢ゼミ）

ある公立塾隠岐國学習センタ
生徒自身のキャリアに対し刺

に生かすタブレット学習

高校、隠岐島前高校で行って
情報/多様なローカルの事例

地域課題解決の推進＞

授業

習センターが協働し、フェリー

土から約６０キロ離れた離島
地域でもある。隠岐島前地域で
源として活用した独自のカリキ

教育の魅力化により、島外か
の交流を積極的に行ってきて
され、価値観の同質化や関係

ル（無数の情報や多様なローカ
落とし込み、地元住民とコミュニ
前のように硬質化したコミュニテ

バーチャル

にあ
数が
少な
を⾏
のた
に通
ウド
ラス
習熟
する
⾼め

る休校など学
さぶりを与え
毎・単元毎の

：⼀般財団

 

ターで行う進路実現に向けた
激や協働を与える。＜多文化

ている地域の課題解決授業「
例）な視点でローカルの課題を

の欠航時に遠隔授業を行う。

島である。また、将来日本が抱
で唯一の高校である隠岐島前

キュラム「地域学」「地域地球学
から多くの生徒が島留学をす

てはいるものの、予算・時間的
係性の固定化が起こってしまう
カルの事例）の中で、ローカル
ニケーションをとりながら協働
ティの中でグローカル人材を

教室 

学習機会の損
え学習環境の
の習熟度別授

団法⼈島前ふ

た取組「夢ゼミ」を島外の他の
化協働力・志の育成＞

地域学」「地域地球学」をより
を解決し、地域活性につなげ

。＜学力の醸成・離島教育課

抱える人口減少・少子高齢化
前高校は、廃校の危機にあり
学」や公立塾の進路実現に向

するなど、その成果を上げてい
的に高い障壁のある離島にお
う現状がある。島前地域の教
ル（自分のふるさとや地域）に
働していく人材、グローカル人

を育成するためには、ICTの活
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損失を防ぐ
の刺激にも
授業が可能

ふるさと魅⼒

1-3. 
① 志を

「夢ゼミ」
教育であ
題解決も
方も枯渇
を深め、
に刺激や

② 適切

隠岐島前
献調査、
えの閉鎖
固定化も
な時に情
がらロー

③ 三島

隠岐島前
公立塾の
ンターに
について
開発する

１

コミュニ

り促進さ
げる。＜

課題解

化・財政
りながら
向けた
いる。し
おいては
教育が目
に必要な
人材の
活用は必

ぐことや、マ
もなる。 バー
能となる。

⼒化財団 

現状の課題認識
をつなぐ夢ゼミ（遠隔夢ゼミ）

」は、隠岐島前高校の連携先
ある。この授業では、多様な大
も考えていくが、離島の障壁に
渇してしまう現状がある。ICTの

島外の高校生との交流を図
や柔軟性を与え、多文化協働

切な情報を地域に生かすタブ

前地域の課題を解決する授業
、決まった時間・場所での情報
鎖的情報や生徒の関係性の
も実在する。「地域学」「地域地
情報収集や発信をできるよう
ーカルな課題を解決できるよう

島をつなぐ遠隔授業

前地域は、悪天候になると海
の授業も行うことができない。

に通塾できなかった回数は２０
ても学習機会の損失になって
る。

．事業概要

マンネリ化し
ーチャルクラ

先である公立塾隠岐國学習セ
大人と関わりながら自分のや
により島外から大人を呼ぶこ
の導入によって、島外の多様

図り刺激を与える。これにより
働力を育成し、志を育てる。

ブレット学習

業「地域学」「地域地球学」に
報収集を元に個人探究活動、
硬質化により、毎年同じような
地球学」にICTを導入し、個人
にし、主体的な情報収集・発
うにする。

海が荒れフェリーが欠航する。
。今年度は既に９回も学校が
０回を超える。特に受験期の３

ている。この離島ならではの課

している⽣
ラスのため

センターで行われている進路実
やりたいこと（職業観）を深めな
ことも難しく、生徒の人数も少な
様な大人や高校生と関わる機
、硬質化したコミュニティを打

おいて、現在は地元専門家へ
、チーム探究活動を実践して
な課題解決案が上がってくる

人やチームの探究活動で今ま
発信を促進し、グローバルな情

フェリーが欠航すると隠岐島
が休校になっており、夕方から

３年生においてはかなりの痛
課題に対し、遠隔授業を行うこ

徒コミュ
⼀般的な

実現に向けたキャリア
ながら地域や社会の課
ないので、意見や考え

機会を増やし、職業観
打破し、意見や考え方

への聞き取り調査、文
ている。しかし、離島ゆ
るなど意見・考え方の
までの調査に加え必要
情報や事例を生かしな

島前高校も休校になり、
ら欠航になって学習セ
痛手であり、１・２年生
ことで欠航対策授業を



 
 

 

 

• 過疎地

過疎地
とともに
り、地域
制度等に

 

＜実証例＞

地域での IC

地域における
に授業の質の
域を担う⼈材
による過疎の

＞実証主体

CT を活⽤し

る極⼩規模学
の向上を図り
材を育成する
の克服を⽬指

：⾼知県⼟

した教育の実

学校におい
り、新しい教
るとともに
指す。 

⼟佐郡⼤川村
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実践による学

て、学校・
教育モデル
、地域の魅

村教育委員会

 

 

 

 

 

学⼒向上と地

家庭・家庭
ルを通じての
魅⼒向上によ

会

地域の魅⼒

庭以外での学
の学⼒の向上
よりふるさと

⼒向上 

学習機会を
上を図る。
と留学（⼭

 

保証する
それによ
村留学）



 
 

 

最先端学習
 

• プログ
 

プログ
味関⼼を

クラウ
３Ｄモデ
プログラ
 最終的
く。 

 
＜実証例＞

 

１．事業

1-1. 目的
「ICTドリームスクール
を実証し、子どもの高

1-2. 背景
現在、世界的にプロ
や機材はより利用し
には更に容易にプロ
プログラミング能力が
教育におけるプログ

1-3. 現状の課題認識
従来のプログラミング
的なプログラムはテキ
とならないよう留意す
子どもの興味関心を
であるマインクラフトを
ミング教育を実現する

習スタイル

グラミング教

グラミング教
を新たな学び
ウド上の学習
デリング学習
ラミング学習
的には、全国

＞実証主体

業概要

ル実践モデル」事業により、
高い興味関心を新たな学びに

グラミング教育に注目が集ま
し易くなっており、今日での生
ログラムを通した計算や操作
が与える影響は大きくなって
ラミング教育をより高め、将

識
グ教育は、ビジュアルプログ
キストプログラミングで開発

する必要があると考える。一
を引きづらい教材が多いことも
を教材に活用することで、子
ることの研究を行う。

型のテーマ

教育とデジ

教育とものづ
びに結びつけ
習コンテンツ
習アプリ、３
習で作成した
国へのプログ

：マイクロ

プログラミング教育とものづ
に結び付ける教育の形を模

まっている。技術の高度化に
生活ではプログラムに触れな

作が行えるようになることが予
ていくと考えらえる。このような

将来におけるプログラミング教

グラミング教材を利用して行わ

されており、プログラミング教
方で、ビジュアルプログラミン
も現状である。本事業では、

子どもたちの高い興味関心を

マ例 

タルものづ

づくり教育
ける。 
ツ・指導⽤教
３Ｄデータ
た作品を３D
グラミング

ロソフト 

づくり教育を組み合わせた教育
索する。

により、プログラムを実行可能
い日はない程になっている。

予想され、現実社会の生産性
な将来を見据え、本事業では
教育発展の機会を創出したい

われていることが多い。一方
教育がビジュアルプログラミン
ングに比べ、テキストプログ
、世界的に利用者の多いソフ
を引き出しながら、より高度な
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づくり教育

を組み合わ

教材等を活
・モデリン
D プリンタ
・デジタル

 
 
 
 
 
 
 
 

 

育モデル

能な端末
。将来的

性において
は小学校
い。

で、一般
ングのみ
ラミングは

フトウェア
なプログラ

わせた教育モ

⽤したプロ
ングエンジン
タで出⼒する
ルものづくり

モデルにより

グラミング
ン等をクラウ
る。 
り教育導⼊

り、⼦ども

グ教育を実践
ウドから提

・展開を推

 

の⾼い興

践。また、
供する。

進してい



 
 

 

• 少⼈数
 

通常学
加えて、
ることに
図り、最
級への復
 通常学
業による
教育クラ
の学習ド
を通じて
理解度向

 
＜実証例＞

 

数教室（特別

学級の雰囲気
苦⼿な学習

により、基礎
最終的に児童
復帰を⽬指す
学級になれる
る授業⾒学を
ラウドプラッ
ドリルによる
て⽣徒が苦⼿
向上を図る。

＞実証主体

別⽀援室）

気に慣れさ
習内容を振
礎学⼒の向
童⽣徒の通
す。 
るために遠
を実施。さら
ットフォー
る学び直し
⼿な学習内

 

：シャープ

 

児童⽣徒へ

せ、
り返
上を
常学

隔授
らに、
ム上
学習
容の

プ 
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へのリメディィアル教育



 
 

 

• 教育⽤
 
教育ク

育⽤ SNS
発・活⽤
能⼒であ
握して、
えて、コン
能⼒」を

 
 

• 教育⽤
 
教育ク

働学習ツ
齢間の児
協働学習
チ」を実
 

 
＜実証例＞

１．事業

1-2-1. 目的
「ＩＣＴドリームスクー

方法の開発をおこな
ョンの課題とその解決

1-2-2. 背景
知識基盤社会化や

関連するようになった
極的に対応すること
外国人を含む）と協同
来予測に基づく学習
組めるようになった。

1-2-3. 現状の
本事業で協同する

校同士の協同的学習
記事やコラムのやり
互いに質問したり回
自己把握、記事等の
徒が直接対面するか
計画した。

⽤ SNS を活

クラウドプラ
S をハイブ
する。これ

ある「⼤量の
価値判断し
ンフリクト

を育成、向上

⽤ SNS を活

クラウドプラ
ツールを活⽤
児童⽣徒によ
習により「学
実現する。 

＞実証主体

業概要

ール実践モデル」事業により、
なうとともに、クラウド上の協同

決法などを実証研究すること

やグローバル化によって、国や
た。世界が持続可能であるた
が求められる。この状況下で
同して仕事をしたり課題解決
活動が、ICTの教育への活用

の課題認識
岡山城東高校と奈良女子大

習プロジェクトに取り組んだ。
取りにDropboxを利用した。し
答したりといった、インタラクテ

の成果物をより高いレベルへ高
か、クラウドでの協同学習によ

活⽤した新た

ラットフォ
リッドした

れにより、⾼
の情報を読み
し、意⾒を述

を恐れずに
上を図る。 

活⽤した遠距

ラットフォー
⽤し、遠距離
よる協働学習
学習への深い

：奈良⼥⼦

、クラウド上で遠距離の学校
同学習ツールでのコミュニケー
と。

や社会の垣根を越えて情報や
ためには、環境問題や少子高
では、将来、たとえば生徒たち

決に取り組んだりするようにな
用、とくにクラウドの利用が可

大学附属中等教育学校は201
このプロジェクトでは、お互い

しかし、両校のICT機器や利用
ティブなやり取りをすることは
高めることに徹底不足や不十
よって解決できる。したがって

たな協働学習

ーム上の協
たこれまでに
⾼度情報化社
み込み、他社
述べ、⾃他の
により議論を

距離間・異年

ーム上の協
離かつ異年
習を実施。
いアプロー

⼦⼤学附属中

間での協同学習の効果の測
ーションスキルの向上やコミュ

や人が行き交い、相互に密接
高齢化といった課題に協力しな
ちがクラウド上で初めて出会っ

なることが想定される。そのよう
可能になったことによって、新

4年度、ICTを活用した遠隔地
いの授業動画や生徒が製作
用可能なツールやコンテンツ

はできなかった。そのため、相
十分さが残った。この課題は

てクラウドでの協同学習の実証
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習 

協働学習ツー
にない学習⽅
社会に必須の
社の理論や⽴
の意⾒を俯瞰
を作り上げる

年齢間の協

協
年

ー

中等教育学校

測定や学習
ュニケーシ

接・複雑に
ながら積
った他者（
うな近未
たに取り

地間の学
した新聞

ツでは、お
相互理解や

両校の生
証研究を

ールと教
⽅法を開
の態度や
⽴場を把
瞰的に捉
る態度や

働学習 

校 



 
 

 

Appendix

学校での利
■概要 
利⽤分野

収益モデ

■ターゲッ
利⽤デー

顧客等 

プロセス

■備考 
必要な属

他データ

データ利

x 5-2 ターゲ

利⽤（No.1

野 

デル 

ットの詳細 
ータ ・個

・学
・全

ス ・児
握
に
導

・児
理

属性データ等

タとの連携 

利⽤の同意 

ゲット別の

1） 

教育分野・

継続課⾦（
教育投資 

個⼈の習熟度
学習記録 
全児童⽣徒

童⽣徒の強
し、個⼈の
合わせた授
 
童⽣徒の成
、参考デー

等 性別や

校務デ

法令の

ビジネスモ

公共利⽤

（P/F 利⽤料

度 

（保護者）

強みや弱みを
のニーズや特
授業及び個別

成績等の⾃動
ータとして活

や家庭環境等

データ等の連

の規定によ
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モデル例 

利⽤デ

料） 提供物

活⽤⽅

顧客の

を把
特性
別指

動管
活⽤

等 

連携 

る義務的な

データ種別

物/サービス

⽅法 ・習
・教

の利益 ・学

・児
・保

・教

な利⽤ 

個⼈（特
統計デー

ス P/F 利⽤

習熟度に合
教務関連事
学⼒・能⼒

児童⽣徒の
保護者の満

教務の効率

特定）データ
ータ 
⽤権 

合わせた授業
事務での活⽤
⼒向上 

の学⼒・能⼒
満⾜度向上 

率化、正確性

タ/ 

 

業や指導 
⽤ 

⼒向上 

性向上 



 
 

 

継続性 

教育サービ
■概要 
利⽤分野

収益モデ

 
■ターゲッ
利⽤デー

顧客等 

プロセス

■備考 
必要な属

他データ

ビス事業者

野 

デル 

ットの詳細 
ータ ・個

・学
・学
（保

ス ・児
握
に
の

・児
握
に
上

属性データ等

タとの連携 

⽇常的

（No.2） 

教育分野・

継続課⾦（
継続課⾦（

個⼈の習熟度
学習記録 
⼒を⾼めた

保護者） 
童⽣徒の強
し、個⼈の
合わせた P
提供 
童⽣徒の強
し、個⼈の
合わせた、
での教材や

等 なし 

⾃社サ

的な利⽤ 

⺠間利⽤

（P/F 利⽤料
（データ利⽤

度 

たい全児童⽣

強みや弱みを
のニーズや特

/F 上での教

強みや弱みを
のニーズや特

⾃社サービ
や指導の提供

サービスにお
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利⽤

料） 
⽤） 

提供

活⽤⽅

⽣徒 顧客の

を把
特性
教材

を把
特性
ビス
供 

おけるデー

⽤データ種別

供物/サービ

⽅法 ・習
導

の利益 ・学

・児
・保
・利

販
・児
・保
・利

販

ータベース

別 個⼈（
統計デ

ス P/F 利

習熟度に合わ
導 
学⼒・能⼒

児童⽣徒の
保護者の満
利⽤者数の
販売数の増
児童⽣徒の
保護者の満
利⽤者数の
販売数の増

（特定）デー
データ 
利⽤権、デー

わせた教材

⼒向上 

の学⼒・能⼒
満⾜度向上 
の増加、単価
増加 
の学⼒・能⼒
満⾜度向上 
の増加、単価
増加 

ータ/ 

ータ利⽤権

提供や指

⼒向上 

価の上昇、

⼒向上 

価の上昇、



 
 

 

データ利

継続性 

学校・教育
■概要 
利⽤分野

収益モデ

   
 
■ターゲッ
利⽤デー

顧客等 

プロセス

 
■備考 

利⽤の同意 

育委員会（

野 

デル 

ットの詳細 
ータ ・学

・児
・住

ス ・児
度
改

・学

個⼈の

⽇常的

No.3） 

教育分野・

継続課⾦（
教育投資 

学校別教員別

児童⽣徒（保
住⺠ 
童⽣徒の指
等から教員
善 

学校や教員の

の意志・同意

的な利⽤ 

公共利⽤

（P/F 利⽤料

別の習熟度等

保護者） 

指導教員別習
員の指導⽅法

の評価 
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意による利

利⽤デ

料） 提供物

等 活⽤⽅

顧客の

習熟
法の

利活⽤ 

データ種別

物/サービス

⽅法 ・
・学
導

の利益 ・学
・住
・地
 

・教
削

統計デー

ス P/F 利⽤

⾃治体業務
学校マネジメ
導⽅法改善等
学⼒・能⼒
住⺠サービ
地域全体の

教員の能⼒向
削減 

ータ 

⽤権、データ

務活⽤ 
メント、教
等 

⼒向上 
ビス向上 
の学⼒向上 

向上、⾏政

タ利⽤権

員別の指

コストの



 
 

 

必要な属

他データ

データ利

継続性 

教科書・教
■概要 
利⽤分野

収益モデ

   

 
■ターゲッ
利⽤デー

顧客等 

プロセス

 
■備考 
必要な属

属性データ等

タとの連携 

利⽤の同意 

教材会社で

野 

デル 

ットの詳細 
ータ ・単

・児

ス ・他
較
弱

・タ

属性データ等

等 学校名

⾃治体

本⼈同

⽇常的

の利⽤（No

教育分野・

継続課⾦（
広告料 

単元別の習熟

児童⽣徒（保

他社教科書
や⾃社製品
みの把握、

ターゲティン

等 ターゲ

名や教員名等

体が管理す

同意を必要

的な利⽤ 

o.4） 

⺠間利⽤

（データ利⽤

熟度等 

保護者） 

・教材利⽤
品の単元別の

等 
ング広告の掲

ゲティング
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等 

る教員デー

としない利

利⽤デ

⽤） 提供物

活⽤⽅

顧客の

者との⽐
の強みや

掲載 

に必要な属

ータベースや

利活⽤ 

データ種別

物/サービス

⽅法 ・

の利益 ・学

・地
 

 ・利

属性 

や学校データ

統計デー

ス データ利

⾃社製品の

学⼒・能⼒

地域全体の

利⽤者数の増

タベース等 

ータ 

利⽤権、広告

の改良・売上

⼒向上 

の学⼒向上 

増加、販売

告掲載 

上増加 

数の増加



 
 

 

他データ

データ利

継続性 

 

⺠間企業
■概要 
利⽤分野

収益モデ

■ターゲッ
利⽤デー

顧客等 

プロセス

 

タとの連携 

利⽤の同意 

（流通事業

野 他

デル 都
継
⽤

ットの詳細 
ータ ・習

・学
・児

ス ・ネ
メ
の

・P

⾃社サ

本⼈同

⽇常的

者）（No.5

他分野・商

都度課⾦（
継 続 的 課
⽤）・広告

習熟度データ
学習記録デー
児童⽣徒（保

ネットサービ
ルマガの送
利⽤ 

P/F での広告

サービスにお

同意を必要

的な利⽤ 

5） 

商⽤利⽤ 

（データ販売
⾦ （ デ ー

告料 

タ 
ータ 
保護者） 

ビスでの広
送付、リコメ

告掲載 
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おけるデー

としない利

利⽤

売） 
タ 利

提供

活⽤⽅

顧客の

告表⽰や
ンド等で

ータベース

利活⽤ 

⽤データ種別

供物/サービ

⽅法 ・タ

の利益 ・適
・事

ト
・⾃
の

 ・⾃
の

別 匿名化

ビス データ

ターゲティ

適正な広告
事業者の商⽤
ト等 
⾃社製品の販
の増加 

⾃社製品の販
の増加 

化された個⼈

タ利⽤権、広

ング 

告掲載やリコ
⽤サービス

販売・サー

販売・サー

⼈データ 

広告掲載 

コメンド 
のポイン

ビス利⽤

ビス利⽤



 
 

 

■備考 
必要な属

他データ

データ利

継続性 

健康保険組
■概要 
利⽤分野

収益モデ

 
■ターゲッ
利⽤デー

顧客等 

プロセス

 

属性データ等

タとの連携 

利⽤の同意 

組合・医療機

野 

デル 

ットの詳細 
ータ ・成

等 
・児

ス ・成
康
等

等 ターゲ

既存サ
（リア
個⼈の

スポッ

機関（No.6

他分野・⺠

都度課⾦

⻑記録や病

児童⽣徒（保

成⻑記録や病
指導（⾷事
により、病

ゲティング

サービスの
アルや EC の
の意思・同意

ット・継続

6） 

⺠間利⽤ 

（データ販売

病歴（⽋席記録

保護者） 

病歴をもと
事療法や運動
病気を予防
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に必要な属

アカウント
の購買履歴
意による利

的なデータ

利⽤

売） 提供

録） 活⽤⽅

顧客の

にした健
動療法等）

属性 

ト、ポイント
、⾏動履歴

利活⽤ 

タ提供 

⽤データ種別

供物/サービ

⽅法 ・健

の利益 ・病
・
・

トカードの I
歴等） 

別 個⼈デ

ビス データ

健康指導 

病気の予防
医療費削減
医療費（社

ID 等 

データ 

タ利⽤権 

防 
減 
社会保障費）削減 



 
 

 

■備考 
必要な属

他データ

データ利

継続性 

属性データ等

タとの連携 

利⽤の同意 

等 ⾝体測

健康保

個⼈の

スポッ

測定や⽋席等

保険組合や

の意思・同意

ット・継続
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等のデータ

医療機関が

意による利

的なデータ

タ 

が保有する医

利活⽤ 

タ提供 

医療機関の受受診記録等 



 
 

 

⺠間企業

■概要 
利⽤分野

収益モデ

   

 
■ターゲッ
利⽤デー

顧客等 

プロセス

■備考 
必要な属

他データ

データ利

継続性 

（不動産事

野 

デル 

ットの詳細 
ータ ・習

・不

ス ・⾃
学

 

属性データ等

タとの連携 

利⽤の同意 

業者）（No

他分野・⺠

都度課⾦

習熟度データ

不動産購⼊希

社物件⽴地
⼒上昇中、

等 学校名

なし 

本⼈同

スポッ

o.7） 

⺠間利⽤ 

（データ販売

タ 

希望者 

地場所の学⼒
等の広告利

名、おおまか

同意を必要

ットでのデ
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利⽤

売） 提供

活⽤⽅

顧客の

⼒が⾼い、
利⽤ 

かな住所 

としない利

ータ提供 

⽤データ種別

供物/サービ

⽅法 ・学
別
プ

の利益 ・不

・物

利活⽤ 

別 統計デ

ビス データ

学校別の習熟
別の習熟度デ
プを作成 
不動産選定

物件の⾼価

データ 

タ利⽤権 

熟度データ
データから

定の付加価値

価格設定、販

やエリア
学⼒マッ

値情報 

販売促進 



 
 

 

⾃治体・医

■概要 
利⽤分野

収益モデ

  

 
■ターゲッ
利⽤デー

顧客等 

プロセス

 
■備考 
必要な属

他データ

データ利

継続性 

医療機関（

野 

デル 

ットの詳細 
ータ ・病

・児

ス ・イ
マ
よ

属性データ等

タとの連携 

利⽤の同意 

No.8） 

他分野・公

教育投資 

病名別⽋席者

児童⽣徒、住

インフルエン
ップ等を活
り、感染症

等 学校名

校務デ

本⼈同

⽇常的

公共利⽤ 

者数等 

住⺠ 

ンザマップ
活⽤した感染
症の流⾏を予

名、おおまか

データ（病名

同意を必要

的なデータ提
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利⽤

提供

活⽤⽅

顧客の

や感染症
染予防に

予防 

かな住所 

名別の⽋席

としない利

提供 

⽤データ種別

供物/サービ

⽅法 ・感
予

の利益 ・病

・感
削

 

席者等） 

利活⽤ 

別 統計デ

ビス データ

感染症マップ
予防 
病気の予防

感染者数の減
削減 

データ 

タ利⽤権 

プ等を活⽤

防 

減少、社会

した感染

保障費の



 
 

 

Appendix

Appendix

業」成果発
本年度事

表会を以下
 
⽇時 ：
場所 ：

主催 ：
実施 ：
協⼒ ：
参加者 ：

 

 
１．プログ
当⽇のプロ
 
■開会の挨
１） 総務
２） ⽂部
 

x 6 成果発

x 6-1 平成 2

発表会 

事業及び⽂
下の通り開催

：平成 28 年
：ベルサール

〒160-00
：総務省、⽂
：NTT コミ
：ICT CONN
：170 名（主

うち、⼩中
政府
企業
その

グラム 
ログラムは

挨拶（10：
務省 政策
部科学省 

表会 

27 年度「先

部科学省に
催した。 

年 3 ⽉ 3 ⽇
ル新宿グラ
023 東京都
⽂部科学省 
ュニケーシ
NECT21 
主催者及び
中⾼・教育委
府  
業  
の他  

以下の通り

00〜10：
統括官（情
⽣涯学習政

先導的教育シ

における平成

（⽊）10：
ンド コン
都新宿区⻄新

ションズ株式
みらいのま
発表者、展
委員会

 
 
 

。 

10） 
情報通信担当
政策局⽣涯学
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システム実

成 27 年度先

00〜12：
ンファレンス

新宿 8-17-

式会社 
まなび共創会
展⽰会出席者

13 名 
8 名 
140 名 
9 名 

当） 南 俊
学習総括官

 

実証事業」及

先導的な教育

00 
スセンター5
-1 

会議 
者を含まず）

俊⾏ 
岩本 健吾

及び「先導

育体制構築

5F  

） 

吾 

的な教育体

築事業に関す

体制構築事

する成果発

 



 
 

 

■成果報告
１） 平成
   総務
２） 平成
   ⽂部
 
■実証 3 地
１） 佐賀
   佐賀

２） 東京
   荒川

３） 福島
   新地

 

告（10：10
成 27 年度 
務省情報流
成 27 年度 
部科学省⽣

地域からの
賀県実証報
賀県教育庁

京都荒川区 
川区教育委

島県新地町
地町教育委

0〜10：40
先導的教育

通⾏政局 
先導的な教

涯学習政策

報告（10：
告 
教育情報課

実証報告
員会 指導

実証報告 
員会 教育

0） 
育システム
情報通信利
教育体制構

策局 情報教

：40〜11：

課 主幹 丹

告 
導主事 菅原

育総務課 指
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ム実証事業
利⽤促進課⻑
構築事業 成
教育課⻑補佐

40） 

丹野 到様

原 千保⼦様

指導主事 伊

成果報告
⻑ 御厩 祐
成果報告 
佐 須原 愛

様 

伊藤 寛様

祐司 

愛記 

 

 

 



 
 

 

■講評（1
尚美学園⼤
（先導的な
（先導的教
２．各講演
（１）開会

総務省南
を重ねるこ
学⽣がスマ
であり、先
現する必要

⽂部科学
には ICT の
必要なもの
ミング必須
 
（２）成果

総務省情
られ 4 つの
て、ポータ
テンツなど
ニング②イ
ーケットプ
今後の展開

⽂部科学
点について
法の開発な
ることの重
る懇談会」
学校連携の
 
（３）実証

佐賀県教
連携させた
を通じ報告

荒川区教
タルサイ

11：40〜1
⼤学 教授 
な教育体制構
教育システ
演の概要 
会挨拶 
南統括官よ
ことの⼤切
マートフォ
先⽣⽅が多種
要性がある
学省岩本総
の有効活⽤
のを整理し
須化を進め

果報告 
情報通信利
の対応が⽰
タルサイト
どその構成
イスタンブル
プレイス⑤ダ
開として⽰
学省情報教
て説明があ
などと関連
重要性が指
」について
の⽅策につ

証３地域 
教育庁教育情
たネットワ
告があった
教育委員会
トを、実践

2：00） 
 ⼩泉 

構築事業推
ム実証事業

り、教育現
さ、IoT や
ンを⾃由⾃
種多様なコ
と強調され
括官より、

⽤が必要であ
ている最中
ている。 

⽤促進課御
⽰された。ま

の画⾯、SS
を説明した
ル⽇本⼈学
ダッシュボ
された。 
育課須原課
った。学習
づけ、「学
摘された。
も触れ、①
いて説明が

情報課主幹
ークの構築
。 
菅原⽒から
事例を交え

⼒⼀様 
推進協議会
業評価委員会

現場への ICT
やビックデー
⾃在に使う時
コンテンツを
れた。 

⼦どもの主
あると述べら
中であるが、

御厩課⻑から
また、教育ク
SO（シング

たうえで、実
学校③プログ
ボードの有効

課⻑補佐より
習指導要領の

習プロセス
今年 2 ⽉に

①スマートス
があった。

幹丹野⽒より
築と新しい学

らは、①個⼈
え報告があり
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副座⻑）
会 委員）

T 導⼊が 5％
ータが教育現
時代において
を⾃⾝のニー

主体的な学び
られた。新し

その⼀つと

ら、教育委員
クラウドプラ
グルサインオ
実際の活⽤事
グラミング教
効性⑥⺠間サ

り、情報活⽤
の改訂、そし
スにおける I
に発⾜した
スクール②授

り、総務省構
学びに向けた

⼈カルテ、②
り、まなび⽅

％に満たな
現場に与え
て、クラウ
ーズにあった

び、興味関⼼
しい時代に必
として⾼校の

員会の ICT 環
ラットフォ
オン）の仕組
事例として①
教育が報告
サービスとの

⽤能⼒、⾼⼤
してアクテ
ICT の効果
「2020 年代
授業・校務の

構築クラウ
た教育実証の

②復習型ビデ
⽅、教え⽅の

い現状、具
る影響が指
ドを教育に
た使い⽅が

⼼の変化、
必要となる
の「情報の

環境整備が
ームの概要
組み、多種
①シームレ
された。そ
のプラット

⼤接続シス
ィブラーニ
的な活⽤」
代に向けた
の両⾯の IC

ドと佐賀県
の様⼦を、

デオクリッ
の改善の重

具体的なユー
指摘された。
に活⽤するこ
ができる環境

そして教員
る資質や能⼒
の授業」での

が進まない現
要および成果
種多様な HT
レスなアクテ
そして、④オ
トフォーム連

ステム、教員
ニングに関す

を教科毎に
た教育の情報

CT 環境整備

県教育情報シ
主な 4 つの

プ、③教員
重要性が強調

ースケース
また、⼩

ことは必須
境を早く実

員の多忙化
⼒のために
のプログラ

現状に触れ
果報告とし
TML5 コン
ティブラー
オープンマ
連携などを、

員育成の３
する評価⽅
に明確にす
報化に関す
備③地域・

システムを
の取り組み

員共有ポー
調された。



 
 

 

新地町教
年度新地町
く⼒を育て
 
（４）講評

尚美学園
業」２つに
コメントが

実証事業
学びが変わ

また、3
新地町の家
があった。

 

教育委員会伊
町 ICT 活⽤
てる授業」

評 
園⼤学⼩泉
に関わる⽴場
があった。 
業のポイン
わろうとし
事業地域の

家庭連携や
。 

伊藤⽒は、
⽤における研
を、各校の

教授より、
場として、

トとして、
ている」の

の成果報告に
家庭の理解

 

新地町 ICT
研究テーマ

の取り組み事

「先導的教
２年間を振

「分かりや
の 2 点が指摘
に対して、荒

解を強く意識
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T 活⽤グラ
「ICT を活

事例を通じ成

教育システム
振り返った所

やすいユース
摘された。
荒川区の全
識した取り組

ンドデザイ
活⽤して学び
成果と課題

ム実証事業
所感、そして

スケース」

34 校への展
組みは、他の

インを説明し
びの質を⾼め
として報告

」と「先導
て３つの実

と「今まさ

展開を視野
のモデルケ

したうえで、
め、21 世紀

告した。 

導的な教育体
実証地域それ

さに新しい指

野に⼊れた取
ケースとなる

、平成 27
紀を⽣き抜

体制構築事
れぞれへの

指導要領で

取り組み、
るとの指摘



 
 

 

Appendix

本年度事
会を以下の
 
⽇時 ：
場所 ：

主催 ：
実施 ：
協⼒ ：
参加者 ：

【併設展⽰
ICT ドリ
成果物、
CONNE

 
１．プログ
当⽇のプロ
 
■開会の挨

総務省
   

 

x 6-2 平成 2

事業におけ
の通り開催

：平成 28 年
：ベルサール

〒160-00
：総務省 
：NTT コミ
：ICT CONN
：198 名（主

うち、⼩
政府
企業
その

⽰会】（12
リームスク
、補⾜資料な
ECT21 ブー

グラム 
ログラムは

挨拶（13：
省 ⼤⾂補佐

     

27 年度「総
る平成 27
した。 

年 3 ⽉ 3 ⽇
ル新宿グラ
023 東京都

ュニケーシ
NECT21 
主催者及び
中⾼・教育

府  
業  
の他  
2:00〜18：
ール実証事
などを展⽰。

ース）も展⽰

以下の通り

00〜：13
佐官 太⽥

    

 

総務省 ICT

年度総務省

（⽊）13：
ンド コン
都新宿区⻄

ションズ株式
みらいのま
発表者、展

育委員会
 
 
 

00） 
事業における

。併せて各⾃
⽰会場内に設

。 

3：10） 
⽥ 直樹 
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ドリームス
省 ICT ドリー

00〜18：
ンファレンス
⻄新宿 8-17

式会社 
まなび共創会
展⽰会出席者

14 名 
18 名 
162 名 
3 名 

る利⽤アプリ
⾃治体、教育
設置。 

スクール実
ームスクール

00 
スセンター5
-1 

会議 
者を含まず）

リケーション
育委員会、学

践モデル」
ル実践モデ

5F  

） 

ン、実証の様
学校の⽅々向

成果発表会
デルに関する

様⼦（写真、動
向けの相談

会 

る成果発表

動画等）、
窓⼝（ICT 

 



 
 

 

■ICT ドリ
11 の事業

・事業
・⽬標
・全体
・実施
・実証
・今後

 
■講評（1

東京
     
     
２．成果報
A 【第 1

①遠隔
隠
 

〜
   
②NP

N
株
島
京
茨
N
 

〜
 

   
③特別

 

リームスク
業者より以下
業概要（⽬
標とゴール
体スケジュ
施体制 
証結果報告 
後に向けて 

16：25〜1
京⼯業⼤学 

(先導的教
     

報告概要 
1 部】（13
隔相互交流学
隠岐國学習

「硬質化し
〜遠隔キャ

PO 法⼈や⾃
NPO 法⼈ e
株式会社コ
島根県益⽥
京都府⽴清
茨城県古河
NPO 法⼈ア

「ICT 学習⽀
〜地理的・

     

別⽀援児童
株式会社
〜SNS を
   

ール実証報
下について報
的、背景）
（中期的⽬
ール 

16：40） 
監事・名誉

教育システム
    

3：10〜14
学習による
センター 

たコミュニ
リア教育、

⾃治体等の連
eboard 代
ードタクト
市教育委員
明⾼等学校
市教育委員

アーモンドコ

⽀援モデル
経済的理由

   M

⽣徒への学
LITALICO

を活⽤した指

報告（13：1
報告 
 

⽬標、本年度

誉教授  
ム実証事業評
 

4：10） 
アクティブ
副⻑ ⼤辻

ニティの打破
ICT 活⽤に

連携による学
代表 中村
ト 
員会 社会教
校 
員会 
コミュニティ

ルづくり事業
由や不登校な

OOCｓ型教

学校-保護者-
 執⾏役員

指導記録と教
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10〜16：2

度ゴール）

評価委員会

ブラーニング
辻 雄介様

破」 
による地域の

学習困難者
孝⼀様 

教育課 

ィネットワ

業」 
などにより、
教材等を⽤い

-⺠間塾連携
員 野⼝ 晃
教材の共有

25） 

会 委員⻑）

グの実践モデ

の課題解決、

⽀援モデル

ーク 

学習に課題
いた学習⽀援

携による教育
晃菜様 
による⼀貫

清⽔ 康

デル 

、フェリー

ル 

題をかかえ
援モデルづ

育モデル 

貫した⽀援の

康敬様 

⽋航対策遠

える児童⽣徒
づくり〜 

の実現〜 

遠隔授業〜

徒への  



 
 

 

④学校

   
B 【第 2

⑤学校

   
⑥⽇本

   
⑦デジ

の

⑧クラ
  
  
  

 
C 【第 3
   ⑨仮

校や家庭の
株式会社
福岡市教
〜学校や
    

2 部】（14
校と⺠間教

株式会社
トレッド株
株式会社
〜映像参
     
    

本⼀⼩さな村
⾼知県⼤
⾼知県⼟佐
⼤川村⽴
  〜IC
   

ジタル教科
株式会社
東京書籍株
光村図書
〜メタデ

の管理〜 
   

ラウドを活
 株式会
 「教育
 〜新聞

3 部】（15
仮想世界技術

⽇本マイ
株式会社
NPO 法⼈
東京書籍株

ICT 環境に
NTT ドコモ
育委員会 
家庭の ICT

4：25〜15
育機関連携
デジタル・
株式会社 
アスデザイ
考書を利⽤

  教科

村の教育ク
川村⽴⼤川
佐郡⼤川村
⼤川⼩中学
T 活⽤研究

書・教材等
インプレス
株式会社 
出版株式会
ータ利活⽤

⽤した新聞
社神⼾新聞
ICT で郷⼟
社資産を活

5：40〜16
術を活⽤し
クロソフト
カブク 

⼈ CANVAS 
株式会社 

に依存しない
モ 担当部⻑

T 環境に依存

：25） 
携による効果

ナレッジ
代表取締役

イン 
⽤し中学校と
科書レベルの

クラウド活⽤
川⼩中学校
村教育委員会
学校 
究指定とあわ

等の 2 次利⽤
ス 総合研究

会社 
⽤によるデジ

聞づくりを軸
聞社 経営企
⼟教育」 
活⽤した郷⼟

：25） 
したプログラ
ト株式会社
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いセルラーモ
⻑ 深井

存しないセル

果的な教材
執⾏役員

役 ⾼崎 了

と学習塾の連
の習熟度マッ

⽤の取り組み
教頭 ⾼橋

会 

わせた１年⽬

⽤による先⽣
究所⻑ 柴⾕

ジタル教科書

軸にしたアク
企画室⻑ 梶

⼟愛を育む体

ラミングと
マネージャ

モデル端末
秀⼀様 

ルラーモデ

・学習環境の
⼩林 建太

了輔様 

連携による基
ップの作成

み 
橋 秀幸様

⽬の状況〜

⽣⾃作教材
⾕ ⼤輔様

書・教材等の

クティブラ
梶岡 修⼀様

体験型 ICT

3D ものづく
ャー 原⽥

末の実践モデ

デル端末の実

の提供モデ
太郎様 

基礎学⼒向
と基礎学⼒

の活⽤・流

の⼆次利⽤

ーニングの
様 

授業の実践

くり学習モ
英典様 

デル 

実践モデル〜

デル 

向上及び 
⼒の向上〜 

流通モデル 

⽤の円滑化と

の実践モデル

践〜 

デル 

〜 

と権利処理

ル 



 
 

 

ル

⑩教育

⑪不登

 
３．講評 

東京⼯業
評をいただ
 「ク
 特別

って
 アク

か。
最後に、
 

 

「プログ
〜仮想世界

ルものづくり
 

育⽤ SNS／
奈良⼥⼦
岡⼭県⽴
「クラウ
 

登校や学習
シャープ株
「少⼈数

業⼤学清⽔
だいた。 
クラウド」と
別⽀援や不登
て救ってあげ
クティブラー

それをド
、3 年⽬に向

ラミング教
界技術を活
り教育〜 

／協働学習ツ
⼤学附属中
岡⼭城東⾼
ド活⽤での

に困難を抱
株式会社 
教室不登校

名誉教授よ

と「つなが
登校など個
げて欲しい
ーニングに
リームスク
向けて「持

教育とデジタ
活⽤したプロ

ツールを活⽤
中等教育学校
⾼等学校 
の２つのアク

抱える児童⽣
副参事 ⾼

校⽣徒へのリ

より、本⽇の

る」につい
々に応じ異
 
より、今ま
ールで試す
続性と⾃⾛
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タルものづく
ログラミング

⽤した学校家
校 教論 ⼆

クティブラー

⽣徒へのリメ
⾼⽊ ⽂彦様
リメディアル

のキーワード

いては今回の
異なる対応が

まで必要とさ
す段階に来て
⾛」、「エビ

くり教育の実
グ教育と３

家庭間、学
⼆⽥ 貴広様

ーニング」

メディアル教
様  
ル教育と離島

ド⼀覧の振

の実証事業を
が必要となる

されなかった
ており積極的
ビデンスベー

実践」 
D プリンタ

学校間連携モ
様 

教育モデル

島との遠隔

り返り（写

を通じその
る⼦ども達

た⼒がどう
的にトライ
ースでの検

ターを活⽤し

モデル 

ル 

隔交流学習」

写真参照）。

幅が広がっ
を是⾮ ICT

すればつい
して欲しい
証」が挙げ

 

したデジタ

 

以下の講

って来た 
T 活⽤によ

いていくの
い 
げられた。


